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例　　言

１．本書は 2021 年 4 月 1 日から 2022 年 3 月 31 日までに東京大学埋蔵文化財調査室が実施した、埋
蔵文化財発掘調査およびそれに関わる研究、教育、普及などの諸活動をまとめた東京大学構内遺
跡調査研究年報と東京大学構内遺跡に関わる調査・研究成果である東京大学埋蔵文化財調査室研
究紀要を合冊したものである。

２．上記期間に行った発掘調査のうち、埋蔵文化財が確認できたものについて略報を掲載した。

３．遺構の略号は独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所で採用している方式を参照し、前に
遺構の性格、後ろに各調査地点ごとに１から通し番号を付与した。前に付した遺構番号の性格の
略称は、個々の報告の凡例を参考にされたい。

４．本書の作成は室員があたり、山下、小林が編集を行った。

５．本書（PDF 形式）および本書に関わる本文には掲載されていない遺構一覧表（詳細版）、遺物観
察表（以上、xlsx 形式）、遺構写真、遺物写真（以上、jpeg 形式）は東京大学埋蔵文化財調査室
公式サイト（http://www.aru.u-tokyo.ac.jp/index.htm）に収録した。

６．本書掲載・収録の諸データは、営利を伴わない学術目的の個人論文などの使用を除いて無断転載
を禁止する。

７．発掘調査に伴う図面、出土遺物等は、東京大学埋蔵文化財調査室が、東京大学駒場Ⅰ教養キャン
パス（東京都目黒区駒場 3-8-1）、東京大学駒場Ⅱリサーチキャンパス（東京都目黒区駒場 4-6-1）、
東京大学工学系研究科柿岡教育研究施設（茨城県石岡市柿岡 414）において管理、運用、保管を行っ
ている。
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東京大学構内遺跡の調査

東京大学は、農学生命科学研究科附属演習林を併せる

と全国 21 都道県におよび、326,809,180 ㎡を所有（一部

借入）している。このうち本郷（東京都文京区）、駒場

（東京都目黒区）、柏（千葉県柏市）の 3 構内を拠点キャ

ンパスと位置付けている。本郷構内は本郷、弥生、浅野

の 3 キャンパス全体で 559,176 ㎡、駒場構内はⅠ（教養

学部など）、Ⅱ（リサーチキャンパス）全体で 352,180 ㎡、

柏構内は 412,291 ㎡を所有している。

また、その他周知の遺跡として登録され、現在までに

試掘を含め調査を実施した所有地に、研究関連施設では

理学系研究科附属植物園本園、農学生命科学研究科附属

技術基盤センター（小石川樹木園）、総合研究博物館小

石川分館が所在する白山構内（東京都文京区、160,787

㎡）、医科学研究所が所在する白金台構内（東京都港区、

68,906 ㎡）、理学系研究科附属臨海実験所（神奈川県三

浦市、68,737 ㎡）、福利厚生関連施設では追分インター

ナショナルハウス（東京都文京区、1,576 ㎡）、白金台ロッ

ジ（東京都港区、2,453 ㎡）、三鷹国際学生宿舎（東京都

三鷹市、29,438 ㎡）、検見川総合運動場（千葉県千葉市、

273,027 ㎡）、目白台インターナショナル・ビレッジ（東

京都文京区、28,509.35 ㎡ ）がある。

本郷構内では旧石器時代（ブロック・礫群）、縄文時

代（早期末～前期集落・後晩期包蔵地）、弥生時代（中・

後期集落）、古墳時代（前～後期集落）、平安時代（集

落）、江戸時代（大名屋敷・武家地・町地・寺社地）、近

代にわたる大規模複合遺跡群で、「文京区 No.47 本郷台

遺跡群」として登録されている。また、その一部（浅野

地区内）は、「文京区 No.28 弥生町遺跡群」として登録

され、1975 年に文学部考古学研究室、理学部人類学教

室が合同調査を行った「向ヶ岡貝塚」（No.28-C 地点）は、

1976 年に国史跡に指定されている。

駒場構内のうち駒場Ⅱ地区は、近年の再開発に伴い構

内の試掘調査を実施しているが、遺跡は確認されていな

い。駒場Ⅰ地区は、旧石器時代（ブロック・礫群）、縄

文時代（早期集落）、平安時代、近世（農村）の遺跡が

確認され、全体が「目黒区 No.1　東京大学駒場構内遺跡」

として登録されている。

柏構内（現状所有範囲）は開発前に千葉県教育委員会

による試掘調査が行われたが、遺跡は確認されていない。

白山構内は、すでに明治初頭、エドワード・S・モー

スによって貝塚の存在が紹介されており、「小石川植物

園内貝塚」として周知されてきた。また、1918 年には

東京府の旧跡として指定された歴史を持つ。現在では

構内全域が縄文時代（前～晩期集落・貝塚）、江戸時代

（大名屋敷・幕府御用地・武家地）の複合遺跡「文京区

No.81 小石川御薬園跡」、その一部が「文京区 No.21 小

石川植物園内貝塚・原町遺跡」として登録されている。

2012 年 9 月 19 日には「小石川植物園（御薬園跡及び養

生所跡）」として、161,588.4 ㎡が国の史跡名勝に指定さ

れた。

白金台構内は、2000 年度の発掘調査（白金台 5）で旧

石器時代（ブロック）、江戸時代（大名屋敷）の遺跡が

確認され、その一部は、「港区 No.135 遺跡」として登録

されている。
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山上会館

法学部4号館
文学部3号館

御殿下記念館

医学部附属病院中央診療棟
設備管理棟
給水設備棟
共同溝他

理学部7号館

文京区湯島4丁目～弥生2丁目地先間配水管
布設替
新タンデム棟
弥生門脇変電施設
農学部家畜病院

医学部附属病院外来診療棟

農学部ガラス室
農学部図書館
農学部7号館Ⅰ期

工学部14号館

薬学部南館［薬学部新館］

農学部7号館Ⅱ期

工学部1号館

教育学部総合研究棟

看護職員等宿舎1号棟［看護婦宿舎］

総合研究博物館新館

臨床試験棟［MRI-CT棟］

山上会館龍岡門別館

医学部附属病院入院棟A

医学部教育研究棟

医学部附属病院看護師宿舎ゴミ置き場
法文十字路外灯
理学部1号館

薬学部資料館

情報基盤センター変電室1

工学部風工学実験室支障ケーブル地点

ATMネットワーク施設整備

医学部附属病院看護師宿舎電気ケーブル
埋設
地震研テレメタリング地震観測施設
野球グランド
経済学部前路面陥没
農学部ガス管埋設
屋外環境整備等　龍岡門～附属病院
医学部附属病院内エアタンク設置
史料編纂所前埋設

工学部風工学実験室

事前 1984.3.7～1986.7.17 1500 西田・谷・
大貫

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書4
山上会館・御殿下記念館地点』

事前 1984.4.1～1985.3.31 2500 大塚 『東京大学遺跡調査室発掘調査報告書2
法学部4号館・文学部3号館建設地遺跡』

事前 1985.7.29～1987.6.30 6000 寺島・大貫・
倉林

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書4
山上会館・御殿下記念館地点』

事前 1984.10.1～1987.3.31 7700 藤本・小川 『東京大学遺跡調査室発掘調査報告書3
医学部附属病院地点』

事前 1985.2.1～10.8 750 羽生 『東京大学遺跡調査室発掘調査報告書1
理学部7号館地点』

立会 － 『東京大学構内遺跡調査研究年報』2所収1986.5.12～7.20 寺島

試掘 1988.2.15～17 28 成瀬・武藤 『東京大学構内遺跡調査研究年報』7所収
立会 1987.12.15～16 － 武藤 近世
事前 1990.1.31～3.14 1040 武藤 『東京大学構内遺跡調査研究年報』1所収

事前 1990.6.27～1991.2.21 5500 成瀬・堀内・
武藤

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書5
医学部附属病院外来診療棟地点』

試掘 1991.8.12～13 7 堀内 遺構・遺物なし
事前
事前

1993.3.9～3.25
1992.10.6～11.16

408
1170

武藤
武藤

『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収

事前 1992.11.26～1993.2.23 1785 成瀬・堀内 『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書7
工学部14号館地点』

事前 1992.10.21～12.18 1300 堀内・寺島 『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書16
薬学部南館地点・薬学部資料館地点』

事前 1993.11.3～26 1000 武藤 『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収

事前

事前

1993.12.6～1994.2.10

1993.11.18～12.28

616

1007

武藤

堀内

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書6
工学部1号館地点』

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書10
教育学部総合研究棟地点・IML地点』

事前 1993.8.4～1994.1.17 746 成瀬
『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書15

医学部附属病院 看護職員等宿舎1号棟地点・
臨床試験棟地点・看護職員等宿舎3号棟地点（1）』

事前 1994.1.18～3.12 400 成瀬
『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書15

医学部附属病院 看護職員等宿舎1号棟地点・
臨床試験棟地点・看護職員等宿舎3号棟地点（1）』

事前 1994.8.17～10.17 593 武藤 『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収

事前 6096

事前

事前

1994.11.17～1995.4.28、
1997.3.10～4.25、
1998.11.2～12.25、
2002.9.3～12.25
1995.1.30～3.3

2901

45

堀内・鮫島・
大成

原

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書14
医学部研教育究棟地点』

『東京大学構内遺跡調査研究年報』1所収

立会 1994.10.3～18 － 寺島 遺構・遺物なし
立会 1994.9.5 － 成瀬・鮫島 近世

事前 1995.7.24～9.1 540 武藤 『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書16
薬学部南館地点・薬学部資料館地点』

事前 1995.7.18～31 78 鮫島 『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書9
浅野地区Ⅰ』

事前 1995.8.22～9.22 63 鮫島 『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書9
浅野地区Ⅰ』

立会 1995.3.2 － 原 遺構・遺物なし

事前 1996.4.15～5.2 360 武藤 『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収

立会 1993.10.15 － 成瀬 近世
立会 1994.10.13 － 成瀬・原 近世
立会
立会

1994.12.18
1995.3.10

－
－

成瀬
成瀬

遺構・遺物なし
近世

事前 1996.1.22～3.7 252 鮫島 『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書9
浅野地区Ⅰ』

東京大学構内遺跡調査一覧

事前

立会

立会
立会

1994.2.14～4.8

1994.4.21～11.16、
1995.1.31～1996.6.6

1995.11.20～24

1996
1993.9.28、1994.5.14

600

－

－
－

堀内

成瀬・原・
鮫島・大成

武藤・堀内・
鮫島・原

寺島
成瀬

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書11
総合研究博物館新館地点』

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書13
医学部附属病院入院棟A地点』所収

近世

遺構・遺物なし
近世

構内

本郷構内調査一覧
番号 年度 略称（旧略称） 調査名［旧名称］ 調査

種別 調査期間 面積
（㎡） 担当者 掲載書名

遺構・遺物の年代

4

年　報　編



本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷

本郷

本郷
本郷

本郷

本郷

本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

47

48

49
50
51
52

53

54

55

56
57

58

59

60

61

62
63
64
65

67
68
69
70
71
72

73

74
75
76
77

78

79
80

81

82
83
84
85
86

87

88－1

88－2

89
90
91
92

1996

1996

1997
1997
1997
1997

1998

1999

1999

1999
1999

1999

2000

2000

2001

2001
2001
2001
2002
2002

2004

2002
2002
2002
2002
2004
2004

2004

2008
2005
2005
2005

2006

2006
2006

2007

2007
2007
1984
2007
2008

2008

2008

2009

2008
2009
2009
2009

HWK4

HNⅡ

－
－
－
－

AFⅣ

HES99

－
－

YM

KK

HWK6

TS

NSK01
－
－

LS03

－
INC
－
－

HEQ04
SC1

－

HHN308
KOS05
HVP06

－

HJF06

－
－

HEA07

HKM07
－

NK84
－
－

HTG08

－

－
－

HHP09
HGG09

医学部附属病院基幹整備共同溝等

看護職員等宿舎3号棟［看護婦宿舎Ⅱ期］

外灯整備1
外灯整備2
外灯整備3
農学部（21世紀館）木質ホール

工学部風環境シミュレーション風洞実験室

総合研究棟［文・経・教・社研］

医学部附属病院第2中央診療棟

文系4研究所等暫定建物
環境安全センター

医学部附属病院受変電設備棟Ⅱ期

工学部基幹整備共同溝

医学部附属病院基幹整備外構施設等

工学部武田先端知ビル

農学部生命科学総合研究棟
薬学部暫定建物
情報学環暫定建物
法学系総合研究棟

地震研究所総合研究棟
インキュベーション施設
地震研仮設建物
工学系総合研究棟
地震研究所総合研究棟
理学部1号館前
クリニカルリサーチセンターA棟Ⅰ期

［疾患生命研究センター］
医学部附属病院看護師宿舎Ⅲ期
工学系総合研究棟立坑
ベンチャープラザ
農学部弥生講堂アネックス

情報学環・福武ホール

農学部コイトトロン温室
工学部もの作り実験工房

経済学研究科学術交流棟

懐徳門
向ヶ丘ファカルティハウス
農学部共同溝
薬学部東法面階段設置
雨水管改修

東京都下水道

耐震対策事業ガス管改修

弥生地区屋外ガス配管改修
薬学部研究実験棟
医学部附属病院立体駐車場
学生支援センター

事前

事前

立会
立会
立会
試掘

事前

事前

事前

試掘
立会

事前

事前

事前

事前

事前
立会
立会
事前

事前

試掘
事前
立会
立会
事前
事前

試掘

事前
事前
事前
立会

事前

立会
立会

事前

事前
試掘
事前
立会
立会

事前

立会

立会
試掘
事前
事前

1996.6.24～6.28

1996.11.5～1997.1.31

1997.4.13～30
1997.4.13～30
1997.4.13～30
1997.7.14～18

1999.1.7～25

1999.5.24～11.2
1999.10.12～2000. 2.25、
2001.7.23～2002.12.19
1999.12.16～17
2000.1.17

2000.2.5～3.31

2000.7.3～ 7.12、10.11～
10.14、2001. 2.21～ 2.28
2000.9.21～11.14
2001.6.4～8.7、
2001.11.28～12.28
2001.9.21～10.19
2002.2.5～6
2002.2.7
2003.2.17～4.18
2002.8.1～2003.2.28
2004.7.26～8.4、
2004.11.17～2005.2.4
2002.5.9～17
2003.3.6～6.7
2002.5.14～16
2003.2.28
2004.8.30～2005.2.28
2004.11.29～12.3

2004.11.29～12.1

2008.4.1～8.1
2005.9.13～14
2006.3.6～5.16
2006.1.12
2006.6.5～12.8、
2007.2.5～23
2007.1.16
2007.2.22
2008.3.17～7.11、9.11～24、
2009.2.2～10
2007.6.20～7.20
2007.10.22～25
1984.7.9～23
2008.3.14
2009.2.2～16
2008.12.7～12.25、
2009.11.27～12.8
2008.11.19、11.20
2009.5.11～13、15、23、31、
6.18、8.27
2008.11.25～12.17
2009.4.16
2009.12.13～2010.2.25
2009.7.21～7.30

5

525

－
－
－
50

300

1000

4017

16
－

300

900

200

740

1800
－
－
946
1260

540

32
1051
－
－

1474
32

24

550
17
760
5

1766

－
－

451

34
50
50
－
－

39

26

－

193
10

3034
440

原

原・大成

原
原
原
大成

原

堀内・追川
成瀬・原・
追川
成瀬
成瀬

原

原

成瀬・追川

原

原
成瀬
成瀬
成瀬・大成

原

堀内
堀内・追川
堀内
堀内
追川・大成
堀内

成瀬

堀内
原
追川・堀内
大成
大成・成瀬・
追川
成瀬
成瀬

成瀬

堀内
堀内
今村啓爾
成瀬
成瀬

原

原

原
大成
追川
堀内

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書13
医学部附属病院入院棟A地点』所収

近世
近世
近世

『東京大学構内遺跡調査研究年報』2所収
『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書9

浅野地区Ⅰ』
『東京大学構内遺跡調査研究年報』3所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』3所収
遺構・遺物なし

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書12
医学部附属病院受変電設備棟地点』

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収
『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書9
浅野地区Ⅰ』

『東京大学構内遺跡調査研究年報』7所収
遺構・遺物なし
近世

『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』5所収

縄文・弥生・古墳・近世・近代
『東京大学構内遺跡調査研究年報』4所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』5所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』5所収

古墳・近世

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』6所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』6所収
近世

『東京大学構内遺跡調査研究年報』6所収

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』7所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』7所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』6所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』14所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』7所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』7所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

本郷

本郷

43

44

1996

1996

HWK1

HWK2

医学部附属病院基幹整備共同溝等

医学部附属病院基幹整備共同溝等

事前

事前

1996.5.12～5.18

1996.5.27 ～6.27

20

102

成瀬

成瀬

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書13
医学部附属病院入院棟A地点』所収

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書13
医学部附属病院入院棟A地点』所収

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書13
医学部附属病院入院棟A地点』所収本郷 45 1996 HWK3 医学部附属病院基幹整備共同溝等 事前 1996.6.3～6.20 184 大成

本郷 46 1994 － 龍岡門門衛所移築 立会 1994.8.24 － 成瀬 近世

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書15
医学部附属病院 看護職員等宿舎1号棟地点・
臨床試験棟地点・看護職員等宿舎3号棟地点（1）』

本郷

本郷

41

42

1996

1996

IML

－

インテリジェント・モデリング・ラボラトリー

医学部附属病院基幹整備に伴う樹木移植

事前

立会

1996.4.15～6.20

1996.4

626

－

堀内

成瀬

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書10
教育学部総合研究棟地点・IML地点』

近世

HHC299（2中）

66－1

66－2

［薬学系総合研究棟1期］

［薬学系総合研究棟2期］
YGS

（YGS02）

（YGS04）
薬学系総合研究棟

構内 番号 年度 調査
種別 調査期間 面積

（㎡） 担当者 掲載書名
遺構・遺物の年代

略称（旧略称） 調査名［旧名称］

5

東京大学構内遺跡の調査



本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

101
102
103
104
105

106

107
108
109
110
111
112

113

114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124

126
127

128

129

130
131
132
133

134

135
136
137
138
139

140

141
142

143

144
145
146
147

2010
2010
2011
2010
2010

2010

2011
2011
2011
2011
2011
2011

2011

2010
2012
2011
2011
2011
2011
2011
2012
2012
2012
2012
2012
2012
2012

2012

2012

2012
2012
2013
2013

2012

2013
2013
2013
2013
2013

2013

2013
2013

2013

2013
2013
2013
2013

HMH10
－

HKK11
－
－

－

－
－
－
－
－
－

HHWB12

－
HTP12

－
－
－

HNS09
－
－
－
－
－

HCRA12
－
－

－

－

－
－
－
－

－

－
－
－
－
－

－

－
－

－

－
－

HAC13
－

ドナルド・マクドナルド・ハウス東大
本郷通り囲障改修
春日門横教育研究棟
防犯用ネットワークカメラ賃貸借
弥生地区屋外ガス配管改修

薬学ゲート前舗装改修

総合図書館前クスノキ移植
旧原子力センター別館改修
仮設キュービクル設置
クリニカルリサーチセンターA棟Ⅱ期
総合図書館西側道路構造調査
クリニカルリサーチセンターB棟

医学部附属病院入院棟Ⅱ期

下水本管改修
図書館前クスノキ移植
旧原子力研究総合センター別館電気設備
農学部3号館西側舗装改修
ガス管改修
分生研・農学部総合研究棟
分生研・農学部総合研究棟基幹整備
農学部1号館北側舗装改修
伊藤国際舗装改修
春日門門扉やりかえ
農学生命科学研究科閉鎖系温室
クリニカルリサーチセンターA棟Ⅰ期
原子力別館北側雨水配管改修
工学部4号館屋外排水管改修

農学部1号館北側他舗装改修

理学部2号館舗装改修

工学部3号館施設整備（ガス）
医学部モニュメント
タンデム加速器研究棟北側側溝改修
工学部9号館西側舗装改修

工学部3号館施設整備（下水他）

農学部水田取設
農学部正門舗装改修
浅野民間地
工学部3号館施設整備（雨水）
保育園前歩道植栽

春日門総合研究棟外構

工学部3号館施設整備（下水2）
農学部東側外構

講堂改修

看護職員等宿舎５号棟擁壁
医学部中央総合館前誘導ブロック設置
アカデミックコモンズ
国際科学イノベーション総括棟

事前
立会
事前
立会
立会

立会

立会
立会
立会
試掘
立会
試掘

事前

立会
事前
立会
試掘
試掘
事前
試掘
立会
立会
立会
立会
事前
立会
試掘

立会

立会

事前
立会
立会
立会

事前

試掘
試掘
試掘
立会
立会

立会

立会
試掘

事前

試掘
立会
事前
試掘

2010.12.9～2011.1.26
2010.12.2、12.13
2011.12.1～2012.7.20
2010.7.30～8.11
2010.8.31～9.11
2011.2.7、9、15～16、18、
21～22
2011.6.9～15
2011.6.22
2011.9.1
2011.11.29～12.2
2011.10.18
2011.11.29～12.2

2012.3.1～11.30、
2013.8.19～10.3、
2014.2.5～2015.2.19

2010.6.17、21
2012.5.7～6.18
2011.9.20、10.25
2011.12.14～2012.1.13
2011.9.5～9.19
2011.7.26～27
2011.9.10～17、11.20～21
2012.7.10～14
2012.7.14
2012.9.4、10
2012.9.26～27
2012.12.17～2014.9.12
2012.12.17～20
2012.2.20
2013.1.21、2.1、20、3.7、11、
12、14、15、18、19

2012.12.25、26、2013.1.21、
2.1、3
2012.11.5、13
2013.3.25
2013.4.8
2013.4.10
2013.3.18、27、4.1、8～10、
22、23、30、5.1、9、10、13、
14、21～23、6.15、17、18、
24～26、28、7.1～3、5
2013.6.4，5、7、8、10
2013.6.17
2013.7.18
2013.7.22、26、31
2013.8.4
2013.7.29、31、8.1、5、
2014.1.29、2.4
2013.8.24
2013.9.10
2013.9.26、10.21～25、
11.5、11、12.12、13、16、
2014.11.11、13～15、18、
19、27、28、12.5、9、11、13、
15、17
2013.9.2、3
2013.9.27
2013.9.10～2014.3.31
2013.7.23～7.26

30
－
949
－
－

－

－
16
18
6
4
25

4391

－
60
－
14
18
7
9
2
1
5
31

3341
21
10

2750

1000

－
11
16
23

490

101
3
44
41
42

107

－
7

539

13
－

1200
48

追川
追川
大成
原
原

原

追川
堀内
大成
追川
堀内
追川

成瀬・香取・
小川

原
追川
原
原
原
原
原
原
原
大成
原
追川 ・小川
原
原

原

原

成瀬・堀内
追川
原
原

堀内

原
原
原
堀内
堀内

大成

堀内
原

原・清水

香取
成瀬
堀内
追川

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8、9所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』9所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』9所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』9所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』9所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

遺構・遺物なし
近世
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』9所収
遺構・遺物なし
遺物のみ
遺構・遺物なし
近代
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
近代
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
遺構･遺物なし
近世遺構面確認
遺構･遺物なし

近世遺構面確認

遺構･遺物なし
『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

近世・近代整地層
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

本郷

本郷
本郷

本郷

本郷

本郷

本郷

94

95
96

97－1
97－2
98

100

2009

2009
2009
2009
2010
2010

2010

HNS09

－
－

HKS09

－

HLS10

HK311

分生研・農学部総合研究棟

農学生命科学研究科フードサイエンス棟
工学部新3号館建替時待避用仮設建物
基幹整備（流域⑧排水）A区
基幹整備（流域⑧排水）B区
原子動力実験棟

法学部3号館増築

工学部新3号館

事前

立会
試掘

事前

試掘

事前

事前

2010.1.25～3.31、
2010.7.28～8.11
2009.10.22、11.2
2009.12.14～12.17
2010.3.3～3.19
2010.11.27～12.6
2010.4.9

2011.1.4～10.11

1731

－
64
26
42
16

4595

原

原
原

原

原

堀内

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』15所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』9所収

本郷 93 2009 H7I09 伊藤国際学術研究センター 事前
2009.7.30～2010.2.12、
5.17～5.31、2011.7.21～26、
9.16～10.28

1710 成瀬・大成 『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

99－1
99－2
99－3

2010

2011

（HLS10－1）
（HLS10－2）
（HLS10－3）

2010.7.20～8.23
2011.1.18～26
2011.5.16～7.26

60 
268 
406 

追川
大成
追川

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』9所収

125－1

構内 番号 年度 調査
種別 調査期間 面積

（㎡） 担当者 掲載書名
遺構・遺物の年代

略称（旧略称） 調査名［旧名称］
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本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷
本郷
本郷

本郷
本郷
本郷

本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

本郷
本郷

本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷

161

162

163
164
165
166
167

168

169
170
171
172

173

174
175
176
177
178
179
180
181
182
183
184
185
186
187
188
189
190
191
192
193
194
195
196
197

198

199
200
201
202
203
204
205

206

207
208
209
210

211

212

2014

2014

2014
2014
2014
2014
2014

2014

2014
2014
2014
2014

2014

2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2014
2015
2015
2015
2015
2015
2015
2015
2015
2015
2015

2015

2015
2015
2015
2015
2015
2015
2015

2015

2015
2015
2015
2015

2015

2015

－

－

－
－
－
－
－

－

HEK14
－
－
－

－

－
－
－
－

HN614
－
－
－

HCRG15
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

HR115

－
－
－
－
－
－
－

HR115

HMK16
－
－
－

－

－

懐徳館庭園給水引き込み

工学部4号館改修

法文2号館給水管改修
イノベーション棟現場事務所
弓道場テント基礎移設
農学部門衛所漏水対応
安田講堂花壇漏水対応

アカデミックコモンズ 2次調査

文系総合研究棟
七徳堂改修外構
図書館横仮設建物建設に伴う舗装石除去
第二食堂前カーゲート付近舗装改修
医学部附属病院第二中央診療棟前車道バリカー
設置
本郷キャンパスバリアフリー関係整備
図書館仮設キュービクル設置
ネットワーク監視カメラ設置
工学部1号館前広場シダレザクラ移植
農学部6号館改修
安田講堂前広場の整備
生物環境ガラス温室
農学部グランド門扉改修
医学部附属病院CRC棟ほか外構
地震研究所北側囲障改修
上野英三郎博士とハチ公（仮）台座
バス通り誘導ブロック整備
薬学本館埋設配管
工学部船舶運動性能試験水槽埋設配管
総合研究棟（理学系）
上野英三郎博士とハチ公（仮）解説板
農学部正門守衛所
情報学環・福武ホール漏水補修
安田講堂監視カメラ
中央食堂第二購買部散水栓修理
理学部1号館新営に伴う支障排水管盛替
農学部東別館漏水補修
総合研究博物館裏街灯取替
文系総合研究棟仮設電気

理学部1号館

御殿下グラウンド北側チェーンゲート取設
農学部1号館西側外構
浅野街灯整備
安田講堂マンホール
国際科学イノベーション総括棟外構
農学部漏水
理学系総合研究棟仮設電気

理学部1号館外構

各門サイン設置
工学部3号館外周道路舗装部補修
医学部総合中央館西側駐車場改修
環境安全研究センター漏水

附属図書館（教育学部等）改修

安田講堂南側舗装改修

立会

試掘

立会
立会
立会
立会
立会

事前

事前
立会
立会
立会

立会

立会
立会
立会
試掘
事前
試掘
立会
立会
事前
立会
立会
立会
立会
立会
試掘
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会

事前

立会
立会
試掘
立会
立会
立会
立会

事前

事前
立会
立会
立会

立会

立会

2014.4.22
2014.6.23、27、7.3、4、10、
8.12
2014.6.4
2014.6.5
2014.7.3
2014.7.15
2014.7.30
2014.8.13～10.31、11.25、
12.10、12
2014.10.14～11.5
2014.11.21、2015.1.13、14
2014.9.4
2014.11.21

2014.12.19

2014.12.22、2015.1.20、21
2014.11.26
2014.12.2
2015.1.6、7
2015.1.7～9、4.27、28
2015.1.6、7、2.18
2015.1.16
2015.1.21、2.3
2015.3.16～9.25
2015.2.6
2015.2.6
2015.2.20、23、24
2015.2.23、24
2015.3.16
2015.4.7、9、10
2015.5.11
2015.5.1
2015.5.2
2015.5.25
2015.6.28
2015.6.25
2015.5.4
2015.6.8
2015.7.15～7.17

2015.8.17～12.9

2015.8.20、21
2015.9.1、15
2015.9.7
2015.11.27
2015.12.14
2016.1.12
2016.1.19
2016.1.19、22、25、28、
2016.2.12、16、17、19
2016.2.1～3
2016.2.19
2016.3.4
2016.2.10
2016.1.6、9、2.15、16、
2.29～3.2
2016.3.1、8

－

47

8
－
1
－
1

475

180
130
930
78

1

169
8
5
5
38
405
9
3

162
153
3
25
14
5
36
5
1
3
52
0.3
4
1
2
2

530

9
20
2
1
82
0.6
0.6

175

8
36
218
0.5

81

38

原・清水

原

堀内
追川
清水
原
小川

堀内・清水

堀内・香取
成瀬
堀内
成瀬

成瀬

成瀬
清水
清水
香取
原
香取
原
香取
追川
原
原
成瀬
小川
清水
原
原
原
清水
原
原
原
香取
小川
平石・香取
原・小川・
平石
原
原
香取
原
大成
香取
小川

小川・平石

大成
平石
平石
堀内

清水

香取

遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構なし、近世磁器1点
近世遺構・遺物

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収
近現代
遺構・遺物なし
近世
近世
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構なし、近世磁器1点
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

遺構なし・近世陶器数点

遺構・遺物なし

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

151
152
153
154
155
156
157
158
159
160

2013
2013
2014
2013
2013
2013
2013
2013
2014
2014

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

農学生命科学研究科閉鎖系温室
地震研究所北側囲障改修
理学部1号館
保育園前漏水
懐徳門舗装
博物館AMSラボ電気改修
第2本部棟外構
街灯整備
弓道場脇フェンス
文系総合研究棟

試掘
試掘
試掘
立会
立会
立会
立会
立会
立会
試掘

2014.1.29
2014.2.13、17、21
2014.5.16、19
2014.1.10、14
2014.1.29、2.5、2.10
2014.2.6
2014.2.22～23
2014.3.11～14
2014.4.7
2014.4.9～11

18
40
21
1

277
2
4
46
5
27

原
原
原・清水
堀内
堀内
堀内
堀内
堀内
堀内
堀内

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

本郷

本郷
本郷

148

149
150

2013

2013
2013

HIN14

－
－

国際科学イノベーション総括棟

（弥生）テニスコート夜間照明設置
農学部正門舗装改修

事前

立会
立会

2014.1.14～7.23、
2014.8.18～8.21
2013.12.20
2014.1.29、2.3、16～18

1480

4
510

大成・香取

大成
原

『東京大学構内遺跡調査研究年報』10所収

遺構・遺物なし、時期不明硬化面
遺構・遺物なし

構内 番号 年度 調査
種別 調査期間 面積

（㎡） 担当者 掲載書名
遺構・遺物の年代

略称（旧略称） 調査名［旧名称］
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東京大学構内遺跡の調査



本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷

本郷
本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷

本郷
本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷
本郷

本郷

本郷

本郷

本郷

本郷
本郷

222
223
224
225
226
227
228
229
230

231
232
233
234
235
236
237
238
239
240
241
242
243

244

245
246
247
248
249

250

251
252
253
254
255
256
257
258
259
260
261
262
263
264

265

266

267

268

269
270

2016
2016
2016
2016
2016
2016
2016
2016
2016

2017

2017
2017
2017
2017
2017
2017
2017
2016
2017
2017
2017
2017
2017

2017

2017
2017
2017
2017
2017

2017

2017
2017
2017
2017
2018
2018
2018
2018
2018
2018
2018
2018
2018
2018

2018

2018

2018

2018

2018
2018

－
－
－
－
－
－
－
－
－

HCRA12

HR115
－
－
－

HNY
－
－
－
－
－
－
－
－

HKO18

HCRB17
－
－
－
－

－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－

HKD18

－

－

－
－

附属図書館（教育学部等）改修機械設備
朱舜水碑現設置場所
朱舜水碑移転先
医学部附属病院内駐輪場
附属図書館ダムウェーター新設
正門整備
医学部本館脇樹木
農学部サッカー部室
育徳園柵修理
クリニカルリサーチセンターA棟Ⅱ期 

（16区・17区）
理学部1号館南側外構
動物センター前土質調査
アカデミックコモンズ雨水排水管
アカデミックコモンズ補給水管盛替え
看護職員等宿舎５号棟擁壁
野球場ブルペン改修
理学部1号館ガス管・配水管
第一研究棟中庭排水切り替え
御殿下グラウンド西側舗装改修
工学部6号館北立ち枯れ樹木伐採
列品館西側舗装改修
入院棟B棟東側道路改修
中央食堂その他改修（EV新設）

基幹・環境整備（言問い通り横断管路）

クリニカルリサーチセンターB棟
育徳園石組補修
中央食堂改修機械設備
農学部グラウンド防球フェンス新設
医学部総合中央館１階改修・既設管接続
山上会館龍岡門別館東側及び広報センター
東側実生木伐採・抜根作業
医学部総合中央館中庭照明改修
旧東大出版会北側植栽整備
外来診療棟西側配管
育徳園低木撤去植替え
外来診療棟南側こいのぼり基礎
医学部附属病院バス停渡り配管
学生第二食堂横広場整備
学生第二食堂前外構
医学部附属病院南研究棟外構
農学部７号館西側道路漏水
工学部11号館南側ハンドホール補修
プレハブ研究Ａ棟案内表示板設置
育徳園倒木
向ヶ丘ファカルティハウス中庭整備
最先端臨床研究センター西側喫煙所衝立
設置

基幹・環境整備（電気管路）

東御長屋井戸跡サイン板設置

育徳園路等補修

農学部ファカルティハウス外構ブロック塀補強
野球場防球ネット増設

立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会

事前

事前
立会
立会
立会
事前
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会

事前

事前
立会
立会
立会
立会

立会

立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会
立会

立会

事前

立会

立会

立会
立会

2017.1.11
2017.2.7、8、16
2017.2.17、20、25
2017.2.13
2017.1.24
2017.3.9、13、15、16
2017.2.23
2017.3.1、4.17、8.29
2017.3.22～24、28、30

2017.4.1～7.28

2017.5.10、29
2017.4.25
2017.4.12・13
2017.5.25
2017.8.4～20
2017.7.14.15.22.23
2017.8.23.29
2016.5.19、20
2017.9.16
2017.9.19
2017.9.20
2017.9.14
2017.12.4
2018.3.30～4.2、5、12、16、
5.10、16、17、12.17
2018.1.15～4.4
2017.12.6
2018.1.18、19
2018.1.16
2018.2.15

2018.3.20

2018.3.22
2018.3.23
2018.3.23～24
2018.3.27
2018.4.6
2018.5.2
2018.5.10
2018.6.22
2018.7.23
2018.10.9
2018.10.22
2018.10.25
2018.10.01、16、17
2018.11.5

2018.121

2018.12.17～21、
2019.1.28～2.5
2019.1.24
2019.1.21、22、23、25、28、
29、30、31、2.1
2019 .1.31、2.1
2019.2.20、21、27

7
86
32
10
16
209
0.2
109
(35)

3621

7
1
7
11
53
376
15
13
5
8
13
500
12

203

93
0.6
26
5
4

8

1
3
6
50
0.6
10
15
506
53
2

0.2
0.5
7
96

3

57

0.5

－

9
6

原
原
原
追川
堀内
原
堀内
堀内・大成
原

追川

原
原
堀内
大成
原
原
原
追川
清水
堀内
原
追川
原

大成

追川
原
原
堀内
大成

香取

香取
堀内
小川
大成
小川
小川
大成
大成
追川
堀内
小川
小川
原
香取

香取

大成

成瀬

原

原
香取

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』12所収

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』13所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
近世
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』12所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』12所収
近代（裏込から磁器、レンガ）
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし

遺構･遺物なし

遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構・遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
近代盛土、遺物なし
遺構･遺物なし

遺構･遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』14所収

遺構･遺物なし
池底確認･遺物なし。一段目 護岸杭列園路側10.5ｍ、
二段目 護岸杭列池側21ｍ
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし

本郷

本郷

本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

216
217
218
219
220

2015

2016

2016

2016

2016
2016
2016
2016
2016
2016

HCRA12

HCRA12

HCRA12

HCRA12

HCRA12
－
－
－
－
－

クリニカルリサーチセンターA棟Ⅱ期 （13区）
クリニカルリサーチセンターA棟Ⅱ期
 （ガス配管）
クリニカルリサーチセンターA棟Ⅱ期 （14区）
クリニカルリサーチセンターA棟Ⅱ期 

（ガス配管竪坑）
クリニカルリサーチセンターA棟Ⅱ期 （15区）
教育学部機械設備改修
附属図書館（教育学部等）改修電気設備
農学部正門ステンレスポール更新
構内各所サイン設置
育徳園内倒木樹木の撤去作業

事前

立会

事前

立会

事前
立会
立会
立会
立会
立会

2016.3.28～4.14

2016.4.26

2016.8.26～9.2

2016.5.26

2016.5.19
2016.7.4
2016.8.29
2016.10.19
2016.11.16～19、21
2016.10.22

9

31

124

0.4

23
7
3

0.2
10
1

追川

追川

追川

追川

追川
小川
平石
原
原
原

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収

遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収

遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収
遺構・遺物なし

221 2016 － 安田講堂北側誘導ブロック 立会 2017.1.12、13 8 原 遺構・遺物なし

本郷
本郷
本郷

213
214
215

2015
2016
2016

－
－
－

理学部2号館前生垣
低温センターA004室アース
第一研究棟西側圃場整備

立会
立会
立会

2016.3.14
2016.4.19
2016.6.3

2
3
21

堀内
原
平石

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

125－2

125－3

125－4

125－5

125－6

125－7

構内 番号 年度 調査
種別 調査期間 面積

（㎡） 担当者 掲載書名
遺構・遺物の年代

略称（旧略称） 調査名［旧名称］
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本郷

本郷
本郷

本郷

本郷
本郷

本郷
本郷
本郷

286

287
288

289

291
292

294
295
296

2019

2019
2019

2019

2010
2010

2019
2019
2019

－

－
HYK20

－

－
－

－
－
－

農学部1号館耐震改修工事に伴う仮設建物

医学部3号館南西側高圧ケーブル敷設
野球場北側擁壁改修

理学部三角広場改修

農学部3・5号館間
弥生門前掘削

附属図書館改修Ⅳ期
七徳堂東側樹木樹勢回復作業
浅野地区旧宿舎付近車止め設置

試掘

立会
試掘

立会

立会
立会

立会
立会
立会

2019.12.18、19、2020.2.25

2020.1.22、29
2020.1.9～11.9

2020.2.3、2.12～13、3.2～3、
3.16、4.1、4.11、4.16、5.22、
6.10、6.26、7.14、8.20

2010.6.10
2010.6.11

2020.3.26、7.20
2019.3.26
2020.3.30

361

40
387

1341

16
30

62
5
0.4

大成

大成
堀内・香取

小川・堀内

原
原

成瀬
大成
成瀬

A～D区あり。A区調査必要なし、B区立会、
C・D区試掘遺構なし（震災に伴う灰層にパックされた
レンガ基礎確認）

遺構・遺物なし
『東京大学構内遺跡調査研究年報』14所収

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

本郷 290 2020 － 総合研究博物館改修機械設備 立会 2020.5.13 3 大成 遺構・遺物なし

本郷 293 2020 － 農学部1号館電気 立会 2020.5.11 39 堀内 遺構・遺物なし

本郷 297 2020 HOKⅡ20A
HOKⅡ20Y 基幹・環境整備（言問通り横断管路）Ⅱ期 事前 2020.4.7、5.7～7.31 369 大成・堀内 『東京大学構内遺跡調査研究年報』14所収

本郷 298 2020 HA120 農学部1号館機械設備 試掘 2020.6.8～6.16 148 堀内 『東京大学構内遺跡調査研究年報』14所収
遺構・遺物なし本郷 299 2020 － 共同溝東側陥没 立会 2020.9.3～7 4 追川

本郷 300 2020 － 工学部５号館改修電気設備 立会 2020.09.14 4 小川 遺構・遺物なし
本郷 301 2020 － 赤門前銀杏根系調査 立会 2020.10.6 5 香取 遺構なし・近世、近代
本郷 302 2020 － 農学部1号館改修（設備） 立会 2020.10.20 7 堀内 遺構・遺物なし
本郷 303 2020 － 弥生キャンパス消火栓改修 立会 2020.12.19 5 小川 遺構・遺物なし

本郷 304 2020 － 工学部1号館地下1階部材実験室改修機械
設備 立会 2021.12.21 2 大成 遺構・遺物なし

本郷 305 2020 － 中央食堂熱源改修その他 立会 2021.1.26、2.10、4.5 173 小川 遺構・遺物なし
情報基盤センターHubサイト移設に伴う通信
設備改修本郷 306 2020 － 立会 2021.2.12 4 成瀬 遺構・遺物なし

本郷 307 2020 － 第2期誘導ブロック敷設に伴う雨水枡移設 立会 2021.2.18 2 小川 遺構・遺物なし　※福武ホール前
本郷 308 2020 － 外灯C-5_C-61電源改修 事前 2021.3.12 9 追川 『東京大学構内遺跡調査研究年報』15所収

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷

278
279
280
281
282
283

284

285

2019
2019
2019
2019
2019
2019

2019

2019

－
－
－
－
－
－

－

－

農学生命科学図書館他ブロック塀改修
第２本部棟系統排水管改修
仮設プレハブ取説
工学部列品館耐震
安田講堂サイン設置
給水管改修
医学部5号館改修（その1）
同（その2）
医学部2号館本館耐震改修

立会
立会
立会
立会
立会
立会

立会

立会

2019.8.2
2019.8.3
2019.08.23、24、26
2019.10.08
2019.10.18
2019.12.9
2019.12.5
2020.3.2、16
2019.12.10

1
2
16
31
1

352
12
24
2

原
堀内
香取
大成
堀内
原・香取

堀内

追川

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』13所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』13所収
遺構・遺物なし

遺構・遺物なし（レンガ基礎確認）

遺構・遺物なし

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

271
272
273
274
275
276
277

2018
2018
2018
2018
2019
2019
2019

－
－
－
－
－
－

HWK19

東洋文化研究所北側外構スロープ手摺撤去
野球場フェンス補修
第二食堂前植栽帯改修
本郷通り囲障改修
野球場正面入口前マンホール嵩下げ
言問通り横断管路
医学部附属病院基幹整備共同溝

立会
立会
立会
立会
立会
試掘
事前

2019.2.28
2019.3.6
2019.3.8
2019.3.20
2019.4.24
2019.7.8～8.2
2019.8.5～2021.2.22

1
2

105
8
3

112
281

小川
原
小川
堀内
香取
原
追川

遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし
遺構･遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』13所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』14所収

本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷
本郷

本郷

本郷
本郷
本郷
本郷

本郷

本郷

本郷
本郷

309

310

311
312
313
314
315

316

317
318

319

320
321
322
323

324

325

326
327

2021

2021

2021
2021
2021
2021
2021

2021

2021
2021

2021

2021
2021
2021
2021

2021

2021

2021
2021

－

－

－
－
－
－
－

－

－
－

－

－
－

HN121
－

－

－

－
－

農学部1号館（2期）配管

文学部アネックス南側囲障改修

医学部附属病院共同溝給水主管改修
農学部1号館エレベータービット新設
文学部アネックス南側囲障改修2
農学部東側外構ツバキ移植
医学部附属病院管理研究棟耐震改修
医学部附属病院臨床研究棟西改修
電気設備工事
赤門脇トイレ樹木調査
工学部５号館（Ⅱ期）改修電気設備
伊藤国際学術研究センター門（仮称）
サイン板設置
農学部3号館ヘリウム回収配管改修
医学部本館2号館付近標識修繕
農学部1号館スロープ等新設
薬学部本館漏水
医学部附属病院臨床研究棟西改修
鉄骨階段

医学部附属病院臨床研究棟西改修
機械設備
農学第2号館西側バイク駐車場浸透桝設置
本郷通り囲障改修（その2）

立会

立会

立会
立会
立会
立会
立会

立会

立会
立会

立会

立会
立会
事前
立会

立会

立会

立会
立会

2021.6.29

2021.6.30

2021.9.24～29
2021.716、7.26
2021.9.7
2021.9.15
2021.11.8

2021.11.11～12

2021.10.15
2021.11.26

2021.12.27

2022.1.27
2022.1.28
2022.2.8～15
2022.1.22

2022.3.8

2022.3.16

2022.3.15
2022.2.28、3.4

13

9

19
12
12
4

172

8

4
1

2

22
0.1
51
0.8

11

3

0.9
52

小川

大成

追川
堀内
大成
香取
追川

追川

香取
香取

成瀬

小川
山下
山下
堀内

追川

追川

小川
堀内

遺構・遺物なし
遺構なし。硬化面1枚。肥前磁器片1点、
JCプリント碗片1点、焼瓦

『東京大学構内遺跡調査研究年報』15所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』15所収
遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

構内 番号 年度 調査
種別 調査期間 面積

（㎡） 担当者 掲載書名
遺構・遺物の年代

略称（旧略称） 調査名［旧名称］
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1
2
3
4
5
6
7
8
9

1996
1996
1996
1998
1998
1998
2002
2003
2008

－
－
－
－
－
－
－
－
－

生産技術研究所校舎
先端科学技術研究センター校舎4号館
生産技術研究所校舎
設備センター
国際･産学共同研究センター
生産技術研究所事務図書棟暫定施設
駒場オープンラボラトリー
総合研究実験棟
保育施設

試掘
試掘
試掘
試掘
試掘
試掘
試掘
試掘
立会

1996.5.14
1996.5.15～17
1996.10.24～25
1998.4.27
1998.8.5
1998.12.13～15
2002.12.5
2003.8.6
2008.7.9～14

25
92
20
13
90
50
55
34
－

武藤
武藤
武藤
武藤
原
大成
成瀬
追川
大成

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
縄文
遺構・遺物なし
縄文土器（阿玉台）
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

駒Ⅱ
駒Ⅱ
駒Ⅱ
駒Ⅱ
駒Ⅱ
駒Ⅱ
駒Ⅱ
駒Ⅱ
駒Ⅱ

駒場Ⅱ地区調査一覧
構内 番号 年度 調査

種別 調査期間 面積
（㎡） 担当者 掲載書名

遺構・遺物の年代
略称（旧略称） 調査名［旧名称］

駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ

駒Ⅰ

駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ

1
2
3
4

5

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

1991
1993
1993
1994

1994

1995
1995
1995
1996
1997
1999
2000
2001
2001
2005
2003
2005
2006
2006

－
FGE
－
－

－

－
－
－

数理
－
－
KL
－
－

KCP
KGK
－
－
－

教養学部保健センター
教養学部情報教育棟
数理科学研究科棟
数理科学研究科棟擁壁
数理科学研究科棟関連東電マンホール
増設・管路新設
教養学部伝統文化活動施設
教養学部学生用浴室・シャワー施設
数理科学研究科棟ガス・水道管埋設
数理科学研究科Ⅱ期棟
教養学部キャンパス・プラザ
教養学部総合研究棟
駒場図書館
教養学部総合研究棟
教養学部総合研究棟
コミュニケーションプラザ
国際学術交流棟
教養学部5号館他改修
教養学部8号館エレベーター敷設
教養学部ロッカー棟

試掘
事前
試掘
立会

立会

試掘
試掘
立会
事前
試掘
試掘
事前
試掘
試掘
事前
事前
立会
立会
試掘

1992.3.19
1993.8.10～10.20
1993.5.8～15
1995.1.20～27

1995.1.24～4.12

1995.9.11
1995.9.11
1995.5.17～18、6.27～28
1996.12.12～1997.2.6
1997.4.24
1999.7.26～8.3
2000.7.27～8.30
2001.10.24～25
2002.3.25～26
2005.4.22～7.21
2003.5.16～7.9
2005.8.10、17、19
2006.10.20
2006.11.13～16

28
940
350
－

－

8
8
－

1160
41
130
1778
60
53

4327
620
300
－
21

武藤
武藤
堀内
武藤

武藤

武藤
武藤
武藤
堀内
武藤
原
大成・追川
堀内
大成
成瀬
原
大成
堀内
堀内

遺構・遺物なし
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
縄文
近代

縄文・平安

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』2所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』7所収
遺物・遺構なし
遺物・遺構なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』12所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』5所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ

駒Ⅰ

駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ

駒Ⅰ

駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ

37
38
39

40

41
42
43
44
45

46

47
48
49
50
51
52

2017
2017
2018

2018

2018
2018
2018
2018
2018

2018

2018
2018
2019
2019
2019
2019

KKT18
－
－

－

KKT18
KTS18
KTK18

－
－

－

－
－
－
－
－
－

駒Ⅰ
駒Ⅰ

53
54

2020
2020

－
－

駒場仮設体育館
駒場体育館
大隈良典博士ノーベル賞受賞記念碑

駒場体育館新営に伴う電気配管掘削

駒場仮設体育館外構
駒場体育館新営に伴う機械設備切廻
駒場体育館
７号館西側排水管破損修理
テニスコート夜間照明設置

野外トイレ解体

駒場体育館
第一グランド改修
東京電力ケーブル等撤去
駒場体育館雨水浸透
駒場体育館周辺
駒場Ⅰブロック塀対策

事前
試掘
立会

立会

立会
事前
事前
立会
立会

立会

立会
立会
立会
立会
立会
立会

美術博物館学際交流展示室空調設備改修
トレーニング体育館下の土壌汚染調査

立会
立会

2018.2.5～16
2018.3.5～3.26
2018.4.16
2018.5.3～5、15、21、6.6、7、
22、25～27、7.26
2018.6.6、6.8
2018.6.28、7.2、3、18
2018.7.2～8.27
2018.10.18
2018.11.30
2018.12.20、21、25、
2019.2.4、4.24
2019.2.27、3.8、4.5
2019.2.6
2019.12.6､12､13､18
2020.2.27
2020.3.2、4、13
2020.1.31、2.6、17、27

376
155
0.4

183

38
25
430
22
36

90

416
1
47
20
84
86

堀内
原
成瀬

原

堀内
原
原
小川
大成

原

原
香取
堀内
堀内
堀内
堀内

『東京大学構内遺跡調査研究年報』12所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』12所収
遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
『東京大学構内遺跡調査研究年報』12所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』12所収
緊急対応。遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』13所収
2020.6.2、7.13、9.3、9.14
2020.9.3、4

17
0.3

小川
香取

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ

駒Ⅰ

駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ

28
29
30
31
32

33

34
35
36

2014
2014
2014
2015
2015

2015

2016
2016
2017

－
－
－
－
－

－

－
－
－

教養学部並木通り根上り対策
電話交換機設備更新
教養学部並木通り舗装改修
6号館改修に伴う埋設管敷設
正門前排水改修

並木通り舗装改修（Ⅱ期）

野球場排水改修
教養学部5号館引込幹線
並木通り舗装改修（Ⅲ期）

立会
立会
立会
立会
立会

立会

立会
立会
立会

2014.9.4、8、10
2014.11.29
2015.2.3、12、23、3.10
2015.7.23
2015.8.21、25
2016.2.4、15、17、22、
3.10、14
2017.2.8、14
2017.3.6～8
2018.1.30

64
7
77
4
50

824

121
28
481

大成
堀内
大成　
小川・平石
香取

原

原
原
原

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ
駒Ⅰ

20
21
22
23
24
25
26
27

2007
2009
2009
2011
2012
2012
2012
2012

－
－
－
－
－
－
－
－

初年次活動センター新築
基幹整備（排水）
理想の教育棟
巻藁練習場
屋外トイレ
理想の教育棟Ⅱ期棟
コミュニケーションプラザ横共同溝埋設
倉庫

立会
立会
試掘
立会
立会
試掘
試掘
立会

2007.12.20
2010.1.14、21、28
2010.2.1～5
2012.1.23
2012.7.23～25
2012.7.30～8.3
2012.9.24～27
2013.2.28

85
34
220
12
42
49
34
40

追川
堀内
堀内
成瀬
堀内
堀内
小川
香取・堀内

遺構・遺物なし
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構なし・近代遺物あり
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

駒Ⅰ 55 2021 － 5号館他教室コンセント増設その他 立会 2022.2.2 49 小川 遺構・遺物なし。煉瓦基礎あり。

駒場Ⅰ地区調査一覧
構内 番号 年度 調査

種別 調査期間 面積
（㎡） 担当者 掲載書名

遺構・遺物の年代
略称（旧略称） 調査名［旧名称］
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他
他
他
他

他

他

他

他

他

他

他

他
他

他

他
他

文京区
豊島区
三鷹市
港区

三鷹市

三浦市

三浦市

三浦市

三鷹市

三鷹市

千葉市

柏市
文京区

文京区

文京区
文京区

1991
1991
1991
1991

1992

1992

1993

1993

1993

1994

1994

1996
2007

2016

2018
2019

－
－
－
－

三广1

MMBS

－

－

三广2

三广3

GMB

－
－

メジロ15

－
－

追分学寮
豊島学寮
井の頭学寮
白金学寮

三鷹国際交流会館（長嶋遺跡）Ⅰ期

理学部附属臨海実験所新研究棟（新井城）
理学部附属臨海実験所新研究棟関連電機・
水道管路新設

理学部附属臨海実験所新研究棟関連海水
循環水路新築

三鷹国際交流会館（長嶋遺跡）Ⅱ期

三鷹国際交流会館（長嶋遺跡）Ⅲ期

検見川運動場体育セミナーハウス
（玄藩所遺跡）
柏キャンパス校舎
追分国際学生宿舎

目白台国際宿舎

目白台国際宿舎・外構樹木
目白台国際宿舎・外構整備その2

試掘
試掘
試掘
試掘

事前

事前

立会

立会

事前

事前

事前

試掘
事前

事前

立会
立会

1991.8.23～24
1991.8.26～30
1991.9.30～10.15
1991.11.25～26

1992.6.29～9.19

1992.7.20～9.25

1993.4.20～23

1993.5.7～8

1993.5.28～11.8

1994.5.13～8.17

1994.7.19～8.21

1996.10.28～29
2007.12.3～2008.3.25
2016.6.17、21、
2016.7.20～2017.4.4
2018.9.26
2019.4.3、4、25、5.16

16
29
20
10

2100

1700

－

－

3280

1950

496

125
776

9373

15
－

成瀬
武藤
成瀬
武藤

堀内・成瀬

武藤・寺島

武藤

武藤

堀内

堀内・鮫島

武藤

武藤
原
大成・小川・
平石
大成
大成

近世
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
近世

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書8
長嶋遺跡』
『東京大学構内遺跡調査研究年報』1所収

中世

中世

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書8
長嶋遺跡』

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書8
長嶋遺跡』

『東京大学構内遺跡調査研究年報』9所収

遺構・遺物なし
『東京大学構内遺跡調査研究年報』7所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

構内

その他の構内調査一覧
行政区年度 調査

種別 調査期間 面積
（㎡） 担当者 掲載書名

遺構・遺物の年代
略称（旧略称） 調査名［旧名称］

医科学研究所看護師宿舎
医科学研究所MRI-CT棟装置棟
医科学研究所ヒトゲノム解析センター棟
医科学研究所附属病院診療棟・
総合研究棟新営

医科学研究所附属病院診療棟・総合研究棟

白金台囲障改修

白金台
白金台
白金台

白金台

白金台

白金台

1
2
3

4

5

6

1992
1994
1995

2000

2000

2021

－
－
－

－

SBS00

－

試掘
試掘
試掘

試掘

事前

事前

1992.7.1
1995.3.9
1995.7.11

2000.7.5～7

2000.10.27～2001.3.9

2020.2.3、6.3、2021.2.1～
2.10、2.24～6.21

8
8
8

53

4280

583

武藤
武藤
武藤

追川

堀内・大成

堀内・香取

遺構・遺物なし
遺構・遺物なし
遺構・遺物なし

江戸

『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報告書17
医科学研究所附属病院A棟地点』所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』15所収

白金台構内調査一覧
構内 番号 年度 調査

種別 調査期間 面積
（㎡） 担当者 掲載書名

遺構・遺物の年代
略称（旧略称） 調査名［旧名称］

1
2
3

4

5

6

7

8

9

10

11

白山
白山
白山

白山

白山

白山

白山

白山

白山

白山

白山

1991
1992
2000

2002

2007

2010

2010

2011

2016

2017

2019

－
KO
KI

KNK

BGY07

KBG10

－

－

B-KSH-H28

B-KSH-3T

B-KSH-3

理学部附属植物園研究温室Ⅰ期（原町遺跡）
理学部附属植物園研究温室Ⅱ期（原町遺跡）
総合研究博物館小石川分館増築
農学生命科学研究科附属小石川樹木園・
根圏観察室

理学系研究科附属植物園・医学部創設150
周年記念（小石川養生所復元）建物

理学系研究科附属植物園本園・下水・
電源ケーブル埋設枡・埋設溝

理学系研究科附属植物園本園・
旧小石川養生所井戸柵改修

農学生命科学研究科小石川樹木園・
万年塀改修

国指定名勝及び史跡小石川植物園
（御薬園跡及び養生所跡）第1地点　

国指定名勝及び史跡小石川植物園
（御薬園跡及び養生所跡）第3地点　

国指定名勝及び史跡小石川植物園
（御薬園跡及び養生所跡）第3地点

試掘
事前
事前

事前

試掘

事前

立会

立会

事前

試掘

確認

1991.7.24～25
1992.5.25～6.6
2000.11.27～12.4

2002.9.24～10.7

2007.9.3～4

2010.9.6～15

2011.1.17

2011.4.1

2016.9.24～2018.1.31

2018.1.22～2.2

2019.5.21～11.29

5
200
70

91

43

102

－

30

2715

111

526

武藤
成瀬
成瀬・追川

成瀬

成瀬

成瀬

成瀬

成瀬

成瀬・香取・
小川・平石

成瀬・香取・
小川

成瀬・小川

縄文
『東京大学構内遺跡調査研究年報』5所収
『東京大学構内遺跡調査研究年報』6所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』7所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』11所収

『東京大学構内遺跡調査研究年報』8所収

遺構・遺物なし

文京区支援事業
縄文・近世・近代・現代

文京区支援事業
近世・近代・現代

文京区支援事業
縄文・近世・近代・現代

白山構内調査一覧
構内 番号 年度 調査

種別 調査期間 面積
（㎡） 担当者 掲載書名

遺構・遺物の年代
略称（旧略称） 調査名［旧名称］

11

東京大学構内遺跡の調査
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第Ⅰ章　埋蔵文化財調査の概要（事前 ･ 試掘 ･ 立会）

2021 年度は、本郷構内、駒場Ⅰ地区、駒場Ⅱ地区、

白金台構内調査において、以下の通りの調査を室員 7 名

で対応した。

本郷構内では事前調査1件、立会調査18件を実施した。

駒場Ⅰ地区、駒場Ⅱ地区ではそれぞれ立会調査を 1 件ず

つ実施した。また、白金台構内では事前調査 1 件を実施

した。

本郷 322 農学部 1 号館スロープ等新設地点における事

前調査では、近世の硬化面が検出された。2019 年度よ

り断続的に実施した、白金台 6 東京大学医科学研究所白

金台北側囲障改修地点の調査では、柱穴列、厠遺構、土

坑など計 120 基以上の遺構が検出された。以下に、2021

年度に実施した構内の調査を列挙する。なお、調査地点

名称が煩雑となるのを避けるため、名称末尾の「地点」

の語を省略した。

本郷構内

＜事前調査＞ 1 件

2022 年 2 月 8 日～ 2 月 15 日　本郷 322 農学部 1 号館

スロープ等新設（担当：成瀬・山下）

＜立会調査＞ 18 件

2021 年 6 月 29 日　本郷 309 農学部 1 号館（2 期）配管（担

当：小川）

2021 年 6 月 30 日　本郷 310 文学部アネックス南側囲障

改修（担当：大成）

2021 年 7 月 16 日、7 月 26 日　本郷 312 農学部 1 号館エ

レベータービット新設（担当：堀内）

2021 年 9 月 7 日　本郷 313 文学部アネックス南側囲障

改修 2（担当：大成）

2021 年 9 月 15 日　本郷 314 農学部東側外構ツバキ移植

（担当：香取）

2021 年 9 月 24 日～ 9 月 29 日　本郷 311 医学部附属病

院共同溝給水主管改修（担当：追川）

2021 年 10 月 15 日　本郷 317 赤門脇トイレ樹木調査（担

当：香取）

2021 年 11 月 8 日　本郷 315 医学部附属病院管理研究棟

耐震改修（担当：追川）

2021 年 11 月 11 ～ 12 月 8 日　本郷 316 医学部附属病院

臨床研究棟西改修電気設備工事（担当：追川）

2021 年 11 月 26 日　本郷 318 工学部５号館（Ⅱ期）改

修電気設備（担当：香取）

2021年 12月 27日　本郷319伊藤国際学術研究センター

門（仮称）サイン板設置（担当：成瀬）

2022年 1月 22日　本郷323薬学部本館漏水（担当：堀内）

2022 年 1 月 27 日　本郷 320 農学部 3 号館ヘリウム回収

配管改修（担当：小川）

2021 年 1 月 28 日　本郷 321 医学部本館 2 号館付近標識

修繕（担当：山下）

2022 年 2 月 28 日、3 月 4 日　本郷 327 本郷通り囲障改

修（その 2）（担当：堀内）

2022 年 3 月 8 日　本郷 324 医学部附属病院臨床研究棟

西改修鉄骨階段（担当：追川）

2022 年 3 月 15 日　本郷 326 農学第 2 号館西側バイク駐

車場浸透桝設置（担当：小川）

2022 年 3 月 16 日　本郷 325 医学部附属病院臨床研究棟

西改修機械設備（担当：追川）

駒場Ⅰ地区

＜立会調査＞ 1 件

2022 年 2 月 2 日　駒Ⅰ 55　5 号館他教室コンセント増

設その他（担当：小川）

駒場Ⅱ地区

＜立会調査＞ 1 件

2021 年 8 月 5 日　駒Ⅱ 11　T 棟実験用設地工事（担当：

堀内）

白金台構内 

＜事前調査＞ 1 件

2020 年 2 月 3 日、6 月 3 日、2021 年 2 月 1 日～ 2 月 10 日、

2021 年 2 月 24 日～ 6 月 21 日（2019 年度より継続）　白

金台 6 東京大学医科学研究所白金台北側囲障改修（担当：

堀内・香取）



第 1 節　その他の地区の事前調査

1. その他 26　東京大学医科学研究所白金台北側囲障改修
所在地　　港区白金台 4 丁目 6 番 1 号（港区 No.135 遺跡）
調査期間　�（給水管設備地点）2020 年 2 月 3 日、（電気設備地点）6 月 3 日、（北側囲障改修）試掘 2021 年 2 月 1 ～ 8 日、

事前調査 2 月 24 日～ 6 月 21 日
調査面積　（給水管設備地点）35.5 ㎡、（電気設備地点）48.7 ㎡、（北側囲障改修地点）514.6 ｍ
調査担当　堀内秀樹、香取祐一

1. 調査の経緯と経過
　東京大学施設部は、港区白金台 4-6-1 所在する医科
学研究所北側道路沿いの囲障改修工事、および工事と
もなう給水管設備、電気設備の移設工事を計画してい
る。
　計画地点は、周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲内では
ないが、改修に伴う工事面積の合計が 800 ㎡に及ぶこ
とや、当該区が『御府内場末往還其他沿革図書』や他
の近世絵図で大村藩下屋敷・福江藩下屋敷にあたるこ
と、また同敷地内に位置し 2000 ～ 2001 年に当調査室
で行った発掘調査（1 図、附属病院 A 棟地点、2022 年
刊行）により多数の遺構・遺物が検出されたことから、
改修工事地点に埋蔵文化財が遺存している可能性が考
えられた。
　そこで港区教育委員会・東京大学施設部・東京大学
埋蔵文化財調査室は協議を行い、港区教育委員会より
存否確認の試掘調査実施の協力依頼を受けた。当初の
設計では北側囲障改修本体工事、給水管設備工事、電
気設備工事の 3 案件について試掘を行う予定であった
が、工事時期の変更から、給水管設備工事および電気
設備工事が先行することとなり、立会調査をそれぞれ
2020 年 2 月 3 日、6 月 3 日に行った。
　続いて北側囲障改修本体部分の設計が決定し、当初

の予定であった北側全体の改修工事は、東側を中心と
した範囲へと変更になり、面積は 451 ㎡へと縮小され
た。
　この変更に伴い、試掘位置、面積について再度協議
を行い、2021 年 2 月 1 ～ 10 日までトレンチ 5 箇所、
合計 36.1 ㎡を対象とし、工事の掘削深度までの試掘調
査を行った（図 4）。
　試掘の結果、西側のトレンチ 1 で近世期に属すると
思われる遺構プランが確認され、東側のトレンチ 5 で
も、やはり近世期に属すると考えられる包含層が検出
された。
　この試掘調査の結果をふまえ協議を行った結果、遺
構が検出されたトレンチ 1 を含む西側の 128.2 ㎡の範
囲を事前調査に、それ以外の 381.7 ㎡の範囲に立会調
査を行うことで三者協定を締結した。またこの協議の
過程で、これまで附属病院 A 棟地点（港区 No.135 遺跡）
であった遺跡範囲を、医科学研究所敷地全域を、港区
No.135 遺跡に改訂した。
　北側囲障改修地点の調査は、2021 年 2 月 24 日～ 6
月 21 日まで行い、最終的な調査面積は 509.8 ㎡である。
調査は東京大学埋蔵文化財調査室が行い、堀内秀樹、
香取祐一が担当した。

2. 立会調査の概要
　北側囲障改修にあたって、工事範囲内の既存の給水
管、電気の盛り換えの必要が生じたため、立会調査を
行った。
（1）給水管設備地点

　本地点は臨床研究 A 棟から、合同ラボ棟へと北西へ
と延びる調査範囲である（2 図）。掘削幅・深度などに
より調査区を A ～ E 区に区分けした。A 区・B 区は
今回の調査範囲の内で上位段に位置する。C 区は合同
ラボ棟へ至る管路部分で、斜面部から低位段に位置し、
研究棟からの既設給水管との接合部 E 区を跨いでい
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給水管設備地点

電気設備地点

北側囲障改修地点

附属病院 A 棟地点

港区№104 遺跡

港区№111 遺跡

港区№135 遺跡

港区№66 遺跡

港区№67 遺跡

1 図　調査地点（1/10000）



る。D 区は合同ラボ棟の既設給水管との接合部である。
　A 区は幅 40cm、掘削深度は南側で約 GL － 30cm、
北側で約 60cm で、ロームブロック・アスファルトガ
ラを含む近代以降の盛土であった（18 図）。
　B 区は幅 50cm、掘削深度は約 GL － 60cm である。
ほとんどの部分が暗褐色土・ロームブロック・ガラを
含む近代以降の盛土であったが、①に撹乱を受けて
いない焼土粒・炭化物を微量含む暗褐色土が最大厚
10cm ほど確認できた。近世期の盛土である可能性が
考えられる（19、20 図）。
　C 区斜面部は幅約 50cm、掘削深度は GL － 30 ～
60cm で、ロームブロック・暗褐色土・ガラを含む近
代以降の盛土であった。下位段の管路は約 50cm、掘
削深度 40 ～ 80cm で、表層付近では砕石が多く検出さ
れた。全体的にはガラも含まれるがロームブロックと
黒褐色土の混土が主体である（21 図）。南壁に GL －
50cm で水平に据えられた大谷石が検出された（②）。
石の厚みは約 20cm で東西約 3m 幅が検出された（22
図）。
　D 区は南北約 150cm、東西最大幅約 75cm、掘削深
度は GL － 40cm である。すべて砕石・ガラを含む現
代の盛土内である。

　E 区は A ～ D 給水管路と研究棟から北へ延びる既
設給水管との接合部である。掘削規模は東西 120cm、
南北 100cm、掘削深度は GL － 120cm である。上部の
ほとんどが既設給水管により撹乱されており、ガラを
含む現代の盛土であるが、北壁・南壁ともに GL －約
90cm 以下で、焼土粒を微量含むプライマリーな黒褐
色土が確認された（③）。埋没谷に特徴的な土質で近
世以前の自然堆積土かと思われたが、後の北側囲障改
修地点の試掘の際、近世期の盛土と判明した（23 図）。
（2）電気設備地点

　掘削範囲はテニスコートを中心とした上位段と、擁
壁東側の下位段に区分される。上位段部分を G 区とし、
下位段の合同ラボ棟際の範囲を F 区とした。合同ラボ
棟東側の D・E 区は給水管設備地点の調査区である（3
図）。
F 区

　掘削規模は南北 4.2m、東西最大 1.9m、最深部は G.L
－ 0.9m である。西側の擁壁、東側の合同ラボ棟、既
存配管により撹乱を受けている。南側の覆土はローム
ブロック・黒褐色土を主体とした現代の盛土であった。
北側は配管掘方内と思われ、小円礫を含む黒褐色土で
現代の盛土と思われる（24 図）。

A区

B区

上位段
斜面部

下位段

C区
D区

E区

①

③
②

合同ラボ棟

研究棟

ベクター開発室
臨床研究A棟

附属病院C棟

2図　給水管設備地点配置図（1/500）
0 10m
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G区

　掘削規模は、東西約 44m、掘削幅は 0.65 ～ 2m であ
るが、基本的に 0.9m 幅である。掘削深度は最深部は
G.L － 0.65m である。テニスコート内の覆土は表層・
砕石下部は小円礫を含む暗褐色土の現代の盛土であっ
た。テニスコート西側では G.L － 0.4m 以下に一部ハー
ドローム層が検出された（25 ～ 29 図）。

3. 事前調査の概要
（1）北側囲障改修地点

　今回の改修工事の本体にあたる。計画では 451 ㎡が
掘削対象となった。「1. 調査の経緯と経過」で述べたよ
うに、試掘結果を踏まえて事前調査を行った。
試掘調査

　トレンチは 5 箇所設定した（4 図）。掘削はトレンチ
3 を除き、重機を使用している。
　工事範囲は西から東へと傾斜しており、新規に構築

される囲障は、地点毎に掘削形状が異なるため、原則
としてトレンチ毎に該当する掘削深度までの調査を
行った。このうち層位の帰属時期の確認のため、一部
にサブトレンチを設定し深く掘削した。
　トレンチ 1 では西側の高い部分で、G.L －約 0.3m で
ローム層が検出されている。このローム面で北西隅、
北側中央部で暗褐色土のプランが検出された（1 号・2
号）。両遺構間のガス管による撹乱壁で、断面の観察
が可能であり、近世の遺構によく見られる覆土の様相
を呈していたことから、覆土内の遺物を採取した。覆
土はともに、暗褐色土でローム粗粒を少量、炭化物・
焼土粒を微量含み、粘性は弱く、しまりは強く類似し
ており、同一遺構の可能性も考えられるが、断面では
坑底レベルは異なっているため、断定はできない。1
号の覆土は、北壁でも検出されており、最上面は G.L
－約 0.20m である。1 号からは、17 ～ 19 世紀に属す
ると思われる陶磁器片が出土した（5 図）。

D区

E区

0 10m

3 図　電気設備地点配置図（1/500）

合同ラボ棟

裏門

テニスコート

擁壁

F区

G区
ハードローム検出箇所
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　トレンチ 2 は、南から北へ下る傾斜地に設定した。
既存の埋設管が多く検出され、T.P28.0m でローム層が
検出されているが、ほとんどの部分が撹乱を受け、遺
構は検出されていない（6 図）。
　トレンチ 3 の当該箇所の工事掘削深度は、概ね G.L
－ 0.45m であるが、フェンス基礎部分は G.L － 0.9m
までの掘削が予定されていたため、図のようにサブト
レンチを設けた。
　サブトレンチ内では 3 層上面に硬化面が認められ、
3 層中から 18 ～ 19 世紀に属する陶磁器片が検出され
ており、近世期の盛土の可能性が考えられる（7 図）。
　トレンチ 4 では G.L － 0.45m までの掘削深度と、基
礎部分で G.L － 0.9m が予定されていた。
　G.L － 0.45m の面は表土層中であり、遺構は確認で
きなかった。トレンチ 3 同様に、フェンス基礎部分に
あたる中央部東西に、サブトレンチを設けた。サブト
レンチ内では 2 層上部に硬化面が認められた。この 2
層の帰属時期を判断するために、東側に G.L － 1.7m
の深掘りを行った。2 層下にはプライマリーな堆積層
である 3・4 層を確認した。3 層は給水管設備地点の E
区で検出された、黒褐色土層と同一と考えられる。土
質から近世以前の埋没谷に堆積する層位と思われた
が、3 層の下位に堆積する 4 層から、18 世紀に属する
と思われる陶磁器が検出されたことから、3 層も近世
期に属すると考えられる。また 4 層は均一な暗褐色土
で、しまりが強く自然堆積と考えられる（8 図）。
　トレンチ 5 では G.L － 0.45m と、フェンス基礎部分
の G.L － 0.9m までの掘削が予定されていた。G.L －
0.45m で検出された面では、西側にローム粒ブロック
を含む暗褐色土のプラン P1 が検出された（9 図）。
　トレンチ 5 にもフェンス基礎部分にあたる中央部東
西に、サブトレンチを設け掘削を行った。サブトレン
チ断面では表土下に、現代に属すると思われる 1 層、
上記ローム粒ブロックを含む暗褐色土である 2 層が堆
積している。このことからプラン様に見えた P1 は、
包含層の一部ないし大形の遺構の一部と考えられる。
　この 2 層下にローム粒を主体とするロームブロック
である 3 層、さらに下位に暗褐色土の 4 層が堆積して
いた。3 層のローム粒はソフトロームに類似している
が、自然堆積層ではなく、客土と思われる。3 層、4
層からは遺物は出土していない。
事前調査

　試掘の結果から、遺構の検出されたトレンチ 1 を含
む西側を A 区とし、それ以外の区は、囲障工事の工法

の違いによる範囲、深度の違いにより立会調査の区分
した（10 ～ 12 図）。
　調査は東側の立会調査から行った。最東端 C 区の立
会調査を行った際、南側壁で遺構断面が検出され、北
側道路付近で平面的に遺構プランが検出された。そこ
で再度協議を行った結果、道路との境界にある万年塀
支柱を撤去する際、遺構が破壊される可能性が考えら
れたため、西側の本調査区（A 区）に加え、新たに本
調査区（B 区）を設定した（12 図）。
　以下各区について詳述する。
A区（13 図）
　A － 1 ～ 3 区の小区に分かれる。A － 2 区ではグリッ
ドライン 8 ～ 9 から東へ傾斜しており、A － 3 区は部
分的にロームが検出されている以外は撹乱であった。
　検出された遺構は杭列 18 基、土坑 12 基、ピット 75
基、性格不明遺構 6 基である。
柱穴列

　ピット自体は全体で 91 基と多数検出されている。
その中で並び、間隔、深さなどを勘案した結果、杭列
の性格を持つと思われる遺構は、現時点で 4 列、18 基
である。
柱 穴 列 1（ 西 か らSA13、SA4、SA16、SA18、SA21、
SA8、SA11、SA1、30 ～ 35 図）
　A － 1 区、南壁際から検出されている。中心と考え
られるピットは周囲よりも深く、東西約 0.3m の方形
を呈している。ピット全体の南北幅は約 1m で、堆積
状況から中心部分に杭を据え埋め戻している。
　中心部の間隔は 1.3 ～ 2.1m と一様ではないが、1.8m
前後の距離である場合が多い。また東西方向に拡張し
たような広がりがあるのは、根枷材の設置部分と考え
られる。遺物は SA11、SA13 から出土しているが、少
量のため年代は不明である。
柱穴列 2（西からSA34、SA64、SA58、SA77、SA78、
SA109、SA108、SA124、SA117、36 ～ 42 図）
　A － 2 区、調査区北側に検出される。形状は方形～
隅丸方形で一片の長さは約 0.2 ～ 0.3m である。ピット
の間隔は 1.8m 前後である。
　坑底のレベルは調査区の現況地形に近く、グリッド
ライン 8 ～ 9 以西は概ねフラットであるが、以東は調
査区の現況地形に沿い傾斜しており、この柱穴列構築
時には現在の地形であったと考えられる。SP123（41
図）、SP122（42 図）はこの柱穴列とやや軸を異にして
おり、間隔も 2m、1.6m とやや違いはあるが、同一遺
構の可能性も考えられる。
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6図　北側囲障改修地点試掘トレンチ2平面図・セクション図

1 黄褐色土 （黄色砂含、しまり強、近代の遺構）
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7図　北側囲障改修地点試掘トレンチ3平面図・セクション図

2 暗褐色土 （小円礫微量含、しまりやや強、粘性強）
3 暗褐色土 （ロームブロック粗粒含、しまり強、粘性強、上面に硬化面）
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8図　北側囲障改修地点試掘トレンチ4平面図・セクション図
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9図　北側囲障改修地点試掘トレンチ5平面図・セクション図

　SA58、SA77、SA78、SA117 から陶磁器類が少量出
土しており、19 世紀初頭の瀬戸美濃二合半灰釉徳利片
や青土瓶片など含まれていた。
柱穴列 3（SB37、43 図）
　A － 2 区東側南壁際から検出されている。4 基で構
成される。東は調査区外に延びていると思われる。ピ
ットの間隔は 0.45 ～ 0.5m である。遺物は検出されて
おらず年代は不明である。
柱穴列 4（西から SA112、SA101、SA44、44 ～ 46 図）
　A － 2 区東側南壁際に検出されている。3 基で構成
される。SA112 西に平面規模が類似するピットがある
が、この柱穴列の底部レベルとは大きく異なるため、
別遺構と考えられる。最東端の遺構である SA44 の東
は撹乱を受けるため、さらに東に延びているかは不明
である。ピットの間隔は 0.7 ～ 0.9m と均一ではない。
土坑

　検出された土坑の内、大形の遺構、性格の推定が可
能な遺構について記載する。
SK70（47 図）
　A － 2 区で検出されている。遺構は現在の医科学研
究所北側に接する道路に平行した長軸を持つ。長軸は
約 2.4m、短軸約 1.3m で試掘の際トレンチ 1 で検出さ
れた 1 号である。

　後述する SX20 下部に検出されており、SX20 より古
い。壁面、坑底には工具痕が顕著に遺存している。出
土した陶磁器の年代は 18 世紀中～後半である。
SK92（48 図）
　A － 2 区東側の西から東へと下る傾斜肩部に検出
されている、不整形の土坑である。残存部の規模は約
2m である。後述する SX38 より新しい。出土した陶磁
器類の年代は 19 世紀前半である。　
SK72、SK75、SK115（49 ～ 54 図）
　A － 2 区東側の西から東へと下る緩斜面上で検出さ
れている。遺構および遺構周辺の地山であるローム層
は、通常に比べ暗い色調へ変色していた。
　円形部分の規模は 0.5 ～ 0.7m で残存する深度は 0.2
～ 0.3m である。この 3 遺構とも覆土は類似しており、
空隙が多く粘性の高い黄色の付着物（ローム粒子？）
が混入していた。また水分の影響か、遺構壁面、底面
に酸化鉄による赤化が認められるといった共有点が見
られる。これらの遺構に類似する土坑として、便所な
どが考えられるが、桶跡は検出されていない。しかし
SK115 底部には、柄杓などで掻き出したような痕がみ
られ、便所の可能性が考えられる。
性格不明遺構

　今回の調査では性格不明遺構が 6 基検出されている
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が、地業に関係すると思われる SX25、SX38 について
記載する。
SX20（55 ～ 38 図）
　A―1 区から A―2 区にかけて、東西 25m を超える
と思われる削平痕である。南北幅は C6 グリッド付近
が最大で、約 1.6m である。西側、北側ともに調査区
外へ続いていると考えられる。A － 1 区では多くの範
囲が、SX20 より新しい遺構に撹乱され、調査区が狭
隘なこともあり、地山であるローム面が北側に傾斜し
ている様子が看取されたのみであったが、A － 2 区で
の検出状況や A － 1 区の南・北壁の堆積状況から、A
－ 1 区全体に拡がっていたと思われる。
　傾斜は 15 度から 20 度前後で、南側にテラスを有し、
大きく 2 段に分かれている。出土した遺物は 18 世紀前
半の陶磁器が多いが、新しいものは 19c 初頭まで下る。
また坑底からピットが多く検出されているが、SX20
の上面で認識できなかった可能性もあり、切り合いは
不明である。SX20 に伴う可能性も考えられる。
SX38（58、59 図）
　A － 2 区東側で検出されている。遺構の規模は周
囲に撹乱が多いことから不明瞭であるが、南北は調査
区幅である約 4m、東西幅も約 4m である。南北はと
もに調査区外へ拡がっていると考えられる。西から東
へ下っており、傾斜は SK72 の西から東では約 30 度
で、SK75 周囲は一度フラットになり、SK75 東側のテ
ラス上の掘込みまでが、酸化鉄を含んだ赤化した覆土
の様相から、同一遺構と考えられる。周囲の遺構との
切り合いは SK92 より古いが、便所と思われる SK72・
SK75・SK115 より新しい。
　段切り状遺構または、SK72・SK75 周辺では階段状
を呈していた可能性も考えられる。出土した陶磁器は、
19 世紀前半が主である。
B区（14 図）
　前述のように、立会調査として設定していた範囲で
遺構が認められたため、本調査区とした範囲である。
調査面積は 13 ㎡である。
　溝が 1 条、土坑が 2 基、ピットが 10 基検出された。
以下主な遺構について記述する。
SD84（60、61 図）
　万年塀堀方に接し、ほぼ現在の万年塀直下に位置し
た溝である。北側は後述するコンクリート製の近代以
降の塀基礎に撹乱され、形状の全容は不明瞭であるが、
南壁の断面形は、L 字に近い様相を呈している。西側
では徐々に傾斜が弱くなり、調査区外へと続いている

と思われる。布掘りである可能性が考えられ、地境な
どの可能性が考えられる。出土した遺物の年代は 19
世紀初頭である。
柱穴列（西から SA102、SA93、SA89、SA87、SA86、
SA83、62 図）
　 間 隔 は 1.5 ～ 2m と 一 定 で は な い。 ま た SA87、
SA89、SA93 には建て替えと思われるピットが存在す
る。塀列などの可能性が考えられる。
　SD84 との切り合いは、柱穴列の方が新しい。その
他のピットも SD84 より新しいため、溝が一番古いと
思われる。
SK103、SK104（63 図）
　 C 区の立会調査中に検出された遺構である。SK103
と 104 は当初の平面確認では別遺構と判断できなかっ
たが、完堀後の北西壁の観察から、別遺構とした。B
区内で検出された規模は、東西約 1.8m、南北は調査区
幅である 0.9m の範囲であるが、北側、南側、西側へ
と拡がっていると考えられる。出土した遺物は、上記
の検出経緯により SK103 と SK104 は峻別できないが、
18 世紀後半が主体である。
立会調査

C区（12、15、16、64 ～ 69 図）
　工事範囲の中で最東端に位置し、重力式擁壁の設置
範囲である。前述のように立会調査中に遺構が検出さ
れたため、北側の一部を B 区と設定した。C 区全体の
掘削範囲の面積は 81 ㎡で、掘削深度は T.P.24.0m が予
定されていた。
　C 区の現況は、南側上部に一部平坦な部分があるが、
全体的には南から北と東から西への傾斜地で、南東隅
が最も標高が高い（45 図）。傾斜は東端で最も強く最
大 45 度以上で、西側では徐々にゆるくなり、門扉東
側で収斂する。
　表土下には古い配管や現代のゴミ穴などがみとめら
れ、約 1.5m 下まではしまりの緩い近現代の盛土であっ
た。この盛土下では近世期に属すると思われるプライ
マリーな層の堆積が認められれる（16 図、1 ～ 4 層）。
この暗褐色土の下にはいわゆる漸移層が見られ、標準
的な立川ローム層の層序が確認でき、自然地形でも南
から北、および東から西への傾斜が確認できた（66 図）。
　この C 区では、掘削中に平面的には判断できなかっ
たが、調査区南壁の観察で遺構を確認した（16 図、67
図）。検出された位置は中央よりやや西の表土下 1.5m
で、遺構上面の標高はおおよそ 27.0m である。遺構の
規模は東西約 1.8m で、深さは約 0.7m である。
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　南壁での堆積状況は 1 層は青灰色粘土、黒褐色土ブ
ロックを多く含んだ暗褐色土で上部に硬化が見られ
る。2・3・4 層はロームブロックの多寡はあるが、類
似している。3 層は遺構の可能性も考えられるが、検
出範囲が狭いため確定はできない。P1 からは陶磁器、
キセルなどが出土しており、18 世紀中葉の遺構と考え
られる（15、16 図）。
　また西側の I 区と接する地点の床付けレベルで、遺
構のプラン（P2）が検出されている（15、68 図）。こ
の遺構がさらに北側へ続いているものと考えられ、B
区として本調査区へと変更することとなった一因であ
る（SK103・SK104）。この P2 のプランは南側に続い
ているが、プラン形状から複数の遺構が切り合ってい
る可能性も考えられる。
　B 区北側の道路に接する部分は、万年塀下部にコン
クリートの近代以降の塀の基礎があったため撹乱され
ていた。このコンクリートは、調査区すべての万年塀
下部に存在し、近代以降の道路との境として機能して
いたと思われる。
D区（11 図、70 ～ 77 図）
　A 区の東側の道路に面した範囲で、南から北、西か
ら東へ下る傾斜地である（70 図）。重力式擁壁の設置
が予定されている。掘削範囲の面積は 99 ㎡で、掘削深
度は傾斜に沿い最西端でT.P.27.8m、最東端でT.P.26.2m
が予定されていた。
　表土層は最西端で約 0.8m、最東端は約 3m である。
表土層以下には層厚約 10cm の砕石層、その下に約
10cm の暗褐色土層、さらに下にロームブックを主体
とした約 10cm の層により、版築状の整地層が見られ
た（75 図、76 図）。この整地層の下には東側は黒色土、
西側ではロームブロックを含む黒～暗褐色土が約 20
～ 40cm 堆積している。色調・含有物に違いはあるが
同一の層位と思われる。東側の黒色土は所謂、富士黒
土層に類似し、自然堆積層と思われたが、上部からの
撹乱を受けていない層中に近代の土管が含まれていた

（76 図）。このことから黒色土は近代以降の盛土と思わ
れる。黒色土下部は自然堆積層であるが、西側は立川
ロームⅣ層で黒色土とは不連続となっており、近代以
降に削平・盛土が行われたと考えられる。最東端付近
は黒色土以下に漸移層が遺存している（77 図）。壁面
の観察からいくつかの落ち込みが確認されたが、上記
黒色土上部から掘り込んでいることから、近代以降の
撹乱と考えられる。掘削底面の確認でも万年塀支柱部
分を含め、遺構は検出されていない。

E区（11 図、12 図、78 ～ 86 図）
　E 区は現在の万年塀から道路幅を拡張する範囲であ
る。掘削深度により 1、2 区に分かれ、E － 1 区は道路
面から約 10cm、フェンス基礎を設置する E － 2 区は
約 20cm の掘削が予定されていた。道路面は現在西か
ら東へ傾斜しているが、万年塀内側の E 区は 25 ライ
ン付近の段差部分まで平坦化しているため、E 区西端
G.L. － 0.45m であったが徐々に比高差が大きくなり、
段差部分では約 1.1m となっている（82 図）。
　E － 1 区、E － 2 区ともに試掘トレンチ 3、4、5 の
結果同様に、西側 D 区に隣接する抜根樹木部分を含め、
掘削深度までは表土であった（79、82、85 図）。また
万年塀支柱 28 本の撤去の際の壁面観察でも、同様に
表土であった（79、80 図）。
　E － 2 区には 0.25 × 0.25m、高さ 0.45m フェンス基
礎が設置されるため、0.45 × 0.45m、掘削深が前述道
路面から 20cm の掘削面よりさらに 0.25 ～ 0.3m 深く
掘削が行われた。こちらも試掘調査の結果に類似した
状況で、東側 I 区に隣接する 7 箇所では、ローム埋土
など包含層の堆積が見られたが（86 図）、7 箇所以外
では表土であった。（84、85 図）
F 区（10、87 図）
　本調査 A － 1 区内で、調査時には撤去できなかった
樹木の抜根部分である。掘削レベルは最深で約 0.35m
で、A － 1 区で検出された遺構面には達していなかっ
た。
G区（10、88 ～ 91 図）
　G 区は門扉基礎部分撤去、新設および旧門南側コン
クリート土間部分の解体箇所である。一部 A 区と重複
する。
　G 区①で検出された P1 ～ P3 の内、P1 は確認面か
らの深さは 48cm あり、覆土も暗褐色土で近世期に属
する可能性が考えられる（90 図）。周囲の遺構としては、
A 区本調査で検出された C － 6 グリッド SP41 が、遺
構の規模深度とも類似している。P2、P3 は灰が含ま
れ近現代に属する可能性が考えられる。コンクリート
土間撤去部分では、遺構は検出されなかった（91 図）。
H区（10 図、92 ～ 96 図）
　H 区は A 区の北側道路の、既存 L 字溝の撤去・舗
装の張り替え部分である。H 区①は既存排水枡部分で、
新たに構内からの配水管との接続し直すための掘削で
あった（92 図）。H 区②、③は既存の道路標識の撤去
部分である（93、94 図）。H 区①～③とも既存施設に
撹乱を受けており、遺構・遺物は検出されなかった。
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　L 字溝の撤去部分は、下部にコンクリート土間が敷
設されていたが、舗装に影響のある上部のみを若干斫
るのみで、掘削は行われなかった（96 図）。　
I 区（15 図、97 ～ 99 図）
　I 区は B・C 区と E 区の間に位置し、門扉および周
辺土間部分の撤去、張り替え範囲である。I 区－①、
②が門扉部分であり旧門扉直下に位置する。それぞれ
G.L. －約 0.95m、約 1.2m が掘削された。I 区－①では、
大部分が旧門扉基礎に撹乱を受け、壁面の観察では C
区 P2 の下部が確認されている。I 区－②もやはり旧門
扉基礎に撹乱を受けていた。壁面の観察では土間コン
クリート、砕石層、約 0.25m 下に約 0.2 ～ 0.5m のロー
ム盛土堆積し、さらに下部に暗褐色土が確認された。
当該区の西約 2m に位置する試掘トレンチ 5 でも同様
な堆積が検出され、この区域周辺の基本的な堆積と考
えられる（97 図）。
　土間の撤去範囲では、コンクリート下に約 25cm 厚
で砕石やレンガが充填されていた。P7 ～ 9 が平面プラ
ンとして検出されたが（98、99 図）、さらに複数の遺
構である可能性が考えられる。上面からの覆土の観察
および出土遺物から、近世期に属する遺構と思われる。

3. 成果と課題
　立会調査を行った給水管設備地点、電気設備地点で
は、近世以前に遡る遺構・遺物は検出されていないが、
①付近で近世に属する可能性がある包含層が検出され
ている。
　給水管設備地点の調査区は、全長で 60m 以上と長
かったため、ベクター開発室北側、臨床研究 A 棟東側
付近は標高 27 ～ 29m 前後と高く、研究棟西側付近で
は約 25.3m と標高差をもつ。この段差は明治 28 年発
行の東京実測図（100 図）で描かれており、上位段部
分は矩形の区画の範囲に相当するようである。この区
画は『御府内場末往還其他沿革図書』（101 図）では、
五嶋左衛門尉下屋敷に該当するようである。
　また給水管設備地点の C 区②では、近現代と思われ
る構築物の一部が検出された。これは東京大学施設部
が所有する医科学研究所の建物変遷図（102 図）の「石
炭室」部分に該当し、検出された大谷石は石炭室の一
部である可能性も考えられる。この石炭室は、大正 13

（1924）年から昭和 27（1952）年の建物変遷図で確認
できる。
　今回の一連の工事の本体部分にあたる北側囲障改修
地点では、近世期に属する遺構が、調査面積に比し多

数検出された。調査地点が道路に近く、近世から現代
にかけて、敷地境界を変更していないと考えられ、活
発な営為が少ないという予想を覆すものであった。
　A － 1 区で検出された柱穴列 1 は、比較的大規模な
作りであり、地境の可能性が考えられる。この柱穴列 1
は 5 グリッドライン付近で途絶えており、東側へは続いて
いなかったと考えられるが、A 区で検出された他の柱穴
列の多くも、現在の道路に平行しており、地境に関連す
る遺構と思われ、構造や年代の差異による可能性が考え
られる。
　その他には地業の結果と思われる SX20、SX38 が特
徴的な遺構である。SX20 はやはり道路に平行な軸をも
ち、敷地内から道路に向けて傾斜を形成していることか
ら、段差を解消させる意図があったと思われるが、類似
した例が見当たらず今後の検討課題である。一方、SX38
は SX20 に直交することから、SX20 とは別の意図があっ
たと思われる。A 区は前述したように 8 ～ 9 ラインを境
に東へ下っている。SX38 によりこの傾斜に段をつけ、平
場を形成する意図があったと思われるが、SX38 の東側す
べて撹乱であるため定かではない。SX38 は 19 世紀前半
の廃絶年代が考えられ、18 世紀代の廃絶の便所と思わ
れる SK72、SK75、SK115 上部を削平していることから、
この時期に大がかりな土地利用の改変が当該区にあった
ことが推定される。
　B 区では柱穴列を中心が検出され、A 区同様に道路と
の境界に関する遺構が検出されている。周囲の立会調査
を行った C 区、I 区の検出状況と合わせて考えると、18
世紀代には土抗など生活に関する遺構が、現在の道路際
まで検出されるのに対し、19 世紀には地境に関する遺構
である柱穴列が検出されている事を考えると、19 世紀に
入り道路幅の変更が行われた可能性が考えられる。
　48 図に見られるようにローム層および漸移層は、東側
の現在の道路付近で、1m 以上高く遺存していた。こ
の道路と自然地形の比高差の解消には、石垣など大き
な遺構を必要とするが、B 区にはその痕跡は見られな
かった。このことから道路幅が現在よりも狭く、敷地
が北側に拡がっていた可能性も考えられる。検出され
た柱穴列は、主たる地境の装置ではなく内側の控えに
関係する遺構の可能性も考えられるが、19 世紀代には
現在の境界に近かったと考えられる。
　前述の『御府内場末往還其他沿革図書』には、延宝、
元禄、宝永、正徳、弘化（当時の形）と 5 枚の絵図が
描かれているが、延宝（1673 ～ 1681 年）～正徳（1711
～ 1716 年）まではほとんど変化が見られない。弘化
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（1844 ～ 1848 年）での変化については文献史料から大
村藩下屋敷の西側、東側で相対替えが行われた記録が
残されており、復元図が作成されている（渋谷 2004）。
これによると、ⅣとⅤの境が A 区 SX38 周辺に予想さ
れる（100 図）。また B、C 区で遺構が検出される範囲
を比較すると、東側五嶋家下屋敷とⅠ（内藤熊太郎）
付近を境に、西側に検出されている。
　また『御府内場末往還其他沿革図書』では、終始大
村藩下屋敷は北側に入口があったと推測されるが、弘
化の図に見られるような配置の場合、A 区付近に門が
存在する必要があったと思われるが、関係性のある遺
構は検出されていない。
　これまでに医科学研究所内での事前調査は、医科学
研究所附属病院 A 棟地点の 1 度のみで、判明している
ことはわずかである。今後、本地点の遺構・遺物の精
査と附属病院 A 棟地点の成果を踏まえ、検討していき
たい。

（香取祐一）
【参考文献】
渋谷 葉子　2004　「肥前国大村藩白金下屋敷について」『東京大学構内遺

跡調 査研究年報 4』　東京大学埋蔵文化財調査室
東京 大学埋蔵文化財調査室　2022『医科学研究所附属病院 A 棟地点 報

告編』
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14 図　北側囲障改修地点B区遺構配置図
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20 図　給水管設備地点B区①堆積状況（北から）

18図　給水管設備地点A区全景（北から） 19図　給水管設備地点B区全景（東から）

22図　給水管設備地点C区②大谷石

検出状況（北東から）

21図　給水管設備地点C区下位段部分全景（西から）

23図　給水管設備地点E区③堆積状況（南から）
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25 図　電気設備地点G区西側掘削状況 1（西から）

26図　電気設備地点G区西側掘削状況 2（西から） 27図　電気設備地点G区東側掘削状況 1（東から）

28図　電気設備地点G区東側掘削状況 2（東から） 29図　電気設備地点G区東側掘削状況（西から）

24図　電気設備地点 F区掘削状況（北から）
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30図　北側囲障改修地点SA13、SA4完堀（北から） 31図　北側囲障改修地点SA16完堀（南から）

34図　北側囲障改修地点SA8、SA11完堀（北から）

32図　北側囲障改修地点SA18完堀（南から）

36図　北側囲障改修地点SA34完堀（東から）

35図　北側囲障改修地点SA11、SA1完堀（北から）

33図　北側囲障改修地点SA21、SA8完堀（北から）

37図　北側囲障改修地点SA64、SA58、
SA77、SA78完堀（南から）
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38図　北側囲障改修地点SA108完堀（南から） 39図　北側囲障改修地点SA124完堀（西から）

42図　北側囲障改修地点SP122完堀（南から）

40図　北側囲障改修地点SA117完堀（西から）

44図　北側囲障改修地点SA112完堀（北から）

43図　北側囲障改修地点SB37完堀（北から）

41図　北側囲障改修地点SP123完堀（東から）

45図　北側囲障改修地点SA101完堀（北東から）
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46図　北側囲障改修地点SA44（北から） 47図　北側囲障改修地点SK70完堀（南から）

50図　北側囲障改修地点SK72完堀（東から）

48図　北側囲障改修地点SK92完堀（南から）

52図　北側囲障改修地点SK75完堀（西から）

51図　北側囲障改修地点SK75土層堆積状況（西から）

49図　北側囲障改修地点SK72底部土層堆積状況（東から）

53図　北側囲障改修地点SK115完堀（西から）
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54図　北側囲障改修地点SK115完堀（西から） 55図　北側囲障改修地点A－2区SX20完堀（東から）

58図　北側囲障改修地点SX38完堀（東から）

56図　北側囲障改修地点A－1区SX20完堀（南から）

60図　北側囲障改修地点SD84東側完堀（東から）

59図　北側囲障改修地点SX38土層堆積状況（東から）

57図　北側囲障改修地点SX20土層堆積状況（西から）

61図　北側囲障改修地点SD84西側完堀（東から）
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62図　北側囲障改修地点SA102、SA93、SA89、
SA87、SA86、SA83完堀（東から）

63図　北側囲障改修地点SK103、SK104完堀（南から）

66図　北側囲障改修地点C区東壁堆積状況（西から）

64図　北側囲障改修地点C区調査前状況（西から）

68図　北側囲障改修地点C区P2プラン
検出状況（北東から）

67図　北側囲障改修地点C区南壁P1堆積状況（北から）

65図　北側囲障改修地点C区掘削状況（南西から）

69図　北側囲障改修地点C区掘削底面
確認状況（南東から）
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70図　北側囲障改修地点D区調査前状況（南西から） 71図　北側囲障改修地点D区掘削状況（東から）

74図　北側囲障改修地点D区南壁土層
堆積状況（西から）

72図　北側囲障改修地点D区東側底面
確認状況（西から）

76図　北側囲障改修地点D区東側南壁土層
堆積状況1（北から）

75図　北側囲障改修地点D区南壁土層
堆積状況（東から）

73図　北側囲障改修地点D区西側底面
確認状況（東から）

77図　北側囲障改修地点D区東側南壁土層
堆積状況2（北から）
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78図　北側囲障改修地点E区抜根状況（南東から） 79図　北側囲障改修地点E区万年塀支柱
撤去状況1（東から）

82図　北側囲障改修地点E区南壁土層
堆積状況（北東から）

80図　北側囲障改修地点E区万年塀支柱
撤去状況2（南から）

84図　北側囲障改修地点Eー2区フェンス
基礎完堀（北から）

83図　北側囲障改修地点Eー2区フェンス基礎
掘削状況（北西から）

81図　北側囲障改修地点E区西側掘削底面
確認状況（東から）

85図　北側囲障改修地点E区東側掘削底面
確認状況（東から）
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86図　北側囲障改修地点E－2区フェンス基礎掘
完堀（北から）

87図　北側囲障改修地点F区掘削状況（南東から）

90図　北側囲障改修地点G区②掘削状況（西から）

88図　北側囲障改修地点G区①掘削状況（西から）

92図　北側囲障改修地点H区①掘削状況（南から）

91図　北側囲障改修地点G区掘削状況（北東から）

89図　北側囲障改修地点G区①P1完堀（北から）

93図　北側囲障改修地点H区②掘削状況（南から）
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96図　北側囲障改修地点H区西側
掘削状況（南東から）

97図　北側囲障改修地点I区②掘削状況（南から）

98図　北側囲障改修地点I区北側
掘削状況（西から）

99図　北側囲障改修地点I区南側掘削状況（西から）

94図　北側囲障改修地点H区3掘削状況（南から） 95図　北側囲障改修地点H区東側
掘削状況（南東から）
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100 図　『東京実測全図』明治 28（1895）年と地割り復元図（1/4000）

101 図　『御府内場末往還其他沿革図書（国会図書館蔵）』弘化 3（1846）年　

※渋谷 2004 を元に作成
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102 図　医科研変遷図　大正 13（1924）年（1/4000）　　　　　　
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第Ⅱ章　調査資料の整理・研究および公開・活用 

第１節　調査資料の整理 

１．整理事業概要 
　本年度は、発掘調査報告書刊行へ向けて以下のような

整理作業を行った。 

・本郷 55（HHC299）医学部附属病院第 2 中央診療棟　

遺構・遺物図版編集。

・本郷 60（HWK6）医学部附属病院基幹整備外構施設等　

遺構図版編集。

・本郷 65（LS03）法学系総合研究棟　遺構図版編集。

・本郷 68（INC）インキュベーション施設　遺物図版編集。

・本郷 75（KOS05）工学系総合研究棟立坑　遺物実測・

デジタルトレース・写真合成。

・本郷 76（HVP06）ベンチャープラザ　遺構断面図デ

ジタルトレース。

・本郷 78（HJF06）情報学環・福武ホール　遺物写真撮影。

・本郷 81（HEA07）経済学研究科学術交流棟　遺物デ

ジタルトレース・写真合成。

・本郷 87（HTG08）東京都下水道　遺物図版作成、報

告書執筆・編集・刊行。

・本郷 93（H7I09）伊藤国際学術研究センター　遺物実測。

・本郷 94（HNS09）分生研・農学部総合研究棟　遺物接合・

実測。

・本郷 97-1、97-2（HKS09）基幹整備（流域⑧排水）A 区、

B 区　遺構図版編集、遺物実測・デジタルトレース・写

真合成。

・本郷 101（HMH10）ドナルド・マクドナルドハウス東

大　遺物接合・実測。

・白山 9（B-KSH-H28）国指定名勝及び史跡小石川植物

園（御薬園跡及び養生所跡）第 1 地点　報告書執筆・編

集（文京区事業）。

・白金台 5（SBS00）医科学研究所附属病院診療棟・総

合研究棟　報告書執筆・編集・刊行。

２．外部委託 
・本郷 101（HMH10）ドナルド・マクドナルドハウス東

大　石器実測。

・本郷 74（HHN308）医学部附属病院看護師宿舎Ⅲ期　

石器実測。

・駒場Ⅰ 16（KGK）国際学術交流棟　石器実測。

第 2 節　調査・研究成果の公開・活用 

１．報告書・年報 
・東京大学埋蔵文化財調査室 2022『東京大学埋蔵文化財

調査室発掘調査報告書 17　東京大学白金台構内の遺跡

（港区 No.135 遺跡）　医科学研究所附属病院 A 棟地点　

報告編』

・東京大学埋蔵文化財調査室 2021『東京大学構内遺跡調

査研究年報 14（2020 年度）』

 ２．広報活動 
ウェブサイトで活動内容を紹介するとともに、下記の

3 点の刊行物について PDF 版を公開した。 

・東京大学埋蔵文化財調査室 2022『東京大学埋蔵文化財

調査室発掘調査報告書 17　東京大学白金台構内の遺跡

（港区 No.135 遺跡）　医科学研究所附属病院 A 棟地点　

報告編』

・東京大学埋蔵文化財調査室 2021『東京大学構内遺跡調

査研究年報 14（2020 年度）』

・「調査研究プロジェクト 7　近代遺跡としての小石川植

物園調査研究報告会」

３．教育・普及 
・「調査研究プロジェクト 7　近代遺跡としての小石川植

物園調査研究報告会」3 月開催。文京区教育委員会共催。
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貸貸出出先先 目目的的 貸貸出出・・掲掲載載内内容容 貸貸出出・・掲掲載載資資料料
 1.色絵大皿片（伊万里・古九谷様式）/HW　　1点
 2.色絵亀甲文皿片（伊万里・古九谷様式）/HW　2点
 3.染付吹墨鷺図皿片（伊万里）/HHC　6点
 4.色絵花卉文大皿片（伊万里・柿右衛門様式）/HGS　1点
 5.染付八宝文大皿片（景徳鎮窯）/HGS　7点
 6.白釉鉄絵人物草花文壷片（磁州窯）/HGS、U　7点
 7.色絵福字鉢片（呉須赤絵）/HGS　1点
 8.織部脚付平向付片（美濃）/HGS　2点
 9.織部筒向付片（美濃）/HGS　1点
10.染付脚付向付片（景徳鎮窯）/HGS/包含層　   1点
11.染付八角瓢形徳利片（景徳鎮窯・祥瑞）/HGS 1点
12.染付水注蓋片（景徳鎮窯）/HGS　1点

東京国立博物館 展示 平成館考古展示室常設展 13.色絵皿片（景徳鎮窯）/HGS　2点
14.黄地縁彩鉢片（大明嘉靖年製）/HW　10点
15.色絵壺片/HW/C2層、包含層　HGS　2点
16.色絵大皿片（呉須赤絵）/HGS　1点
17.黒釉兎亳斑碗片（建窯）/HN　1点
18.染付小杯（五良大甫呉祥瑞造）（景徳鎮窯）/HGS　1点
19.魚屋茶碗片/HN　1点
20.青磁袴腰形香炉片（寵泉窯）/HN　2点
21.青磁獅子紐香炉蓋片（龍泉窯）/HN　1点
22.青磁算木文瓶片（龍泉窯）/HN　1点
23.イズニク陶器皿片/HW　14点
24.塩釉水注片（ドイツ）/HN　1点
25.デルフト陶器片/HGS、U　4点

1.灰和碗（呉器手）/HW　1点
2.灰紬鉄絵碗（京焼風）/HW　1点
3.青緑粕輪剥皿（内野山窯）/HW　1点
4.染付皿（草花文）/HW　1点
5.染付皿（菊文）/HW　1点
6.輪剥皿/HW　1点
7.三島手鉢/HW　1点

国立 展示 総合展示「都市の時代」資料展示 8.染付大皿（網干文）/HGS　1点
　歴史民俗博物館 9.染付大皿（海浜文）/HGS　1点

10.染付瓶（草花文）/HGS　1点
11.染付組皿（草花文）/HGS　5点
12.かわらけ/HHC　2点
13.木製品（折敷）/HHC　7点
14.木製品（はし）/HHC　2点
15.金泥かわらけ/HIKN　2点

江戸東京博物館
借用/
掲載

企画展「発掘された日本列島2021
           　地域展－江戸の金箔瓦－」
　2021年6月5日～7月4日
　展示、看板、ウェブサイト

東京大学構内遺跡出土　金箔瓦　11点

柊風舎 掲載
『大名の江戸暮らし事典』松尾美恵子
　・藤實久美子編　柊風舎
　2021年3月31日発行予定

FE1地点出土徳利写真　1点

４．資料の提供・貸出
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　年　報　編

貸貸出出先先 目目的的 貸貸出出・・掲掲載載内内容容 貸貸出出・・掲掲載載資資料料

NHK静岡放送局 放映

サイエンスZERO
 「富士山・噴火の歴史を読み解け」
  静岡県内向け　静岡スペシャル
　2021年8月29日　放映

宝永火山灰検出写真　1点
宝永火山灰堆積状況写真　1点

新宿区立新宿
歴史博物館

掲載

特別展『四谷塩町からみる江戸のまち
               －近世考古学の世界－』
　2021年9月25日～12月5日
　パネル、図録、広報で使用

H7I09地点調査写真　1点
HEA07地点SU62写真　1点

城西大学
水田美術館

借用/
掲載

企画展『江戸動物誌－生活のなかの動物
たち」
　2021年10月25日～11月19日
　展示、パネル・図録・ポスター掲載

東京大学構内遺跡出土動物遺体　61点
東京大学構内遺跡出土骨格製品　7点
HW地点出土土人形（猫）　1点

不白流白和会 掲載

下村菜穂子「備前焼の茶道具（四）
　　　　　　－江戸時代の伊部手－」
『ゆきま』116号  不白流白和会
  2021年12月発行

HHB地点出土　備前焼釣船花入写真　1点

高木　良子
調査/
研究

遺人形に関する調査研究のため、墓遺構
出土土人形の見学および撮影

HWK6地点出土土人形

同成社 掲載
松浦里彩『肥前磁器の意匠研究　－柿右
衛門様式の成立と展開－』同成社
　2022年3月発行

東京大学構内遺跡出土　色絵磁器片　1点

＊1　調査地点名 FE1：工学部1号館
HCRA12：クリニカルリサーチセンターA棟Ⅰ期
HEA07：経済学研究科学術交流棟
HES99：総合研究棟（文・経・教・社研）
HG：医学部附属病院外来診療棟
HGS：御殿下記念館
HHB：法学部4号館（法）・文学部3号館（文）
HHC：医学部附属病院中央診療棟（病中）・設備管理棟（エネセン）・給水設備棟（給水）・共同溝（共同溝）
HHC299：医学部付属病院第2中央診療棟
H7I09：伊藤国際学術研究センター
HIKN：医学部教育研究棟
HJF06：情報学環・福武ホール
HN：医学部附属病院看護師宿舎
HW：医学部附属病院入院棟A
HS7：理学部7号館
K14：工学部14号館
OKS07：追分国際宿舎
SBS00：医科学研究所附属病院診療棟・総合研究棟
SK：教育学部総合研究棟
TS：工学部武田先端知ビル
U：山上会館



55

第Ⅱ章　調査資料の整理・研究および公開・活用

附　埋蔵文化財調査室要項

　東京大学埋蔵文化財運営委員会は、全学委員会の見直

しに伴い、以下の通り廃止され、埋蔵文化財調査室は、

キャンパス計画室下部組織に改組された。

東京大学における全学委員会の見直しに伴う関係規則の

整理等に関する規則（平成 22 年 3 月 25 日東大規則第

133 号）（抜粋）

（略）

（東京大学埋蔵文化財運営委員会規則の廃止）

第 17 条　東京大学埋蔵文化財運営委員会規則（平成元

年 7 月 11 日制定）

埋蔵文化財調査室規則

平成元年 7 月 11 日

評議会可決

（設置）

第 1 条　キャンパス計画室の下に埋蔵文化財調査室（以

下「調査室」という。）を置く。

（業務）

第 2 条　調査室は、東京大学構内の施設整備に伴う埋蔵

文化財の発掘調査（以下「遺跡調査」という。）に関し、

次の各号に掲げる事項を処理する。

（1）　遺跡調査に対する総括的指導助言

（2）　文化庁等に提出する報告書の作成、監修及び指導

（3）　遺物等の保管及び管理

（4）　遺跡調査の方法に関する調査研究

（5）　前各号に定めるもののほか、研究報告書の作成等

遺跡調査に関し必要と認められる事項

（室長）

第 3 条　調査室に室長を置く。

2　室長は、東京大学専任の教授又は准教授のうちから

総長が委嘱する。

3　室長は、調査室の業務を総括する。

（室員）

第 4 条　調査室に室員若干名を置く。

2　室員は、室長の指示に従い、調査室の業務に従事する。

（庶務）

第 5 条　調査室の庶務は、本部施設企画課において処理

する。

附　則

この規則は、平成 8 年 5 月 21 日から施行し、改正後の

埋蔵文化財調査室規則の規定は、平成 8 年 5 月 11 日か

ら適用する。

附　則　　この規則は、平成 22 年 4 月 1 日から施行する。

埋蔵文化財調査室組織表

室長（人文社会系研究科教授） 　佐藤　宏之

室員（キャンパス計画室准教授）  　堀内　秀樹

室員（キャンパス計画室助教） 　成瀬　晃司

室員（キャンパス計画室助教） 　山下　優介

室員（キャンパス計画室助手） 　大成　可乃

室員（キャンパス計画室助手）  　追川　吉生

教務補佐員  小川　祐司

教務補佐員  香取　祐一

事務補佐員  青山　正昭

事務補佐員  今井　雅子

事務補佐員  大貫　浩子

事務補佐員  小林　照子

事務補佐員  杉浦　あかね

事務補佐員  渡邊　法彦
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東京大学本郷構内の遺跡                                      

                                                                      

基幹整備（流域⑧排水）地点

発掘調査報告

                                    



                                       

  例　　　言

1．本報告は、東京大学基幹整備（流域⑧排水）に伴う埋蔵文化財発掘報告である。

2．本地点の略称は「HKS09」とする。但し出土遺物への注記は、調査区を反映して A 区「HKS09-1」、B 区「HKS09-2」

と記載している。

3．調査地点は東京都文京区本郷 7 丁目 3 番 1 号、東京大学本郷構内に所在している。

4．調査面積は 62.6㎡（A 区 29.7㎡、B 区 32.9㎡）であった。

5．本地点は文京区№ 47「本郷台遺跡群」内に位置している。

6．本地点の試掘調査・事前調査は、東京大学埋蔵文化財調査室が行い、原　祐一（故人）が担当した。

7．調査期間は、A1 区が平成 22（2010）年 2 月 18 日～ 3 月 3 日、A2 区が平成 22（2010）年 3 月 12 日～ 18 日、B1

区が平成 22（2010）年 11 月 29 日～ 12 月 4 日、B2 区が平成 22（2010）年 12 月 1 日～ 4 日である。

8．本報告の編集は成瀬・山下が行った。

9．執筆分担は以下の通りである。

    第Ⅰ章、第Ⅱ章、第Ⅲ章、第Ⅳ章　成瀬晃司

    第Ⅰ章第 3 節、第 2 章第 2 節、第Ⅲ章第 1 節、第Ⅳ章　山下優介

10．遺構写真は原が、遺物写真は青山正昭が撮影した。

11．遺物の実測・採拓およびデジタルトレースは杉浦あかねが、遺構図のデジタルトレースは渡邊法彦が行った。

12．発掘調査に伴う図面、写真、出土文化財は東京大学埋蔵文化財調査室が駒場リサーチキャンパス（東京都目黒区

駒場 4-6-1）、同工学研究科柿岡教育研究施設（茨城県石岡市柿岡 414）内にて保管、運用している。

13．発掘調査及び報告書作成にあたり下記の諸氏、機関より御協力・御教示を賜った。記して敬意を表する。（敬称略、

五十音順）

加藤建設株式会社　東京大学施設部

発掘調査参加者

　加藤建設株式会社

整理作業参加者

    青山正昭　杉浦あかね　渡邊法彦（埋蔵文化財調査室）　笠見智慧　木之内忍（考古学研究室大学院生）



凡　　　例

1．遺構番号は各区 1 から通し番号を付した。また冠詞に付けた略号は以下の通りである。

  SE：井戸　SK：土坑　SI：竪穴建物　SP：ピット　SU 地下室

2．遺構実測図の縮尺は、原則 1/50 である。

3．遺物実測図は基本的に 1/3 であるが、それ以外は個別に示す。

4．遺構断面図に記載された標高は、東京湾平均海面（T.P.）を基準とし、基標番号「郷（2）」本郷七丁目3　東大赤門前（T.P.：

23.4033 ｍ）から、小数点第四位を四捨五入して算出した。なお「郷（2）」の値は、平成 21 年 7 月東京都土木技術

センター（現：東京都土木技術支援・人材育成センター）刊行の『水準基標測量成果表』に基づいている。

5．遺物図版に使用している記号は、以下のことを示している。

・▲は、高台、見込みなどの釉際を表している。

・＼――／は、口唇部の口銹を表している。

・遺物中心線上下の破線は、それぞれ推定口径、推定底径を表している。

・－ －は、断面を表している。

7．本文中に記載した陶磁器・土器類は、「東京大学構内遺跡出土陶磁器・土器の分類」（いわゆる東大分類）の最新バー

ジョンである『医学部附属病院入院棟 A 地点』で示した分類（東京大学埋蔵文化財調査室 2016）に準拠している。

8．本地点の調査では、調査区の形状に適した任意点を設定して行ったが、その後に作成した東京大学本郷構内遺跡グ

リッド（東京大学埋蔵文化財調査室 2017）を用いて表記した。なお東京大学本郷構内遺跡グリッドの方眼北は、真

北より 2 分 20 秒西偏している。



○胎質
　J（磁器）　　　T（陶器）　　　D（土器）

○生産地
　A－輸入陶磁器

　　　A1　景徳鎮窯系
　　　A2　漳州窯系
　　　A3　徳化窯系
　　　A4　龍泉窯系
　　　A5　宜興窯系
　　　A6　朝鮮
　　　A7　ベトナム
　　　A8　ヨーロッパ
　　　A9　福建・広東系
　　　A10 西アジア
　
　B－肥前系
　C－瀬戸・美濃系
　D－京都・信楽系
　

E－備前系
F－志戸呂系
G－常滑系
H－萩系
 I －万古系
J－大堀・相馬系
K－丹波系
L－堺系
M－益子・笠間系
N－九谷系
O－壺屋系
P－淡路系
Q－江戸在地系
R－三田系
S－飯能系
T－薩摩系
Z－不明

○器種
1 . 碗
 6 . 坏
11. 御神酒徳利
16. 急須
21. 植木鉢
26. 茶入れ
31. 火鉢
36. ちろり
41. 油徳利
46. カンテラ
51. 塩壺
63. あんか

　

 2 . 皿・平鉢
 7 . 猪口
12. 油壺
17. 燗鍋
22. 花生
27. 水注
32. 柄杓
37. 薬研
42. 行平鍋
47. ほうろく
52. 燭台
64. 煙硝擂鉢

 3 . 大皿・大皿鉢　
 8 . 仏飯器
13. 蓋物
18. 合子
23. 片口鉢
28. 溲瓶
33. 鍋
38. 手焙り
43. 十能
48. 七輪
53. 蒸し器
65. 乳棒

 4 . 燗徳利
  9 . 香炉・火入れ　
14. 筆立て
19. 水滴
24. 灰落し
29. 擂鉢
34. 土瓶
39. おろし皿
44. ひょうそく
49. 涼炉
54. 懐炉
66. 硯屏

 5 . 鉢
10. 瓶
15. 壺・甕
20. 蓮華
25. 鬢水入れ
30. 餌入れ
35. 戸車
40. 油受け皿
45. 瓦燈
50. 五徳

67. 釜

東京大学構内遺跡出土陶磁器・土器の分類
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第Ⅰ章　調査の経緯と概要

第１節　調査に到る経緯

東京大学は、本郷キャンパス基幹整備の一環として、

医学部附属病院地区内で地下推進工法による下水管工

事を進めている。今回入院棟 A の南西角付近と看護職

員等宿舎 1 号棟北西付近を結ぶラインの工事が計画され

た。下水本管工事は地下推進工法を取るが、本管挿入部

及び管線屈曲部は開削工事になるため、立坑部の遺構・

遺物遺存状況確認の必要が生じた。大学施設部と協議し

た結果、2010 年 2 月 4 日に A 区の立坑部を対象に立会

調査を実施した。その結果、江戸時代と考えられる盛土

層が確認され、該期の遺構・遺物が遺存している可能性

があることから、立坑 4 箇所を対象に事前調査を行うこ

とで合意した。

第２節　調査の方法と経過

下水本管は、低地部の池之端方面に接続するため、台

地上に位置する大学構内では、ライナープレートによる

山留めを行う深礎工法が取られた。事前調査は工事工程

に合わせ、A1 区を平成 22（2010）年 2 月 18 日～ 3 月

3 日、A2 区を平成 22（2010）年 3 月 12 日～ 18 日、B1

区を平成 22（2010）年 11 月 29 日～ 12 月 4 日、B2 区

を平成 22（2010）年 12 月 1 日～ 4 日に実施した。

第 3 節　調査地点の地理・歴史的環境

調査地点は、文京区 No.47「本郷台遺跡群」内に位置し、

A1 区では近代盛土と遺物、江戸時代の遺構、A2 区で

は江戸時代の遺構と古墳時代前期の竪穴住居址・遺物、

B1 区では江戸時代の遺構・遺物と古墳時代前期と中期

の竪穴建物・遺物、B2 区では江戸時代の遺構・遺物が

確認された（1 図）。

本地点を含む医学部附属病院地区北東部の地理・歴史

的環境は、既刊報告書等に詳細を記しているのでそれを

参照されたい（東京大学埋蔵文化財調査室：以下、調査

室 2021）。本節では本地点に関連する要素を以下に列記

する。

江戸時代の土地利用状況に比定させるために、調査室

ではこれまでの報告書、展示会図録などで、江戸時代屋

敷割図を参謀本部陸軍部測量局が作成した「五千分一東

京図測量原図」（明治 16 年）を介して現況図との対比を

行ってきた（東京大学総合研究博物館 2011 など）。そ

の成果に基づくと本地点は富山藩邸内に比定される。

富山藩邸全体を描いた絵図は、現状で 19 世紀代の資

料しか確認されていない。それに対比させると A1 区は

表門脇の低地部詰人空間、A2 区・B2 区は御殿空間のう

ち表御殿殿舎の奥寄り、B1 区は長局建物周辺に該当す

る。A1 区の調査では約 350cm の近代盛土の堆積が確認

され、江戸時代の遺構確認面標高は 9.7m だった。本地

点東側の看護職員等宿舎 3 号棟地点では調査区南側で段

切り遺構が確認され、段切り下段では概ね 10.5m で遺

構が確認された。また西側の入院棟Ⅱ期地点 3 次調査南

東角でも石積で擁護された段切りが確認され、両者との

位置関係から本地点は段切り下段に位置することが確認

された。

本地点周辺では、既往の発掘調査によって複数の地点

で古墳時代の遺物や遺構が豊富に確認されており、古墳

時代の集落が、本地点を含めた一帯に展開していたこと

がわかる（1 図）。

本地点 97-A2 や 97-B1 に隣接する 19 看護職員等宿

舎 1 号棟地点と 21 臨床試験棟地点では、古墳時代前

期の竪穴住居址が計 10 軒以上報告されており（調査室 

2021）、当該期における居住域の中心と評価できる。

また、23 入院棟 A 地点（同 2016）や 25 看護師宿舎

ゴミ置き場地点（同 1997）においても、複数軒の古墳

時代の竪穴住居址が確認されている。加えて、48 看護

職員等宿舎 3 号棟地点および、隣接する 74 看護師宿舎

Ⅲ期では、古墳時代前期から中期にかけての竪穴住居址

が 15 軒以上検出されている（同 1999、2012b）。

以上の地点以外にも、113 入院棟Ⅱ期（同 2015、

2017a）において古墳時代前期から後期の竪穴住居址が

15 軒程度確認されている。古墳時代後期の竪穴住居址

は、4-1 医学部附属病院中央診療棟地点などでも数軒が

認められるが（東京大学遺跡調査室 1990）、同一地点に

複数軒が集中する古墳時代前期や中期の竪穴住居址に対

して、やや散在的な分布を示す。

本地点周辺では、古墳時代の居住域のみならず墓域が

確認されている。125-1 クリニカルリサーチセンター A 

棟Ⅰ期や隣接する 148 国際科学イノベーション総括棟

では、古墳時代前期から中期にかけての竪穴住居址に加

えて、古墳の周溝と考えられる複数基の方形の溝跡が検

出されている（調査室 2017b、2017c）。

本地点を含む医学部附属病院地区一帯は、本郷台地の

南東側縁辺部にあたるが、東方の谷へと注ぐ小支谷に南

北を挟まれた舌状台地上の限られた範囲に、古墳時代の
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1 図　調査地点の位置と周辺調査地点

97 本地点（A1：A1 区、A2：A2 区、B1：B1 区、B2：B2 区）
4-1 中央診療棟、19 看護職員等宿舎 1 号棟、21 臨床試験棟、23 入院棟 A、25 看護師宿舎ゴミ置き場、48 看護職員等宿舎 3 号棟、74 看
護師宿舎Ⅲ期、91 立体駐車場、101 ドナルド・マクドナルド・ハウス東大、113 入院棟Ⅱ期、125 クリニカルリサーチセンター、148
国際科学イノベーション統括棟
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居住域と墓域からなる集落が形成されていた。とくに、

本地点およびその周辺は、古墳時代前期集落の中心的な

地点と推定される。
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第Ⅱ章　A 区の調査

第 1 節　A1 区

（1）概要
　本調査区は入院棟Ⅱ期地点（本郷 113）3 次調査南東

角に隣接する位置にあり、約 4m 四方を測る深礎工法方

形立坑部を対象とした（1 図）。重機によって表土及び

近現代と推定される盛土層を掘削したところ、現表下約

1.4m（標高約 12.7m）で調査区南西部から既存管埋設時

のライナープレートが確認された。さらに掘削を進めた

ところ標高約 10.3m で既存管上端が確認され、さらに

標高約 9.7m で既存管埋設坑東側に東西幅約 30cm の範

囲でローム層が確認された。その東には上部の盛土層が

続いていたため、その部分を掘削したところ上位のロー

ム層が陥没した巨大なロームブロックが検出され、地下

室の天井崩落土であることが確認された（10 図）。この

間の約 3.5m に及ぶ盛土層から 1850 ～ 80 年代の陶磁器

類が出土したことより、大学創設期の開発による盛土造

成と推定される（3 図）。

（2）江戸時代の遺構
SU1（2、4 図）

　本遺構は調査区北東角より検出された。約 3.5m に及

ぶ近代盛土層を除去したところ巨大ロームブロックの周

囲から本遺構プランが確認された。北東側が調査区外へ

伸びるため、詳細な平面形態は不詳であるが、調査区内

では、南東角に入隅を有する方形を呈している。調査区

内での規模は東西 235cm 以上、南北 170cm 以上を測る。

床面西側はほぼ平坦であるが、東側は緩やかに傾斜し

ている。確認面からの最大深度は 160cm を測る。覆土

は床面上に数～ 10cm 暗褐色土が堆積しているが、その

直上に天井陥没土と考えられる厚さ約 60cm のロームブ

ロックがあり、ブロック上は近代盛土層が続くことから、

盛土造成による荷重を受けて陥没した可能性も考えられ

る。

　遺物は出土していない。

（3）近代盛土層出土遺物（5 図）

　1、2は瀬戸・美濃産の染付端反碗である。1の口唇

部には口銹が施され、外面、見込みにコバルトによる

染付が施されている。2は JC-1-d で口唇部には口銹が

施され、外面、見込みに地呉須による染付が施されてい

る。3は瀬戸・美濃産の染付丸碗である。外面、見込み

にコバルトによる染付が施されている。4は瀬戸・美濃

産の寿文皿で JC-2-d である。見込みに木型打ち込みに

よる「壽」字が陰刻されている。5は瀬戸・美濃産の寿

文坏で JC-6-e である。見込みに木型打ち込みによる「壽」

字が陰刻されている。また高台内に長方形枠の刻印が認

められるが詳細は不明。6は瀬戸・美濃産の染付小坏で、

コバルトによって外面に花文、高台に櫛歯状文様、底部

に銘が施されている。7は瀬戸・美濃産染付急須の蓋で

ある。表面にコバルトによる染付が施されている。8は

インク瓶である。胎土は淡灰黄褐色を呈し硬質である。

　出土磁器類に印判技法の製品が伴わないことから、医

学部附属病院給水設備棟地点（本郷 4-3）AL37-1 と同段

階、即ち 1860 ～ 80 年代前半の資料と位置づけられる。

第 2 節　A2 区

（1）概要
　本調査区は、臨床試験棟地点（本郷 21）北側道路上

に位置し、直径 450cm を測る円形ライナープレートを

用いた深礎工法立坑部を対象とした（1 図）。調査は重

機掘削によってライナープレート 3 枚分（約 150cm）

を掘り下げ平面確認をする工程で進められた。1 回目の

平面確認では全面が近代以降の盛土で覆われていたた

め、2 回目の掘削を進めたところ、現表下約 250cm（標

高 12.8m）、調査区東側でローム層及び硬化面が検出さ

れたため、重機掘削を中断し手作業による調査に切り替

えた。既設ライナープレート下の壁面を精査したところ、

標高約 13.6m で江戸時代の生活面（硬化面）が僅かに

遺存していることが確認された。硬化面下約 90cm には

竪穴住居址（SI7）の貼床面と推定される硬化面及び炉

跡と推定される焼土集中範囲が確認された。壁面の観察

から貼床面上の埋積土（厚さ 20 ～ 25cm）が竪穴住居

址に伴う覆土と考えられる。狭小範囲での土留め並行掘

削の制限から、江戸期の整地面も含め面的に押さえられ

なかったことは残念だった（6 図）。

（2）江戸時代の遺構（7、11 図）

　ローム及び竪穴住居址貼床検出面から 7 基のピットが

検出された。SP2は北側にテラスを有す不整方形を呈し、

深さ 40cm を測る。覆土はローム粗粒を含む黒褐色土の

単層である。SP3は不整楕円形を呈し、深さ23cmを測る。

覆土はローム粗粒を含む暗褐色土の単層である。SP4 は

8 の字形を呈しているが、覆土の観察から 2 基の重複が
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認められ、東側が新しい。東側は深さ 28cm を測り、ロー

ム粒を少量含む黒色土を覆土に持つ。西側は深さ 20cm

を測り、ローム粒を極多量に含む暗褐色土を覆土を持つ。

SP5 は卵形を呈し、深さ 54cm を測る。覆土はローム粗

粒を多量に含む暗褐色土の単層である。SP9 は円形を呈

し、深さ 10cm を測る。覆土はローム粒を含む暗褐色土

の単層である。壁際で検出された SP1 は円形を呈する

と推定され、確認面からの深さは 10cm を測る。覆土は

ローム粗粒を含む暗褐色土の単層である。本遺構は壁面

観察より SI7 覆土上面より掘り込まれており、本来の深

さは 50cm を測ることが確認できる（6 図）。よって本

遺構同様確認面から 10 ～ 20cm 程度のピットは、竪穴

住居址覆土上整地面から掘り込まれていた可能性が指摘

できる。

（3）古墳時代の遺構・遺物
SI7（8、9、12、13 図）

調査範囲が狭小であったため、竪穴建物の壁が検出さ

れず遺構の全形は明らかではないが、床面と考えられる

硬化面と炉跡と推定される焼土集中範囲の存在から竪穴

住居址と判断した。遺構の南北方向の軸線が焼土集中範

囲の南北の軸線と平行すると仮定した場合、南北 3.8 ｍ

以上、東西 4.3ⅿ以上の竪穴住居址と考えられる。遺構

の大部分は後世の攪乱によって失われていた。検出面か

ら床面までの深さは、最も深いところで約 50cm である。

床面には最も厚い箇所で約 20㎝の貼床が存在し、調

査区北東側の壁際では、長軸約 1.3ⅿ、短軸約 0.5ⅿの全

形が楕円形と推定される焼土集中範囲を検出した。焼土

の堆積は全体的に 7㎝前後であり、強く熱を受けた痕跡

が認められる。本住居址の炉跡と考えられる

SI7 からは 45 点の土器片が、おもに住居址の覆土か

ら出土した。出土土器のうち、器形の全体を復元できる

例はわずかであるが、それらの土器によれば、SI7 は古

墳時代前期の遺構と考えられる。

SI7 から出土した土器のうち、器種や器形のわかる破

片 1 点を図示した。1は、高坏もしくは小型器台の脚部

である。復元した脚径は 12.6㎝であり、外上方に大きく

開く口縁部と径の小さな体部をもつ高坏と推定できる。

あるいは椀形の口縁部をもつやや小形の高坏や、内湾気

味の短い口縁部をもつ小型器台の可能性がある。
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2図　A1区 全体図

4図　A1区SU1

3図　A1区基本層序模式図0 1m
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7図　A2区江戸時代遺構全体図

6図　A2区土層堆積状況概況図
（弧状セクション面展開図）
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　　1 暗褐色土 （ローム粒・ロームブロック少含）
　　2 黒褐色土 （ローム粒含、しまり強）
　　3 褐色土 （ロームブロック極多量含）
　　4 黒褐色土 （ローム粒・玉砂利少量含）
　　5 暗褐色土 （ローム粗粒少量、玉砂利微量含）
　　6 茶褐色土 （ローム粗粒少量、玉砂利微量含：SI7 覆土）
　　7　黒褐色土　　（ローム粒・ロームブロック少含：SI7 覆土）
　　8 暗赤褐色土 （焼土粒極多量、ローム粒少量含、粘性なし：SI7 炉覆土）
　　9 黒褐色土 （ロームブロック含、しまり極強：SI7 貼床）
　  10 黒褐色土 （ロームブロック・ローム粗粒多量、しまりやや強：SI7 貼床）
　  11 暗黄褐色土 （しまりなし：SI7 炉下被熱土）

現地表面

SI7覆土上端

SI7貼床面

SI7掘方



70

報　告　編

図版
番号

器　種 部位

法量(cm)
口径
底経
高さ

調整・文様 胎土 焼成 色調
出土
遺構
層位

備考・残存

9図
1

高坏形土器 脚部
―

（12.6）
〔4.0〕

外面：約1～2mm幅の縦方向のハケメ
内面：透孔の周囲に斜方向のハケメ

直径1～2mm程度の礫を少量含む 良
外面：赤褐

内面：灰黄褐

A2区
SI7
8層

1/3程度

1 表　古墳時代A区土器観察表

10 図　A1区全景　

12 図　A2区 SI7　

11 図　A2区近世全景　

13 図　A2区 SI7 出土遺物　

焼土範囲

Hm164 S2m床面残存範囲

撹乱

SI7

SI7

SI7

炉

a

a'

0 1m

0 1m

8図　A2区 SI7 9図　A2区 SI7出土遺物 

1

2
3

a
12.80

a'

a a'

 1 暗褐色土 （ローム粒・焼土粒少含）
 2 暗赤褐色土 （焼土粒極多含、ローム粒少含、粘性なし）
 3 黄褐色土 （しまりなし）

0 10cm（S=1/3）
1
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第Ⅲ章　B 区の調査

第 1 節　B1 区

（1）概要
本調査区は看護職員等宿舎 1 号棟北西角付近道路上に

あり、北側 10m にドナルド・マクドナルド・ハウス東

大地点（本郷 101）、南側 15m に看護職員等宿舎 1 号棟

地点（本郷 19）が位置する。調査範囲は直径 3.5m のラ

イナープレートを用いた深礎工法立坑部を対象とした（1

図）。重機によって近現代盛土を掘削し、1m 強下がっ

たところでライナープレートによる山留工程を繰り返し

行ったところ、地表下約 2m より江戸以前と推定される

暗褐色土が広範囲で確認された。そのため手作業に切り

替えて調査を実施した。確認面を精査したところ、江

戸時代の遺構 15 基（SD：1 基、SK：10 基、SP：2 基、

SU：2 基）が検出された（14、29 図）。また江戸時代遺

構壁面にて暗褐色土下部にしまりの強い層序が確認され

た。精査したところ古墳時代の竪穴建物 2 軒（SI4、19）

が検出された（17、28 図）。

（2）江戸時代の遺構・遺物
SU1（14、15 図）

本遺構は調査区南東壁際で検出された。調査区内では

長軸 90cm、短軸 60cm を測る。壁はほぼ垂直に立ち上

がり、確認面からの深さ 160cm を測る。ライナープレー

トを設置しながら重機で掘削したため土層堆積状況は観

察できなかった。坑底は長軸 60cm、短軸 40cm を測り、

その形状より隅丸長方形と推定される。

遺物はかわらけ片 1 点が出土した。

SU3（14、16 図）

本遺構は SU1 北側で検出された。東側は調査区外

へ伸びるため詳細は不明であるが、調査区内で長軸

120cm、短軸60cmを測る。壁面はほぼ垂直に立ち上がる。

ライナープレートを設置しながら重機で掘削したため土

層堆積状況は観察できなかった。確認面下 270cm まで

掘り下げたが坑底は検出されなかった。

遺物は、18 世紀後葉から 19 世紀前葉に比定される陶

磁器類、瓦片、貝類遺体などコンテナ 2 箱が出土した。

（3）古墳時代の遺構・遺物
SI4（17 ～ 19、21、27、28 図）

狭い調査範囲であったため、竪穴建物の壁が検出され

ず遺構の全形は明らかではないが、床面とみられる硬化

面の存在と遺構の規模に基づいて竪穴建物と判断した。

遺構の中心が調査区の中心であったと仮定すると、一辺

が 3.5 ｍ以上の竪穴建物と考えられる。遺構の中央部は

近世の遺構によって、また南西部は SI19 によって失わ

れていた。検出面から床面までの深さは、最も深い箇所

で約 30cm である。床面には最も厚い箇所で 18㎝程度

の貼床が存在し、調査区中央部の南北約 0.6ⅿ、東西 2.0

ⅿの範囲は、特に硬くしまっていた。

SI4 からは 139 点の土器片が竪穴建物の覆土や床面付

近から出土した。器形の全体を復元できる例は多くない

が、それらの土器によれば、SI4 は古墳時代前期前半の

遺構と考えられる。

SI4 から出土した土器のうち、器種や器形のわかる破

片 7 点を図示した。1は、小形の二重口縁壺の口縁部で

ある。器表面が全体的にやや摩滅しているが、頸部の内

外面にはミガキが観察できる。口縁段部には整形時のも

のと考えられるハケメがわずかに残る。2は平底の壺の

底部である。外面には縦方向のミガキが施され、内面は

ナデによって仕上げられる。底面には木葉痕が認められ

る。

3は口縁部が緩やかな「く」字状に屈曲する甕である。

最大径が体部中央にあり、体部はやや球状気味になると

推定される。器表面は全体的に摩滅が激しく、頸部内面

の横方向のケズリや、体部内面の指頭圧痕が観察できる

程度であった。4は小破片であるが、甕の底部と考えら

れる。外面にはわずかに縦方向のハケメが認められる。

5は鉢または小形の甕の底部と推定される。6㎝弱に径

を復元した底部には、直径約 3㎝の穿孔が認められる。

器壁内面には指頭圧痕のほか、穿孔部分に穿孔時の痕跡

と考えられるケズリが残る。

6と 7は高坏の口縁部である。外上方へ直線的に開く

6は、古墳時代初頭にみられるいわゆる元屋敷系高坏の

口縁部である。内外面ともに縦方向のミガキによって仕

上げられるが、外面はミガキの下に横や斜め方向のハケ

メが明瞭に観察できる。7は、内湾する口縁部と平坦な

底部をもつ、6に比べやや小形の高坏である。器表面は

摩滅しているため、特に内面の調整が不明瞭であるが、

外面には縦方向のミガキが認められ、口縁部全体にミガ

キが施されていたと推測される。



72

報　告　編

SI19（17、20、22、27、28 図）

本遺構は調査区南西壁際で検出された。長軸 1.1m 以

上、短軸 0.8 ｍ以上の隅丸方形あるいは楕円形の遺構の

一部であり、SI4 を掘り込んでいた。検出された範囲は

限られるが、床面と考えられる硬化面と、硬化面の北側

では周溝状の溝を確認した。硬化面は貼床状であり、約

5㎝程度の厚さであった。以上の構造に基づいて竪穴建

物の一部である可能性が高いと判断した。検出面から硬

化面までの深さは、最も深い箇所で約 50cm である。

SI19 からは、22 点の土器片が覆土から出土した。図

示した高坏脚部のほかに器形の全体を復元できる例はな

いが、この土器によれば、SI9 は古墳時代中期後半の遺

構と考えられる。

1は、高坏の脚柱部から裾部へかけての屈曲部の破片

である。この高坏の脚部は、中央部がやや膨らむ円錐形

であり、裾部は水平気味にのびると考えられる。器表面

が摩滅しているため、調整等は観察できなかった。

第 2 節　B2 区

（1）概要
　本調査区は A2 区南東 15m にあり、南側には臨床試

験棟地点（本郷 21）が位置する。調査範囲は直径 5.5m

のライナープレートによる深礎工法立坑部を対象とした

（1 図）。調査区西側 1/2 弱は既設下水管開削部によって

撹乱されていた。重機掘削で近現代盛土層を掘削したと

ころ現地表面下約 3m でローム層を確認した。精査した

結果、江戸時代の井戸 1 基（SE1）、地下室 1 基（SU3）

が検出された（23 図）。SU3 は SE1 と下水管に挟まれ

幅 10 ～ 50cm 程度の遺存度であった。下水管撹乱部分

を掘り下げ、SE1 の調査を先行して進めた。SE1 の測量

を終えて SU3 覆土部分を掘り下げた所、ロームを掘り

込んで南側へ降りる階段状施設が確認された。階段部の

平面記録を行った後、立坑内へミニバックホーを降ろし、

さらに掘削を進めた。その結果、SE1 南側調査区壁面に

幅 190cm を測る SU3 室部と考えられる拡がりが確認さ

れた。またそのレベルまで下げたことによって、SE1 内

の井戸側痕も明瞭に確認することができ、両者の記録を

取り、調査を終了した。

（2）江戸時代の遺構
SE1（23 ～ 25、30 図）

　調査区南端で検出された井戸で、掘方直径約 160cm

を測る。確認面約 2m 下で直径約 1m を測る井戸側痕が

確認された。

　遺物は、陶磁器類小片、平瓦片など 17 世紀後葉～ 18

世紀前葉に比定される 10 数点が出土した。

　1は肥前産呉器手碗（TB-1-a）で、畳付は平坦に削り

取られている特徴を有す。

SU3（23、26、31 図）

　階段部と室部入口を確認したが、SE1 と下水管開削溝

による撹乱を受け、遺存状況は非常に悪い。階段部はス

テップ 3 段が確認された。各ステップは奥行約 40cm、

比高差 25 ～ 30cm を測る。室部は調査区壁面精査で確

認された。確認範囲で幅 190cm、床面標高は 10.65m を

測る。

　遺物は出土していないが、SE1 より古いことから、廃

絶年代は 17 世紀後葉と推定される。
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0 1m

14図　B1区江戸時代遺構全体図

SU1

SU3

SK10
SK11

SK13

SK12

SK14

SK5

SK6

SK9

SP8

SK17

SK16

SK24

SK18

Ho154 E4m

0 1m

0 1m

16図　B1区 SU3

15図　B1区 SU1

a
13.10

a'

a a'

Ho153 S4mE3m

a
13.10

a'

a a'

H
o153

S4m
E3m
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0 1m

20図　B1区 SI19

掘方

 1 黒褐色土 （ロームブロック含、焼土粒極少含）
 2 暗褐色土 （ロームブロック含、焼土粒極少含）
 3 黒褐色土 （ロームブロック含、ローム粒・焼土ブロック多含）
 4 暗褐色土 （ロームブロック・ローム粒少含）
 5 褐色土 （ロームブロック極多含）
 6 褐色土 （ローム粒極多含、しまり強）

a a'

Ho153
S4m

E2m

a a'

1
近世遺構

2

6
6

3
4 4

56

a
12.80

a'

0 1m

17図　B1区 古墳時代遺構全体図

SI19 SI4

Ho１５４ E4m

硬化面

0 1m

18図　B1区 SI4

 1 黒褐色土 
 2 暗褐色土 （ローム粒含）
 3 褐色土 （ローム粒・黒色土粒多含）
 4 黒色土 （焼土含、ローム粒極少含）
 ５ 暗褐色土 （ロームブロック・ローム粒含、しまりやや強）

SI4

Ho1
53

S1m
E3m

a a'

11
3

5 4 25

a
13.00

a'

0 1m

19図　B1区 SI4遺物分布図

SI4

a a'

Ho1
53

S1m
E3m

2
1

4

a
13.00

a'

2

1

4
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0 10cm（S=1/3）

0 10cm（S=1/3）

21図　SI4出土土器

22図　SI19出土土器

2表　古墳時代土器観察表

図版
番号

器　種 部位

法量(cm)
口径
底経
高さ

調整・文様 胎土 焼成 色調
出土
遺構
層位

備考・残存

17図
1

壺形土器 口縁部
（12.9）

―
〔2.3〕

外面：段状をなす屈曲部に縦方向のハケメがわずかに認められ、頸部
には幅2mm程度の横方向のミガキ
内面：頸部に横方向のミガキがわずかに認められる

直径約0.5mm以下の雲母片や直径
約1mm以下のシャモットを少量含
む

良
外面：にぶい黄橙

内面：橙

B1区
SI4
P11

1/6程度

17図
2

壺形土器 底部
―

（11.6）
〔5.0〕

外面：下位に縦方向の幅3mm程度のミガキ
内面：横方向のナデ

直径約2mm以下の礫や直径約3mm
以下のシャモットを含む

やや悪
外面：にぶい赤褐

内面：明赤褐

B1区
SI4
P1

1/3程度
底面に木葉痕

17図
3

甕形土器
口縁部～
胴部上半

（16.4）
―

〔13.8〕

外面：磨滅や剥離によって不明瞭
内面：頸部に幅7mm程度の横方向のケズリが、体部最大径付近には指
頭圧痕が認められる

直径約1～4mmの礫やシャモットを
少量含む

やや悪
外面：暗褐
内面：褐

B1区
SI4

1/5程度

17図
4

甕形土器 底部
―

（8.0）
〔1.7〕

外面：下位に縦方向のハケメがわずかに認められる
内面：ナデ

直径約1mm以下の砂粒を含む 良
外面：にぶい褐

～褐
内面：黒褐

B1区
SI4
P18

1/8程度

17図
5

鉢形土器 底部
―

（5.7）
〔2.5〕

外面：下位に縦方向のハケメがわずかに認められる
内面：指頭圧痕が連続的に認められ、穿孔部分にはケズリ

直径約1～2mmの礫やシャモットを
含む

良好
外面：橙

内面：明赤褐
B1区
SI4

1/3程度

17図
6

高坏形土器 口縁部
（21.4）

―
〔6.1〕

外面：幅2mm程度の縦方向のミガキで仕上げられるが、ミガキの下に
ハケメが全体にわたって認められる
内面：幅2mm程度の縦方向のミガキ

直径約1mm以下の砂粒と直径約1～
2mmのシャモットを含む

良 橙
B1区
SI4

1/6程度

17図
7

高坏形土器 口縁部
（15.2）

―
〔4..3〕

外面：幅2mm程度の縦方向もしくは斜方向のミガキ
内面：磨滅によって不明瞭

直径約1mm以下の砂粒と直径約1～
2mmのシャモットを含む

良
外面：橙

内面：明赤褐
B1区
SI4

1/3程度

18図
1

高坏形土器 脚部
―
―

〔2.4〕

外面：磨滅によって不明瞭
内面：磨滅によって不明瞭

直径2mm以下のシャモットや直径
0.5mm以下の砂粒を含む

やや悪 にぶい橙
B1区
SI19

1/10未満

1

2

3

4

5

6

7

1
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0 1m

23図　B2区 全体図

SE1

撹乱

SU3

SU3

SU3

Ho１６６ S2m
　　     E1m

0 1m

0 1m
井戸側痕

a
12.30

a'

a a'

井戸側痕

Ho1
66

S1m

24図　B2区 SE1

26図　B2区 SU325図　B2区 SE1出土遺物

1

H
n１６６

 S
2m

        　
E

4m

a

11.30
a'a

a'
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28 図　B1区古墳時代全景　　 29 図　B1区近世全景　　

30 図　B2区 SE1　 31 図　B2区 SU3　　

B1 区 SI4_1 　B1区 SI4_2 　B1区 SI4_3

　B1区 SI4_4 　B1区 SI4_5

　B1区 SI4_7 B1 区 SI19_1

　B1区 SI4_6

27 図　B1区出土土器
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第Ⅳ章　まとめ

本地点 4 調査区はいずれも深礎工法に伴う立坑部とい

う狭小な調査面積に加え、重機掘削併用、ライナープレー

ト設置など工事上の制約から、近世盛土遺構面などの面

的調査が困難を極めた結果、ほぼローム層上での調査と

なった。このような過酷な状況下でも A2 区、B1 区で

古墳時代竪穴建物が確認されるなど一定の成果はあっ

た。以下に検出された遺構に従って、江戸時代及び古墳

時代の調査成果を記す。

江戸時代

本地点 4 調査区はこれまでの絵図面研究等から富山藩

邸内に位置することが確認できる。富山藩邸絵図は 19

世紀段階の資料しか現存していないが、江戸図などの情

報から表門は大聖寺藩邸東側の道路に続く藩邸南東部に

存在したことが確認できる。従って大枠では江戸時代を

通し表門に近い藩邸南側に表御殿が位置し、それに伴う

庭園はこれまでの調査成果と文献から御殿東側の高台に

造園されていたと考えられる（成瀬 2021）。それを取り

巻くように御殿奥向、諸役所、詰人長屋などの諸施設が

配置していたと推定される（小松 2015）。

32 図は安政 5 年作成とされる「江戸御上屋敷図」（富

山県立図書館所蔵）に調査地点を対比させた図である。

既述したように藩邸北端に近い B1 区は長局、中央の

A2 区、B2 区は御殿殿舎奥寄り、藩邸南端の A1 区は表

門東脇石垣東側に位置している。この位置関係と周辺調

査地点遺構検出状況から、本調査区の様相を列記する。

藩邸中央に位置する A2 区は撹乱の影響が大きいもの

の壁面に残された断片的近世盛土状況から、硬質で水平

堆積を呈す 2 層がある段階の生活面と判断される（6 図）。

2 層上面レベルは標高約 13.6m を測り、近接する看護職

員等宿舎 1 号棟地点（以下 HN1）、臨床試験棟地点（以

下 MRI）C 面とほぼ同一レベルであることから、元禄

16 年火災下限の生活面に比定される。SI7 覆土上面に

相当する近世最下面標高も 13m 前後と同様の値を示し、

両隣接地点 D 面に比定される。また第Ⅱ章第 2 節で触

れたように検出されたピットは近世最下面に帰属するこ
北

南

西

東

別課医学教場

32 図　別課医科教場を基準にした病院地区調査区と「江戸御上屋敷図」（安政 5年）との対比
（成瀬 2021 より作成）

97ｰA2

97ｰA1

97ｰB1

97ｰB2
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とが予想され、HN1 地点 D 面南部で検出されたピット・

植栽痕集中区が本地区を含むエリアまで拡がっているこ

とが想定される。

藩邸南端部に位置する A1 区は、現表下約 4.4m でロー

ム層が確認され、その直上には厚さ約 3.5m の近代盛土

層が埋積していた。こうした近代盛土層の堆積は隣接

する看護職員等宿舎 3 号棟地点（以下 HN2）、入院棟Ⅱ

期地点（以下 HWB2）でも確認されている。HN2 では

東西方向の段切りが確認され、段切り下面標高は 10.5m

前後を測る。HWB2 では南北方向へ伸びる段切りと法

面に残された裏込め石が検出された。段切り下面標高は

10m 前後を測り、一連の段切り下段面であることが確

認できる。またこの裏込め石は先述した絵図面との対比

から表門東側に鉤形に築かれた石垣に対比することがで

き、HN2 の段切りが素掘りだったこともこの絵図情報

を裏付けている。段切り下のエリアは「下長屋」と呼ば

れていたことが小松によって指摘されているように、詰

人空間として利用されていたことが判る（小松 2015）。

この段差は盛土中の陶磁器年代観より、明治 9 年東京医

学校移転に関連して埋め立てられたと推定される（東京

大学キャンパス計画室 2018）。

古墳時代

古墳時代の遺構は、本地点の調査区のうち A2 区と

B1 区で検出された。A2 区では前期の竪穴住居址が、

B1 区では前期前半の竪穴建物と中期後半の竪穴建物の

可能性の高い遺構がそれぞれ 1 軒ずつ検出された。両区

とも狭い掘削範囲であるにもかかわらず、竪穴建物が確

認されたことは、病院地区一帯に前期や中期の生活痕跡

が色濃く認められるという既往の調査成果を補強する結

果となった。また本地点の成果は、本郷台地の東縁部に

広がる古墳時代集落の様相を具体的に示すための材料を

提供したといえる。

A2 区は、古墳時代前期の遺構や遺物が確認された 19

看護職員等宿舎 1 号棟地点と 21 臨床試験棟地点（1 図）

の間に位置する。両地点と同じく前期の竪穴住居址が検

出されたことから、周辺に広がる前期の集落を構成する

住居址の一つであることは疑いない。

B1 区は、本地点の調査区のなかでは最も北側に位置

し、小支谷に面した台地の縁辺により近い。検出された

前期前半と中期後半の遺構は、病院地区の古墳時代集落

の範囲を検討するうえで示唆的である。前期前半の竪穴

住居址は 19 看護職員等宿舎 1 号棟地点で検出されてい

るが、本調査により、さらに北側へ居住域が広がってい

たことが明らかになった。今後、既に前期の遺構の存在

が知られる、101 ドナルド・マクドナルド・ハウス東大

地点や 148 国際科学イノベーション総括棟地点（調査室 

2012a、2017b）の調査成果ふまえた検討を通じて、前

期前半の集落の北限とその内部の様相の解明が求められ

る。

古墳時代中期後半の集落は、10 軒程度の竪穴住居址

が検出された 74 看護師宿舎Ⅲ期地点（調査室 2012b）や、

23 入院棟 A 地点（調査室 2016）の成果をみるかぎり、

病院地区の南側にその中心があると考えられる。しかし、

B1 区の成果をふまえれば、中期の居住域が北側にも存

在した可能性は否定できないだろう。ただし、本地点で

はいずれの遺構もその一部を検出したに過ぎないため、

本郷台地の古墳時代集落の分布域に対する本地点の成果

に依拠した議論は、検討の余地があることを断っておく。

医学部附属病院地区一帯には、古墳時代前期から中期

へかけて、集落の変遷過程を論じることができる良好な

資料が残されている。今後は各遺構の所属時期の細別を

進め、変遷の内容を具体的に論じることが課題である。

加えて、今回ふれられなかった周辺遺跡の成果も含めた

検討に取り組み、本郷台地全域や、武蔵野台地東部地域

における古墳時代前半期の集落のあり方を考察すること

が必要となるだろう。
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東京大学本郷構内の遺跡

 外灯 C-5、C-61 電源改修地点



例　　　　言

1．本書は、東京大学外灯 C-5、C-61 電源改修に伴う埋蔵文化財発掘調査報告である。

　　　

2．調査地点は、東京都文京区本郷７丁目３- １に所在する。

3．調査地点は、東京都遺跡地図「文京区№ 47　本郷台遺跡群」内に位置している。

4．調査地点の面積は 5.5㎡である。

5．調査期間は 2021 年 3 月 12 日である。

6．発掘調査は東京大学埋蔵文化財調査室が行い、追川吉生が担当した。

7．本報告の編集は追川が行った。

8．調査時の遺構写真は調査担当者が撮影した。

9．発掘調査に伴う図面、写真、出土文化財は東京大学埋蔵文化財調査室が、本学駒場Ⅱ構内（東京都目黒区駒場 4-6-

1）、同工学系研究科柿岡教育研究施設内（茨城県石岡市柿岡 414）において、管理・保管・運用している。
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第Ⅰ章　調査の経緯と概要

第 1 節　調査の経緯と経過

　東京大学本郷キャンパス内に設置されている外灯

（C-5、C-61）の電源改修にともない、共同溝から電源ケー

ブルを引き込むための掘削工事が計画された。掘削範囲

は L 字状を呈しており、共同溝からケーブルを引き込

む部分の掘削深度は 1.4m だった。

　掘削予定地周辺では、経済学部棟建設（1999 年・本

54）や総合図書館前にあったクスノキの移植（2012 年・

本 115）の際に事前調査を実施しているほか、医学部モ

ニュメント移設（本 131）などを原因とした立会調査も

数ヶ所で実施している（1 図）。特に医学部モニュメン

ト移設に伴う立会調査では調査区の西壁において、現地

表面から 0.9m の深さで江戸時代の礎石を確認している

（この礎石は工事で破壊される恐れがなかったことから

そのまま現地保存とした）。

　こうした発掘調査の結果から、工事の掘削が遺構面に

及ぶ可能性が高く、工事に先立って事前調査を実施する

こととなった。

　調査に先立って実施した本学施設部・施行業者との協

議によって、2 区の掘削を現地表面から 0.7m 程度にと

どめ、遺構面に到達しないよう計画が変更された。

第 2 節　調査の概要

　調査は構内道路の縁石に沿った南北方向の調査区（1

区・南北 12.9m、東西 0.5m）と、縁石から共同溝のマンホー

ルへと続く東西方向の調査区（2区・南北0.5m、東西4.5m）

からなる（2 図）。1 区は北側で外灯 C-61 へ電源ケーブ

ルを引き込むために東西 2m ほど掘削範囲を拡張した部

分を含んでいる。

第３節　遺跡の位置と周辺の調査

　調査地点は赤門総合研究棟の東側に位置する道路と、

それに隣接する緑地帯である。周辺には事前調査を実施

した調査地点して、医学部教育研究棟地点（本 24）、赤

門総合研究棟地点（本 54）、図書館前クスノキ移植地点

（本 115）が隣接する。このうち赤門総合研究棟地点は

1825 年（文政 8）に建てられた溶姫（斉秦室）の御守殿

の一角にあたり、間知石で構築された地下室や礎石建物

跡などを検出している。図書館クスノキ移植地点のうち、

本調査区に隣接する第 2 地点も御守殿の一角に含まれて

いるが、現地表面直下から旧法医学教室のレンガ基礎が

調査区全面から検出しているため、江戸時代の遺構の大

部分は壊されていた。

　本地点の 1.5m 南側では、医学部のモニュメントを設

置する際に立会調査を実施している（本 131）。この調

査では現地表面から 0.9m の深さで礎石を 1 点検出して

いる。

第Ⅱ章　調査の結果

　1 区は GL-0.6m まで掘削した。掘削した最下面はロー

ムブロック主体の盛土層で、レンガ片を少量含む。遺構

面まで到達せずに調査を終了した（3 図・4 図）。遺物は

ない。

　2 区は GL-0.7m まで掘削した。掘削した最下面はレン

ガを含む黒褐色土の盛土層である。遺構面まで到達せ

ずに調査を終了した（5 図 ・6 図）。表土中から瓦 2 点、

鎹 1 点が出土した。
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第Ⅰ章　調査の経緯と概要

第 1 節　調査の経緯と経過

　東京大学医学部附属病院では、構内に新設された共同

溝に給水主管を接続するための工事を計画した。この共

同溝の敷設工事に際しては、両端に設けられた立坑など

を対象とした発掘調査を実施している（医学部附属病院

基幹整備共同溝地点・本 277、以下共同溝地点）。掘削

予定地はこの他にも、クリニカルリサーチセンター地点

（本 125、以下 CRC 地点）、国際科学イノベーション総

括棟地点（本 148）にも隣接している（1 図）。いずれの

調査地点でも、富山藩邸に関する遺構・遺物が良好に遺

存しているほか、旧石器時代から古墳時代にかけての遺

構・遺物も認められる。

　工事では現地表面から 0.9m 程度の掘削が計画されて

いた。上記各地点の調査状況を鑑みると、工事の掘削が

遺物包含層に及ぶ可能性が高い。そこで埋蔵文化財調査

室が事前調査を実施することとなった。

第 2 節　調査の概要

　調査範囲は南北 8.2 ｍ、幅 1.5 ｍの南北方向に延びる

調査区と、東西 9.0 ｍ、幅 2.0m の東西方向に延びる調

査区とによる L 字状を呈している。南北方向の調査区

のうち、北側の 0.4㎡が CRC 地点 5 区に重複している。

また東西方向の調査区では、東側の 9.9㎡が共同溝地点

5 区と重複している。

第３節　遺跡の位置と周辺の調査

　本調査地点は附属病院臨床研究棟 A と同臨床研究棟

東・分子ライフイノベーション棟の間に敷設された通路

に位置している。臨床研究棟 A は CRC 地点（本 125）

として発掘調査を実施しており、加賀藩邸と富山藩邸の

屋敷境遺構を検出している。どちらも藩邸外郭部にあた

り、勤番長屋に伴う地下室が列をなした状態で認められ

たほか、富山藩邸側では巨大な廃棄土坑群を検出した。

廃棄土坑群の範囲は調査区外に延びており、その一部は

南側に位置する立体駐車場地点（本 91）でも確認でき

るので、少なくとも南北 40 ｍにわたって拡がっている

ことがうかがえる。また調査地点東側では南北方向の堀

を検出しており、絵図との比較からこれは富山藩邸の御

殿空間と詰人空間との間に構築された区画施設であるこ

とが推測される。

　CRC 地点の東側に隣接する分子ライフイノベーショ

ン地点（本 148）は、CRC 地点で検出した堀との位置関

係から、富山藩邸の御殿空間にあたると考えられる。発

掘調査では礎石建物や土蔵建物のほか、1 辺 12 ｍ、深

さ 8 ｍ以上の採土坑を検出している。

　本地点の調査目的となった給水主管は、東西方向にの

びる附属病院の共同溝と接続する。この共同溝は医学部

附属病院基幹整備共同溝地点（本 277）として、2019 年

から 2021 年にかけて発掘調査を実施している。調査は

共同溝東西の両端に設けた立坑部分の調査が中心で、東

側の立坑が加賀藩邸、西側の立坑が富山藩邸に含まれた。

富山藩邸側では地下室や廃棄土坑を検出しており、その

あり方は CRC 地点に類似したものだった。

第Ⅱ章　調査の結果

　現地表面から 0.9m 掘削したところ、部分的に硬化面

（1 面）を検出した（2 図）。表土層から出土した遺物（磁

器 32 点、陶器 29 点、土器 7 点、レンガ 1 点ほか）が近

代〜現代に帰属するのに対して、1 面から出土した遺物

（磁器 10 点、陶器 25 点、土器 4 点）はほぼ江戸時代の

もので占められている。1 面の検出範囲は撹乱の影響も

あって限定的であったため、遺構は認められなかった。

しかし遺物の出土状況や、隣接調査地点の遺構検出深度

からすると、1 面が江戸時代最終段階の生活面であると

考えられる。

　1 面を検出したところで工事の掘削深度に到達したた

め、調査を終了した。
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3 図　完掘状況（西から） 4図　南壁土層堆積状況
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第Ⅰ章　調査の経緯と概要

第 1 節　調査の経緯

令和 3（2021）年度に、東京大学弥生キャンパス内に

所在する農学部 1 号館の改修にともなう出入り口付近の

スロープ新設工事が計画され、東京大学施設部より埋蔵

文化財調査室（以下：調査室）へ本地点の埋蔵文化財の

調査に関する照会があった。スロープの設置範囲全体の

掘削深度は現地表面から約 40㎝であったが、スロープ

の基礎を埋設する 2 箇所の掘削深度は現地表面から約

60㎝であった。

掘削予定地の周辺では、教育学部総合研究棟新設やイ

ンテリジェント・モデリング・ラボラトリー新設の際に

事前調査を実施しており、歩道を挟み掘削予定地と対面

する教育学部総合研究棟地点では、地表面から約 40㎝

の深さで近世以前の遺構検出面となる関東ローム層上面

が検出された（調査室 2011）。このような調査成果から、

本地点においても地表面から約 40㎝の深さで近世以前

の遺構面に達する可能性があったため、遺構・遺物遺存

状況確認の必要が生じた。そこで工事に先立って事前

調査を実施した。

第 2 節　調査の方法と経過

　発掘調査は、農学部 1 号館ドライエリア外壁に沿った

南北方向の L 字形の調査区を設定して実施した。対象

面積は 50.64㎡であった。

発掘調査は、令和 4（2022）年 2 月 8 日より開始した。

2 月 15 日には調査区全景の写真撮影と遺構等の測量を

完了し、現地での調査を終了した。

第３節　調査地点の位置と周辺の調査

調査地点は、東京都文京区弥生 1-1-1、東京大学弥生

キャンパスの南西隅にあたる農学部 1 号館の東側に接す
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農学部１号館スロープ等新設地点発掘調査報告

る位置にある（図 1）。

本地点を含む東京大学本郷キャンパス内一帯は、文京

区 No.47「本郷台遺跡群」として登録されている。本郷

台遺跡群がおかれる地理的環境については、既刊の発掘

調査報告書（調査室 2009 など）を参照されたい。

本地点周辺の歴史的環境については、教育学部総合研

究棟地点（18）およびインテリジェント・モデリング・

ラボラトリー地点（41）の調査成果（調査室 2011）で

詳しく論じられている。そのうち、本地点の調査結果に

関わる近世の成果について、以下で略述する。

18 と 41 の両地点では、17 世紀後半から 18 世紀前葉

の廃棄年代をもつ、南北方向を主軸とした地下室や土坑、

井戸が列状に検出された。この状況を文献史料や絵図、

過去の発掘調査成果と照らし合わせると、これらの遺構

は水戸藩駒込邸の西側に描かれた南北方向に主軸をもつ

長屋建物に付随した施設であったと推定されている。

また、17 世紀前半にさかのぼる遺構が検出されなかっ

たことから、長屋建物は 17 世紀後半以降に建てられた

可能性が高く、その背景には明暦の大火以降に頻度が高

くなった小石川邸から駒込邸への藩主らの避難や、修史

編纂の場としての史館の設置などによる駒込邸の利用が

あったと考えられている（調査室前掲）。

　以上のように本地点周辺は、水戸藩駒込邸の南西側に

あたり、駒込邸の利用にともなう痕跡が認められている。

第Ⅱ章　調査の結果

スロープ新設工事によって破壊される地表面から約

40㎝の深さまで調査区全体を掘削した結果、調査区中央

部東壁際の SX1 とした範囲を除いて、大規模な近現代

の撹乱を受けており、遺構は検出されなかった（図 2）。

工事による掘削が現地表面から約 60㎝に及ぶ、調査区

中央の 2 箇所の「深掘り範囲」でも同様に、上述の東壁

際の範囲を除いて遺構は認められなかった。

表土や撹乱とした堆積土からは、生産年代が 19 世紀

前葉から中葉にあたる碗などの磁器片のほか、明治時代

末から昭和初期までの磁器などが出土した。

SX1 は南北約 3.8ⅿ、東西約 0.2ⅿの細長い範囲にわた

る、炭化物や土器の細片を含む黒褐色土の堆積であった。

東壁断面図に認められるように、堆積はさらに深くまで

続くが、工事で予定される掘削深度に達したため、調査

を終了した。SX1 からは、生産年代が 18 世紀中葉頃の

肥前産磁器皿や 17 世紀末から 18 世紀前半の肥前産陶器

碗、瀬戸・美濃産陶器などの小片がわずかに出土した。

SX1 は、検出された範囲が限定的で全体が明らかで

ないことから、遺構であるのか、あるいは周辺に広がる

盛土の一部であるのか、その種別や性格は不明である。

本調査地点は、近世における利用の痕跡が認められた

が、近現代の造成等の影響を大きく受けており遺存状態

は良好ではなかった。

【参考文献】
東京大学埋蔵文化財調査室　2009『東京大学本郷構内の遺跡　

浅野地区Ⅰ』

東京大学埋蔵文化財調査室　2011『東京大学本郷構内の遺跡　

教育学部総合研究棟地点　インテリジェント・モデリング

ラボラトリー地点』

図2　調査区東壁断面図（S＝1/120）
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図3　調査区南側掘削状況（南から） 図4　北側深掘り部掘削状況（東から）

図5　調査区中央部掘削状況（東から） 図6　調査区北側掘削状況（東から）

図7　SX１検出状況（西から） 図8　SX１検出状況（南から）

図9　調査区完掘状況（西から） 図10　調査風景（南から）　
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前田邸御成記の分析

前田邸御成記の分析

元和・寛永 

湯沢　丈 *

1. 目　的

考古資料の使用モデル（道具を使用した場、すなわち

人物・時機・場所等）の提示のために、藩邸で行われた

行事・儀礼の中で格式が最上級と考えられる御成を取り

上げる。

1.1. 先行研究
これまで江戸時代の将軍家御成について各氏が論及し

てきた。佐藤豊三は、室町時代から江戸時代の御成にお

ける次第や室礼等の変遷をたどり、元和年間に徳川将軍

の御成の規式が成立したと論じた（佐藤 1974-86）。藤

川昌樹は詳細な御成記と御成御殿指図の両方が確認され

た寛永 7 年（1630）島津邸への御成を取り上げた（藤

川 2001）。藤川は、指図と御成の次第を比較し、経路を

検討した上で、入御の際に御成門を通っていない点や、

指図と御成記では部屋の名称が一部異なる点も指摘し

た。一方、考古学の藤本強は、東京大学本郷構内の遺跡

中央診療棟地点で検出された「池」出土の土器・木器を

分析した（東京大学遺跡調査室 1990、藤本 1990）。

池からは「寛永六年」と墨書された木製品が出土して

いること、遺物の材質が偏っていること等から、寛永 6 

年（1629）の将軍家光と大御所秀忠の御成で使用・廃棄

された道具と推定されている。藤本は土器の法量・製作

技法の分析から、製作集団を想定し、料理書を参考に土

器と木製品の用途を考察したが、当時は詳細な御成記を

利用していなかった。また萩尾昌枝は、発掘調査報告書

で池出土の木製品を担当し、その後に近世作法書を引用

して考察した（萩尾 1992）。その中で箸の形態的傾向か

ら、大部分は所謂ハレの席で用いられた可能性が高く、

白木の折敷は法量から割合高い位の人あるいは格式の高

い席に用られた可能性を指摘した。

このように御成記には、次第や道具の使用された場に

ついて記されており、儀礼の全体像の復元や、使用モデ

ルの提示に資すると考えられる。

1.2. 本稿の目的
上述の御成に関するいずれの研究でも、管見の限り継

続的な研究・検討が行われていない。藤本の扱った資料

についても、御成記との比較が必要であろう。

従って本稿では、金沢藩前田邸への元和・寛永の御成

記を取り上げ、文献史料から御成の次第や道具を復元し

た上で、池出土遺物の性格について再検討する。

2. 御成記の分析

金沢藩邸への式正御成は、以下の通りである。

・元和 3 年（1617）5 月 13 日  将軍秀忠（辰口邸）

・寛永 6 年（1629）4 月 26 日  将軍家光（本郷邸）

　同年  　同月 29 日 大御所秀忠（本郷邸）

・元禄 15 年（1702）4 月 26 日  将軍綱吉（本郷邸）

2.1. 対象史料
対象としたのは、それぞれ以下の史料である。なお 

Web サイトは全て、2022 年 7 月 16 日に最終確認。

2.1.1. 元和度

史料に番号を振った。内容が細かい『天寛日記』を①

とし、前田家伝来の加越能文庫所収のものを②③、島津

家文書所収のものを④⑤とした。⑥は加越能文庫所収だ

が冒頭に「原本巻子小笠原家所蔵」と記され、元和御成

以外にも参内次第や行列等が掲載されている史料であ

る。目録によると、明治 16 年設立の前田家編輯方が手

写したものである（金沢市立図書館 1975）。

①『天寛日記』元和 3 年 5 月 13 日条（国立公文書館デ

ジタルアーカイブ、請求番号：163-0179）

 https://www.digital.archives.go.jp/item/4394530.html

②「太閤并将軍御成記」加越能文庫 特 16.13-25（金沢

市立玉川図書館）

③「御成之記」加越能文庫  特 16.13-29（同上）

④「徳川将軍前田利常邸御成之次第」 島津家文書 70- 

26-14（東京大学史料編纂所マイクロフィルム）

⑤「徳川将軍江戸藩邸御成一件」 島津家文書 70-26（同上）

⑥「御成次第等写」加越能文庫 特 16.13-27（金沢市立

玉川図書館）

2.1.2. 寛永度

加越能文庫所収の史料から、記述内容が豊富で整理され
* 所属　東京大学大学院博士課程
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ているものを基準史料とし、他の伝本には片仮名を振っ

た。また参考として、幕府側の史料『徳川実紀』や、こ

れに引用されているものも利用した。

・基準史料：「御成次第」加越能文庫 特 16.13-31（金沢

市立玉川図書館）

・異本イ：「将軍様相国様御成之次第」加越能文庫 特 

16.13-30（同上）

　ロ：「将軍様御成等覚」加越能文庫 特 16.13-32（同上）

　ハ：「将軍様御成之節献上物等覚書」加越能文庫 特

　　　16.13-33（同上）

　ニ：「御成の次第」加越能文庫 特 16.13-34（同上）

　ホ：「御成留帳」加越能文庫  特 16.13-35（同上） 

　ヘ：「太閤并将軍御成記」加越能文庫 特 16.13-25（同　　

上）

・幕府側の史料

『東武実録』巻 26、寛永 6 年 4 月 23・26・29 日条

（国立公文書館デジタルアーカイブ、請求記号：特 033- 

0007）

https://www.digital.archives.go.jp/item/3987585.html

『大猷院殿御実紀』巻 13、寛永 6 年 4 月 23・26・29 

日条（黒板勝美・国史大系編修会 1981 『徳川実紀』2（新

訂増補国史大系）：458-459、吉川弘文館）

『江城年録』4 巻（国立公文書館デジタルアーカイブ、

請求番号：263-0079）

https://www.digital.archives.go.jp/file/1238412.html

2.1.3. 参考史料

論を進めるに当たり、以下の史料を参考として引用し

た。

『貞丈雑記』（島田勇雄校注 1985『貞丈雑記』2（東洋

文庫 446）平凡社）

『江戸幕府日記』（国立公文書館デジタルアーカイブ、

請求番号：257-0018）

https://www.digital.archives.go.jp/item/1238410.html

「文禄三年卯月八日加賀之中納言殿江御成之事」『群

書類従』巻第 409（川俣馨一編輯 1930『新校群書類従』 

17、内外書籍、国立国会図書館デジタルコレクション公

開）

2.2. 翻刻と異同の確認
翻刻は史料篇を参照されたい。元和度では史料①との

異同を、寛永度では基準史料との異同を傍線で示した。

2.2.1. 元和度

まず元和度の史料を確認すると、史料①は幕府側の史

料であるが、②と③は前田家の史料、④と⑤は島津家の

史料である。⑥は小笠原家伝来の史料を、明治 16 年設

立の前田家編輯方が手写したものである。

史料②は複数の御成記から抜粋してまとめたものであ

るが、③は元和度のみについて比較的詳細に記されたも

のである。史料④は藤川も紹介している、島津家が自邸

への御成に際して参考にしたと想定されている御成記で

あるが、他の史料と共に⑤の中に納められていた。各史

料の記載内容は表 1 の通りである。史料②は抜き書き

なので除外すると、内容が多い順から①⑥④③となる。

前田家等から情報収集した幕府や島津家の方が、記載事

項が多い。一方、史料①に記載されない事柄として、②

③④には将軍から家臣への下賜の詳細と、御書院での三

献目の後、利常が中座して小刀を抜き、（史料②による

と拝領したばかりの一文字と平野藤四郎の）大小を指し

て、元の席に戻ったという記事である。また⑥には寿福

院への下賜、また献立に器の記述が見られる点が、他史

料と異なる。

表 1　元和度の史料構成

注：史料①では史料篇に記したアルファベットと数字を、その他は記
載の有無を記号で表した。
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2.2.2. 寛永度

次に寛永度の史料は先述の通り、大きく前田家と幕府

側の史料に分類した。史料の構成は表 2 の通りである。

前田家の史料では、基準史料と異本イ・ニには、御成 

の次第の他、室礼等も記載されている。この内、記載内

容は基準史料と異本イが類似し、ニは異なる部分が多

い。異本イの方が、贈答品の詳細が記されているが、や

や前後する箇所が見られる。基準史料は比較的整ってお

り、末尾に他の記事も見られる（G-1 ～ 3）。一方、異

本ニには、御成前後の記事が見られず、他の伝本に見ら

れない「御袋」つまり寿福院への贈答品が記載される等、

異なる経緯のものと想定できる。そのため、前田家の史

料は以下の様に分類できるだろう。

・全体的に記したもの：異本イ→基準史料と、異本ニ

・一部を記載、また抜粋したもの：異本ロ・ハ・ホ・ヘ

前田家と幕府側の史料を比較すると、前田家の史料に

見られるのは、以下の通りである。

・4/26 の数寄屋での御茶、黒書院・御書院での盃事・御膳。

・4/29 の御黒書院での前田家女子への下賜。御広間で

の女子の献上。猿楽への下され物。

・翌日の御振舞等。

・飾物（露地・御数寄屋玄関、御花・御炭の図、二階の

上、御風呂屋等々）

・御数寄屋での料理の献立。

　逆に、幕府側の史料にのみ見られるのは、以下の内容

である。

・4/26 の御広間での前田家女子の献上、将軍の御休息

ノ間への入御、還御

・4/29 の高楼・二階座鋪への渡御、家臣の献上、還御、

利常・利光等が登城して御礼

　　訪れなかった部屋の室礼等、各々が知り得なかった

ものや、重要性の低いものが記録されなかったと考え

られる。

2.3. 次　第
以上を踏まえ、両度の御成の前後を含め、御成記に基

づいて次第を復元する。

2.3.1. 元和度

・渡御

・御数寄屋での膳・茶（史料① A-1）

・御書院での熨斗献上、祝膳、式三献（A-2）

　　利常・家臣への下賜（甲、②③④）

　　利常が中座して小刀を抜き大小を差す（②③④）

・御広間での下賜、献上（A-3）

表 2　寛永度の史料構成

注：基準資料では史料篇に記したアルファベットと数字を、他は
記載の有無を記号で表した。「翌日」と 5 月 2 日は同日と考えら
れる。

 

日付等 場所 行為  詳細 基準
史料 

異本
イ ロ ハ ニ ホ ヘ 

徳川
実紀 

東武
実録 

4/23    

 

 

 

B ○ ○    ○ ○ ○ 

4/26   入御   C-1  ○ ○    ○ ○ ○ 

数寄屋 御茶   C-1 ○     ○   

御黒書院 盃事   C-1 ○     ○   

御書院 御膳   C-3 ○     ○   

御黒書院 御拝領 肥前・筑前・千
勝・宮松 

C-4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

寿福院・亀鶴姫・
満姫・富姫 

C-4 ○ ○  ○  ○ ○ ○ 

年寄衆 C-4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

御広間 御進物 肥前・筑前・千
勝・宮松 

C-5 ○ ○ ○ ○ ○  ○宮
松欠 

○ 

寿福院・亀鶴姫・
満姫・富姫 

    
○ 

御袋
のみ 

  ○ ○ 

家臣 C-5 ○ ○ ○    ○ ○ 

御能次第   C-6 ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ 

御休息ノ間 入御           ○ 

  猿楽江被下物   C-6 ○      ○ ○ 

  還御          ○  

4/29   入御   C-1 ○ ○    ○ ○ ○ 

数寄屋 御茶   C-1 ○     ○ ○ ○ 

高楼・二階
座敷 

           ○ ○ 

御黒書院 盃事   C-2 ○     ○ ○ ○ 

御書院 御前   C-3 ○     ○ ○ ○ 

御黒書院 御拝領 肥前・筑前・千
勝・宮松 

C-7 ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○宮
松欠 

寿福院・亀鶴姫・
満姫・富姫 

C-7 ○ ○  ○     

家臣 C-7 ○ ○  ○ ○  ○ ○ 

御広間 御進物 肥前・筑前・千
勝・宮松 C-8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○利
常・
光高
のみ 

○利
常・
光利
のみ 

寿福院・亀鶴姫・
満姫・富姫 

    
○

御袋
のみ 

    

家臣         ○ 

  御能次第   C-9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
       

  猿楽江被下物   C-9 ○ ○       

  還御          ○ ○ 

  利常・利光等が
登城して御礼 

         ○ ○ 

翌日   御振舞等   D-1 ○        

5/2   御振舞等   D-2・
3 

 ○   ○ ○   

室礼 露地・御数
寄屋玄関 

    E-1 ○        

御数寄屋内     E-2 ○   ○    ○ 

御花の図     E-2 ○        

御炭の図      ○        

御鎖の間     E-3 ○   ○    ○ 

二階の下銅
壺の間 

    E-4 ○   ○    ○ 

二階の上     E-5 ○   ○     

御風呂屋     E-6 ○        

御上り屋     E-7 ○   ○     

御雪隠     E-8 ○   ○     

白木の御書
院御成之間 

    E-9 ○   ○     

黒御書院     E-10・
11 

○   ○    ○ 

御広間     E- 12 ○   ○    ○ 

献立 御数寄屋     F- ○     ○   

某年3/3       G-1・
2 

        

4/8        ○        

5/10        ○        
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　　家臣の拝謁、献上、下賜（A-4）

　　能を御覧（A-5 冒頭）

・御書院での七五三膳、引替膳（A-5・6）

　重ねて献上（A-7）

・広間で能を御覧、酒・菓子（A-8）

・御能はてて露地より還御（E）

2.3.2. 寛永度

○ 4 月 23 日

江戸城で前田利常の嫡男、利高は、将軍家光の「光」

を貰い、光高と名乗る（基準史料 B）。同日に利常も次

のように変更。筑前守→肥前守、利光→利常。

○ 26 日・29 日

・入御（C-1）

・御数寄屋で茶・膳。花・炭（C-1）。

・中立  御腰掛で御休息（29 日、幕府側の史料に記載）

・高楼・二階座敷へ渡御。三筆を上覧。暫く御休息、御

長袴を召し替える（29 日、幕府側の史料に記載）。

・御黒書院で盃事・下賜（C-2・4・7）

・「御書院」で七五三膳・饗宴・献上（C-3）。

・御広間で献上・御能御覧（C-5・6・8・9）。

・御休息ノ間へ渡御（26 日、幕府側の史料に記載）

・還御（幕府側の史料に記載）。

・利常・光高は登城して御礼（29 日、幕府側の史料に記載）

○ 5 月 2 日

・「翌日」御振舞・御能（D-1 ～ 3）

場所について若干触れたい。基準史料 C-2 では、御

数寄屋での茶事が終わり、御黒書院で盃事を行ったとあ

る。次に昼の御膳、刀剣や目録は「此御書院」で献上し、

利常・光高父子の御太刀は御能の前に御広間で献上した

と記される。C-3 では、同じく「御書院」で七五三膳等

が振る舞われたと記される。確かに、C-5・8 の献上品

の一部には「御書院にて上ル」との記述がある。この「御

書院」は御黒書院を指すのか、あるいは別の場所を指

すのだろうか？文脈上、C-3「此御書院」は「御黒書院」

あるいは「昼の御膳が供された場所」を指すと読める。

異本ヘには「黒書院において御盃、書院において七五三

御饗応」つまり両所は別と記されているが、後ほど検討

したい。

2.4. 贈　答
贈答品の記述内容は史料によって異同が多く、「銀子」

と「白銀」、「紅糸」と「糸」また「腰物」・「脇指」・「太

刀」等のような対応を容易に想定可能な例の他、贈答品

の中でも重要度の高いであろう刀剣の銘まで異なってい

た。そのため本稿では主に数量に着目する。

2.4.1. 元和度

表 3 の通りである。前田家家臣の人名は、一部が史料

によって異なるが、表に従って見て行きたい。概ね前田

家のものである史料②③の方が、人名を調べると正しい

と考えられる。

下賜は、前田家当主である利常が 9 品で最多、家臣

では今村（今枝カ）が 1 品だが、他は 2 品ずつ、その

中でも銀と御単物の数量を見ると、横山と本多が比較的

多く、奥村はその次に多い。従って、次のように階層性

が見て取れる。

前田利常≫横山山城・本多＞奥村＞松平・横山大膳・

神谷・横山式部・富田＞今村（今枝カ）

献上では、利常が 11 品、家臣は皆 2 品ずつだが、横

山山城守と本多安房守が御単物の数量が多く、他は同じ

である。従って、次のように表せる。

利常≫横山山城・本多＞奥村・松平・神谷・横山大膳・

畠山・今村

主従の謁見における、場所（部屋や距離）・仕方（人

数や所作）・順序等は、その両者や家臣間での親疎や格

差を体現すると言える（深井 2021 等）。そのため、上

記より、まず大名と家臣に大きな差が存在することは勿

論、家臣について前田家側と幕府側の間に、認識の差が

あったことが想定できる。

すなわち、献上品について前田家側は横山山城と本多

以外の家臣は同列に扱う一方、下賜品について幕府側で

は彼等の中に 3 段階の序列を設けた。当然、将軍に謁

見できた家臣は、その他大勢よりも格上と言えるが、幕

府側が更に細かい階層を設けた点は興味深い。

2.4.2. 寛永度

寛永度の贈答品は表 3 の通りである。

○下賜

将軍家と前田家・家臣の下賜は、御黒書院で行われ、

将軍家光御成の 26 日には、「肥前守」利常が刀剣 2 本

を含む 7 品、「筑前守」光高（利常長男）も刀剣 2 本を

含む 4 品、「千勝」利次（二男）と「宮松」利治（三男）

は刀剣 1 本を含む 3 品である。次に前田家女子は「御

袋様」寿福院（利常母）が 3 品、「森右近様御前様」亀

鶴姫（利常長女）・「お万」満姫（三女）・「おふう」富姫（四女）

が 2 品ずつである。家臣は皆、銀子と袷の 2 品ずつだが、



111

前田邸御成記の分析

その内訳から、3 つの段階が設けられている。すなわち、

本多・横山山城の 2 名、前田対馬から奥村因幡までの 6 

名、神谷から脇田までの 6 名である。

大御所秀忠御成の 29 日の下賜では、利常が刀剣 2 本

を含む 5 品（異本ニには馬の記載あり）、光高が刀剣 2

本を含む 4 品、利次と利治は刀剣 1 本を含む 3 品であ

る。寿福院と亀鶴姫が 2 品、満姫と富姫は 1 品ずつで

ある。家臣は、26 日と同じく 2 品ずつ（異本によって

は 3 品ずつ）だが、内訳の数量から 3 つに分けられる。

すなわち、本多・横山山城の 2 名、前田対馬から奥村

因幡までの 6 名、神谷から脇田までの 5 名（異本によっ

て 6 名）である。また家臣は目録での下賜であった（C-4・

7 冒頭「（御）目録ニテ御家老（衆）頂戴」）。

以上より、下賜において、以下の様な階層性が見て取

れる（女子は除く）。利常≫光高＞利次・利治≫本多・

横山山城＞前田対馬守から奥村＞神谷から脇田

○献上

次に献上を見てみよう。26 日には将軍家光へ、利常

が刀剣 3 本や馬を含む 10 品、光高が刀剣 3 本を含む 6 

品、利次と利治は刀剣 1 本を含む 3 品ずつを献上した。

前田家女子では寿福院について異本ニにのみ記され「大

樽」等、やや異なる品を献上したようである。幕府側の

史料『東武実録』には、その他の女子も小袖等を献上し

たと記されるが、異本ニと内容が異なる。『東武実録』

によると献上品は、寿福院が黄金と小袖、亀鶴姫・満姫・

富姫は小袖を同数である。

各家臣は太刀と袷を献上したが、その数量は異なる。

すなわち、本多・横山山城守の 2 名が最多、次に前田

対馬守から奥村因幡守までの 6 名、そして神谷丹波守

から脇田帯刀までの 6 名の順である。

29 日には大御所秀忠へ、利常が刀剣 3 本や馬を含む 

7 品、光高が刀剣 3 本を含む 5 品、利次と利治は刀剣 1 

本を含む 3 品ずつである。前田家女子は 26 日と同様、

寿福院の献上が異本ニで確認できる。前田家女子と家臣

の献上は記されていないが、省略されたのだろうか。

なお、利次・利治は 3 品、家臣は 2 品の献上で、品

数で大差は無いが、内容を見れば、利次・利治は銘を有

する刀剣を献上したのに対し、家臣は単に「御太刀」と

記され、両者には質的な差が生じていると捉えられる。

このように、献上においても、下賜と同様の階層性が

確認された。なお、将軍家側にも目を向けると、全体的

に将軍の方が大御所よりも下賜・献上の品数・数量が多

めである。

表 3　贈答品の集計
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○下賜・献上の場所と区別

前田家・家臣へ下賜された場所は、26 日「御黒書院」

（C-4）、29 日「黒書院」（C-7）と記される。異本イには、

太刀について「（御）書院ニて」と書かれる。「御書院」

と「御黒書院」については後ほど検討する。

なお 29 日について前田家家臣の項目の記載が異本イ

では「年寄共拝領物、御広間次之白書院ニて、お礼ハ大

広ま（間）ニて」となっている（C-7）。すなわち年寄の

拝領は「御広間」の次の部屋である「白書院」で行い、

御礼は「大広間」で行ったとある。

しかし基準史料 C-3 には「目録ノ面ハ此書院ニテ進

上」とある。『東武実録』にも次のように記される。す

なわち、秀忠と前田家が盃事を行った後、本多・横山は

謁見し「御次ノ間御縁カハニ於テ是ヲ頂戴ス」つまり下

賜品を次の間の縁側で頂戴したとある。

後述するが、盃事を行ったのは御黒書院と「御書院」

であり、「千勝」利次も記載されるのは「御書院」での

盃事である。従って、異本イ「年寄共拝領物、御広間次

之白書院ニて」は「御書院」次の間の誤りだろう。

一方、献上は 26 日に「御広間」と「（御）書院」と

記される。後者は、利常と光高の一部刀剣のみである。 

C-5 の最後に「右御広間ニテ御進物上り、御礼過て御能

初ル」つまり御広間において将軍家光への献上を行い、

御礼の献上が終わって、御能が始まると記されている。 

29 日の献上も「御広間」と「御書院」が記されるが、

26 日同様、利常と光高の一部刀剣のみ御書院で献上さ

れ、その他は御広間で献上されたのだろう 1）。

2.5. 用意・使用された道具

表4　元和度記載道具（贈答品を除く）
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2.5.1. 元和度

史料中から道具を抽出したのが表 4 である。贈答品を

除けば、まず飲食器である。具体的には、御数寄屋にお

ける食膳具、御書院における酒器・膳・器である。

○御数寄屋の食膳具

御数寄屋の食膳具では、御本膳の内、秀忠は杉の足打、

御相伴の「杉平（木）具」は「足打」に対して、足のな

い平折敷か（A-1）。御引物では、秀忠は「向詰」（史料

②③）つまり向付である。御相伴は、「へき」は「片木」

つまり薄くはいで作った板あるいは折（へぎ）折敷に刺

身を載せて、重鉢に容れたのだろうか。御菓子は縁高に

載せ、「柳枝」すなわち楊子も記されている。

○式三献

献上された熨斗は「三方」に載せられていた（A-2）。

史料⑥には、料理の配置が整っており、器の記述もみ  

られる。これによると、初献の「焼鳥、亀之甲」とある。

亀甲型の小角や台に焼鳥を載せたのであろうか。また「金

かう立有、同絵有」つまり金の甲立があり、金で絵が描

かれた。以下、主に器の記述のみ取り上げる。「五と金

ノわ絵有」つまり五度入カワラケ（後述）が金の塗られ

た敷輪（後述）に載り、これに絵が描かれていた。

「金御箸之台」は金の塗られた「箸之台」（後述）であ

り、箸が載せられただろう。「同御手塩」について詳細

は不明だが、金の塗られたカワラケであろう。「大ちう」

は大重カワラケ（後述）、「あいの物」は「あいの物」カ

ワラケ（後述）。「辛螺」は「金ノわ有きそく」すなわち

金の塗られた敷輪に載せ、亀足が付されていた。

カワラケについては『貞丈雑記』を参照したい（参考

史料①（1・2・8））。同書巻之七「膳部の部」にはカワ

ラケの大きさについて記される。また箸の台は、耳カワ

ラケを指すとある。従って献立記載のカワラケの名称は、

その大小や形態を表していると考えられる。

また本稿で「敷輪」と呼ぶものは、カワラケの下に敷

く環状の道具であり、既に島崎とみ子等も指摘している

（島崎・山下 1989：79）。『貞丈雑記』には「かわらけの

下にわげ物の輪を台にしたる形〈これを「高つき」とい

う〉」と記される（島田校注 1985：166）。すなわちカワ

ラケの下に敷く曲物である。

○御書院の七五三膳

主に器の記述を概観する。「大ちう」は「大重」カワ

ラケ（前出）。「こがく」は小角（後述）。「こちう」は小

重カワラケ（前出）。三の膳の羽盛の「は金」は「御供

之衆」の二の膳「貝盛」の「かい金」と対応し、それぞ

れ羽や貝殻に金を付したものだろう。「小角足打」は小

角（後述）に足の付いたものであろう。「舟盛海老」と「御

汁鱸」に器が記されないが、それぞれ「羽盛鴫」と「御

汁白鳥」の器と同様であろう。

小角について前出『貞丈雑記』を参照したい（参考史

表 5　元和度史料⑥記載の器
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料①（7））。すなわち「小角」は「角の折敷」を 3 寸四

方にしたものであり、「中角」は 5 寸四方、「大角」は 8

寸四方のものである。「大角」は「八寸」ともいう。つ

まり小角は小型の折敷である。

御菓子は「縁高」に載せ、「御前金置上絵有、御相伴

衆金銀絵有」とある。将軍の縁高には金を押し、その上

に絵を描き、御相伴の縁高には金と銀で絵を描いたのみ

という意味か。

また御引替膳には器が一切記されない。不記載という

ことは、カワラケあるいは陶磁器や漆器を用いた可能性

も考えられる。かつて藤本が引用した『料理切形秘伝抄』

所収の「朝鮮信使上洛之時兵庫七五三献立」（記事の奥

書は寛永 18 年（1641））によると、「御本膳」・「二」・「三」

までは「大ちう金」や「大土器金」等カワラケが記載さ

れる。これに対し、「御替膳」や「引而」では、「かわらけ」・

「土器入て」のカワラケの記述の他に、「染付平皿」・「大

皿」や「金蒔絵椀」・「平皿」・「つぼ皿糸目」のように陶

磁器や漆器も見られ、カワラケより多く記される。行事

と年代が異なるが、この献立を参考にすれば、御成の御

引替膳は陶磁器や漆器が主体であった可能性が高いと考

えられる。今後の課題としたい。

○将軍の御供の器

献立の記された「御供之衆」・「御歩之衆」・「御中間衆」

を総じて単に「御供」と呼ぶ 2) 。

前出のカワラケや小角等が認められるが、「わ銀」つ

まり銀を塗った敷輪と推定でき、上述の敷輪より格下だ

ろう。また「あかりこ」は不詳である。

史料⑥に記された上述の器を集計すると表 5 のように

なる。ちなみに集計は少ない人数との積である。

将軍・御相伴の引替膳や一部の御供について器が不記

載だが、確認できるだけで、小重・大重・五度入を中心

とした土器は 5000 弱、木器は箸を除くと 8000 弱、中で

も敷輪が 6000 弱、小角足打は 2000 強が用意されたこと

になる。

○酒器

御書院における酒器の銚子と、加つまり提手は鍍金で

あった（小笠原 1979：195）。

○飾・台

次に「御次江御三之間かさり（飾）之事」として「御

折五合数十」とある（A-8）。「折」は折櫃や折箱等「薄

い板で作った容器」であり「合」は単位であろう（『日

本国語大辞典』、島田校注 1985：167）。そのため折櫃・

折箱 5 つを 10 組用意するという意味だろうか。その中

身が塩引・羊羹等であり、それぞれ亀足や造花で装飾さ

れた。また亀足・造花の装飾がある蒲鉾・金柑の容器と

して小桶 50 が用意されたとある。

「さいしき之たい」は彩色の台と書き、島台を指すだ

ろうか（C）。「星之たい」は「折たな（棚）」に飾ると

あるが、州浜の上に作り物を置かずに、盃を並べる「星

の物」の意だろう（島田校注 1985：196）。

C の最後に「御目通之分ハ大方此分ニ而御座候」つま

り（将軍の）お目に掛けるのは大体以上である旨が記さ

れている。

記述順からすると、C の彩色の台は将軍に供され、 

D-2 の盃台は D-1 の相伴衆に供されたものであり、D-3

御徒の衆と D-4 御中間衆の盃台は省略された、あるい

は用意されなかったのだろうか。

2.5.2. 寛永度

贈答品を除いた道具を表 6 にまとめた。基準史料 

C-2・3 では酒器が、E-1 ～ 12 には室礼が、F には御数

寄屋での料理が記される。

○酒器

C-2 には「御黒書院」における盃事で「御盃」・「御銚子」・

「三方」が記される。C-3 の「御書院」における「昼

ノ御膳」では「御膳」・「御吸物」・「御肴」が見られるも

のの詳細は記されない。道具としては「盃」と「御銚子」

のみ確認できる。

○室礼の数量

E1 冒頭に「御成之時御飾之次第」と書されており E1

～ 12 が「御飾」いわゆる室礼と当時認識されていたこ

とが分かる。その一部は実際に使用した可能性が高いも

のが含まれる。たとえば E-2「御数寄屋之内」における

「ふくべつんと切ニ炭」以下は炭継ぎで、「水指」から「御

茶」は点茶で使用したのだろう。また E-3「御鎖之間」

における「朱ノ台黄天目」には「茶巾、茶筅」・「茶杓」

が記され、使用できる状態にある。同様に、E-4「二階

ノ下だうこ（銅壷）の間」の「三島茶碗」も「茶杓」・「茶

巾」、異本イ・ニによれば「ちやせん（茶筅）」と記され

る。その他、各所の文房具や香道具、風呂や着物類等も

使用できる状態で用意されたが、これらが実際に使用さ

れたかは不明であり、非実用的な装飾と分けることは不

可能である点に留意したい。

E1 ～ 12 の内、数量では、「御広間」（E-12）が 51、「白

木之御書院御成之間」（E-9）・「黒御書院御飾」（E-10）・
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表 6　寛永度記載道具（贈答品を除く、記載・項目毎）

№ 詳細1 詳細2 名称 用途 材質 備考

1 - 御盃 盃事 土器

2 - 御銚子 盃事 金属？

3 - 三方 盃事 白木

5 - 御前 食膳 白木

6 - 御銚子 食膳 金属？

7 - 御盃 食膳 土器

8 腰掛 杉けた(下駄カ) 衣類 木製品

9 腰掛 しゆろほう(棕櫚箒) 掃除 植物

10 くぐり内右 かさ(笠) 衣類 植物

11 くぐり内右 ゑんざ(円座) 家具類 植物

12 くぐり内左柱 わらひほうき(蕨箒) 掃除 植物

13 中立之時 杉かた(片)口 その他実用 木製品

14 中立之時 檜木の足打 その他実用 白木

15 中立之時
まきへ(蒔絵)のうちわ(団
扇)

その他実用 漆器

16 中立之時 御手拭、但さらし その他実用 繊維

17 -
御くつ(赤キ虎皮／黒き
虎皮)

衣類 皮革

18 角の柱 しゆほうき(棕櫚箒カ) その他装飾 植物

19 - 長柄ノ御からかさ(唐傘) その他装飾 竹と紙

20 - 桐の下駄 衣類 木製品

21 - 両面の竹子草履 衣類 植物

22 - 柄切の唐傘 その他装飾 竹と紙

23 - 竹子ひとへ草履 衣類 植物

24 御床 密庵之墨跡 書画 紙

25
中柱弐重棚ノ下、
くわんかへのかた

大鳥羽箒 炭 羽

26 - ふくべつんと切 炭 植物

27 ふくべつんと切 炭 炭 炭

28 ふくべつんと切
ひし(菱)のそめ(染)付香
合

炭 磁器
(東 香合堆朱布

袋)

29 ふくべつんと切 高(香カ)かりんてう勅作 炭 不明

30 ふくべつんと切 火箸 炭 金属

31 御床 薄板 花 木製品 以下「御中立ニ」

32
御床(ニ うすいた
(薄板)ニ)

かうし(柑子)口の御花入
(ニ但かねの物)
(イ 龍耳  タテ九寸五
分、香地(柑子カ)口金
物)

花 金属

『表御納戸御道具
目録帳』11 冊 46
番御長持 23 番
「銅柑子口花入」
か(311 頁)(東 花
入《御花菊》柑子
口古銅)注5

33 -
水指 伊賀焼、友ふた
(蓋)

茶 陶器

34 - 木村御茶入 茶 陶器
(東 茶入小野村肩
衝)

35 -
しゆかうとんす(珠光緞
子)の袋

茶 繊維

36 -
御茶碗、かうらい(高麗)
わりかうたい(割高台)、
宗前也

茶 陶器

『表御納戸御道具
目録帳』7 冊 7 番
御長持 17・9 番御
長持 67  番
「高麗割香台茶
碗」か(187・194
頁)

37 -
御茶杓、利休、異名善
導

茶 竹

38 - 茶筅 ほうらい 茶 竹

39 -
水こほし いかやき(伊賀
焼)

茶 陶器 異本ニのみ記載

40 - 日茶上林 茶 茶
「御茶上様御達ニ
入」

41 御書院 筆架かね(金)の物 文具 金属
(東 筆架アマノチ
ヤク)

42 御書院 筆軸くる〳〵 文具 漆器

43 御書院 右方 丸硯 文具 石

『表御納戸御道具
目録帳』9 冊21 番
御長持 18 番「丸
硯」(247 頁)

44 御書院 右方 したん(紫檀)のふた(蓋) 文具 木製品

45 御書院 左ノ方
(藤原)俊成、西行、(藤
原)定家、三筆

書画 紙

CC--22      御御黒黒書書院院

CC--33      御御書書院院

EE--11      外外露露地地

EE--11      内内露露地地

EE--33    御御鎖鎖之之間間

EE--11      御御数数寄寄屋屋玄玄関関

EE--22      御御数数寄寄屋屋之之内内

№ 詳細1 詳細2 名称 用途 材質 備考

46 御書院 右方折釘 野雁羽箒 文具？ 羽

47 御書院 書院床の上
とら(虎)出へそ内とうたゝ
きかゝる

不明 不明

48 桐ノ袋棚ノ上
御茶入富士なすひ(茄
子)

茶 陶器

『表御納戸御道具
目録帳』1 冊 3 番
「冨士茄子」(10
頁)(東 茶入  小茄
子《太閤秀吉ヨリ
賜ル》)

49 桐ノ袋棚ノ上 かんたう(間道)の袋 茶 繊維

50 同所？
朱ノ台(ニ てんもくのだ
い)

茶 漆器

51 同所？ 朱ノ台 黄天目 茶 陶器

52 同所？ 黄天目？ 茶巾 茶 繊維

53 同所？ 黄天目？ 茶せん(イ ほうらい) 茶 竹

54 同所？ 黄天目？
茶杓織部置候、但しら
(白カ)ミて

茶 竹

55 中棚 ひしやく(柄杓) 茶 竹

56 同(中棚)下

かね(金カ)のつはの水
指、口廻りニ紋有、友ふ
た(蓋)、
取手雀

茶 金属

57 同所？
水こほし、金の物ゑふこ
(餌籮)

茶 金属
(ニ かねゑふこの
水さし)

58 同所？
ふたおき(蓋置)、金の
物、桃(イ 桂)の折枝

茶 金属

59 (炉カ)
自在釜友むきミツお(か
カ)ん、かつきつる

茶 金属

『表御納戸御道具
目録帳』13 冊「御
釜之部」 65 番、
43 番「むきみかん
の釜」か(358 頁)

60 - くわんしんちう(鐶真鍮) 茶 金属

61 上段 床 養叟(宗頤)之御掛物 書画 紙

『表御納戸御道具
目録帳』4 冊 1 番
御長持 8 番「養叟
墨跡八行物」
(90 頁)

62 上段 床わき(脇)に 利休ノ唐木ノしよく(卓カ) 香 木製品

63 上段 利休ノ唐木ノし亀ノ香炉 香
金属か陶
磁器

廿六日

64 上段 同所 青地獅子香炉 香 磁器

廿九日
『表御納戸御道具
目録帳』8 冊15 番
御長持 60 番「青
磁獅子香炉」
と記載(217 頁)

65 - 地くれない(紅)の盃 香 漆器？

66 -
地くれないの
盃？

もつかう(木瓜カ)の香炉 香 陶磁器？

67 - 琉球物四方盆 香 漆器？

68 -
琉球物四方
盆

染付ノ三ツ足の香炉 香 磁器

69 -
琉球物四方
盆

香はし(箸) 香 金属

70 上ノ棚
歌書二冊 《一冊実貞、
一冊古筆》

書画 紙

71 書院右ノ方
砂の物《金のはち(鉢)、
池法(池坊カ)作》

花 金属

72
同間床ヨリ左ノ方
の角

唐絵おしゑ(押絵)の小
屏風かた〳〵在り

書画 紙

73 同間左ノ方
木地ノ三ツゑ(イ 水し)の
棚から(唐)木

文具 木製品

74
木地ノ三ツゑの棚
から木、上

かみおび(紙帯カ)硯箱り
うきう(琉球)物

文具 漆器？

75

同上(棚から木、
上？)かミ(紙)の上
硯箱の右之わき
(脇)ニ間一寸ほと
置

しんほち(新発意)大こ
(鼓)の筆下、金の物

文具 金属

76 御床
三ツしたな蒔絵(ニ まき
ゑの水したな)

香 漆器

77
(三ツしたな蒔絵)
上

かね(金)の四方かうろ
(香炉)、友ふた(蓋)すか
し(透)有之

香 金属

78 左のたゝみ(畳) 杉原 文具 紙

EE--33      ((イイ  ○○鎖鎖次次之之間間))

EE--44　　二二階階ノノ下下だだううここ((銅銅壷壷))のの間間
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№ 詳細1 詳細2 名称 用途 材質 備考

79 同所？

木地の硯箱(イ 唐木)
《(イ但)口わき(脇)まきへ
(蒔絵)、さんこしゆ(珊瑚
樹)にて、梅の折枝(イ 紋
ニ)有》  但、からき(唐木)

文具 漆器

80
右之方の棚(ニ た
うこ右のたな)

金林寺のすんきり(寸切) 茶 漆器

「金林寺のすんき
り(寸切)筋かんとう
(間道)の袋ニ入」
(東 茶入  中次)

81
右之方の棚(ニ た
うこ右のたな)

筋かんとう(間道)の袋 茶 繊維
「金林寺のすんき
り(寸切)筋かんとう
(間道)の袋ニ入」

82 同所？ 三島茶碗 茶 陶器

83 同所？ 茶杓利休 茶 竹

84 同所？ 三島茶碗？ 茶巾 茶 繊維
「茶巾(ニ ちやせ
ん入)」

85 同所？ 三島茶碗？
(イ)ちゃせん(茶筅)、し
こミて

茶 竹
「茶巾(ニ ちやせ
ん入)」

86
たうこ(銅壷)の内
棚

下
伊賀焼ぬりふた(塗蓋)の
水指

茶 陶器 (東 水指  信樂)

87
たうこ(銅壷)の内
棚

下
かね(金)のさる(猿)のふ
たおき(蓋置)

茶 金属
「(ニ かね(金)のふ
たほき(蓋置)、つ
はき(椿)」

88
たうこ(銅壷)の内
棚

左の棚 鶴の羽ほうき(箒)、左羽 茶 羽

89 いろり(囲炉裏) 五徳入 茶 金属

90 いろり(囲炉裏)
ふち(縁)黒柿、杉のきわ
ふた

茶 漆器
「( イ  杉之切ふた
(蓋)して」

91 書院床 土佐の記(イ 定家筆) 書画 紙

92 書院床
古筆弐冊内《定家ノ記
【銀】〔録〕一冊、蒔絵梨
地箱ニ入テ》

書画 紙

93 書院床 蒔絵梨地箱 書画 漆器 「古筆」の容器

94 上段 御しとね(褥)金襴 家具類 繊維

95 上段 右ノ方
したん(紫檀)の御刀かけ
(掛)、腰板すかし(透)御
紋

家具類 木製品

96 床 三ツしたな古キ物、蒔絵 香 漆器

97 床
三ツしたな古
キ物、蒔絵、
上

ごす(呉須)の四方かうろ
(香炉)

香 磁器

98 床脇ちかへ(違)棚 野雁の羽ほうき(箒) 文具？ 羽

99 床脇ちかへ(違)棚
蒔絵の箱ニ
入テ

東野州(東常縁)ノ三代
集

書画 紙

100 床脇ちかへ(違)棚 蒔絵の箱 書画 漆器
「東野州(東常縁)
ノ三代集」の容器

101
左ノ上ノ棚(但少す
ちかへ(筋違)ては
し(端)にあり)

唐のほり(彫)物、もつかう
(木瓜)なりの盆

香 漆器？

「丸きうは(姥)口の
古(イ キ)染付のか
うろ(香炉)、かう
(香)う(衍)はし
(箸)、金と銅のそ
きつき(削継)、但
柄したん(紫檀)
也」を載せる

102
左ノ上ノ棚(但少す
ちかへ(筋違)ては
し(端)にあり)

唐のほり(彫)
物、もつかう
(木瓜)なりの
盆

丸きうは(姥)口の古(イ
キ)染付のかうろ(香炉)

香 磁器

『表御納戸御道具
目録帳』8 冊14 番
御長持 30 番「染
付姥口香炉」
と記載(213 頁)

103
左ノ上ノ棚(但少す
ちかへ(筋違)ては
し(端)にあり)

唐のほり(彫)
物、もつかう
(木瓜)なりの
盆

かう(香)う(衍)はし(箸)、
金と銅のそきつき(削
継)、但柄したん(紫檀)
也

香 金属と木

104 左の方の棚

からくわ(唐
桑)
のはこ(箱)に
入、内梨地

新古今、古筆、【養】
〔巻〕本

書画 紙

105 左の方の棚
からくわ(唐桑)のはこ
(箱)に入、内梨地

書画 漆器
「新古今、古筆、
【養】〔巻〕本」の容
器

106 左の下棚 蒔絵梨地箱ニ 清少納言枕草子 書画 紙

107 左の下棚 蒔絵梨地箱 書画 漆器
「清少納言枕草
子」の容器

108
棚ノ下押入有(イ
之)処板タヽミ(畳)
也

其処之右ノ方
唐の青貝文台内、(イ
同)筆台在り

文具 漆器

109 同間天井 風鈴(イ 絲) その他装飾 金属

110 同間南おもて(面)
あかり(明)(イ 之ぬり)障
子ハ上段の分ハひいと
ろ(ビードロ)也

家具類 ガラス

111 御入湯涌、梨地 その他実用 漆器

EE--55　　二二階階之之上上

EE--66　　御御風風呂呂屋屋

№ 詳細1 詳細2 名称 用途 材質 備考

112
水入桶、同紋(イ なし地
蒔絵、茶之丸)

その他実用 漆器

113
堆(イ 椎)朱ノ香(イ 青)盆
(イ ニ)、ほり(彫)(イ物)ふ
よふ(芙蓉カ)

香 漆器

114

堆(イ 椎)朱ノ香
(イ 青)盆(イ
ニ)、ほり
(彫)(イ物)ふよ
ふ(芙？)

にしき(錦)染付うは
(姥)口のかうろ(香炉)

香 磁器

『表御納戸御道

具目録帳』8 冊
14 番御長持 30
番「染付姥口香

炉」と記載(213
頁)

115

堆(イ 椎)朱ノ香
(イ 青)盆(イ
ニ)、ほり
(彫)(イ物)ふよ
ふ(芙蓉？)

かうはし(香箸)金(イ
と赤)銅(イ と)そきつ
き(削接)、柄したん
(紫檀)

香 金属と木

116

堆(イ 椎)朱ノ香
(イ 青)盆(イ
ニ)、ほり
(彫)(イ物)ふよ
ふ(芙蓉？)

焼から(殻)(イ たき
物)入そめつけ(染付)

香 磁器

117 -
唐(イ 之)青貝ノ丸
盆、ふちしんちう(縁
真鍮)

香
漆器と金
属

118 -
九重の香箱くろぬり
(黒塗)、ふた(蓋)に柳
につはめ(燕)蒔絵

香 漆器

119 -

御手巾懸いつかけ(沃
懸)なし(梨)地御紋ノ
蒔絵、但弐ツかゝる、
布そめ(染)手巾木綿か
ねきぬ(金巾)

その他実用 漆器

120

御手巾懸いつか
け(沃懸)なし
(梨)地御紋ノ蒔
絵、但弐ツかゝ
る

布そめ(染)手巾木綿か
ねきぬ(金巾)

その他実用 繊維

121

但たがやさん(鉄
刀木)の御衣桁ニ
腰板(イ 脇)すか
し

御ゆかた(浴衣)三ツ
(イ 之)内、白キ壱、
上に壱、下に弐

衣類 繊維

122 -
たがやさん(鉄刀木)の
御衣桁ニ腰板(イ 脇)
すかし

家具類 木製品

「御ゆかた(浴
衣)三ツ(イ 之)
内、白キ壱、上
に壱、下に弐」
を掛ける

123 -
御下帯三筋之内、赤キ
(イ紅)壱、むらさき
(紫)弐、中にかゝる

衣類 繊維

124
したん(紫檀)の
いかう(衣桁)の
上

御風呂ふとん(蒲団・
布団)、したん(紫檀)
のいかう(衣桁)の上お
もて木綿より(縒・撚)
金のからくさ(唐
草)(イうらとんす(裏
緞子))

その他実用 繊維

125 - したん(紫檀)のいかう
(衣桁)

その他実用 木製品
「御風呂ふと
ん」

126 -
御櫛箱なし(梨)地御紋
かなかひ(金貝)内小道
具共ニ在

その他実用 漆器

127 御座畳二帖脇
御腰物懸在りから(唐)
木

家具類 木製品

128 -

御しとね(褥)面ハ紺地
金襴、紋ハ桜(イ 梅)
の花大小こうはい(紅
梅)のへり(縁)し
【く】〔よ〕(白
カ)(イ 白)地の金らん

家具類 繊維

129 - かうろ(香炉)  青地 香 磁器

130 -
かうはし(香箸)銀、柄し
たん(紫檀)

香 金属と木

131 -
御うわさうり(上草履)筋ノ
ひろふとうらとんす(ビ
ロード裏緞子カ)

衣類 繊維

132 - 御たらひ(盥)蒔絵、弐 その他実用 漆器

133 -
御行水桶まきへ(蒔絵)、
弐

その他実
用

漆器

EE--77　　御御上上りり屋屋

EE--88      御御せせんんちちんん((雪雪隠隠))
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　前田邸御成記の分析

№ 詳細1 詳細2 名称 用途 材質 備考

134 - 御手桶蒔絵、弐 その他実用 漆器

135 -
(イ 御)すいのう(水嚢カ)
蒔絵(イ 御紋)、弐

その他実
用

漆器

136 - かいけ(掻笥)、弐 その他実用 木製品

137 -
水舟黒ぬり(塗)御紋蒔
絵、弐

その他実
用

漆器

138 -
御敷板なし(梨)地御紋
蒔絵

その他実用 漆器

139 - から(唐)卓子 香 漆器？
(ニ かうだい(香
台)、但ほり(彫)物
同(一つ))

140 から(唐)卓子ノ上 鴨之香炉 香 金属？

141 棚 手かゝみ(鑑)【炉】〔二〕冊 書画 紙

142 - 杉原壱帖 文具 紙

143 杉原壱帖上
硯箱さんこしゆ(珊瑚樹)
銀梨地

文具 漆器

144 - 堆朱ひし(菱)の盆 香 漆器

145 堆朱ひし(菱)の盆 香はし(箸)、から(唐) 香 金属

146 - 香炉染付 香 磁器

147 次たな(棚) 堆朱之菊之盆 香 漆器

148 次たな(棚)
堆朱之菊之
盆

堆(イ 椎)朱ノ香箱 香 漆器

149 次たな(棚)
堆朱之菊之
盆

香ろ(炉)口へに(紅カ) 香 陶磁器？

150
并ノ次ノたな右之
方

後撰集(後撰和歌集) 書画 紙

151
并ノ次ノたな右之
方

拾遺集(拾遺和歌集)か
さねて(重)

書画 紙

152 同棚ノ中ニ
後詞花集(続詞花和歌
集カ)

書画 紙
「かさねて」
(ニ【■】〔し〕くわゝ
(詞花和歌集))

153 同棚ノ中ニ 金葉(金葉和歌集) 書画 紙 「かさねて」

154 同棚ノ中ニ 千載(千載和歌集) 書画 紙

「かさねて」
『表御納戸御道具
目録帳』5 冊10 番
御長持
115  番「千載和歌
集　自昌院義政
公眞筆」
(138 頁)と記載

155 同棚左ニ 後拾遺(後拾遺和歌集) 書画 紙

156 右ノ棚下段 八雲抄(八雲御抄) 書画 紙

157 并ノ棚 唐青貝ノ盆 香 漆器

158 并ノ棚 唐青貝ノ盆
堆(イ 椎)朱ノ香合(イ
箱)

香 漆器

159 并ノ棚 唐青貝ノ盆 そめつけ(染付)ノ香炉 香 磁器

160 上段
御蓐紺地の金襴、藤の
紋在

家具類 繊維

161 上段 御刀掛御紋蒔絵 家具類 漆器

162
次ノ南ノゑん
(縁)ノたな(棚)
ニ

御手水たらい(盥)御紋
かなかひ(金貝)

その他実用 漆器

163
次ノ南ノゑん
(縁)ノたな(棚)
ニ

御手水次同断 その他実用 漆器

164
次ノ南ノゑん
(縁)ノたな(棚)
ニ

御手巾懸から(唐)木 その他実用 木製品

165
次ノ南ノゑん
(縁)ノたな(棚)
ニ

御手巾、弐 その他実用 繊維

166 次ノ間ノ棚
御硯箱   《蒔絵、山
水古木さんこ(珊瑚)樹
にて橘銀なし(梨)地》

文具 漆器

167 次ノ間ノ棚 杉原壱帖 文具 紙

168 同間(次ノ間) 上之段棚 孔雀之香炉 香
金属か陶
磁器

169 同間(次ノ間)
同(上之段)
下棚

料紙 文具 紙

170 同間(次ノ間)
同(上之段)
下棚

硯箱蒔絵 文具 漆器

171 南之縁かわ(側)
衣桁、蒔絵常ノいかう
(衣桁)ニ替ル

家具類 漆器

172 次之間折廻シ
(イ 貝付之)
棚ノ脇

衣桁まきへ(蒔絵)常
(イ の)ニ替ル

家具類 漆器

EE--99      白白木木之之御御書書院院御御成成之之間間

№ 詳細1 詳細2 名称 用途 材質 備考

173 南東之角

屏風かた〳〵先年御拝
領之屏風、住吉法服
(眼カ)(イ眼)四字(イ
季)ノ絵

家具・書画 紙

174 次ノ間東ノかた
見付

古筆之屏風かた〳〵此
屏風のむかいに右之御
拝領之住吉法服(眼
カ)(イ 眼)之かた〳〵
立、一双分也

家具・書画 紙

175 次ノ一間東ノ方
ゑんかわ(縁側)

台子 茶 木製品

176 次ノ一間東ノ方
ゑんかわ(縁側)

台子爰(イ
是)ニかさり
(飾)上之棚

香炉染付(イ ※御雪隠
に記載)

香 磁器

177 次ノ一間東ノ方
ゑんかわ(縁側)

台子爰(イ
是)ニかさり
(飾)上之棚

かうはし(香箸)(イ ※
御雪隠に記載)

香 金属

178 次ノ一間東ノ方
ゑんかわ(縁側)

台子爰(イ
是)ニかさり
(飾)

足打ニやハらかみ(和
紙カ)(イ ※御雪隠に
記載)

不明 紙

179 御せんちん(雪
隠)

緒ふと(太)のさうり
(草履)ひろうと右にあ
り(イ 置)

衣類 繊維

180 御せんちん(雪
隠)

ゑんかわ(縁
側)

うわさうり(上草履)壱
足

衣類 繊維？

181 御床
月ノ絵ノ御掛物(ニ か
け物、月のへ(絵)ぎよ
つかん(玉澗))

書画 紙
(東 掛物月)洞庭
秋

182 御床
月ノ絵ノ御
掛物、前之
下

弐重棚四ツ柱ニ紫の大

ふさ

(房・総)在り、冠タナ

(かむり棚)也

その他装飾 繊維

183 同床
定家之十五首之大幅之
御掛物

書画 紙

『表御納戸御道

具目録帳』1 冊
64 番「定家十五

首和歌」(23 頁)

184 書院床 重岩 文具？ 石

185 書院床 (イ 新)引続古今 書画 紙

186 書院床 瓦硯 文具 陶器

『表御納戸御道

具目録帳』9 冊
21 番御長持

16 番「瓦硯」

(247 頁)

187 書院床 杉原弐帖 文具 紙

188 書院床 短尺(イ 冊)ノ地五枚 文具 紙

189 書院床 硯屏 文具 不明

190 書院床 筆下金ノ物象 文具 金属

191 書院床 唐墨 文具 墨

192 書院床 筆軸象牙 文具 骨角器

193 書院床 文鎮 文具 不明

194 書院床 水入  青地人形 文具 磁器

195 次ノ床 うすはた立花 池坊作 花 金属

196 なんとワキたな
(納戸脇棚)

くる〳〵唐の丸盆 文具 漆器

197 なんとワキたな
(納戸脇棚)

くる〳〵唐
の丸盆

いんす(印子)の花枝
折、横にすへて
(据)(イ 入置也)金之
打枝カ

文具 金属

198 左ノ下ノ棚ニ板
ニ置ニあり

鶴くひ(首)ノ茶入、袋
ニ不入

茶 陶器

(東 茶入  小鶴
首《盆ニ置、袋
ナシ、上ノ棚ニ
居》)

199 左ノ次ノたな
(棚)

清少納言枕草子 書画 紙

200 上ノ棚

同堆(イ 椎)
朱之くる〳
〵丸キ盆に
のる

くる(イ り) ノ〵堆(イ
椎)朱、六角ノ食籠

その他装飾 漆器

201 上ノ棚
堆(イ 椎)朱之くる〳
〵丸キ盆

その他装
飾

漆器

202 左ノ次ノたな
(棚)

唐の青貝盆
(イ台)ニの
る

けんさん(建盞)の天目 茶 陶器

203 左ノ次ノたな
(棚)

唐の青貝盆(イ 台) 茶 漆器

204 右下次ノ下棚
四書     (イ 両方ニ)
《六冊、七冊》

書画 紙

205 下ノ棚 巻本　歌合弐巻 書画 紙

EE--1100　　黒黒御御書書院院御御飾飾
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紀　要　編

№ 詳細1 詳細2 名称 用途 材質 備考

206 左之棚 けんさん(建盞)ノ茶碗 茶 陶器

「けんさん(建
盞)ノ茶碗大御所
様之時ハけんさ
ん(建盞)ノ茶碗
斗、石菖はち
(鉢)のけてほね
はき(骨吐)のつ
ほ(壷)弐置候、
から(唐)物也」

207 左之棚？ 石菖はち(鉢) 茶 陶磁器？ 将軍御成時

208 左之棚？
ほねはき(骨吐)のつほ
(壷)弐

茶 不明 大御所の御成時

209 左之棚？
黒キくる〳〵の盆 堆
朱

香 漆器

210 左之棚？
黒キくる〳
〵の盆

そめ(染)付(イ の)香
炉

香 磁器

211 左之棚？ 香匙 香 金属？

212 左之棚？ 火はし(箸) 香 金属

213 あけまき(総角・
揚巻)上ノ棚

青地唐獅子(イ の)香
炉

香 磁器
(東 香炉子)靑磁
獅

214 中棚 堆朱ノ丸キ香箱 香 漆器

215 中棚
しんちうかうはし(真
鍮香箸)

香 金属

216 なんとわき(納戸
脇)ノたな(棚)

くる〳〵ノ盆 文具 漆器

217 なんとわき(納戸
脇)ノたな(棚)

くる〳〵ノ
盆

ほり(彫)物ノ印籠 文具 漆器？

218 下(イ 之)たな
(棚)

硯箱  (イ まきゑ(蒔
絵)、同)杉原

文具 漆器

219 下(イ 之)たな
(棚)

硯箱 杉原 文具 紙

220 上段 しとねにしき(褥錦) 家具類 繊維

221 上段
御座畳金らんへり(襴
縁)

家具類 繊維

222 上段
御腰物懸高蒔絵(イ な
し(梨)地)

家具類 漆器

223 -
台子 くろぬり(黒塗)
四方ノはしら(柱)いん
す(印子)(イ の)金貝

その他装飾 漆器

224 - 釜、金子 茶 金属

225 - くわん(鐶)、金子 茶 金属

226 - 水指、金子 茶 金属

227 - 風呂(風炉)色々紋在
り、銀子

茶 金属

228 - 水こほし、銀子 茶 金属

229 -
ひしやくたて(柄杓
立)、銀子《ひしやく
(柄杓)常の》

茶 金属

230 - ひしやく(柄杓)常の 茶 竹

231 - ふたおき(蓋置)、銀
子、桃(イ 梅)之枝折

茶 金属

232 (イ 上段)床
三幅一対《竜、(イ か
ま)鉄拐、虎》

書画 紙

「中尊釘三ツニ
かゝる、脇ハ左
右共ニ中ヲはつ
して釘二ツニ
かゝる」

233 竜の前 卓子 その他装飾 木製品？

234 竜の前 卓子 うすはた、松の真 花 金属？
(東 花瓶《花ハ
池坊立ル》)

235 竜の前 卓子 鶴らうそく(蠟燭)立 その他装飾 金属？

236 (イ かま)てつか
ひ(鉄拐)の前

おり(折)卓 香 木製品？

237 (イ かま)てつか
ひ(鉄拐)の前

おり(折)卓 香匕 香 金属？

238
(イ かま)てつか

ひ(鉄拐)の前
おり(折)卓 火はし(箸) 香 金属

239 てつかひ(鉄拐)
の前？

花瓶  松(イ ノ)真 花
金属か陶
磁器

240 てつかひ(鉄拐)
の前？

亀の香炉 香 金属？

EE--1111　　次次之之間間

EE--1122      御御広広間間

№ 詳細1 詳細2 名称 用途 材質 備考

241 てつかひ(鉄拐)
の前？

金の香はこ(箱) 香 漆器

242 虎の前 卓子 花 木製品？

243 虎の前 卓子 うすはた竹の真 花 金属？

244 むかへハ左ノ方
棚ノ中棚

まかり香炉 香 不明

245 むかへハ左ノ方
棚ノ中棚

沈箱  菊水ノ蒔絵 香 漆器

246 むかへハ左ノ方
棚ノ中棚

堆朱ノ食籠 家具類 漆器

247 むかへハ左ノ方
棚ノ中棚

同(堆朱)盆 家具類 漆器

248 棚ノ下 卓 花 木製品？

249 棚ノ下 卓
砂ノ物、真こけむし
(苔生カ)の木

花 不明

250 同広間書院床
しもく(撞木)二ツノ折
釘ニはサミ(挟)

その他装
飾

木製品

251 同広間書院床 左ノ柱
しもく(撞木)かけて折
釘弐

その他装飾 木製品

252 同広間書院床 右之柱 ほつす(払子)かけて その他装飾 繊維

253 同広間書院床 喚鐘釣て
その他装
飾

金属

254 同広間書院床 中 硯屏(イ 硯) 文具 不明

255 同広間書院床 前 さいの水入、金之物 文具 金属

256 同広間書院床 まへ(前) 瓦硯 文具 陶器

『表御納戸御道

具目録帳』9 冊
21 番御長持 16
番「瓦硯」(247
頁)

257 同広間書院床

けんひやう
(硯屏)左ニ
(イ 硯之左
ニ)

筆すゝき(濯)、かうら
いちやわん(高麗茶碗)

文具 陶器

258 同広間書院床
筆すゝきの
わき(脇)

天龍の筆架、金物 文具 金属

259 同広間書院床 からの  丸墨 文具 墨

260 同広間書院床
筆さんこしゆ(珊瑚樹)
のちく(軸)

文具 珊瑚

261 同広間書院床
墨留、金【子】〔之〕
物橘

文具 金属

262 同広間書院床 筆下左 軸之物  堆朱之盆ニ 書画 紙

263 同広間書院床 筆下左 堆朱之盆 書画 漆器

264 同広間書院床
ケサン(卦算
カ)ノ右

堆朱之印籠  同堆朱ノ
盆ニ乗

文具 漆器

265 同広間書院床
ケサン(卦算
カ)ノ右

同堆朱ノ盆 文具 漆器

266 同広間書院床 印籠ノ右

せんさびん(仙盞瓶カ)
《但口けんひやう(硯
屏)のかた(方)へ、花
石竹》

花 磁器？
(ニ せんさんび
ん)

267 上段 御座畳 家具類 植物

268 上段
御しとね(褥)もへき
(萌葱)の金らん(襴)

家具類 繊維

269 上段 御刀懸まきへ(蒔絵) 家具類 漆器

270 下段 御座畳 家具類 植物

271 下段 しとね(褥)紫金襴 家具類 繊維

272 下段
御刀懸したん(紫檀)木
地

家具類 白木

273 - 台子廿七ヶ所ニ在之 茶？ 木製品

274 26 日 今焼そめ(染)付皿 食膳 磁器

酒ひて(浸)《た
い(鯛)、あわひ
(蚫)、よりかつ
を(寄鰹)、きん
かん(金柑)》

275 26 日 小いとめ(糸目) 食膳 陶器？
こくしやう(濃
漿)

276 26 日 八寸 食膳 木製品 やき(焼)鳥

277 26 日 八寸 食膳 木製品 かまほこ(蒲鉾)

278 26 日 同(八寸) 食膳 木製品 かう(香)の物

279 26日
今やき(焼)もみち(紅
葉)皿

食膳 陶磁器？ やき(焼)鮎

280 26日 青地(イ の)小鉢 食膳 磁器？ あゆ(鮎)ノすし

EE--1122      此此外外

FF      御御数数寄寄屋屋御御料料理理
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「御広間」（E-12）が 40 以上、「御鎖之間」と異本イで「鎖

次之間」とされた部分（E-3）、「二階之上」（E-5）が 20

以上である。

室礼を基に幕府側史料と主に掛軸や道具の銘から比較

したのが表 8 である。「二階之上」と「高楼」・「二階座敷」

や「御広間」と「大広間」のように僅かな差異に止まる

ものと、大きな違いが見られるものとがあった。すなわ

ち、前田家史料「白木之御書院御成之間」について幕府

側では記述が無く、「御鎖之間」は部屋名が無く、単に

「書院」と記される。「黒御書院」に至っては、幕府側史

料で「白書院」となり、差異が大きい。

前田家と幕府側とで、部屋の認識・記録に相違が生じ

ていたことが明確であり、異なる伝来の複数史料を確認

する必要性を再確認できた。

なお本稿では、記述が詳細な基準史料の表記を主に用

いて論を進めるが、便宜上「二階之上」は「二階座敷」、

「黒御書院」は「御黒書院」と呼ぶ。

○室礼の材質

道具の記述に基づき、材質を推定した。例えば「まきへ」

や「くるくる」と記されれば「漆器」とし、「かねの物」

と記されれば「金属」とした。以下、特記事項のみ触れる。

「御数寄屋之内」（E-2）として、瓢の炭斗に染付香合、

火箸と共に「高うりんてう勅作入りテ」と記される。こ

れを香と判断したのは、以下の 2 つの理由からである。

まず E-2 本記述の前後に次の道具が記される。すなわち

以前に鐶・羽箒、炭斗と思われる瓢、香合、以後に火箸

である。これらは炭を継ぐ際に用いられる道具であり、

香合は香の容器である点が 1 つ目の理由である。2 つ目

は過去の御成記の記述である。すなわち「天正十八年

（1590）毛利亭御成記」（『続群書類従』巻 663）には「香

合（中略）是ニ勅作ノ御薫三種入、御成ニツキ、禁中ヨ

リ拝領ノ薫也」（塙 1975：275）つまり御成のために勅

作の香をいただいて香合に容れたと記されている。これ

らにより、香と判断した。

№ 詳細1 詳細2 名称 用途 材質 備考

281 26日
御やうし(楊子)(イく
ろもし、つねのこと
く)

食膳 木製品

282 29日 今焼本皿 食膳 陶磁器？

なます(鱠)《た
い(鯛)、いか(烏
賊)、くらけ(海
月)、はしかみ、
きんかん(金
柑)、けつり(削)
大こん(根)》

283 29日 小いとめ(糸目) 食膳 陶器？
こくしやう(濃
漿)

284 29日 (イ 八寸) 食膳 木製品 やきとり(焼鳥)

285 29日 (イ 同(八寸) 食膳 木製品
しほさんせう(塩
山椒)

286 29日 (イ 同(八寸) 食膳 木製品 たこ

287 29日 (イ 同(八寸) 食膳 木製品
かうのもの(香
物)

288 29日 四角赤絵のさら(皿) 食膳 磁器？ いりやきほど

289 釜　腰霰 茶 金属

『表御納戸御道

具目録帳』1 冊
81 番「腰霰御

釜」か(26 頁)

290 釜　霰 茶 金属

注：贈答品を除く。異同の記述は必要な場合のみ記載した。場所や材質で不詳な場
合は疑問符を付した。

東東武武実実録録　　銅銅壷壷ノノ間間

東東武武実実録録　　数数寄寄屋屋ノノ道道具具

表 7　寛永度記載道具の集計
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E-2「木村御茶入」について、すでに谷晃が触れてい

るが（谷 2004：49）、『寛政重修諸家譜』巻 1131 の利

常の項目に、次のように記されている（高柳他 1964：

275）。

（元和）二年四月東照宮の御遺物貞宗の御刀、玉

澗筆月の画幅を拝賜す、これよりさき木村屋肩衝

の御茶入をたまふ、これかつて父利長が献ぜしと

ころなり

つまり、「木村屋肩衝の御茶入」は元和 2 年（1616）

4 月以前に利長が献上し、これ以降に利常が拝領した茶

入である旨が記されている。この茶入であろう。

このような検討を経て、部屋毎の道具数を材質別に

整理したのが表 7 である。材質では漆器が最多であり、

次に金属器、紙製品と陶磁器全体という順である。建築

構造物や家具、裏方の道具等、記されないものは多いだ

ろうが、遺跡から出土しにくい漆器が記載された道具の

大部を占めたことは考古資料を扱う上で注意したい。

○御数寄屋の料理

F には「御数寄屋御料理」と題して家光・秀忠等に供

された料理が記されている。「今焼そめ（染）付皿」・「今

やきもみち（焼紅葉）皿」・「青地小鉢」・「今焼本皿」・「四

角赤絵のさら（皿）」は陶磁器の可能性が考えられ、特

に「そめ付」・「青地」・「赤絵」の表現は磁器を表すだろ

うか。「八寸」は白木あるいは漆器の折敷であろう。「小

いとめ（糸目）」は漆器あるいは陶器だろうか。他方、

器について何も記されていないが、「御汁」や「御めし」

は漆器椀、「御菓子」縁高であろうか。

2.6. 各場面の復元
各場面における、場所・人物・行為・道具・室礼を表 

9 に整理したが、特に行為について記しながら検討した

い。

2.6.1. 元和度

○露地口より渡御

露地口より御数寄屋へ渡御。

○御数寄屋で茶事

人物は、将軍秀忠と御相伴（日野輝資・藤堂高虎）、

それから記載されていないが前田利常が同席した可能性

が考えられる。行為と道具は次の通り。

・御本膳。秀忠は杉足打、御相伴は「杉平（木）具」と

あり、足のない平折敷を指すか。

・御引物。秀忠は「向詰」つまり向付で、御相伴の刺身

は折板あるいは折折敷に載せて重鉢に容れた。

・御菓子。縁高を用いた。

・茶：詳細不記載。

○御書院で盃事

人物は、上段に秀忠、下段に利常、それから前田家家

臣 9 人である。史料には「御二人斗也」（A-2）つまり 

2 名だけであった旨が記されている。従って、式三献と

刀剣下賜までは、秀忠と利常（と御披露人等）のみで行

い、その後に前田家家臣が出て来て、謁見したと想定さ

れる。

史料⑥によると、三献目に秀忠から刀剣を下賜され、

「則一献被下被納也」すなわち一献を下さり納められ

たと記されており、寛永度に見られるような（後述）盃

を頂戴した可能性がある。行為と道具は次の通り。

・熨斗献上。三方を用いる。

・式三献。土器、白木の膳か。

・三献目に利常へ刀剣を下賜。

利常は中座して小刀を抜き刀剣を差して戻って着座。

　同時に他の物も目録で下賜。

・次いで家臣が出て来て謁見、彼等へ下賜。

○御広間で御礼の献上

人物は秀忠、利常、前田家家臣 9 名である。行為と

道具は次の通り。

・御広間へ移動

・利常の献上。献上品は梨子地の長持に収納。

・家臣の献上。

・御能が始まり御覧、三番が過ぎると御書院へ移動。

○御書院で七五三膳と献上

人物は秀忠と、御相伴として利常、藤堂、日野、水無

瀬親具である。また御披露人（酒井忠世）、御銚子（板

倉重宗）、加（永井尚政）、御通（青山幸成、菅沼吉官、

酒井忠正、鳥居忠頼）が記される。なお御披露人から御

通までについて「以上、何も」と記されているため（A-7）、

他所での下賜・献上、盃事・膳でも同席していた可能性

がある。行為と道具は次の通り。

御広間 大広間
（不詳） 書院

御鎖の間 書院
白木の御書院御成之間・こ書院（ニ） （無し）
黒御書院・大書院（ニ） 白書院

加賀藩 幕府
二階の上 高楼（『実紀』）・二階座敷

注：幕府は、特記が無い限り『東武実録』による。

表8   寛永6 年御成記上の部屋名称



121

前田邸御成記の分析

・七五三膳・引替御膳。道具不記載。

・利常が重ねて刀剣を献上。

・膳が終わって、御広間へ移動。

○御広間で御能御覧

「御覧」とあるので秀忠が御能を見たことは確かだろ

うが同席者は不詳である。

○露地口から還御

御能はてて露地より還御。

2.6.2. 寛永度

○入御

御数寄屋へ入御。『東武実録』によると 29 日、御相

伴の者達は外露地で秀忠の御成を待ち、謁見の後、秀忠

と共に御数寄屋に入った。

○御数寄屋で膳・花・茶・炭

26 日の人物は、将軍家光と「供奉」3 名（徳川忠長、

立花宗茂、藤堂高虎）、29 日は大御所秀忠と「供奉」3 

名（徳川頼房、立花宗茂、藤堂高虎）である。また利常

も膳・茶を差し上げるため、同席していた。異本ロによ

ると、両日とも朽木元綱、天海、以心崇伝、曲直瀬玄朔

も御相伴と記されるが、彼等は次第に出てこないので、

別所で待機していたのだろうか。

行為の順番を検討する。基準史料 C-1 には茶→花→

炭の順で記される。E-2 には次のようにある。すなわち、

中立→「御花」（将軍・大御所が花を入れる）→茶道具（水

指～御茶）→「御立炭」

一方『東武実録』には花の後、家光や御相伴の者が茶

を召し上がり、茶碗・茶入を御覧になった後に「後ノ御

炭」を家光が行ったと記されている。『江城年録』に花

の記述は無いが、茶→炭の流れは同様である。幕府側の

記述によると、次のような順序すなわち、中立→花→茶

→炭となる。また基準史料（C-1）には家光は花のみ行っ

たとあるが、異本イには家光の炭の図があるため（異同

篇注 6）、26 日にも将軍が炭を継いだと考えられる。

基準史料 C-1 では順序に留意せず、茶事の内容を略

記したと解釈すれば、29 日の茶事は以下のような順序・

道具であっただろう。

・初入。家光・秀忠と御相伴が一緒に席入り。

・利常が膳を献じる。器は陶磁器・漆器、膳は不記載。

・中立時、家光・秀忠らは腰掛。御手水の杉片口、檜の

足打に蒔絵の団扇・手拭が用意されていた。

この間、利常等は室礼を変更。

表 9　場面の復元
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・後入。

・家光・秀忠が花を入れる。

・利常が茶を献じる。

・飲茶。

・茶碗・茶入を台覧。御相伴の者達も一覧。

・家光・秀忠が炭を継ぐ。

・秀忠は勝手より退出。

飲茶について取り上げたい。『東武実録』と『江城年録』

には、利常が茶を点て、次の順で飲んだと記される。

秀忠→頼房→利常→高虎→宗茂

また史料には花と炭の図が描かれている。基準史料 

E-2 と異本イ（注 5）には花入と敷板、入れられた花の

様子が描かれている。異本イ（注 6）には炭の図が掲載

され、「古炭」は元から置かれていた炭だろう。「白炭」は、

木炭の一種あるいは、これを真似て胡粉等で着色したも

ので、現代の枝炭が相当する。「割すミ」は縦に割った

炭で、どちらも継いだ炭だろう。「古炭」の上下に、平

行線が 2 本描かれるが、こちらも炭、あるいは灰形の

表現だろうか。

○御鎖之間から三筆を持ち出す

御鎖之間を訪れた旨は直接記されていない。しかし 

29 日に二階座敷で、三筆を上覧したと記される。御鎖

之間「御書院」には右方に丸硯（「したんの蓋」は硯箱

の蓋か）、左方に俊成・西行・定家の三筆である。したがっ

て「御書院」は書院床であると判断でき、そこに置かれ

たものであれば、持ち運びも可能であろう。

また『東武実録』に「書院」「袋棚」と記された室礼は、

御鎖之間内の書院床と袋棚を指しており、幕府側も同所

を認識していたのは確かである。従って、秀忠は御鎖之

間を訪れ、三筆を持って次の場所へ移動した可能性が高

いだろう。

因みに翌年に行われた島津邸御成では、御数寄屋→鎖

の間→御寝殿（御成書院）の順で移動している（藤川 

2001）。

○二階座敷で三筆上覧

幕府側の史料で 29 日にのみ記される。場所について

基準史料では「二階之上」幕府側史料では「高楼」「二

階座敷」と記される。本稿では便宜上「二階座敷」と呼ぶ。

人物は秀忠と頼房である。『東武実録』には「御感のあ

まり頼房卿めし見せさせ給ふ」つまり感動の余り、秀忠

が頼房を呼び寄せて見せたと記されているため、秀忠の

指示を受ける者も近辺に控えていただろう。行為と道具

は次の通り。

・秀忠が二階之上へ渡御。三筆を上覧。

・頼房を呼び寄せ、三筆を見せる。

○休息、長袴を召し替える

幕府側の史料で 29 日にのみ記される。場所は不詳で

ある。二階座敷あるいは「二階ノ下」と記される銅壷ノ

間だろうか。

○御黒書院で盃事・下賜

御黒書院は幕府側史料『東武実録』で「御成リ書院」

と記される。人物は御数寄屋と同様である。

行為について『東武実録』では 29 日に御黒書院へ渡

御して、能が始まり、能の四番が過ぎ、盃事が始めると

記される。これは 26 日の記述と異なるので後ほど触れ

たい。

盃事については、江戸城内の年始の盃事を参考にした

い（参考史料②）。この事例については既に深井雅海が

取り上げている（深井 2019）。参考史料には次のように

ある。将軍吉宗が酒を飲み、「御加」があって、その御

盃を世子家重のところへ差し出し、これを家重が飲む。

また「御加」があって、御返盃し、吉宗が飲んだ。御

返盃については川島慶子が既に取り上げている（川島

1999ab）。

「御加」については銚子に提から酒を注ぐとする解釈

もあるが（安藤 2007）、この事例に関しては文脈から盃

に酒を注ぐと解釈する方が妥当だろう。このような盃の

共有は、中世武家の作法書にも見られる（二木 1999：

126）。

では、御成記に戻って見よう。上述の江戸城内の盃事

を参考にして、基準史料では省略している部分を補うと

（角括弧内）、以下の順番で盃で酒を飲んだと考えられる。

　　家光→［加］→忠長→［加］→家光→［加］

　　→利常→［加→家光→加］→光高→［加→家光→加］

　　→利次→［加→家光→加］→藤堂高虎

異本イでは三男利治も、これに加わっている。なお最

後の高虎が盃を納めるとあるが、単に盃を下げたのか、

あるいは拝領したのか不詳である。また前田家の男子は

盃を賜るときに、先述の品々を拝領した。

その後、前田家の女子、次に家臣が下賜される。秀忠

御成の 29 日について『東武実録』では光高が飲んだ盃

に御加があって、その盃で秀忠が飲んだ後、盃を替えて

「新盃」で酒を飲み、御加があって利次が酒を飲んだと

ある。『徳川実紀』にも利次と利治は「別の盃」で酒を

飲んだと記される。これより、嫡子までと二男・三男の
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間で格差を設けられている。

なお『江城年録』には利次が飲んだ後に盃を替えたと

記されているが、献上・下賜品の量・質の差から考える

と『東武実録』と『徳川実紀』の記述の方が妥当性は高

いだろう。異本イには、光高までは御盃が三方で下さり、

御加があったと記される。これらの記述から、嫡子光高

までと二男以下では盃と、盃を載せる道具が格下のもの

に替わったことも予想される。

さて、前田家家臣について『東武実録』には本多と横

山は拝謁、献上して「御次ノ間御縁側」で下賜され、そ

れから他の家臣等も献上、拝謁し、下賜されたとある。

前田家とその家臣では下賜される場所も異なっていたの

である。なお前田家女子に関して献上した旨は記される

が、拝謁については不記載であり、謁見したかは不明で

ある。

以上から、行為と道具は次の通り。

・御黒書院へ渡御。

・盃事。家光と忠長・利常・光高・利次・利治・高虎が

盃を交わす。忠長から光高は同じ盃と三方だが、利次か

らは別の盃を用いた。

・前田家女子へ下賜。

・家臣が謁見して下賜。

　家臣はまず本多と横山、次いでその他の順。

○「御書院」での七五三膳・饗宴・献上。

先に提起したように「御書院」は「御黒書院」と異な

る可能性があり、以下検討したい。基準史料には「御書院」

で「昼ノ御膳」つまり七五三膳が出され、盃事と献上も

行ったと記される。献上品（C-5・8）には「（御）書院

ニて上ル」と記され「黒書院」ではない。

次に『東武実録』と比較したい。同史料の室礼に「御

書院」に相当する場所が記されていない。同史料では「御

成リ書院」で「御膳《七五三》」と盃事、下賜を行った

とある。これは加賀藩側の盃事と下賜が「御黒書院」で、

七五三膳は「御書院」で行ったという記述と異なる。こ

のことから、加賀藩側では「御書院」は「御黒書院」と

異なる場所と認識されているが、幕府側では同じ場所と

認識されていたことが明らかである。

ここで室礼に目を向けると「白木の御書院御成之間」

は次第には現れないが、室礼は道具の数・質共に高く、

数量では黒御書院や御広間と並び、「次ノ間」以下を除

いても E-9 には 23 の道具が記され、御数寄屋之内や二

階之上と同等の数量である（表 7）。具体的には、床飾

が無いものの、棚には複数の書、文房具や香道具、上段

には刀掛が確認できる。「御成之間」という名称からも

将軍等が来ることを想定していると考えられる。

当時の屋敷図が未確認のため不確定だが、次第中の「御

書院」つまり七五三膳が出された場所は、室礼の記述に

おける「白木之御書院御成之間」だったのではないだろ

うか。

人物は、家光・秀忠と、利常、高虎、それから光高で

ある。行為と道具は次の通り。

・初献の御膳と御銚子が出てくる。

　（異本イによると三献目は）以下の順で盃で酒を飲む。

　　［家光→加］→忠長→［加→家光］→加

　　→利常→［加→家光→加］→高虎

　　この間に吸物や肴が出てきて、利常が献上する。

光高は次第に記されないが、同所で献上したとあるた

め（C-5・8）、同席したと考えられる。献上品は、利常・

光高共に刀剣 2 本のみである。

○御広間で献上・御能御覧。

人物は、家光・秀忠と、献上を行う前田家男子と、家

臣達である。『徳川実紀』と『東武実録』には前田家男

子と家臣の間に、「万（満）姫」・「富姫」・「老母（寿福

院）」・「右近大夫忠広妻（鶴亀姫）」が小袖や金を献上し

たと記される。異本ニには「御袋様（寿福院）」が金子・

御小袖・大樽等 5 品を献上したと記される。いずれにし

ても、前田家女子の献上があったと考えられる。また家

臣達が下賜と同様に次の間から拝謁したかどうか不記載

である。行為は次の通り。

・広間に出御。

・前田利常・光高・利次・利治が献上。

・満姫・富姫・寿福院・亀鶴姫が献上。

・家臣 14 名が献上。

・献上が過ぎて御能始まり、上覧。

因みに、基準史料には献上が過ぎて御能が始まったと

あるが（C-6・9）、『東武実録』29 日条には「御成リ書院」
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（加賀藩の史料では「御黒書院」）に出御して御能が始

まり、四番が過ぎてから御膳を差し上げたと記されてい

る。同書 26 日条に家光が「広間」へ出御してから御能

を上覧するという記述と対照的である。

○御休息ノ間へ渡御

26 日の幕府側史料にのみ記載される。場所は不詳、

人物についても家光以外は不詳である。

○還御

還御の場所や御相伴の者達の同行は不詳である。

2.7. 蔵帳・伝世品との比較
○蔵帳（表御納戸目録帳と比較）

「加賀前田家表御納戸御道具目録帳」（飯田 1978、以

下『蔵帳』と略称）を利用した。本史料の成立は弘化 2

年（1845）ないし 3 年とされる。表 6「備考」に『蔵帳』

の記述と該当しそうな道具を記した。御成記と類似した

記述であっても、銘や細かい情報が載っておらず絞りき

れないものもあった。例えば利休茶杓は『蔵帳』10 冊

には「利休作」の茶杓が 11 件も確認できた。

○伝世品

また図録等を概観したところ№ 48 茶入「富士なすひ」

や№ 61 養叟墨跡は現代まで伝わっている。この他、№ 

91「土佐の記（イ 定家筆）」と№ 181「月ノ絵ノ御掛物（東

掛物 洞庭秋月）」（玉澗筆）も『蔵帳』で確認できなかっ

たが伝世しており、№ 48・61・91 は現在、前田育徳会

所蔵である（石川県立美術館 2015：38・40・57・91）。

2.8. 御成規式の検討
次に、御成の規式について検討したい。かつて佐藤

豊三は元和 9 年（1623）の尾張徳川邸への御成が、徳

川将軍の御成の規式になったと論じたが（佐藤 1980・

1981）、その根拠として紀伊徳川邸への御成に関して「規

式」が尾張邸のごとしと記されている点と、水戸徳川邸

御成の記事には紀伊邸御成と同様と記されている点を挙

げた（佐藤 1981：539）。更に佐藤は、元和 3 年の前田

邸御成は元和 9 年の尾張邸御成とほぼ同一の行事が行わ

れており、尾張邸御成の原形は元和 3 年前田邸御成にあ

るとした（佐藤 1986：324）。この点については、本稿

で元和度の御成の詳細が明らかになったことで、より確

かに裏付けられた。

また藤川昌樹が指摘しているように、寛永 7 年（1630）

の島津邸御成では準備にあたり、前田家を始め他邸への

御成について情報収集していた（藤川 2001）。島津家文

書には元和度の御成次第（史料④）や寛永度の贈答が、

島津邸御成に関する文書と共に納められていた（史料

⑤）。これらの史料が、いつ整理されたのか断定するの

は厳しいが、島津邸御成記には、御能に関して「要脚」

を舞台に積む件について「旧記」や「松平肥前守殿御成

之時」と比較している点からも（鹿児島県歴史資料セン

ター黎明館 1985：151）、島津家が前田邸御成を参考に

していたのは確かだろう。大名が人脈を駆使して幕藩関

係を良好に保とうとしていたことは他家でも指摘されて

いる（山本 2004）。

従って、幕府側との交渉によって御成の次第が決まる

にしても、準備段階で大名は各自の人脈を利用して情報

を収集していたと考えるのが妥当であろう。そういった

意味では、佐藤が根拠とした、紀伊・水戸の徳川家が同

じ御三家である尾張邸御成の情報を参考にしたのは、こ

れが「規式」として成立したということ以外に、近い関

係の家であるという理由も考えられるのではないか。今

後の課題としたい。

2.9. 御成以外の記述
取り上げた史料には、御成以外の記事も見られた。 

基準史料と異本イには、別の茶会記が確認された。 基

準資料（G-1 ～ 3）に記されているのは、小松城の葭島

における茶会記だろう。床には「利休筆文 大ぬり山御

掛軸、金森宗和より上ル」とある。つまり金森宗和より

譲られた利休筆の文「大ぬり山」の軸を掛けたという意

味だろう。

これは「大ぬる山の文」と呼ばれる消息であろう（現

在畠山記念館所蔵、畠山記念館 2011：21）。図録には前

田家以前の所有者は記されておらず、この記述は消息の

伝来と使用例を同時に示すものといえよう。なお伝来に

ついては更なる検討が必要なため、可能性の提示に止め

たい。

3. 考古資料との比較

3.1. 先行研究
戦国時代の考古学的研究を牽引してきた小野正敏は、

考古資料は全体像と道具としての用途・価値等が不明で

ある場合が多く、史料批判を通じて特性を考慮しながら

文献史料や絵画資料等と相互補完的に利用するのが有効

であり、その中でもハレ・非日常に着目することの重要

性を述べた（小野 1995・2008）。

先述の東京大学本郷構内の遺跡中央診療棟地点の池遺
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構から出土した土器や木製品は、材質や器種が偏ってい

る点や「寛永六年」と墨書された木製品を含む点等か

ら、寛永 6 年御成に関わる遺物と考えられてきた（藤

本 1990、堀内 2000 等）。藤本強はカワラケの製作技法・

精粗の組合せから製作集団を想定し、カワラケの法量

と数量から使用時のセット関係を想定した（藤本同前： 

145）。それから江戸時代の料理書や作法書の記述・図と

比較し、法量と当時のカワラケの名称との対応関係を推

定し、小重と耳カワラケが認められない点から、膳と食

器をそのまま廃棄していない可能性、式三献の器が混

じっている可能性を指摘した上で、具体的にどの膳が投

げ込まれたか特定することは困難であると述べた（同前： 

174）。他方、木製の折敷と箸については法量分類と数量

を確認した上で、カワラケと同様に料理書の記述・図と

比較し、出土した折敷と箸の法量が比較的小さいことか

ら、池に投棄された遺物は下位の人々のものであった可

能性が強いという見解を示した（同前：168）。

また堀内秀樹は元和度の史料と池出土資料を比較

し、3 つの可能性を挙げた。すなわち第 1 に将軍を含む

七五三膳以外の饗応での膳、第 2 に将軍を含む三方を使

用する饗応の中での小角、第 3 にやや身分の低い人達の

饗応である。堀内は木製品・土器の器種の組合せや金付

着カワラケの出土状況から、第 3 の可能性が高いとした

（堀内 2000：142）。

さて以上のような先行研究を踏まえて、本稿で取り上

げた文献史料と池出土遺物を比較したい。その前に確認

すべきは、一度の使用で廃棄されるものと、複数回使用

するものがある点である。鈴木康之は、カワラケはその

性質から質感や耐久性が磁器・漆器と対照的であり、一

時的な使用が想定され、これが非日常的世界を象徴する

存在であったと考察した（鈴木 2002）。このようなカワ

ラケの特別な場、例えば武家儀礼・地鎮等での使用は江

戸時代でも想定されている（梶原 2019）。

3.2. 池遺構出土遺物と御成記の比較
御成の場で使用されたカワラケや白木の道具は御成の

ために用意され、後に廃棄されたが、その他の陶磁器や

漆器、また書画・金属器等は保管されたと想定できる。

このことは前章（2.7）で見たように、『蔵帳』との比較

から裏付けられる。このような観点から、池出土のカワ

ラケと白木の木製品は一度の使用で廃棄されるものに当

たり、陶磁器・漆器等とは対照的な扱われ方をしたこと

を確認しておきたい。

以下、具体的に考古資料と比較してみる。

3.2.1. 土　器

○規格

池出土のカワラケの総重量は約 70kg で、法量を計測

できたのは 634 点であった。この内、ロクロ成形が 25 

点、手づくねが 585 点であった 3） 。

先述の藤本は出土カワラケを口径約 110mm（156 点・ 

2 分類）・115mm（151 点・4 分類）・120mm（135 点・

2 分類）・135mm（85 点）・145mm（38 点）・155mm（13 

点）・ 170mm（7 点）に分類した（表 10）。

藤本は『貞丈雑記』の記述や、江戸時代の料理書の献

立と図、また昭和初期に調査した島田貞彦の論考を参考

にして（島田 1931）、次のように考察した（藤本 1990：

168-174）。まず、島田論考と文献史料を比較・検討した

結果、カワラケの規格と法量は、小さい方から順に、小

重（2 寸 5 分）、大重（3 寸 5 分）、三度（4 寸）、間（4

寸 5 分）、五度（5 寸強）、六度（6 寸弱）、七度（6 寸 5

分）……とした。次に、料理書記載の献立・図によると、

大重がほぼ半数を占め、次いで三度が 3 分の 1 から 4 分

の 1 を占め、五度・小重・耳カワラケは少数であった。

池出土カワラケの分類（法量）と割合から、次のように

規格を推定した。すなわち、直径 110・115mm は大重、

120mm は三度、135mm は間、145mm・155mm は五度、

170mm は六度である。

また島崎とみ子の整理によると、文献史料上のカワラ

ケの寸法は、小さい順に次の通りある（島崎 2000）。す

なわち、耳土器、手塩土器・捨かわらけ、小重土器、大

重土器、3 斗土器、間之土器、5 斗土器、7 斗土器、9 斗

土器。法量は史料によって異なるが、手塩から 5 斗は概

ね 4 ～ 5 分の差である。1 寸を 3cm とすると、規格毎

に約 12 ～ 15mm の隔たりがある。なお史料によっては、

大重と 3 斗の間隔が 3 分であり、必ずしも差は一定では

ない。島崎が示した各規格の法量は、藤本の推定と多少

異なるが、規格の順序（小重、大重、三度、間、五度、

六度、七度……）と、その間隔が 5 分前後である点は共

通する。法量は時期等の差異があると判断し、規格の順

序とその間隔のみを参照したい。

さて本稿では元和度の献立・器を参考に論を進めたい。

明らかになったのは、次の点である（史料⑥、表 5）。まず、

10 表　藤本の分類・推定
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図 1　池出土木製品・土器（実測図 S=1/4）
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1. 墨書木簡（東京大学遺跡調査室 1990）

2. 手づくねカワラケ（東京大学遺跡調査室 1990）

3. 金付着カワラケ（左：内面、右：外面、目盛：1mm)
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図 2　池出土折敷（実測図 S=1/4、東京大学遺跡調査室 1990）

0 100mmS=1:4
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図 3　池出土木製品（実測図 S=1/4）

0 100mmS=1:4

1. 金付着木製品

2. 箸（東京大学遺跡調査室 1990）
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4-1 図　脚部の長さ分布（大 50点；中 10点；小 70点）

4-2 図　脚部の高さ分布（大 32点；中 11点；小 55点）

記載された土器は、小重・大重・間（史料上では「あい

の物」だが比較のため「間」と記す）・五度（「五と入」

を含む）・手塩・箸之台である。次に、将軍・御相伴の

式三献・七五三膳には、上記全ての規格が記され、御供

では小重・大重・五度のみである。数量について、人数

換算すると、多い方から次の通りである。すなわち、大

重（2430）、小重（2020）、五度（506）、間（22）、手塩（6）、

箸之台と御箸（6）で、合計 4990 である。その割合は、

大重が 49%、小重が 40%、五度が 10% を占め、その他

は 1% 未満である。

元和度の献立記載のカワラケが小重と大重が大部分を

占めることから、池出土カワラケで最も数量の集中する

110 ～ 115mm に両規格が存在すると想定できる。すな

わち、110mm は小重、120mm は大重で、115mm は両

者の混在だろうか。今後の課題としたい。また、それ以

上の法量は、135mm が間、145mm と 155mm が五度と

推定でき、170mm は献立に見られないが、五度と推定

した法量より 15mm 大きいため、六度と推定した。

なお、記載された献立の他に、盃としてもカワラケが

使用されただろうが、具体的な規格や数量が推定不詳の

ため、今後の課題とする。

○使用場面

史料⑥によると土器等に金が塗られていたと記されて

おり、これは他の小笠原家の記録でも同様である（猪

熊・古谷 1903、小笠原 1979）。執筆時の当主、小笠原

清信は島台や供饗に載せた土器・「台輪」（本稿「敷輪」）・

小角等には金箔を押し、供饗には金泥で文様を描いたと

いう（小笠原 1979：195）。また島台に乗せられた土器、

つまり将軍等の盃事で用いるカワラケにも金を押したと

いう。

元和度史料⑥を見ると、将軍・御相伴の七五三膳から

「御徒之衆」の膳まで「金」と記され、金が塗られていた。

「御中間衆」の献立には器が不記載である。このことか

ら、池出土土器の殆どは、御供の内でも、比較的下位の

者の盃や食器と推定できる。なお、池からは金がごく少

量付着したカワラケの口縁部破片が出土しているが、断

面形が直線的である（図 1-3）。これは直径 155mm ～ 

170mm に分類されるような比較的大きめのタイプに多

い特徴であり、池出土カワラケの主体のものとは異なる

と考えられる。

また献立に記されない随行者の盃や食器の可能性も考

えられる。一方、金が僅かに付着した土器片は、それ以
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上、つまり元和度献立では御徒之衆以上の階層の盃や献

立となる。この点は、先行研究でも指摘されているよう

に、耳カワラケが含まれないことからも裏付けられる。

なお寛永度は本郷邸での御成のため、辰口邸で行った

元和度より多くの御供や、他の随行者が同行したと想定

でき、提供された盃・献立の数量や階層が元和度と異な

る可能性が考えられる。

3.2.2. 木製品

池からは、先述の墨書木簡の他、大量の木製品が出

土した。特に数量の多かった白木の折敷と箸に注目し

たい。折敷は脚部が伴い、報告書では法量によって分

類され、一辺 1 尺 2 寸から 1 尺前後の「大」が 113 膳

（側板による）・111 膳（脚板による）、一辺 8 寸前後の

「中」が 27 膳（側板による）、一辺が 3 寸半と 4 寸半の

「小」が 35 膳（脚板による）が確認された。筆者が実見

し、遺存状態の比較的良好だった脚部を改めて計測した

ところ、やはり 3 つの法量的まとまりが見出された（図 

4-1・2）。対象資料は乾燥状態のため、使用時より収縮

している可能性が高いが大きいが、 3 つの規格が存在し

たことは確かだろう。

また報告書によると、箸は長さが 14cm 以上で菜箸を

除くもので、1480 本つまり 740 膳分が確認された。

その他の出土資料も実見したが、三方や大きめの膳と

推定されるものは見出せなかった。

○折敷

さて、御成記で足打折敷と記されるのは、元和度の御

数寄屋での将軍の膳と、寛永度の内露地における団扇を

置く道具である。これらと出土した折敷の数量は釣り合

わない。

因みに膳については、植田啓司の論考がある（植田 

1991・1997）。植田によると正式な膳の格は高い順に四方、

三方、足打であり、足のないものは更に格が下がる。ま

た正式な膳は格が高い程に「鏡」（上面）の一辺の長さ

と足の高さが大きくなるという傾向がある。このような

膳の格式と、膳による区別は江戸時代以前の御成記や作

法書にも見て取れる（参考史料③、二木 1999：130 4））。

小笠原によると、元和度に将軍に出された膳は「供饗」

であるが、これは四方に「金銀彩色等の絵のあるもの」

を指すという（小笠原 1979：195）。また御成記で盃事

で使用されたのは三方であった（元和度史料① A-2、寛

永度基準史料 C-2）。一方、先述の『貞丈雑記』巻之七

には「供饗」は眼像（げんしょう：刳り形）の無いもの

であると記される（参考史料①（3））。これは流派によ

る違いだろうか。何れにしても将軍等に御数寄屋以外で

供された膳が三方以上のものであったことは確かだろ

う。

将軍に出された膳が供饗（形態は四方か）、将軍と御

相伴・前田家当主・嫡子の間の盃事で使用された膳が三

方であれば、御供、また前田家次男以下の者達や家臣の

盃事では足打折敷や平折敷が用いられた可能性が考えら

れる。

また先述（2.5.1）の『貞丈雑記』には次のように記さ
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れる（参考史料①（7））。すなわち、小型の折敷で 3 寸

四方を「小角」、 5 寸四方を「中角」、8 寸四方を「大角」

あるいは「八寸」と呼ぶ。

小角は元和度史料⑥における大名・御相伴の七五三膳

に前者は「小角足打金絵有」、「御供之衆」の膳に「こか

く足打金」と記され、両者は絵の有無で差別されてい

た。共に「金」と記される。金付着の折敷は全体の法量

が不明だが、御供之衆以上の階層で用いられた可能性が

考えられる。しかし殆どの折敷「小」は金が付着してい

ないことから、御中間衆以下、あるいは献立が不記載の

随行者に出された可能性も考えられる。そして池出土の

折敷「中」は『貞丈雑記』の「大角」に対応する法量だ

が、出土点数が少なく、献立上に「大角」は見られない

ため、不詳とする。

以上より、池より出土した脚の付いた折敷の想定され

る使用場面は次の通り。すなわち、折敷「大」は御数寄

屋での将軍の膳、内露地での団扇の台、あるいは前田家

二男・三男や家臣等の盃事、または御供の盃事や膳であ

る。折敷「小」は御供の内でも比較的下位の御中間衆あ

るいは献立が不記載の随行者の盃事や膳の可能性が考え

られる。なお金が付着していた折敷は全体の法量が不明

であるが、「御供之衆」のように御供の中でも上位の者

以上が用いた可能性が考えられる。

○箸

次に箸と御成記で記されるのは、元和度の式三献（A- 

2）、七五三膳（A-5）であり、寛永度では火箸・香箸は

記されても食膳の箸は不記載である。小笠原によると、

儀礼膳では太箸を用いたという（小笠原 1979：197）。

しかし、出土した「箸」は太箸には細く、通常の箸とそ

れ程相違ない。御成記や献立に箸台と記されたものは、

耳カワラケに太箸を載せたものだろうが、箸台あるいは

箸さえ記されない人物・膳も見られる。それは御供の膳

（元和度史料⑥）と御数寄屋での料理（寛永度基準史料 F）

である。これは階層や場面によって太箸と通常の箸とで

区別されていた可能性が考えられる。

従って、池出土「箸」の想定される使用場面は、御数

寄屋で将軍・御相伴に出された膳と、御供の膳である。

○小括

以上、土器と木製品について別々に使用場面を想定し

てきたが、カワラケと折敷・箸に共通する人物は、献立

上では御供の中でも比較的下位な存在である御中間衆あ

るいは、献立不記載の随行者である。しかし使用から廃

棄されるまでに、他所や別場面で用いられた道具が一緒

になる可能性もあるため、想定されるモデルの提示に止

めたい。

3.3. 他遺構の出土遺物
池以外から出土した遺物と御成記の記述と類似するも

のが見られる。例えば、本郷構内遺跡の看護職員等師宿

舎 1 号棟地点 SK299（富山藩邸跡）では中国産の建盞、

青磁の硯屏・香炉、朝鮮産の陶器碗等がまとまって出土

した（堀内 2016、東京大学埋蔵文化財調査室 2021）。こ

れらは御成を含めた藩邸内の行事・儀礼における使用を

想定して保管されていたのだろう。藩邸では御成以外に

も年中行事や大名家の人生儀礼等が行われ、この中で盃

事・膳が実施・用意され、また家臣や出入の者へも食事

が振る舞われることもあった（丸山 1999、江後 1999、

湯沢 2018）。この件については今後の課題としたい。

4. 小　結

前田家と幕府側の複数の文献史料を比較することで、

元和・寛永の御成の細部が明らかとなった。また元和度

と寛永度は詳細に記された部分が異なっていたため、両

度の記録を比較することで、文献史料から見た御成の各

場面と全体像の復元を進めることができた。その成果は

表 9 の通りである。

従来から江戸城内等で指摘されていた、対面における

場所・人数・贈答等における差別化が、両度の御成でも

確認できた。すなわち、まず大名家の中で、当主と嫡子、

その他の子息、女子で分かれる。次に家臣は 2 から 3 

段階に区別された。とはいえ彼等は、謁見できない大多

数の人々より格上の存在であった。

御成記の分析の後、管見の限り全国で唯一、御成で使

用されたと目されている出土資料、すなわち池出資料と

の対比を行った。そして池出土の土器・木製品を御成記

と比較し、その使用場面について以下のように考えた。

まず殆どのカワラケは金が付着していなかったが、こ

れは御供の中でも比較的下位の者（元和度「御中間衆」）、

あるいは献立不記載の随行者の盃や献立の可能性を指摘

した。

またカワラケの規格については、表 10 のように推定

した。110mm ～ 120mm は、藤本の推定と異なるが、

これは元和度の献立から使用された道具を算出したため

である。

次に木製品では、折敷「大」・「中」・「小」は、形態と

法量から、足打折敷・大角・小角に相当する。だが、「大

角」は献立に見出せず、折敷の殆どは金が付着していな
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い点から、大きく 3 つの可能性が考えられた。すなわち、

第 1 に折敷「大」は御数寄屋での膳等、第 2 に折敷「大」

は前田家次男以下・家臣等の盃事、第 3 に折敷「大」と「小」

は御供の中でも比較的下位な者あるいは献立不記載の随

行者の盃事や膳である。その数量や組合せから、第 3 の

可能性が高いだろうと推定した。また箸については、太

箸とは捉えにくいため、折敷の第 1 と第 3 における膳で

の使用が想定されたが、同様に第 3 の可能性が高いと考

えた。

カワラケと折敷では、金が付着したものも僅かに見ら

れるが、これらは献立で「金」と記載されるような、よ

り上位の者の盃事や膳での使用が想定された。

以上、池出土遺物の殆どの使用者は将軍・大御所の可

能性は低いという結果となったが、この遺物群が寛永度

の御成で使用され、廃棄された蓋然性は依然として高い

と考える。

今後の課題

御成記を読み解き、遺物と比較することで、先行研究

では特定できなかった遺物の使用場面を、相当絞ること

ができた。今後は元禄御成記の分析を行った上で、本稿

で挙げた課題に取り組みたい。特に池以外の遺構出土遺

物の使用モデルの想定、そして他家との比較である。
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【注】

1） 元和・寛永度共、本多と横山山城の扱いが他の家臣と異なっ

ていたが、この点について『加能郷土辞彙』を基に触れた

い（日置 1983）。下賜・献上を行えた家臣の中で、この 2 

人のみが各「従五位下」安房守と山城守に叙任されていた

ために、格上の扱いとなったと考えられる。また元禄年間

に定められる八家に含まれるのは、次の者である（日置同

前）。すなわち、本多安房政重（本多氏家祖）。長九郎左衛

門連頼（長氏 2 代）。横山山城長知（横山氏 2 代）、大膳

康玄（長知嫡子）、式部長治（長知三子）。前田対馬直正（長

種系 3 代）。奥村河内栄政（奥村宗家 3 代）。奥村因幡易

英（奥村支家家祖）。因みに、今枝民部直恒の家は、後に

人持組筆頭となる。また、これに含まれない人物も見られ

ることから、当該時期の藩内における有力な家臣が謁見し

ていると考えられる。

2） 将軍と御相伴以外で献立が記されるのが「御供」である。

史料⑥では皆「御」が付くことから将軍の直臣であろう。

それ以外にも、献立が不記載の者達、具体的には、より下

位の直臣や、御相伴・御供の家来、すなわち将軍にとって

陪臣も随行した可能性が考えられる。

3） 報告では型成形とされていたが、観察の結果、手づくねと

判断した。

4） 人物と膳の対応は、天文 18 年（1549）周防山口の大内氏

における毛利元就（当時、従五位下右馬頭）への饗応で「あ

しうち（足打）」が用いられた例でも確認できる（北島大

輔 2019：154）。
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御
腰
掛
ニ
テ

暫
シ

御
休
息
、
又
数
寄
屋
ニ

入
御

公
御
花

遊
サ
レ
テ
後
、
御
茶

召
シ
上
ケ
ラ
レ
、
頼
房
卿
ニ

賜
ル
、
利
常
ニ

ト
頼
房
是
ヲ

窺
フ
、
先
ツ
頼
房
賜
ル
ヘ
キ
ノ
由

台
命
ニ

依
テ
頼
房
卿
頂
戴
シ
テ
賜
リ
、
是
ヲ
利
常
ニ

遣
ハ
ス
、
利
常
是
ヲ
賜
テ
和
泉
守
高
虎
、
飛
驒
守
宗
茂
賜
リ
納
メ
、
茶
碗
、
茶
入
台
覧
、

御
相
伴
ノ
面
々
モ
是
ヲ
一
覧
ス
、
後
ノ
御
炭

公
遊
サ
レ
事
畢
テ
後
、
勝
手
エ

成
ラ
セ
ラ
レ
、
二
階
座
敷
ニ

渡
御
、
俊
成
、
定
家
、
西

行
三
筆
ノ
古
今
集

上
覧
ア
リ
、
頼
房
卿
ヲ
召
シ
テ
是
ヲ
見
セ
シ
メ
給
フ
、
暫
ク

御

休
息
有
テ
、
御
長
袴
ヲ

召
シ
カ
ヘ
ラ
レ
、
御
成
リ
書
院
ニ

出
御
、
爰
ニ

於
テ
猿
楽
初

ル

能
組

加
茂

今
春
大
夫

敦
盛

七
大
夫

井
筒

観
世
大
夫

花
月

肥
前
守

大
夫

舟
弁
慶

七
大
夫

谷
行

七
大
夫

御
乞
能項

羽

観
世
大
夫

祝
言

今
春
大
夫

猿
楽
四
番
過
テ
御
膳
《
七
五
三
》
ヲ
献
ス
、
御
相
伴
黄
門
頼
房
卿
、
和
泉
守
高
虎
、
飛

驒
守
宗
茂
、
初
献
、
二
献
、
各
盞
、
三
献
ノ
時
、
御
盃
ヲ
肥
前
守
利
常
頂
戴
ス
時
ニ

、
御

腰
物
《
正
恒
（
基

二
字
国
俊
、
他
異
本
で
は
正
恒
）
》、
御
脇
指
《
池
田
正
宗
（
基

玄
旨
貞
宗
）
》
、

白
銀
二
千
枚
、
御
小
袖
五
十
、
御
袷
五
十
、
八
丈
嶋
二
百
端
ヲ
利
常
ニ

賜
ル
、
其
盃

公
召
シ
上
ケ
ラ
レ
、
光
利
（
高
カ
）
頂
戴
ス
時
ニ

、
御
太
刀
《
一
文
字
》、
御
腰
物
《
二
字
国

俊
》、
白
銀
五
百
枚
、
御
袷
五
十
、
光
利
（
高
カ
）
ニ

賜
ル
、
其
盃

公
ニ

上
リ
、
御
盃
カ
ハ
リ
新
盃
ニ
テ

召
シ
上
ケ
ラ
レ
、
千
勝
ニ

下
サ
ル
時
ニ

、
御
腰
物
ヲ
千
勝

ニ

賜
ル
、
本
多
安
房
守
、
横
山
山
城
守
、
袷
十
宛
ヲ
献
シ
テ
拝
謁
ス
、
白
銀
（
基

弐
）
百

枚
、
御
小
袖
十
、
御
袷
十
（
呉
服
五
）
宛
ヲ
本
多
、
横
山
二
人
ニ

賜
ル
、
御
次
ノ
間
御
縁

カ
ハ
ニ

於
テ
是
ヲ
頂
戴
ス
、
其
余
利
常
カ
家
臣
等
十
二
人
、
袷
五
宛
ヲ
献
シ
テ
拝
謁
ス
、

各
白
銀
、
御
袷
ヲ
賜
ル
差
ア
リ
、
事
畢
テ
広
間
ニ

出
御
時
ニ

太
刀
《
行
平
》、
脇
指
《
戸

川
志
津
》
、
黄
金
二
百
枚
、
袷
百
、
綿
千
把
、
利
常
是
ヲ
献
ス
、
太
刀
《
守
家
》、
刀
《
長

光
》、
脇
指
《
景
光
》、
白
銀
五
（
基

三
）
百
枚
、
小
袖
（
基

御
服
、
ハ
ニ
ホ

小
袖
）
五
十
、

光
利
是
ヲ
献
ス
、
猿
楽
畢
テ
後

公
還
御
、
利
常
、
光
利
父
子
今
日
ノ

御
成
リ
忝
ナ
キ
ノ
由
、
御
礼
ト
シ
テ

両
御
殿
ニ

登

城
ス
、
御
相
伴
ノ
面
々
モ
御
礼
ト
シ
テ
登

営
ス

『
大
猷
院
殿
御
実
紀
』
巻
一
三
、
寛
永
六
年
四
月
廿
六
日
・
廿
九
日
条
（
国
史
大
系
徳
川

実
紀
）

○
廿
六
日
加
賀
中
納
言
利
常
卿
が
上
野
の
別
野
に
な
ら
せ
給
ふ
。
利
常
卿
に
二
字
国
俊
の

御
太
刀
。
秋
田
正
宗
の
御
脇
差
。
銀
三
千
枚
。
時
服
三
百
。
夜
着
二
十
。
羅
紗
三
十
間
。

長
子
筑
前
守
光
高
に
真
長
の
御
太
刀
。
貞
宗
の
御
脇
差
。
銀
千
枚
。
時
服
百
。
千
勝
利
次

に
守
家
の
御
刀
。
銀
三
百
枚
。
時
服
五
十
。
宮
松
利
治
に
長
光
の
御
刀
。
銀
三
百
枚
。
時

服
五
十
。
万
姫
。
富
姫
に
銀
百
枚
、
紅
糸
廿
斤
づ
ゝ
。
黄
門
の
母
に
銀
三
百
枚
。
巻
物
三

十
。
紅
糸
五
十
斤
。
森
右
近
大
夫
忠
広
妻
に
銀
二
百
枚
。
巻
物
二
十
給
ひ
。
家
司
本
多
安

房
守
。
横
山
山
城
守
に
銀
三
百
枚
。
時
服
二
十
づ
ゝ
。
前
田
対
馬
守
。
長
九
郎
左
衛
門
。

奥
村
因
幡
守
。
横
山
大
膳
。
小
幡
宮
内
に
銀
百
枚
。
時
服
十
づ
ゝ
。
富
田
下
総
。
神
谷
丹

波
。
今
枝
民
部
。
津
田
勘
兵
衛
。
生
駒
内
膳
。
脇
田
帯
刀
に
銀
五
十
枚
。
時
服
五
づ
ゝ
下

さ
る
。
黄
門
よ
り
友
成
の
太
刀
。
大
原
真
守
の
刀
。
無
銘
正
宗
の
脇
差
。
黒
毛
鞍
馬
一
疋
。

十
枚
作
の
黄
金
卅
枚
（
常
の
金
十
枚
も
て
一
枚
に
作
る
。
之
を
十
枚
作
と
い
ふ
）
。
小
袖
百
。
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紀　要　編

( 49 )

（
基

御
太
刀
一
腰
）
袷
五
、
神
谷
丹
波
（
基

守
）
是
ヲ
献
ス

（
基

御
太
刀
一
腰
）
袷
五
、
今
枝
民
部
是
ヲ
献
ス

（
基

御
太
刀
一
腰
）
袷
五
、
生
駒
内
膳
是
ヲ
献
ス

（
基

御
太
刀
一
腰
）
袷
五
、
津
田
勘
兵
衛
是
ヲ
献
ス

（
基

御
太
刀
一
腰
）
袷
五
、
脇
田
帯
刀
是
ヲ
献
ス

事
畢
テ
広
間
ニ

出
御
（
基

右
御
広
間
ニ
テ
御
進
物
上
り
）
、
猿
楽

上
覧
ア
リ
、
能
三
番
過

テ

御
休
息
ノ
間
エ

入
御
時
ニ

舞
台
ニ

鳥
目
五
百
貫
ヲ
積
ミ
、
大
夫
ニ

小
袖
《
唐
織
》、

其
外
ノ
役
者
ニ

小
袖
ヲ
与
ル

数
寄
屋
ノ
道
具

一
、
掛
物

密
庵

一
、
釜

腰
霰

一
、
水
指

伊
賀
焼

一
、
茶
入

小
野
村
肩
衝
（
基

木
村
御
茶
入
）

一
、
茶
碗

（
基

か
う
ら
い
）
割
高
台

一
、
茶
酌
（
基

杓
）

利
休

一
、
香
合

堆
朱
布
袋

一
、
花
入
《
御
花
菊
》

柑
子
口
胡
銅

（
基

御
鎖
之
間
）
書
院

一
、
古
今

三
筆
《
俊
成
、
定
家
、
西
行
》

一
、
硯

丸
石

一
、
筆
架

ア
マ
ノ
チ
ヤ
ク
（
基

か
ね
の
物
、
筆
軸
く
る
〳
〵
）

一
、
釜

ム
キ
蜜
柑

袋
棚

一
、
水
指

カ
ネ
ノ
物

一
、
茶
入

小
茄
子
《
太
閤
秀
吉
ヨ
リ
賜
ル
》（
基

富
士
な
す
ひ
か
ん
た
う

の
袋
）

一
、
天
目

黄

一
、
台

朱

一
、
茶
酌
（
基

杓
）

織
部
作

一
、
蓋
置

カ
ネ
ノ
物

銅
壷
ノ
間

一
、
釜

霰

一
、
水
指

信
楽
（
基

伊
賀
焼
ぬ
り
ふ
た
の
水
指
）

一
、
茶
入

中
次

一
、
茶
碗

三
嶋

大
広
間
（
基

御
広
間
）

一
、
三
幅
一
対

一
、
花
瓶
《
花
ハ
池
坊
立
ル
》

白
書
院
（
基

黒
御
書
院
御
飾
）

一
、
掛
物

洞
庭
秋
月
（
基

月
ノ
絵
ノ
御
掛
物
）

一
、
香
炉

青
磁
（
基

唐
）
獅
子

左
小
棚

一
、
茶
入

小
鶴
首
《
盆
ニ
置
、
袋
ナ
シ
、
上
ノ
棚
ニ
居
》

一
、
骨
吐

カ
ネ
ノ
物
一
対
《
下
ノ
棚
ニ
居
》

此
外
棚
ノ
飾
物
色
々
ノ
道
具
是
ア
リ

書
院
（
※
黒
御
書
院
の
書
院
床
カ
）

一
、
古
今

家
長
筆

一
、
砂
ノ
物

一
、
硯

石

一
、
筆
架

カ
ネ
ノ
物

同
二
十
九
日

公
松
平
肥
前
守
利
常
カ
別
野
ニ

渡
御
ア
リ
、
御
相
伴
水
戸
黄
門
頼
房
卿
、
藤
堂
和
泉
守
高

（
台
頭
）虎

、
立
花
飛
驒
守
宗
茂
、
今
日
ノ
御
相
伴
タ
ル
ヘ
キ
ノ
由
、
昨
日

仰
出
サ
ル
ヽ
ニ

依
テ
、

今
朝
黎
明
ニ

利
常
カ
別
野
ニ

予
参
、
外
露
地
ニ

於
テ

御
成
リ
ヲ
相
待
ツ
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　前田邸御成記の分析

( 48 )

寛
永
六
年
御
成

幕
府
側
史
料

（
細
か
い
表
現
の
違
い
は
取
り
上
げ
な
い
）

『
東
武
実
録
』
寛
永
六
年
四
月
二
十
三
・
二
十
六
・
二
十
九
日
条
（
国
立
公
文
書
館
）

同
二
十
三
日

松
平
筑
前
守
利
常

台
命
ニ

依
テ
名
ヲ
肥
前
守
ニ

改
ム
時
ニ

（
平
出
）

公
ヨ
リ
御
脇
指
則
国

（
台
頭
）

将
軍
家
ヨ
リ
御
脇
指
《
東
（
来
カ
）
国
次
》
ヲ
肥
前
守
ニ

賜
ル
、
肥
前
守
献
ス
ル
ニ

公
ニ

御
脇
指
《
貞
宗
》、
白
銀
三
百
枚

将
軍
家
エ
御
脇
指
《
吉
光
》、
白
銀
三
百
枚
ヲ
以
テ
ス

是
日

利
常
カ
男

将
軍
家
ヨ
リ

御
諱
ノ
字
ヲ
賜
テ
光
利
ト
号
ス
《
後
光
高
ニ

改
ム
》、
少
将
ニ

任
シ
従
四
位
下

ニ

叙
シ
《
元
無
官
》
筑
前
守
ト
号
ス
《
光
利
ハ

公
ノ
御
外
孫
也
》
時
ニ

公
ヨ
リ
御
脇
指
《
五
月
雨
郷
》

将
軍
家
ヨ
リ
御
脇
指
《
正
宗
》
ヲ
光
利
ニ

賜
ル
、
光
利
献
ス
ル
ニ

公
エ
太
刀
《
吉
次
》、
白
銀
五
（
基

三
）
百
枚

将
軍
家
エ
太
刀
《
信
国
》、
白
銀
千
枚
ヲ
以
テ
ス

（
二
十
五
日
条
略
）

同
二
十
六
日

将
軍
家
松
平
肥
前
守
利
常
カ
別
野
《
上
野
ニ
在
リ
》ニ

渡
御
ア
リ
、
御
太
刀
《
二
字
国
俊
》、

御
脇
指
《
秋
田
正
宗
》、
白
銀
三
千
枚
、
御
袷
二
百
、
御
小
袖
百
、
御
夜
ノ
物
二
十
、
羅

紗
三
十
間
、
利
常
ニ

賜
ル
、
御
太
刀
《
真
長
》
、
御
脇
指
《
貞
宗
》、
白
銀
千
（
基

五
百
）

枚
、
御
袷
百
、
筑
前
守
光
利
ニ

賜
ル
、

御
腰
物
《
守
家
》、
白
銀
三
百
枚
、
御
袷
五
十
、
千
勝
ニ

賜
ル

御
腰
物
《
長
光
》、
白
銀
三
百
枚
、
御
袷
五
十
、
宮
松
ニ

賜
ル

白
銀
百
枚
、
紅
糸
二
十
（
基

卅
）
斤
、
於
万
ノ
御
方
ニ

賜
ル

白
銀
百
枚
、
紅
糸
二
十
（
基

卅
）
斤
、
於
富
ノ
御
方
ニ

賜
ル

白
銀
三
（
基

弐
）
百
枚
、
巻
物
三
（
基

弐
）
十
巻
、
紅
糸
五
（
基

弐
）
十
斤
、
肥
前
守
老

母
ニ

賜
ル

白
銀
二
百
枚
、
巻
物
二
十
巻
、
前
田
右
近
大
夫
室
ニ

賜
ル

白
銀
三
百
枚
、
御
袷
二
十
、
本
多
安
房
守
ニ

賜
ル

白
銀
三
百
枚
、
御
袷
二
十
、
横
山
山
城
守
ニ

賜
ル

白
銀
百
枚
、
御
袷
十
、
前
田
対
馬
守
ニ

賜
ル

白
銀
百
枚
、
御
袷
十
、
長
九
郎
左
衛
門
ニ

賜
ル

白
銀
百
枚
、
御
袷
十
、
奥
村
河
内
守
ニ

賜
ル

白
銀
百
枚
、
御
袷
十
、
奥
村
因
幡
守
ニ

賜
ル

白
銀
百
枚
、
御
袷
十
、
横
山
大
膳
ニ

賜
ル

白
銀
百
枚
、
御
袷
十
、
小
幡
宮
内
ニ

賜
ル

白
銀
五
十
枚
、
御
袷
五
、
富
田
下
総
ニ

賜
ル

白
銀
五
十
枚
、
御
袷
五
、
神
谷
丹
波
ニ

賜
ル

白
銀
五
十
枚
、
御
袷
五
、
今
枝
民
部
ニ

賜
ル

白
銀
五
十
枚
、
御
袷
五
、
津
田
勘
兵
衛
ニ

賜
ル

白
銀
五
十
枚
、
御
袷
五
、
生
駒
内
膳
ニ

賜
ル

白
銀
五
十
枚
、
御
袷
五
、
脇
田
帯
刀
ニ

賜
ル

太
刀
《
友
成
》
、
刀
《
大
原
真
守
》
、
脇
指
《
長
銘
正
宗
》
、
馬
一
疋
《
黒
毛
鞍
置
》、
黄

金
三
十
枚
《
十
枚
（
基

百
両
）
作
り
》
、
小
袖
百
、
袷
百
、
加
賀
染
五
百
（
基

十
）
端
、

綿
二
千
把
、
猩
々
皮
三
十
間
、
肥
前
守
利
常
是
ヲ
献
ス

太
刀
《
恒
守
》、
白
銀
二
百
枚
、
小
袖
五
十
、
千
勝
是
ヲ
献
ス

太
刀
《
末
守
》、
白
銀
二
百
枚
、
小
袖
五
十
、
宮
松
是
ヲ
献
ス

小
袖
三
、
於
万
ノ
御
方
是
ヲ
献
ス

小
袖
三
、
於
富
ノ
御
方
是
ヲ
献
ス

黄
金
二
十
枚
、
小
袖
十
、
肥
前
守
老
母
是
ヲ
献
ス

小
袖
三
、
前
田
右
近
大
夫
室
是
ヲ
献
ス

（
基

御
太
刀
一
腰
）
袷
二
十
、
本
多
安
房
守
是
ヲ
献
ス

（
基

御
太
刀
一
腰
）
袷
二
十
、
横
山
山
城
守
是
ヲ
献
ス

（
基

御
太
刀
一
腰
）
袷
十
、
長
九
郎
左
衛
門
是
ヲ
献
ス

（
基

御
太
刀
一
腰
）
袷
十
、
奥
村
河
内
守
是
ヲ
献
ス

（
基

御
太
刀
一
腰
）
袷
十
、
横
山
大
膳
是
ヲ
献
ス

（
基

御
太
刀
一
腰
）
袷
十
、
小
幡
宮
内
是
ヲ
献
ス
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紀　要　編

( 47 )

権
兵
衛

鵜
、
高
安

《
大
鼓

助
三
、
小
鼓

五
郎
左
衛
門
》《
太
鼓

彦
九
郎
、
笛

長

蔵
》

七
太
夫

自
然
居
士
、
山
科
《
大
鼓

源
右
衛
門
、
小
鼓

小
左
衛
門
》
笛

庄
兵
衛

七
太
夫

是
界
、
山
科

《
大
鼓

少
九
郎
、
小
鼓

清
次
郎
》《
太
鼓

宗
右
衛
門
、
笛

市

右
衛
門
》

七
太
夫

態
坂
、
御
好
、
山
科

観
世祝

言
、
弥
二
郎

《
大
鼓

少
九
郎
、
小
鼓

清
次
郎
》《
太
鼓

左
吉
、
笛

市
右
衛

門
》

注

ホ

16
同
日
御
能

今
春加

茂
、
彦
次
郎

《
大
鼓

源
右
衛
門
、
小
鼓

小
左
衛
門
》《
太
鼓

惣
右
衛
門
、
笛

少
兵
衛
》

七
太
夫

あ
つ
も
り
、
高
安

《
大
鼓

彦
次
郎
、
小
鼓

清
次
郎
》
笛

清
左
衛
門

観
世井

筒
、
山
科

《
大
鼓

源
右
衛
門
、
小
鼓

小
左
衛
門
》
笛

市
右
衛
門

権
兵
衛

花
月
、
権
右
衛
門

《
大
鼓

九
郎
兵
衛
、
小
鼓

六
蔵
》
笛

少
兵
衛

七
太
夫

舟
弁
慶
、
権
右
衛
門
《
大
鼓

九
郎
兵
衛
、
小
鼓

小
左
衛
門
》《
太
鼓

勘
助
、
笛

三

市
郎
》

今
春祝

言
、
彦
二
郎

《
大
鼓

助
三
、
小
鼓

五
郎
左
衛
門
》《
太
鼓

彦
九
郎
、
笛

長

蔵
》（
※
基
準
史
料
に
あ
る
項
羽
と
養
老
は
無
し
。
祝
言
は
ニ
と
同
じ
、
ロ
と
近
似
）

注

ホ

17
権
兵
衛

竹
生
嶋
、
山
科

《
大
鼓

九
郎
兵
衛
、
小
鼓

六
蔵
》《
太
鼓

八
左
衛
門
、
笛

宗

十
郎
》

少
五
郎

田
村
、
権
右
衛
門

《
大
鼓

少
二
郎
、
小
鼓

清
二
郎
》
笛

市
右
衛
門

七
太
夫

東
北
、
小
隼
人

《
大
鼓

九
郎
兵
衛
、
小
鼓

小
左
衛
門
》
笛

少
兵
衛

七
郎道

成
寺
、
彦
次
郎

《
大
鼓

源
右
衛
門
、
小
鼓

小
左
衛
門
》《
太
鼓

左
吉
、
笛

市

右
衛
門
》

少
五
郎

藤
永
、
彦
二
郎

《
大
鼓

仁
兵
衛
、
小
鼓

少
左
衛
門
》《
太
鼓

八
左
衛
門
、
笛

清
左
衛
門
》

権
兵
衛

海
士
、
山
科

《
大
鼓

源
右
衛
門
、
小
鼓

小
左
衛
門
》《
太

新
助
、
笛

宗
十

郎
》

七
郎善

知
鳥
、
市
三
郎

《
大
鼓

助
三
、
小
鼓

五
郎
左
衛
門
》《
太
鼓

少
兵
衛
、
笛

長

蔵
》

七
太
夫

山
姥
、
彦
二
郎

《
大
鼓

小
九
郎
、
小

清
二
郎
》
笛

彦
九
郎

権
兵
衛

祝
言
、
山
科

《
大
鼓

六
兵
衛
、
小
鼓

九
兵
衛
》
笛

七
左
衛
門
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　前田邸御成記の分析

( 46 )

一
、
御
し
と
ね
、
む
ら
さ
き
金
ら
ん

一
、
御
刀
か
け
し
た
ん
、
せ
い
し

注

二
（
※
ニ

御
風
呂
屋
と
御
上
り
屋
の
区
別
無
し
。
御
風
呂
屋
の
二
点
の
記
述
無
し
）

13

御
ふ
ろ
や
か
さ
り

（
風
呂
屋
）

た
な
ニ

┌
一
、
御
く
し
箱
な
し
地
御
も
ん
金
か
ね
か
い

｜

但
中
ニ

小
道
具
有

｜
同

｜
一
、
つ
い
し
ゆ
の
（
基

香
）
ほ
ん
、
ほ
り
物
ふ
や
う

｜
一
、
か
う
ろ
、
に
し
き
て
（
基

染
付
）
う
は
く
ち

└
一
、
か
う
は
し
、
金
し
や
く
ど
う
（
基

銅
）
そ
き
つ
き
、
ゑ
し
た
ん

た
な
ニ

┌
一
、（
基

唐
）
あ
を
か
い
の
ま
る
盆
、
ふ
ち
ち
う
し
や
く
（
基

し
ん
ち
う
）

｜
一
、
重
箱
九
重
く
ろ
ぬ
り
、
ふ
た
ニ

柳
つ
は
め
ま
き
へ

└
一
、
染
付
ノ
た
き
か
ら
入

（

焚

殻

）

御
座
た
ゝ
ミ
の
う
へ
に

一
、
御
し
と
ね

面
こ
ん
地
ノ
金
ら
ん
、
も
ん
桜
の
花
大
小
こ
う
こ
う
（
衍
）
は
い
へ
り
白

地
の
金
ら
ん

同

（
基

御
座
畳
二
帖
脇
ニ
）

一
、
御
こ
し
の
物
か
け
、
し
た
ん
（
基

か
ら
木
）

と
こ
に

一
、
御
て
ぬ
く
い
か
け
、
な
し
地
御
も
ん
ま
き
へ
、
も
め
ん
染
御
て
ぬ
く
い
弐
つ
ぬ
の

同一
、
た
か
や
さ
ん
の
い
か
う
、
御
ゆ
か
た
三
つ
、
内
し
ろ
き
一

た
な
わ
き
ニ

一
、
し
た
ん
の
い
か
う
、
す
か
し
物
有

御
ふ
ろ
ふ
と
ん
、
地
白
も
め
ん
き
糸
ノ

め
い
有
、
う
ら
と
ん
す
、
御
下
お
ひ
三
筋
、

あ
か
き
、
む
ら
さ
き

注

二

14
御
せ
ん
ち
ん
た
な
ニ

一
、
御
か
う
ろ
、
せ
い
し

一
、
か
う
は
し
銀
、
ゑ
し
た
ん

一
、
御
う
わ
さ
う
り
、
す
し
の
ひ
ろ
う
と
、
う
ら
と
ん
す

一
、
御
い
り
ゆ
お
け
、
な
し
地
御
も
ん
ま
き
へ
（
※
基

御
風
呂
屋
に
記
載
）

一
、（
基

御
）
た
ら
い
、
な
し
地
御
も
ん
ま
き
へ(

基

弐)

一
、
て
お
け
同
、
弐
つ

一
、
御
き
や
う
す
い
お
け
、
同

一
、
す
い
の
ふ
、
な
し
地
、
一
つ
、
く
ろ
ぬ
り

一
つ

一
、
か
い
け
、
同

一
つ
（
基

弐
）

一
、
水
舟
く
ろ
ぬ
り
御
も
ん
ま
き
へ
（
基

弐
）

一
、
御
し
き
い
た
、
な
し
地
ま
き
へ

〆

注

ホ

15

同
日
御
能

翁
観
世高

砂
、
山
科

《
大
鼓

少
九
郎
、
小
鼓

清
次
郎
》《
太
鼓

左
吉
、
笛

市
右
衛

門
》

今
春兼

平
、
春
藤

《
大
鼓

九
郎
兵
衛
、
六
蔵
》
笛

清
左
衛
門

七
太
夫

湯
谷
、
権
右
衛
門
《
大
鼓

源
右
衛
門
、
小
鼓

小
左
衛
門
》
笛

少
兵
衛
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紀　要　編

( 45 )

一
、
書
物

新
続
古

金
（
今
カ
）

た
な
ニ

（
基

左
ノ
次
ノ
た
な
））

一
、
せ
い
し
や
う
な
こ
ん
ま
く
ら
ざ
う
し

（
基

（
な
ん
と
わ
き
）
下
た
な
に
）

一
、
硯
箱

な
し
地
ま
き
へ

杉
原
た
ん
ざ
く
【
■
■
】〔
か
ミ
〕
九
枚

（

短

冊

）

（

紙

）

（
※
基

次
之
間
）

一
、
た
い
す
、
黒
ぬ
り
金
の
か
な
こ

（

金

子

）

一
、
か
ま
、
金
あ
ら
れ
、
か
ら
ま
つ

（

唐

松

）

一
、
ふ
ろ
、
銀
も
ん
有

一
、
水
こ
お
ほ
し
、
銀

一
、
水
さ
し
、
金

一
、
ふ
た
置
、
銀
も
ん

一
、
く
わ
ん
、
金

一
、
ひ
し
や
く
、
も
ん
銀

一
、
き
し
の
茶
わ
ん
ノ
台

（
木
地
）

（
基

左
之
棚
ニ
）

一
、
け
ん
さ
ん
の
茶
わ
ん

注

二

12

ひ
ろ
ま

一
、
さ
ん
ふ
く
一
つ
い
、
り
ゆ
う
、
か
ま
て
つ
か
い
、
と
ら

一
、
り
や
う
の
ま
へ
ニ

し
よ
く
ニ

う
す
は
た
、
松
の
し
ん
鶴
ノ
ら
う
そ
く
た
て

一
、
か
ま
て
つ
か
い
の
ま
へ
ニ

ほ
り
し
よ
く
ニ

き
や
う
じ
、
金
ら
ん
松
の
し
ん
、
う
ち
そ
う

（

折

卓

）

の
か
う
ろ
、
か
ね
の
は
こ
五
つ
か
さ
り

一
、
と
ら
の
ま
へ
ニ

し
よ
く
ニ

う
す
は
た
竹
の
し
ん

た
な
ニ

（
基

む
か
へ
ハ
左
ノ
方
棚
ノ
中
棚
ニ
）

中
ノ
た
な
ニ

一
、
ま
わ
り
か
う
ろ
、
墨
共
ニ

左
ノ
た
な
ニ

一
、
き
く
す
い
の
ま
き
へ
、
ぢ
ん
箱

（

沈

）

右
の
た
な
ニ

一
、
つ
い
し
ゆ
の
ち
き
ろ
う

（

食

籠

）

同
ほ
ん

（

盆

）

た
な
の
下
ニ

一
、
し
よ
く
ニ

す
な
の
物
し
ん
こ
け
む
し
の
木

書
院
左
ノ
は
し
ら
に

一
、
し
も
く
か
け
て
二
つ
く
き

（

撞

木

）

（

釘

）

右
の
は
し
ら
に

一
、
ほ
つ
す
か
け
て

（

払

子

）

一
、
く
わ
ん
し
や
う
つ
く
て

中
ニ

一
、
け
ん
び
や
う
の
前
ニ

さ
い
の
水
入
、
か
ね
の
も
の
ま
へ
ニ

か
わ
ら
硯

一
、
け
ん
び
や
う
の
左
ニ

筆
す
ゝ
き
、
か
う
ら
い

一
、
筆
す
ゝ
き
の
左
ニ

あ
ま
り
や
う
ノ

ひ
つ
か
、
か
ね
の
物
、
ま
る
す
ミ

（

天

竜

）

（

筆

架

）

（

丸

墨

）

一
、
筆
さ
ん
こ
し
ゆ
の
【
つ
く
】〔
ぢ
く
〕、
す
ミ
と
め
か
ね
の
物
ノ
た
ち
花

（

墨

留

）

一
、
ひ
つ
か
の
左
ニ

ぢ
く
の
物
、
盆
つ
い
し
ゆ

一
、
け
ん
ひ
や
う
の
右
ニ

け
さ
ん

一
、
け
さ
ん
の
右
ニ

つ
い
し
ゆ
ノ

い
ん
ろ
う
、
同
盆

一
、
い
ん
ろ
う
の
右
ニ

せ
ん
さ
ん
び
ん
、
く
ち
け
ん
ひ
や
う
の
か
た
へ
、
花
せ
き
ち
く

（

仙

盞

瓶

？

）

上
た
ん
ニ

一
、
御
座
た
ゝ
ミ

一
、
御
し
と
ね
、
も
よ
き
の
金
ら
ん

一
、
御
刀
か
け
、
ま
き
へ

下
段一

、
御
座
た
ゝ
ミ
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　前田邸御成記の分析

( 44 )

一
、
新
こ

こ

ん

四
さ
つ
弐
箱

（
古
今
和
歌
集
）

但
ひ
や
う
し
も
へ
き
の
金
ら
ん

（

萌

黄

）

一
、
や
く
も
の
ほ
ん
し
よ

六
さ
つ
一
箱

（

八

雲

御

抄

）

一
、
御
し
と
ね

一
つ

但
金
ら
ん
と
ん
す
ニ
て

（

襴

緞

子

）

一
、
御
こ
し
の
物
か
け

一
つ
、
但
な
し
地
御
も
ん
、
金
か
な
か
い
ま
き
へ

（

梨

）

一
、
御
手
ぬ
く
い
か
け

同

一
、
御
ち
や
う
す
つ
き

同

（

手

水

）

た
ち
い
ま
き
へ

一
、
く
じ
や
く
か
ね
の
こ
う
ろ
、
一
つ

（

孔

雀

）

一
、
硯
箱

同
、
な
し
地
ま
き
へ

一
、
い
か
う

二
つ
、
な
し
地
ま
き
へ

（

衣

桁

）

一
、
古
き
屏
風

一
羽
、
但
す
み
よ
し
法
眼
の
筆

一
、
古
【
■
】〔
屏
〕
風
か
た
〳
〵

一
、
た
い
す

一
か
さ
り
、
な
し
地
御
も
ん
、
金
か
い
ま
き
へ

（

台

子

）

一
、
染
付
【
ま
ん
】〔
三
〕
ぞ
く
の
か
う
ろ
、
一
つ

注

ニ

11

大
書
院
の
か
さ
り
（
基

黒
御
書
院
御
飾
）

一
、
か
け
物
、
月
の

へ

ぎ
よ
つ
か
ん

（
絵
）

（

玉

礀

）

二
か
い
た
な
ニ

┌
一
、
し
ゝ
の
か
う
ろ
、
せ
い
じ

｜
中
の
た
な
ニ

｜
一
、
つ
い
し
ゆ
の
香
箱

｜
同

└
一
、
し
ん
ち
う
の
こ
う
は
し

書
院
と
こ
に

一
、
す
な
の
物
、
は
ち
か
ら
か
ね

十
三
せ
き

┌
一
、
け
ん
び
や
う

｜
一
、
か
わ
ら
硯

｜
一
、
水
入
せ
い
じ
、
人
か
た
た
い
こ

（

青

磁

）

（
形
カ
）
（

太

鼓

）

｜
一
、
く
る
ま
ニ

こ
し
の
ひ
つ
ち
但
か
ら
か
ね

（

車

）

（

輿

）

（

唐

金

）

｜
一
、
筆
じ
く
ざ
う
け

｜
一
、
筆
す
ゝ
き
か
ら
か
ね

└
一
、
新
こ
き
ん
、
上
下
て
い
か
、
ま
き
ほ
ん

袋
た
な
ニ

（
基

次
ノ
床
、
な
ん
と
ワ
キ
た
な
）

┌
一
、
い
ん
す
の
立
花
、
但
黒
く
る
〳
〵
の
盆
ニ

の
る
、
立
花
五
つ
枝
花
不
レ

有
、
色
〳
〵
た
き

（

焚

）

｜
物
入

｜
一
、
桶
か
う
ろ
、
せ
い
し

（

香

炉

）

｜
（
基

（
あ
け
ま
き
）
中
棚
ニ
）

｜
一
、
つ
い
し
ゆ
の
か
う
箱

｜
一
、
か
う
は
し
、
銀
か
ね
の
物
ニ

し
ろ
は
い
お
し

（

白

灰

カ

）

｜
（
基

上
ノ
棚
カ
）

└
一
、
つ
い
し
ゆ
の
盆

た
な
し
た
に

一
、
せ
き
し
や
う
は
ち
、
か
ね
の
物

（

石

菖

鉢

）

上
の
た
な
に

一
、
つ
い
し
ゆ
の
食
籠
く
る
〳
〵
の
盆
ニ

の
る

（
基

左
ノ
次
ノ
た
な
ニ
）

一
、
あ
を
か
い
の
茶
わ
ん
台
、
茶
わ
ん
け
ん
ざ
ん

袋
た
な
ニ

（
基

右
下
次
ノ
下
棚
）

一
、
書
物
、
四
書
大
全

（
基

下
ノ
棚
）

一
、
巻
物
【
一
つ
】

袋
た
な
ニ

（
基

書
院
床
）



142

紀　要　編

( 43 )

一
、
御
茶
入
、
ふ
ち
な
す
ひ
、
但
か
ん
と
う
の
袋

て
ん
も
く
の
だ
い
、
茶
し
や
く
、
お
り
へ

茶
せ
ん
、
茶
き
ん

中
た
な
ニ

一
、
ひ
さ
く

下
ニ一

、
か
ね
の
物
、
つ
は
水
さ
し
、
と
も
ふ
た
、
も
ゝ
枝
折
の
ふ
た
置
、
か
ね
の
物

一
、
し
ざ
い

（

自

在

）

一
、
か
ま
、
む
き
ミ
つ
か
ん
、
但
の
か
つ
き
つ
る
、
く
わ
ん
し
ん
ち
う

（

鐶

真

鍮

）

一
、
か
ね
ゑ
ふ
こ
の
水
さ
し

一
、
さ
い
ろ
う
ニ

す
ミ
く
ミ
て
、
し
ん
ち
う
の
ひ
は
し
、
か
つ
て
の
た
な
ニ

つ
い
し
ゆ
の
香

箱

く
さ
り
の
次
ノ

か
さ
り

と
こ
に

一
、
や
う
そ
の
か
け
物
《
但
か
ら
き
、
り
き
う
の
し
よ
く
、
か
ね
の
物
、
か
め
の
香
ろ
う
》

書
院一

、
す
な
の
物

端
ノ
た
な
う
へ
の
た
ん
に

一
、
つ
い
し
ゆ
の
硯
箱

一
、
同
間
の
左
ノ
方
ニ

文
し
た
な

一
、
地
く
れ
な
い
盆
ニ

香
箱
り
う
き
う
物
、
四
方
ま
わ
り
の
盆
、
あ
し
の
香
ろ
う
、
か
う
は

し
盆
ニ

の
る

一
、
し
ゆ
し
に

《
二
さ
つ
、
じ
つ
て
い
》

一
、
同
間
の
と
こ
に
、
き
じ
水
し
た
な

一
、
旅
硯
箱
《
り
う
き
う
物
、
し
ん
ほ
ち
大
こ
の
ひ
つ
か
》

左
ニ一

、
か
ら
の
お
し
へ
小
屏
風

注

ニ

10

こ
書
院
か
さ
り

一
、
か
も
の
か
う
ろ

一
つ

一
、
か
う
だ
い
、
但
ほ
り
物

同

（

香

台

）

（

彫

）

一
、
硯
箱

同

但
な
し
地
ニ

銀
と

さ
ん
こ
じ
ゅ
□
□
菊
立
花
有

一
、
て
か
ゝ
み

二
つ
、
一
つ
ハ
た
ん
さ
く
、
一
つ
ハ
き
れ

（

短

冊

）

（

切

）

一
、
染
付
か
う
ろ

一
つ

一
、
ひ
し
の
盆

同

但
（
堆
脱
カ
）
し
ゆ
の
ほ
り
物

一
、
つ
い
し
ゆ
の
か
う
ろ
、
一
つ

一
、
し
ゆ
の
ほ
り
物
、
菊
の
盆
、
同

一
、
染
付
く
ち
へ
に
の
か
う
ろ
、
同

（

口

紅

）

一
、
つ
い
し
ゆ
の
か
う
ろ

同

一
、
か
う
は
し

壱
羽

一
、
こ
き
ん

一
さ
つ
一
箱

（

冊

）

但
ひ
や
う
し
梅
に
う
く
ひ
す
の
に
し
き
、
な
し
地
ま
き
へ
箱
ニ

入

（

表

紙

）

（

鶯

）

（

錦

）

（

梨

）

（

蒔

絵

）

一
、
ご
せ

ん

三
さ
つ
一
箱

（
後
撰
和
歌
集
）

一
、
し

う

い

二
さ
つ
一
箱

（
拾
遺
和
歌
集
）

但
ひ
や
う
し
こ
ん
地
梅
に
鳥
の
に
し
き

（

紺

）

一
、
ご
し
う
い

一
さ
つ
一
箱

（
後
拾
遺
和
歌
集
）

但
ひ
や
う
し
こ
ん
ち
鶴
人
か
た

（
形
カ
）

一
、【
■
】〔
し
〕
く
わ
ゝ

一
さ
つ
一
箱

（

詞

花

和

歌

集

）

但
ひ
や
う
し
こ
ん
ち
き
ん
ら
ん
梅
ほ
た
ん
か
ら
草

（

紺

地

金

襴

）

（

牡

丹

）

一
、
せ
ん
ざ
い

一
さ
つ
一
箱

（
千
載
和
歌
集
）

但
ひ
や
う
し
あ
さ
【
き
】〔
ぎ
〕
の
し
や
し
た
金
か
ミ

（

浅

黄

）

（

紙

）

一
、
き
ん
【
や
う
】
よ
う

一
さ
つ
一
箱

（

金

葉

和

歌

集

）

但
ひ
や
う
し
あ
さ
き
の
金
ら
ん

（

襴

）
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　前田邸御成記の分析

( 42 )

今
枝
民
部

生
駒
内
膳

一
、
銀
子

三
十
牧

脇
田
帯
刀

御
袷

三

〆

注
８

ニ

相
国
様
よ
り
御
拝
領

銀
、
百
枚

小
袖
、
五
つ

安
房
守

同

山
城

袷
、
五
つ

小
袖
、
三
つ

袷
、
三
つ

対
馬

同

九
郎
左
衛
門

同

河
内

銀
、
五
拾
枚

同

大
膳

同

因
幡

同

宮
内

小
袖
、
三
つ

袷
、
弐
つ

信
濃

同

下
総

同

勘
兵
衛

銀
、
三
拾
枚

同

民
部

同

内
膳

同

帯
（
刀
脱
）

注
８

ホ

相
国
様
ヨ
リ

御
家
老
衆
拝
領
之
次
第

銀
子

弐
百
枚

一
、
御
小
袖
五

宛

横
山
々
城
守

御
袷

五

本
多
安
房
守

銀
子

五
十
牧

前
田
対
馬
守

一
、
御
小
袖
三

宛

長
九
郎
左
衛
門

御
袷

三

奥
村
河
内

横
山
大
膳

小
幡
宮
内

奥
村
因
幡

銀
子

三
十
牧

神
谷
丹
波
守

一
、
御
小
袖
二

宛

富
田
下
総
守
（
※
基
準
史
料
で
は
不
記
載
）

御
袷

二

津
田
勘
兵
衛

今
枝
民
部

生
駒
内
膳

脇
田
帯
刀

〆

注
９

ニ

（
※
語
順
の
異
同
は
取
り
上
げ
な
い
）

く
さ
り
の
ま
か
さ
り

し
よ
い
ん
ニ

一
、
く
る
〳
〵
の
ひ
つ
か
、
た
ゝ
し
人
し
か
ね
の
物

右
ニ一

、
ま
る
す
ゝ
り
、
し
た
ん
の
ふ
た

ひ
た
り
ニ

一
、
き
し
、
し
ゆ
の
三
ひ
つ
、
し
ゆ
ん
せ
い
、
さ
い
き
や
う
、
て
い
か

一
、
ど
う
、
同

ど
う
た
ゝ
き

一
、
の
か
ん
の
は
は
う
き
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( 41 )

└

ゑ
ひ
す
、
ひ
し
や
ワ
ん
、
権
丞

庄一
、
┌
清
経

金
七
郎
《
大

庄
九
郎
、
小

□
左
衛
門
》
笛

宗
十
郎

└
子
ぬ
す
へ

弥
右
衛
門

権一
、
┌
千
手

彦
二
郎
《
大

九
郎
兵
衛
、
小

六
蔵
》
笛

左
太
郎

└
う
つ
ほ
さ
る

仁
右
衛
門

庄一
、
舟
弁
慶

権
右
衛
門
《
大

仁
兵
衛
、
小

少
左
衛
門
》《
太

彦
九
郎
、
笛

宗
十

郎
》

中
入

権一
、
┌
自
然
居
士

彦
二
郎
《
大

庄
九
郎
、
小

六
蔵
》
笛

長
二
郎

└
さ
つ
ま
の
か
ミ

権
丞

今一
、
三
輪

彦
二
郎
《
大

庄
九
郎
、
小

六
蔵
》《
太

八
右
衛
門
、
笛

長
蔵
》

じ
と
う
ほ
う
が
く

権
丞

一
、
鵜
飼

権
七
郎
《
大

仁
兵
衛
、
小

少
左
衛
門
》《
太

宗
右
衛
門
、
笛

長
蔵
》

ぶ
あ
く

弥
右
衛
門

庄一
、
祝
言
《
大

仁
兵
衛
、
小

久
兵
衛
》《
太

八
右
衛
門
、
笛

宗
十
郎
》

〆

右
両
御
所
様
被
レ

為
レ

成
刻
如
レ

此
候
也

注
７

ロ

一
、
五
月
二
日
御
成
ニ

依
テ

御
国
持
衆

注
７

ニ

将
軍
様
御
拝
領

袷
、
弐
拾

安
房
守

袷
、
拾

対
馬

銀
子
、
三
百
枚

銀
、
百
枚

同

山
城
守

同

九
郎
左
衛
門

御
袷
、
拾

河
内

同

大
膳

同

因
幡

百
枚

同

宮
内

【
同
】

袷
、
拾

信
濃

同

下
総

同

勘
兵
衛

銀
五
拾
枚

同

民
部

同

内
膳

同

帯
刀

注
７

ホ

将
軍
様
ヨ
リ

御
家
老
衆
拝
領
之
次
第

一
、
銀
子

三
百
枚
宛

横
山
々
城
守

御
袷

廿

本
多
安
房
守

一
、
銀
子

百
枚
宛

前
田
対
馬
守

御
袷

十

長
九
郎
左
衛
門

奥
村
河
内

横
山
大
膳

小
幡
宮
内

奥
村
因
幡

一
、
銀
子

五
十
牧
宛

神
谷
丹
波
守

御
袷

五
ツ

富
田
下
総
守

津
田
勘
兵
衛

（
基

丹
波
）
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( 40 )

相
国
様

（
図
）
古
火

白
炭

巳
寛
永
六
年

卯
月
八
日

御

会
ク
ワ
イ

相
国
様

御
茶
被
レ

為
二

進
申
一

候

一
、
御
か
け
物

さ
い
お
う

一
、
御
た
な
下
ニ

┌
耳
つ
き
御
茶
入

└

羽
掃

大
鳥

一
、
御
釜

く
り
口

一
、
御
炭

○
ふ
く
へ
づ
ん
と
切
、
く
ろ
さ
ひ
三
角
く
わ
ん
、
御
次
之
間
よ
り
出
し
御
釜
御
あ
け
候
後
、

（

瓢

寸

）

（

鐶

）

灰
入
出
、
ふ
く
へ
の
け
て
あ
と
に
を
か
せ
ら
れ
候
、
香
箱
く
り
出
し
後
、
竹
柱
之
前
ニ

有
御

（

瓢

）

（

除

）

（

後

）

（

置

）

炭
入
被
レ

成
候
、
棚
よ
り
羽
は
ふ
き
下
ニ
て

羽
箒
之
有
所
、
火
は
し
の
下
也

（

箒

）

（

箸

）

○
御
会

席

ク
ワ
イ
セ
キ

御
膳
、
杉
之
足
う
ち

（

打

）

ひ
し
の
白
大
皿
《
塩
蚫
、
塩
鳥
、
酒
ひ
て
、
は
り
し
や
う
か
、
け
つ
り
花
か
つ
ほ
、
き
ん
か
ん
は

（

菱

）

（

浸

）

（

針

生

姜

）

（

削

）

（

鰹

）

（

金

柑

葉

）

共
ニ

》
御
汁
《
塩
鶴
、
竹
子
、
し
い
た
け
、
ふ
く
さ
ミ
そ
》

（

椎

茸

）

（

袱

紗

味

噌

）

重
箱
、
黒
ぬ
り
二
重
《
上
ニ

か
う
の
物
色
々
、
下
ニ

焼
鳥
、
か
ま
ほ
こ
、
塩
山
升
》

（

塗

）

（

香

）

（

蒲

鉾

）

坪
皿

と
り
か
い
、
御
す
い
物

（

吸

）

御
酒
、
こ
へ
ん

御
肴梨

子

白
鉢

御
茶
菓
子

よ
り
み
そ

く
わ
い
、
に
て

枝
柿

一
、
御
茶
入
、
都
か
へ
り
、
金
之
筒
、
一
尺
五
寸
、
た
け
御
花
入
卯
之
花
前
へ
少
か
ゝ
る
、

（

竹

）

水
指
之
き
ハ
ニ

、
白
キ
し
や
く
や
く

（

芍

薬

）

一
、
御
水
指
、
伊
賀
焼
、
共
ふ
た
、
九
自

（

蓋

）

一
、
御
茶
碗
、
藤
堂
上
ル
、
ワ
り
か
う
た
い

（

割

高

台

）

同
御
茶
入
と
置
合

一
、
御
水
こ
ほ
し

め
ん
つ
う

一
、
御
竹
輪

少
ほ
そ
し

一
、
御
う
す
茶
な
し

（

無

）

後
之
御
す
ミ
取
も
と
の
ふ
く
へ
そ
こ
と
り
、
長
ひ
は
し
、
次
之
間
へ
出
し
後
、
灰
入

（

炭

）

（

火

箸

）

出
、
香
箱
、
羽
箒
、
有
所
、
如
レ

前

御
相
伴

く
つ
木
卜
斎

（
朽
木
元
綱
、
牧
斎
）

橘
飛
騨
守
殿

巳
五
月
十
日

御
袋
様
御
見
物
之
時
、
御
能
組

今一
、
翁

千
歳
、
五
郎
兵
衛
、
弥
□
才
子

三
番
三
、
権
丞

今┌
一
、
高
砂

権
七
右
衛
門
《
大

九
郎
兵
衛
、
小

六
蔵
》《
太

惣
右
衛
門
、

│

笛

長
蔵
》
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( 39 )

中
百
八
十
人
、
右
三
日
ノ
御
能
ト
モ
ニ

楽
屋
奉
行
津
田
勘
兵
衛
重
次
、
浅
加
左
□
□
今
三
□

役
者

ワ
キ
、
山
科
、
春
藤
、
権
右
衛
門
、
左
太
郎
、
弥
次
、
高
安
、
市
三
郎
、
金
十
郎
、

〆
八
人

大
鼓
、
庄
二
郎
、
九
郎
兵
衛
、
源
右
衛
門
、
助
三
、
庄
九
郎
、
徳
田
、
三
助
、
仁

兵
衛
、
〆
八
人

小
鼓
、
清
二
郎
、
六
蔵
、
小
左
衛
門
、
五
左
衛
門
、
清
九
郎
、
久
兵
衛
、
〆
六
人

太
鼓
、
左
吉
、
彦
九
郎
、
宗
右
衛
門
、
新
助
、
長
右
衛
門
、
八
右
衛
門
、
〆
六
人

笛
、
市
右
衛
門
、
清
左
衛
門
、
少
大
夫
、
長
蔵
、
少
兵
衛
、
三
四
郎
、
長
兵
衛
、

宗
十
郎
、
〆
八
人

注
４

ヘ

五
月
二
日
猿
楽
へ
の
下
さ
れ
物

大
夫
三
人
江

御
小
袖
三
、
内
唐
織
壱
宛

《
竹
田
権
兵
衛
、
喜
多
七
大
夫
、
保
昌
大
夫
》

御
小
袖

弐
百
八

於
二

舞
台
一

被
レ

下
レ

之

御
小
袖

百
五
拾
弐

於
二

楽
【
屋
】〔
舎
〕
一

被
レ

下
レ

之

〆
三
百
六
十

代
物
五
百
貫
文

注
５

イ

（
左
図
）
れ
た
ま
、
但
床
ふ
ち
の
左
の
方
よ
り
ニ

す
ち
か
ひ
て

石
竹
花
、
竜
耳

タ
テ
九
寸
五
分

香
地
（
柑
子
カ
）
口
金
物
、
同

（
左
図
）
ヒ
メ
ユ
リ
二
本
、
竜
耳
、
タ
テ
九
寸
五
分

床
の
廻
ハ

床
の
左
の
方
へ
少
す
ち
か
ひ
て
キ
ク
二
本
、
香
色

（

筋

違

）

（

菊

）

注
６

イ

（
※
こ
の
記
事
は
基
準
史
料
に
は
み
ら
れ
な
い
）

巳卯
月
廿
六
日

将
軍
様
御
炭

（
図
）
割
す
ミ

（

炭

）

白
炭

巳卯
月
廿
九
日
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( 38 )

当
意
即
妙
と
何
も

仰
候

松
平
筑
前
守
殿
へ参

申
候

同
廿
三
日
晩
、
御
下
屋
敷
へ
筑
前
殿
御
礼
ニ

御
座
候
時
、
内
藤
外
記
殿
、
高
木
筑
後
殿
両
人

も
御
座
候
、
御
居
間
之
肥
前
守
殿
よ
り

筑
前
守
殿
へ
被
レ

進
候
道
具

一
、
御
腰
物
《
袋
き
ん
ら
ん
》
一
腰
〈
丁
木
と
云
〉（
ロ

丈
木
）

（
丈
木
）

一
、
御
脇
指
、
同

一
腰
〈
平
野
藤
四
郎
〉（
ロ

吉
光
）

一
、
木
之
目
御
茶
入

壱

已
上

注
２

イ

将
軍
様
へ

御
広
間
ニ
て

進
上
、
肥
前
殿
よ
り

一
、
御
太
刀
、
一
振
、
友
成
《
箱
な
し
地
御
紋
、
袋
に
し
き
地
、
但
銘
織
付
ル
》

（

梨

）

（

錦

）

一
、
御
馬
、
一
疋
黒

《
し
ん
く
大
ふ
さ
御
く
ら
な
し
地
、
金
御
紋
両
ツ
切
付
あ
を
つ
く
ま

（

深

紅

）

総

（

鞍

）

（

梨

）

（

轡

カ

）

手
綱
、
紫
あ
ふ
ミ
、
な
し
地
沓
十
文
字
き
ぬ
と
ん
す
》

（

鐙

）

（

絹

緞

子

）

ロ御
馬
《
星
毛
、
御
鞍
置
》

イ
黒

ニ
一
、
御
馬

一
疋
、
黒
毛
、
御
鞍
置

ホ御
馬

壱
疋
〈
黒
毛
、
鞍
置
〉

注
３

イ

猿
楽
共
被
レ

下
物

一
、
代
物
、
五
百
貫

〈
ふ
た
い
ニ
て
〉

（

舞

台

）

一
、
御
小
袖
、
太
夫
分
ニ

三
ツ
宛
、
但
内
一
か
ら
織

（

唐

）

一
、
弐
百
五

《
観
世
、
今
春
》

〈
ふ
た
い
ニ
て
〉

（

舞

台

）

一
、
百
五
拾

《
今
剛
、
七
太
夫
、
ホ
う
し
や
う
》

（

宝

生

カ

）

〆
三
百
五
十
五

一
、
御
小
袖
二
宛
ハ

惣
役
者
中

注
４

イ

已

五
月
二
日

一
、
ぶ
た
い
ニ
て

《
大
夫
分
ハ
御
小
袖
三
宛
、
此
内
一
ハ
か
ら
お
り
物
》

（

舞

台

）

（

唐

織

）

一
、
御
小
袖
二
百
八
《
今
春
、
七
太
夫
、
ほ
う
し
や
う
》

（

宝

生

カ

）

一
、
が
く
や
ニ
て

《
元
二
郎
、
権
兵
衛
、
庄
五
郎
》

（

楽

屋

）

百
五
十
二

〆
三
百
六
拾

役
者
衆
二
ツ
宛

〆

一
、
代
物

五
百
貫

注
４

ロ

１
四
月
二
十
六
日
条
の
御
能
の
箇
所

猿
楽
エ

被
レ

下
物
中
、
小
姓
大
小
将
持
出
ル

大
夫
代
物
五
百
貫
、
小
袖
三
ツ
宛
、
惣
役
者
百
八

十
人
御
小
袖
弐
つ
宛

注
４

ロ

２
五
月
二
日
条
の
御
能
の
箇
所

右
四
月
廿
九
日
ニ

猿
楽
ニ

被
レ

下
物
無
レ

之
、
今
日
一
所
ニ

被
レ

下
、
代
物
五
百
貫
、
御
小
袖
三

宛
、
今
春
、
七
太
夫
、
保
生
、
金
剛
、
権
兵
衛
、
庄
五
郎

御
小
袖
、
弐
つ
宛
、
惣
役
物
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紀　要　編

( 37 )

寛
永
六
年
御
成

異
同
篇

異
本

史
料
の
番
号
と
表
紙
等
（
加
越
能
文
庫
の
貼
紙
は
省
略
）

イ
「
将
軍
様
相
国
様
御
成
之
次
第
」（
加
越
能
文
庫

特
一
六
・
一
三
ー
三
〇
）

（
表
紙
裏
貼
紙
）

「
関
屋
市
右
衛
門

水
野
七
右
衛
門

組

板
津
作
左
衛
門
、
上
」

ロ
「
将
軍
様
御
成
等
覚
」（
加
越
能
文
庫

特
一
六
・
一
三
ー
三
二
）

（
表
紙
貼
紙
）
「
十
四
」「
七
千
三
百
六
十
三
号
」「
す
」「
神
尾
孫
九
郎
書
レ

之
」

ハ
「
将
軍
様
御
成
之
節
献
上
物
等
覚
書
」（
加
越
能
文
庫

特
一
六
・
一
三
ー
三
三
）

（
表
紙
貼
紙
）
「
七
ノ
ト
六
、」

（
表
紙
）
「

第
九
十
九
番

将
軍
様
御
成
之
節

献
上
物
覺
書

一
巻

寛
永
度
御
成
歟
」

（
端
裏
貼
紙
）
「
旧
記
之
部
九
十
九
番
《
二
十
七
六
ノ
六
、
書
□
□
□
》」

「
将
軍
様
御
成
之
節
、
御
献
上
物
等
之
覚
書
、
但
寛
永
度
御
成
歟
」

ニ
「
御
成
の
次
第
」（
加
越
能
文
庫

特
一
六
・
一
三
ー
三
四
）

（
表
紙
貼
紙
）
「
八
千
百
廿
七
号
」「

…
…

五
」「
肆
」

（
貼
紙
重
複
）

（
表
紙
）
「
御
成
ノ
次
第

」
2288

ホ
「
御
成
留
帳
」（
加
越
能
文
庫

特
一
六
・
一
三
ー
三
五
）

（
表
紙
）

「
（
貼
紙
）
「

…
…

」

十
一
ノ

中

（
貼
紙
重
複
）

（
貼
紙
）
「
肆
」

御
成
富
（
留
カ
）
帳

高
沢
牛
之
助
」

ヘ
「
太
閤
并
将
軍
御
成
記
」（
加
越
能
文
庫

一
六
・
一
三
ー
二
五
）

（
表
紙
）

「

（
貼
紙
）
「
肆
」

（
貼
紙
）

「
太
閤
并

将
軍
家
御
成
記

完
」」

（
以
下
中
身
、
中
略
）

文
禄
三
年
四
月
八
日

（
加
越
能
文
庫
印
、
校
了
印
、
貼
紙
省
略
）

原
本前

田
貞
醇所

蔵
（
後
略
）

異
同

基
準
史
料
と
異
な
る
箇
所
に
傍
線
を
引
い
た
。

注
１

イ

一
、
御
脇
指
、
袋
金
襴
《
銘
織
付
》
一
腰
〈
貞
宗
〉

以
上

巳
四
月
廿
三
日

土
井
大
炊
へ
上
使

将
軍
様
よ
り
引
合
候

酒
井
讃
岐
へ
其
外

中
ニ

加
様
ニ

被
レ

遊
候
者
也

大
勢
御
見
廻
、
当
座
ニ

光

至
て
利
光
を
御
替

紙
末
之
下
ニ

利
常
ニ

御
改
被
レ

成
候
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　前田邸御成記の分析

( 36 )

墨
、
見
（
硯
カ
）
屏
脇
ニ

仙
洞
様
御
筆
百
人
一
首
箱
入
、
箱
蒔
絵
扇
ふ
た
の
内
山
水
有

（

蓋

）

り
、
黒
ぬ
り

（

塗

）

一
、
御
書
院
之
床
青
地
、
瓜
之
香
炉
、
盆
ニ

乗
り

一
、
御
床

利
休
筆
文

大
ぬ
り
（
る
カ
）
山
御
掛
物
、
金
森
宗
和
よ
り
上
ル

け
さ
の
雪
に
御
尋
な
き
こ
と
さ
り
と
て
ハ
大
ぬ
る
山
に
て
候
、
併
か
の
人
御
出
な
ら
ハ

道
理
ニ
て

候
、
以
上

牧
兵
太
様

利
休
判

（

牧

村

利

貞

）

一
、
御
茶
之
時
、
御
墨
跡
二
ふ
く
な
か
ら
巻
、
御
花
入
金
之
物
、
薄
板
ニ

乗
、
御
花

黄

（

幅

）

梅
椿

一
、
御
茶
具

御
釜
、
輪
口

御
水
指
、
金
之
物

御
茶
碗
、
染
付
内
は
け
松
竹
梅

御
茶
入

蛍
、
中
川

御
茶
杓
、
利
休
、
竹
輪

Ｇ
ー
２

御
献
立

ぬ
た
鱠
《
鯛
、
か
ふ
ら
ほ
ね
、
く
い
さ
め
、
九
年
母
》

御
汁
、
鶴
《
土
筆
、
う
と
め
、

（

饅

）

（
独
活
芽
）

せ
り
、
し
い
た
け
》

（

椎

茸

）

御
二

┌
鴨
に
と
り

（

煮

鳥

）

└
玉
子

御
汁
、
も
つ
く

こ
の
わ
た

引
て

御
か
う
の
物

丸
つ
け
瓜

大
根

（

香

）

か
ま
ほ
こ

杉
重

（

蒲

鉾

）

か
に

（

蟹

）

す
し

鮒
、
う
な
き
御
皿
ニ

あ
へ
も
の
、
た
い
ら
き
、
ほ
う
れ
ん
草
、
杉
重

鶴
こ
く
せ
う
《
く
つ
ね
り
、
わ
さ
ひ
》

（

濃

漿

）

（

山

葵

）

御
吸
物

《
し
ろ
う
を
、
よ
め
が
は
き
》

御
酒
三
へ
ん

（

遍

）

御
茶
菓
子
《
草
餅
、
ま
め
の
子
、
い
わ
し
か
け
、
水
く
り
》
ふ
ち
立

（

縁

）

Ｇ
ー
３

一
、
御
寺
作
御
書
院
に
て

御
入
口
土
之
間
ニ

鶴
の
火
と
ほ
し

一
、
佛
壇
ニ

親
鸞
上
人
名
号
十
字

一
、
奥
之
御
床
ニ

大
黒
之
絵
、
雪
舟
筆

う
と
ん

け
い
ら
ん

（

饂

飩

）

（

鶏

卵

）

御
吸
物

鮒

御
さ
か
な

か
ら
す
み

（

肴

）

（

唐

墨

）

御
酒

御
う
す
ち
や

（

薄

茶

）

一
、
御
四
ツ
亭
御
床
獅
々
の
御
香
炉
、
金
物

（
マ
マ
）

つ
ゝ
み
も
ち

御
ふ
く
高
、
や
う
し

（
縁
カ
）

（

楊

子

）

ふ
に
て

同
断

御
吸
物

は
ま
く
り

御
酒

御
薄
ち
や

（

茶

）

一
、
御
亭
御
風
呂
釜
、
五
郎
左
衛
門
作
、
年
号
月
日
五
郎
左
衛
門
名
置
又

（

大

西

浄

清

）

以
上



150

紀　要　編

( 35 )

青
地
（
イ

の
）
小
鉢

あ
ゆ
ノ
す
し

（

鮎

）御
吸
物

卯
ノ
花
い
り
か
う
い
か

（

煎

）

（

甲

烏

賊

）

小
鮒
に
て
こ
ミ
そ
（
ヘ

味
醤
漬
、
小
鮒
）

（

煮

）
（
濃
味
噌
カ
）

御
肴

た
い
ら
き

お
き
つ
た
ひ

（

興

津

鯛

）

水
く
り

き
ん
か
ん

（

金

柑

）

か
ら
す
み

（

唐

墨

）

御
菓
子

よ
り
み
す
（
ヘ

よ
り
水
）

ミ
つ
か
ん

（

蜜

柑

）

山
の
い
も

（

芋

）

御
や
う
し
（
イ

く
ろ
も
し
、
つ
ね
の
こ
と
く
）

（

楊

子

）

〆

卯
月
廿
九
日
（
イ

御
数
寄
屋
御
料
理
之
覚
）

相
国
様

今
焼
本
皿

な
ま
す
《
た
い
、
い
か
、
く
ら
け
、
は
し
か
み
、
き
ん
か
ん
、
け
つ
り
大
こ
ん
》

（

鱠

）

（

鯛

）

（
烏
賊
）

（

海

月

）

（

金

柑

）

（

削

）

（

根

）

御
汁
《
青
鷺
、
な
す
ひ
》

（

茄

子

）

御
食
（
イ

め
し
）

小
い
と
め

（

糸

目

）

こ
く
し
や
う
、
た
う
ふ

（

濃

漿

）

（

豆

腐

）

御
二

御
汁
《
つ
ミ
入
、
ほ
ど
》

（
イ

八
寸
）

や
き
と
り
（
ヘ

炙
鳥
）
く

い

な

（
イ

く
つ
な
）
も
り
こ
ほ
し
（
ヘ

盛
飜
《
し
ほ
、
さ
ん
せ
う
、
た
こ
》）

（

焼

鳥

）

（
水
鶏
）

（
イ

同
（
八
寸
））

し
ほ
さ
ん
せ
う
（
イ

塩
山
升
）

（

塩

山

椒

）

（
イ

同
（
八
寸
））

た
こ

（
イ

同
（
八
寸
））

か
う
の
も
の

（

香

物

）

引
物

四
角
赤
絵
の
さ
ら

（

皿

）

い
り
や
き
ほ
ど

御
吸
物

卯
ノ
花
い
り
か
う
い
か

（

煎

）

（

甲

烏

賊

）

御
肴

た
い
ら
き

お
き
つ
た
い

な
し
（
※
イ
「
梨
子
」
あ
り
、
ヘ

「
な
し
」
無
し
）

（

梨

）

御
菓
子

よ
り
み
つ
（
イ

ミ
す
、
ヘ

水
）

山
の
い
も

（

芋

）

水
く
り以

上

（
注
６
）

Ｇ
ー
１

於
二

小
松
芦
島
一

三
月
三
日
御
茶
湯
、
御
飾
、
御
道
具

一
、
御
床
、
大
灯
国
師
、
大
文
字
、
御
墨
跡

一
、
御
棚
ニ

行
成
卿

軸
物
盆
ニ

乗
り

脇
御
棚
、
鶴
羽
は
う
き
、
御
香
合
そ
ん
せ
い
ぬ
り

（

箒

）

（

樽

井

塗

）

一
、
上
段
御
書
院
床
ニ

御
硯
、
筆
架
、
筆

（
※
ヘ

で
は
「
炙
鳥
、
水
鶏
」「
盛
飜
《
し
ほ
、
さ
ん

せ
う
、
た
こ
》」「
御
香
物
」
が
「
二
」
の
内
）
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( 34 )

同
広
間
書
院
床
ニ

（
下
図
）

し
も
く
二
ツ
ノ
折
釘
ニ

は
サ
ミ

（

撞

木

）

（

挟

）

一
、
左
ノ
柱
ニ

し
も
く
か
け
て
折
釘
弐

（

撞

木

）

一
、
右
之
柱
ニ

ほ
つ
す
か
け
て

（

払

子

）

一
、
喚
鐘
釣
て

中
ニ

一
、
硯
屏
（
イ

硯
）

前
ニ

一
、
さ
い
の
水
入
、
金
之
物

ま
へ
ニ

（

前

）

一
、
瓦
硯

け
ん
ひ
や
う
左
ニ

（
イ

硯
之
左
ニ
）

（

硯

屏

）

一
、
筆
す
ゝ
き
、
か
う
ら
い
ち
や
わ
ん

（

濯

）

（

高

麗

茶

碗

）

〈
筆
す
ゝ
き
の
わ
き
〉

（

脇

）

一
、
天
竜
の
筆
架
（
イ

下
）
、
金
物

か
ら
の

一
、
丸
墨

一
、
筆
さ
ん
こ
し
ゆ
の
ち
く

（

珊

瑚

樹

）

（

軸

）

一
、
墨
留
、
金
【
子
】〔
之
〕
物
橘

筆
下
左
ニ

一
、
軸
之
物

堆
朱
之
盆
ニ

ケ
サ
ン
ノ
右
ニ

（

卦

算

）

一
、
堆
朱
之
印
籠

同
堆
朱
ノ
盆
ニ

乗

印
籠
ノ
右

一
、
せ
ん
さ
び
ん
《
但
口
け
ん
ひ
や
う
の
か
た
へ
、
花
石
竹
》

（

仙

盞

瓶

カ

）

（

硯

屏

）

（

方

）

上
段

一
、
御
座
畳

一
、
御
し
と
ね
も
へ
き
の
金
ら
ん

（

褥

）

（

萌

葱

）

（

襴

）

一
、
御
刀
懸
ま
き
へ

（

蒔

絵

）

下
段

一
、
御
座
畳

一
、
し
と
ね
紫
金
襴

（

褥

）

一
、
御
刀
懸
し
た
ん
木
地

（

紫

檀

）

〆

一
、
右
之
花
ハ
何
も
池
坊

一
、
右
之
鉓
ハ
何
も
福
阿
弥

此
外
台
子
廿
七
ヶ
所
ニ

在
レ

之

Ｆ（
イ

寛
永
六
年
）
卯
月
廿
六
日

（
イ

将
軍
様
▲
）
御
数
寄
屋
御
料
理
（
イ

之
覚
）

（
ヘ

御
茶
堂
福
阿
弥
、
生
花
師
池
坊
罷
越
候
）

今
焼
そ
め
付
皿

（

染

）

一
、
酒
ひ
て
《
た
い
、
あ
わ
ひ
、
よ
り
か
つ
を
、
き
ん
か
ん
》

（

浸

）

（

鯛

）

（

蚫

）

（

寄

鰹

）

（

金

柑

）

御
汁
《
鶴
、
な
す
ひ
、
こ
ほ
う
》

（

茄

子

）

（

牛

蒡

）

御
め
し

〈
小
い
と
め
〉

（

糸

目

）

こ
く
し
や
う
、
雲
雀

（

濃

漿

）

御
二

御
汁
、
小
な
（
ヘ

鮒
）

（
菜
）

八
寸や

き
鳥

け
り
も
り
こ
ほ
し

（

焼

）

（
鳧
カ
）

八
寸か

ま
ほ
こ

（

蒲

鉾

）

同
か
う
の
物

（

香

）

御
引
物

や
き
鮎

今
や
き
も
み
ち
皿

（

焼

）

（

焼

）

（

紅

葉

）

（
※
ヘ
で
は
「
こ
く
せ
う
、
雲
雀
」「
焼
鳥
、
け
り
」

「
も
り
こ
ほ
し
」「
御
汁
、
鮒
」
が
「
二
」
の
内
）
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( 33 )

左
ノ
次
ノ
た
な
ニ

（

棚

）

一
、
け
ん
さ
ん
の
天
目
、
唐
の
青
貝
盆
（
イ

台
）
ニ

の
る

（

建

盞

）

右
下
次
ノ
下
棚
ニ

一
、
四
書

（
イ

両
方
ニ
）
《
六
冊
、
七
冊
》

下
ノ
棚
ニ

一
、
巻
本

歌
合
弐
巻

左
之
棚
ニ

一
、
け
ん
さ
ん
ノ
茶
碗

（

建

盞

）

大
御
所
様
之
時
ハ
け
ん
さ
ん
ノ
茶
碗
斗
、
石
菖
は
ち
の
け
て
ほ
ね
は
き
（
イ

は
き
）
の
つ
ほ

（

建

盞

）

（

鉢

）

（

骨

吐

）

（

壺

）

弐
置
候
、
か
ら
物
也

（

唐

）

一
、
黒
キ
く
る
〳
〵
の
盆
に

堆
（
イ

椎
）
朱

そ
め
付
（
イ

の
）
香
炉

香
匙

（

染

）

火
は
し

（

箸

）

あ
け
ま
き
上
ノ
棚
（
イ

ニ
）

（

揚

巻

）

一
、
青
地
唐
獅
子
（
イ

の
）
香
炉

中
棚
ニ

一
、
堆
朱
ノ
丸
キ
香
箱

一
、
し
ん
ち
う
か
う
は
し

（

真

鍮

香

箸

）

な
ん
と
わ
き
ノ
た
な

（

納

戸

脇

）

（

棚

）

一
、
く
る
〳
〵
ノ
盆
に
ほ
り
物
ノ
印
籠

（

彫

）

下
（
イ

之
）
た
な
に

（

棚

）

一
、
硯
箱

（
イ

ま
き
ゑ
、
同
）
杉
原

（
蒔
絵
）

一
、
上
段

一
、
し
と
ね
に
し
き

（

褥

錦

）

一
、
御
座
畳
金
ら
ん
へ
り

（

襴

縁

）

一
、
御
腰
物
懸
高
蒔
絵
（
イ

な
し
地
）

梨

Ｅ
ー
11

次
之
間

一
、
台
子

く
ろ
ぬ
り
（
イ

く
つ
す
り
）
四
方
ノ
は
し
ら
い
ん
す
（
イ

の
）

（

黒

塗

）

（

柱

）

（

印

子

）

金
貝

一
、
釜
、
金
子

一
、
く
わ
ん
、
金
子

（

鐶

）

一
、
水
指
、
金
子

一
、
風
呂
色
々
紋
在
り
、
銀
子

（
風
炉
）

一
、
水
こ
ほ
し
、
銀
子

一
、
ひ
し
や
く
た
て
、
銀
子
《
ひ
し
や
く
常
の
》

（

柄

杓

立

）

（

柄

杓

）

一
、
ふ
た
お
き
、
銀
子
、
桃
（
イ

梅
）
之
枝
折

（

蓋

置

）

〆

Ｅ
ー
12

（
イ

▲
）
御
広
間
（
注

）
12

一
、（
イ

上
段
）
床
、
三
幅
一
対
《
竜
、（
イ

か
ま
）
鉄
拐
、
虎
》

中
尊
釘
三
ツ
ニ

か
ゝ
る
、
脇
ハ
左
右
共
ニ

中
ヲ
は
つ
し
て
釘
二
ツ
ニ

か
ゝ
る

一
、
竜
の
前
に

卓
子
ニ

一
、
う
す
は
た
、
松
の
真
、
鶴
ら
う
そ
く
立

（

蠟

燭

）

一
、（
イ

か
ま
）
て
つ
か
ひ
の
前
に
お
り
卓
に
、
香
匕
、
火
は
し

（

鉄

拐

）

（

折

）

（

箸

）

一
、
花
瓶

松
（
イ

ノ
）
真

一
、
亀
の
香
炉

一
、
金
の
香
は
こ

（

箱

）

一
、
虎
の
前
ニ

卓
子
に

う
す
は
た
竹
の
真

む
か
へ
ハ
左
ノ
方
棚
ノ
中
棚
ニ

一
、
ま
か
り
香
炉

一
、
沈
箱

菊
水
ノ
蒔
絵

一
、
堆
朱
ノ
食
籠
、
同
盆

棚
ノ
下
ニ

一
、
卓
ニ

砂
ノ
物
、
真
こ
け
む
し
（
イ

か
け
む
し
）
の
木

（

苔

生

カ

）
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( 32 )

ノ
香
炉
》

一
、
上
段
ニ

御
蓐
紺
地
の
金
襴
、
藤
の
紋
在
、
御
刀
掛
御
紋
（
イ

の
）
蒔
絵

〈
次
ノ
南
ノ
ゑ
ん
ノ
た
な
ニ
〉

（

縁

）

（

棚

）

一
、
御
手
水
た
ら
い
御
紋
か
な
か
ひ
、（
イ

同
）
御
手
水
次
同
断
（
イ

蒔
絵
同
前
）

（

盥

）

（

金

貝

）

一
、
御
手
巾
懸
か
ら
木
、
御
手
巾
、
弐

（

唐

）

次
ノ
間
ノ
棚
ニ

一
、
御
硯
箱

《
蒔
絵
、
山
水
古
木
さ
ん
こ
樹
に
て
橘
銀
な
し

（

珊

瑚

）

（

梨

）

地
》

同
杉
原
壱
帖

同
間

（
イ

ニ
）

一
、
上
之
段
棚
ニ

孔
雀
之
香
炉

同
下
棚
ニ

料
紙
、
硯
箱
蒔
絵

一
、
南
之
縁
か
わ
ニ

衣
桁
、
蒔
絵
常
ノ
い
か
う
ニ

替
ル

（

側

）

（

衣

桁

）

一
、
次
之
間
折
廻
シ
（
イ

貝
付
之
）
棚
ノ
脇
ニ

衣
桁
ま
き
へ
常
（
イ

の
）
ニ

替
ル

（

蒔

絵

）

一
、
南
東
之
角
ニ

屏
風
か
た
〳
〵
先
年
御
拝
領
之
屏
風
、
住
吉
法

服

（
イ

眼
）
四
字
（
イ

（
眼
カ
）

季
）
ノ
絵

次
ノ
間
東
ノ
か
た
見
付
ニ

一
、
古
筆
之
屏
風
か
た
〳
〵
此
屏
風
の
む
か
い
に
右
之
御
拝
領
之
住
吉
法

服

（
イ

眼
）

（
眼
カ
）

之
か
た
〳
〵
立
、
一
双
分
也

〈
次
ノ
一
間
東
ノ
方
ゑ
ん
か
わ
〉

（

縁

側

）

一
、
台
子
爰
（
イ

是
）
ニ

か
さ
り
（
イ

る
）

（

飾

）

一
、
上
之
棚
、
香
炉
染
付
、
か
う
は
し
（
イ

※
御
雪
隠
に
記
載
）

（

香

箸

）

一
、
足
打
ニ

や
ハ
ら
か
み
（
イ

※
御
雪
隠
に
記
載
）

（

和

紙

カ

）

一
、
御
せ
ん
ち
ん

一
、
緒
ふ
と
の
さ
う
り
ひ
ろ
う
と
右
に
あ
り
（
イ

置
）

（

雪

隠

）

（

太

）

（

草

履

）

一
、
ゑ
ん
か
わ
ニ

う
わ
さ
う
り
壱
足

（

縁

側

）

（

上

草

履

）

〆

Ｅ
ー
10

（
イ

○
）
黒
御
書
院
御
飾
（
イ

黒
書
院
）

（
注

）
11

一
、
御
床
、
月
ノ
絵
ノ
御
掛
物
、
前
之
下
ニ

弐
重
棚
四
ツ
柱
ニ

紫
の
大
ふ
さ
在
り

（

総

）

冠
タ
ナ
也

（
か
む
り
棚
）

（
イ

廿
六
日
ニ
ハ

一
、
床
ニ
月
の
絵
か
け
物

廿
九
日
ニ
ハ
）

一
、
同
床
ニ

定
家
之
十
五
首
之
大
幅
之
御
（
イ

也
）
掛
物

書
院
床

（
イ

ニ
）

一
、
重
岩

一
、（
イ

新
）
引
続
古
今

一
、
瓦
硯

一
、
杉
原
弐
帖

一
、
短
尺
（
イ

冊
）
ノ
地
五
（
イ

九
）
枚

短
尺
カ

一
、
硯
屏

一
、
筆
下
金
ノ
物

象

一
、
唐
墨

筆
軸
象
牙
（
イ

※
筆
軸
と
唐
墨
は
別
項
目
）

一
、
文
鎮

一
、
水
入

青
地
人
形

次
ノ
床
ニ

一
、
う
す
は
た
立
花

池
坊
作
（
イ

う
す
は
た
ニ
花
入
、
作
池
坊
）

な
ん
と
ワ
キ
た
な
（
イ

な
ん
と
ワ
き
の
た
な
ニ
）

（

納

戸

脇

棚

）

一
、
く
る
〳
〵
唐
の
丸
盆
に
い
ん
す
の
花
枝
折
、
横
に
す
へ
て
（
イ

入
置
也
）
金
之
打
枝
カ

（

印

子

）

（

据

）

左
ノ
下
ノ
棚
ニ

板
ニ

置
ニ

あ
り

一
、
鶴
く
ひ
ノ
茶
入
、
袋
ニ

不
レ

入

（

首

）

左
ノ
次
ノ
た
な

（

棚

）

一
、
清
少
納
言
枕
草
子

上
ノ
棚
（
イ

ニ
）

一
、
く
る
（
イ

り
）
〳
〵
ノ
堆
（
イ

椎
）
朱
、
六
角
ノ
食
籠

同
堆
（
イ

椎
）
朱
之
く
る
〳
〵
丸
キ
盆
に
の
る
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( 31 )

一
、
御
入
湯
涌
、
梨
地
（
イ

蒔
絵
）

一
、
水
入
桶
、
同
紋
（
イ

な
し
地
蒔
絵
、
茶
之
丸
）

Ｅ
ー
７

（
イ

同
）
御
上
り
屋
（
注

）
13

一
、
堆
（
イ

椎
）
朱
ノ
香
（
イ

青
）
盆
（
イ

ニ
）
、
ほ
り
（
イ

物
）
ふ
よ
ふ

（

彫

）

（

芙

蓉

）

一
、
に
し
き
染
付
う
は
口
の
か
う
ろ

（

錦

）

（

姥

）

（

香

炉

）

一
、
か
う
は
し
金
（
イ

と
赤
）
銅
（
イ

と
）
そ
き
つ
き
、
柄
し
た
ん

（

香

箸

）

（

削

接

）

（

紫

檀

）

一
、
焼
か
ら
（
イ

た
き
物
）
入
そ
め
つ
け

（

殻

）

（

染

付

）

一
、
唐
（
イ

之
）
青
貝
ノ
丸
盆
、
ふ
ち
し
ん
ち
う

（

縁

真

鍮

）

一
、
九
重
の
香
箱
く
ろ
ぬ
り
、
ふ
た
に
柳
に
つ
は
め
蒔
絵

（

黒

塗

）

（

蓋

）

（

燕

）

一
、
御
手
巾
懸
い
つ
か
け
な
し
地
御
紋
ノ
蒔
絵
、
但
弐
ツ
か
ゝ
る
、
布
そ
め
手
巾
木
綿

（

沃

懸

）

（

梨

）

（

染

）

か
ね
き
ぬ

（

金

巾

）

一
、
御
ゆ
か
た
三
ツ
（
イ

之
）
内
、
白
キ
壱
、
上
に
壱
、
下
に
弐
（
イ

染
物
二
）
、
但
た
が
や
さ
ん

（

浴

衣

）

（

鉄

刀

木

）

の
御
衣
桁
ニ

腰
板
（
イ

脇
）
す
か
し

一
、
御
下
帯
三
筋
之
内
、
赤
キ
（
イ

紅
）
壱
、
む
ら
さ
き
弐
、
中
に
か
ゝ
る

（

紫

）

一
、
御
風
呂
ふ
と
ん
、
し
た
ん
の
い
か
う
の
上
、
お
も
て
木
綿
よ
り
金
の
か
ら
く
さ
（
イ

（

蒲

団

）

（

紫

檀

）

（

衣

桁

）

（

縒

）

（

唐

草

）

う
ら
と
ん
す
）

（

裏

緞

子

）

一
、
御
櫛
箱
な
し
地
御
紋
か
な
か
ひ
内
小
道
具
共
ニ

在

（

梨

）

（

金

貝

）

一
、
御
座
畳
二
帖
脇
ニ

御
腰
物
懸
在
り
か
ら
木

（

唐

）

一
、
御
し
と
ね
面
ハ
紺
地
金
襴
、
紋
ハ
桜
（
イ

梅
）
の
花
大
小
こ
う
は
い
（
イ

こ
う
か
う
（
衍

（

褥

）

（

紅

梅

）

カ
）
は
い
）
の
へ
り
し
【
く
】〔
よ
〕
（
イ

白
）
地
の
金
ら
ん

（

縁

）

（

白

カ

）

Ｅ
ー
８

御
せ
ん
ち
ん
（
注

）

（

雪

隠

）

14

一
、
か
う
ろ

青
地

（

香

炉

）

一
、
か
う
は
し
銀
、
柄
し
た
ん

（

香

箸

）

（

紫

檀

）

一
、
御
う
わ
さ
う
り
筋
ノ
ひ
ろ
ふ
と
う
ら
と
ん
す

（

上

草

履

）

（

ビ

ロ

ー

ド

裏

緞

子

カ

）

一
、
御
た
ら
ひ
蒔
絵
、
弐

（

盥

）

一
、
御
行
水
桶
ま
き
へ
、
弐

（

蒔

絵

）

一
、
御
手
桶
蒔
絵
、
弐

一
、（
イ

御
）
す
い
の
う
蒔
絵
（
イ

御
紋
）
、
弐

（

水

嚢

カ

）

一
、
か
い
け
、
弐

（

掻

笥

）

一
、
水
舟
黒
ぬ
り
御
紋
蒔
絵
、
弐

（

塗

）

一
、
御
敷
板
な
し
地
御
紋
蒔
絵

（

梨

）

〆

Ｅ
ー
９

（
イ

▲
）
白
木
之
御
書
院
御
成
之
間
（
注

）
10

御
飾
之
次
第

〈
か
ら
〉

（

唐

）

一
、
卓
子
ノ
上
（
イ

ニ
）

鴨
之
香
炉

一
、
棚
ニ

手
か
ゝ
み
【
炉
】〔
二
〕
冊

（

鑑

）

一
、
杉
原
壱
帖
上
ニ

硯
箱
さ
ん
こ
し
ゆ
銀
梨
地

（

珊

瑚

樹

）

一
、
堆
朱
ひ
し
の
盆
、
香
は
し
、
か
ら

（

菱

）

（

箸

）

（

唐

）

一
、
香
炉
染
付

〈
次
た
な
に
〉

（

棚

）

一
、
堆
朱
之
菊
之
盆
ニ

堆
（
イ

椎
）
朱
ノ
香
箱
、
香

ろ

口
へ
に

（
炉
）

（
紅
カ
）

并
ノ
次
ノ
た
な
右
之
方

一
、
後

撰

集

拾

遺

集
か
さ
ね
て

（
後
撰
和
歌
集
）

（
拾
遺
和
歌
集
）

（

重

）

同
棚
ノ
中
ニ

一
、
後
詞
花
集

金

葉
、
千

載

（
続
詞
花
和
歌
集
カ
）

（
金
葉
和
歌
集
）

（
千
載
和
歌
集
）

か
さ
ね
て

同
棚
左
ニ

一
、
後

拾

遺

（
後
拾
遺
和
歌
集
）

右
ノ
棚
下
段

（
イ

ニ
）

一
、
八
雲
抄

（
八
雲
御
抄
）

并
ノ
棚

（
イ

ニ
）

一
、
唐
青
貝
ノ
盆

《
堆
（
イ

椎
）

朱
ノ
香
合
（
イ

箱
）
、
そ
め
つ
け

（

染

付

）
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( 30 )

た
、
す
か
し
あ
り
、
か
ね
の
物
）

一
、
左
の
た
ゝ
み
に
（
ニ

ひ
た
り
ニ
）

（

畳

）

一
、
杉
原

一
、
木
地
の
硯
箱
（
イ

唐
木
）
《
（
イ

但
）
口
わ
き
ま
き
へ
、
さ
ん
こ
し
ゆ
に
て
、
梅
の
折

（

脇

）

（

蒔

絵

）

（

珊

瑚

樹

）

枝
（
イ

紋
ニ
）

有
》（
ニ

か
ら
木
、
き
地
の
す
ゝ
り
は
こ
、
さ
ん
こ
じ
ゆ
、
し
ら
か
い
ニ
て
、

（

白

貝

）

か
う
ば
い
は
く
は
い
）

（

紅

梅

）

（

白

梅

）

但
、
か
ら
き

（

唐

木

）

一
、
右
之
方
の
棚
に
（
ニ

た
う
こ
右
の
た
な
に
）

一
、
金
林
寺
の
す
ん
き
り
筋
か
ん
と
う
の
袋
ニ

入
、
此
す
ん
き
り
大
塔
宮
の
作
之
由
（
ニ

（

寸

切

）

（

間

道

）

き
ん
り
ん
じ
の
す
ん
き
り
、
た
ゝ
し
す
ち
か
ん
と
う
の
ふ
く
ろ
）

一
、
三
島
（
ニ

の
）
茶
碗

一
、
茶
杓
利
休

一
、
茶
巾
（
ニ

ち
や
せ
ん
入
）

（
イ

一
、
ち
ゃ
せ
ん
、
し
こ
ミ
て
）

（

茶

筅

）

一
、
た
う
こ
の
内
棚
に

（

銅

壺

）

下
ニ

伊
賀
焼
ぬ
り
ふ
た
の
水
指
、
か
ね
の
さ
る
の
ふ
た
お
き

（

塗

蓋

）

（

金

）

（

猿

）

（

蓋

置

）

（
ニ

下
ニ

一
、
水
さ
し
、
い
か
や
き
、
た
ゝ
し
ぬ
り
ふ
た
、
か
ね
の
ふ
た
ほ
き
、
つ
は
き
）

（
指
）

（

伊

賀

焼

）

（

但

塗

蓋

）

（
金
）

（

蓋

置

）

（

椿

）

左
の
棚
に
鶴
の
羽
ほ
う
き
、
左
羽

（

箒

）

一
、
い
ろ
り
五
徳
入

《
ふ
ち
黒
柿
、
杉
の
き
わ
ふ
た
し
て
》

（
囲
炉
裏
）

（

縁

）

（
イ

座
敷
い
ろ
り
ふ
ち
黒
か
き
、
但
杉
之
切
ふ
た
し
て
、

（

囲

炉

裏

縁

）

（
柿
）

（
蓋
）

ニ

一
、
い
ろ
り
、
こ
と
く
、
は
か
り
入
、
す
き
の
き
り
ふ
た
、
ふ
ち
く
ろ
ぬ
り
）

（

縁

黒

塗

）

Ｅ
ー
５

（
イ

▲
）
二
階
之
上
（
ニ

二
か
い
の
か
さ
り
）

一
、
書
院
床
ニ

（
ニ

し
よ
い
ん
ニ
）

一
、
土
佐
の
記
（
イ

定
家
筆
）（
ニ

と
さ
の
き
、
て
い
か
の
き
ろ
く
、
三
さ
つ
）

一
、
古
筆
弐
冊
内
《
定
家
ノ
記
【
銀
】〔
録
〕
一
冊
、
蒔
絵
梨
地
箱
ニ

入
テ
》

一
、
上
段

御
し
と
ね
金
襴

（

褥

）

右
ノ
方
ニ

し
た
ん
の
御
刀
（
ニ

こ
し
物
）
か
け
、
腰
板
（
ニ

ニ
）
す
か
し
御
紋

（

紫

檀

）

（

掛

）

（

透

）

一
、
床
ニ

三
ツ
し
た
な
古
キ
物
、
蒔
絵
、
上
に
ご
す
の
四
方
か
う
ろ

（
呉
須
）

（

香

炉

）

（
ニ

ふ
る
き
ま
き
ゑ
水
し
た
な
、
上
ニ
四
は
う
こ
す
の
か
う
ろ
）

一
、
床
脇
ち
か
へ
（
ニ

い
）
棚
に

（

違

）

一
、
野
雁
の
羽
ほ
う
き

（

箒

）

一
、
東
野
州
ノ
三
代
集
、
蒔
絵
の
箱
ニ

入
テ

（
東
常
縁
）

（
ニ

三
代
集
、
と
う
の
や
し
う
、
た
ゝ
し
ま
き
ゑ
の
上
ニ
入
）

（

但

）

一
、
左
ノ
上
ノ
棚
ニ

唐
の
ほ
り
物
、
も
つ
か
う
な
り
の
盆
に
、
丸
き
う
は
口
の
古
（
イ

キ
）
染
付
の
か
う
ろ
、

（

彫

）

（

木

瓜

）

（

姥

）

（

香

炉

）

か
う

う

は
し
、
金
と
銅
の
そ
き
つ
き
、
但
柄
し
た
ん
也

（

香

）
（
衍
）
（

箸

）

（

削

継

）

（

紫

檀

）

（
ニ

一
、
か
ら
ほ
り
物
、
も
つ
か
う
な
り
の
ぼ
ん
、
ま
る
き
う
は
く
ち
の
か
う
ろ
、
そ
め
つ
け

一
、
か
う
は
し
、
金
し
や
く
と
う
の
そ
き
つ
き
、
た
ゝ
し
ゑ
し
た
ん
）

但
少
す
ち
か
へ
て
は
し
に
あ
り

（

筋

違

）

（

端

）

一
、
左
の
方
の
棚
に

新
古
今
、
古
筆
（
ニ

こ
ひ
つ
、
し
ん
こ
き
ん
）
、【
養
】〔
巻
〕
本

（
ニ

た
ゝ
し
）
か
ら
く
わ
の
は
こ
に
入
、
内
梨
地
（
イ

筆
者
不
明
候
）

（

唐

桑

）

（

箱

）

一
、
左
の
下
（
イ

之
）
棚
ニ

清
少
納
言
枕
草
子
、
蒔
絵
梨
地
箱
ニ

入
テ
（
イ

筆
不
明
）

（
ニ

し
た
の
た
な
ニ

一
、
せ
い
し
や
う
な
こ
ん
の
ま
く
ら
さ
う
し
、
た
ゝ
し
な
し
地
ま
き
ゑ
ノ
は
こ
ニ
入
れ
）

一
、
棚
ノ
下
押
入
有
（
イ

之
）
処
板
タ
ヽ
ミ
也

（

畳

）

（
イ

則
）
其
処
之
右
ノ
方
ニ

唐
の
青
貝
文
台
内
、（
イ

同
）
筆
台
在
り

一
、
同
間
天
井
ニ

風
鈴
（
イ

絲
）

一
、
同
間
南
お
も
て
あ
か
り
（
イ

之
ぬ
り
）
障
子
ハ
上
段
の
分
ハ
ひ
い
と
ろ
也

（

面

）

（

明

）

（

ビ

ー

ド

ロ

）

Ｅ
ー
６

（
イ

△
）
御
風
呂
屋
（
注

）
13
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紀　要　編

( 29 )

一
、
水
指

伊
賀
焼
、
友
ふ
た

（

蓋

）

一
、
木
（
イ

之
）
村
（
イ

の
）（
ニ

こ
の
む
ら
）
御
茶
入
、
し
ゆ
か
う
と
ん
す
の
袋

（

珠

光

緞

子

）

一
、
御
茶
碗
、
か
う
ら
い
わ
り
か
う
た
い
（
イ

但
）
宗
前
也

（

高

麗

）

（

割

高

台

）

一
、
御
茶
杓
、
利
休
、
異
名
善
導
（
ニ

ぜ
ん
ど
う
、
但
り
き
う
）

一
、
茶
筅

ほ
う
ら
い

（
ニ

一
、
水
こ
ほ
し

い
か
や
き
）

（

伊

賀

焼

）

一
、
御
茶
上
様
御
達
ニ

入
、
日
茶
上
林
（
※
イ

茶
杓
・
茶
の
記
述
無
し
、
ニ

茶
の
記
述
無
し
）

両
上
様
な
か
ら
被
レ

遊
候

一
、
御
立
炭
（
ニ

御
た
ち
の
と
き

う
へ
様
御
す
ミ
）

（
平
出
）

（
炭
）

Ｅ
ー
３

（
イ

▲
）
御
鎖
之
間
（
注
９
）

（
※
イ

筆
下
か
ら
紫
檀
の
蓋
ま
で
「
右
之
方
ニ
」
に
含
ま
れ
る
）

一
、
御
書
院

《
筆
架
（
イ

下
）
か
ね
の
物
、
筆
軸
く
（
イ

ぐ
）
る
〳
〵
》

（

金

）

右
方
（
イ

之
方
ニ
）

丸
硯
、
し
た
ん
の
ふ
た

（

紫

檀

）

（

蓋

）

左
ノ
方
（
イ

ニ
）

俊
成
、
西
行
、
定
家
、
三
筆

（
藤
原
）

（
藤
原
）

右
方
折
釘
ニ

野
雁
羽
箒
、
書
院
床
の
上
と
ら
出
へ
そ
内
と
う
た
ゝ
き
か
ゝ
る

（

虎

）

（
イ

同
所
ニ
と
ら
虎
（
衍
カ
）
出
面
ニ
て
付
と
う
た
ゝ
き
、
同
右
之
方
、
折
釘
ニ
の
が
ん
の
羽
箒
）

（
野
雁
）

一
、
桐
ノ
袋
棚
ノ
上
（
イ

ニ
）
、
御
茶
入
富
士
な
す
ひ
、
か
ん
た
う
の
袋

（

茄

子

）

（

間

道

）

一
、
朱
ノ
台
（
イ

ニ
）
黄
天
目

《
茶
巾
、
茶
せ
ん
（
イ

ほ
う
ら
い
）
》

《
茶
杓
織
部
置
候

、
但
し
ら
ミ
て
》

（
白
カ
）

一
、
中
棚
ニ

ひ
し
や
く

（

柄

杓

）

一
、
同
下
ニ

か
ね
の
つ
は
の
水
指
、
口
廻
り
ニ

紋
有
、
友
ふ
た
、
取
手
雀

（

金

）

（

蓋

）

一
、
水
こ
ほ
し
、
金
の
物
ゑ
ふ
こ

（

餌

籮

）

一
、
ふ
た
お
き
、
金
の
物
、
桃
（
イ

桂
）
の
折
枝

（

蓋

置

）

一
、
自
在
釜
友

む
き
ミ
ツ

お

（
イ

か
）
ん
、
か
つ
き
つ
る
、
く
わ
ん
し
ん
ち
う

（
か
カ
）

（

鐶

真

鍮

）

一
、
御
勝
手
の
棚
ニ

さ
い
ろ
う
ニ

炭
く
ミ
て
、
堆
朱
の
香
箱
（
イ

ニ
ち
よ
く
さ
く
）
入
テ

ひ
は
し

（

菜

篭

）

（

勅

作

）

（

火

箸

）

し
ん
ち
う

（

真

鍮

）

（
イ

○
鎖
次
之
間
）

一
、
上
段

一
、
床
ニ

養
叟
之
御
掛
物

（
宗
頤
）

（
イ

同
）
床
わ
き
に

（

脇

）

一
、
利
休
ノ
唐
木
ノ
し
よ
く
ニ

（

卓

カ

）

（
イ

四
月
）
廿
六
日
（
イ

ニ
ハ
）

亀
ノ
香
炉

廿
九
日
ニ

ハ

青
（
イ

清
）
地
（
イ

之
）
獅
子
香
炉

一
、
地
く
れ
な
い
の
盃
、
も
つ
か
う
の
香
炉

（

紅

）

（

木

瓜

カ

）

一
、
琉
球
物
四
方
盆
ニ

（
イ

四
方
盆
ニ
り
う
き
う
も
の
）
染
付
ノ
三
ツ
足
の
香
炉
、
香
は
し

（

箸

）

一
、
上
ノ
棚
（
イ

ニ
）
、
歌
書
二
冊

《
一
冊
実
貞
、
一
冊
古
筆
》

一
、
書
院
右
ノ
方
ニ

砂
の
物
《
金
の
は
ち
、
池
法
作
（
イ

作
池
坊
）
》

（

鉢

）

（
池
坊
カ
）

一
、
同
間
床
ヨ
リ

左
ノ
方
の
角
ニ

唐
絵
お
し
ゑ
の
小
屏
風
か
た
〳
〵
在
り

（

押

絵

）

一
、
同
間
左
ノ
方
ニ

木
地
ノ
三
ツ
ゑ
（
イ

水
し
）
の
棚
か
ら
木
、
上
に
か
み
お
び
硯
箱
り
う
き
う

（

唐

）

（

紙

帯

）

（

琉

球

）

物
、
同
上
か
ミ
の
上
硯
箱
の
右
之
わ
き
ニ

間
一
寸
ほ
と
置
、
し
ん
ほ
ち
大

こ

の
筆
下
、

（

紙

）

（

脇

）

（

新

発

意

）

（
鼓
）

金
の
物

Ｅ
ー
４

（
イ

○
）
二
階
ノ
下
だ
う
こ
の
間

（

銅

壺

）

一
、
御
床
ニ

三
ツ
し
た
な
蒔
絵
（
ニ

ま
き
ゑ
の
水
し
た
な
）

一
、
上
に
か
ね
の
四
方
か
う
ろ
、
友
ふ
た
す
か
し
有
レ

之
（
ニ

上
ニ
四
は
う
か
う
ろ
、
と
も
ふ

（

金

）

（

香

炉

）

（

蓋

）

（

透

）
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　前田邸御成記の分析

( 28 )

権

（
ロ

兵
衛
）

一
、
海
士
（
ヘ

人
）
、
山
科
《
大

庄
（
イ

九
郎
）
兵
衛
、
小

小
左
衛
門
》《
太

宗
右
衛

門
、
笛

宗
十
郎
》

相
、
さ
き
弟
子
、
ぬ
け
か
ら
、
孫
右
衛
門

（
ロ

今
春
、
ヘ

権
兵
衛
）

一
、
善
知
鳥
、（
ヘ

脇
）
竹
田

市
三
郎
《
大

助
三
、
小

五
郎
左
衛
門
》
笛

長
蔵

相
、
孫
左
衛
門
（
※
イ

善
知
鳥
以
下
、
欠
）

（
ロ

権
兵
衛
）

一
、
山
姥
、
春
藤
《
大

庄
九
郎
、
小

清
二
郎
》《
太

彦
九
郎
、
笛

左
太
郎
》

相
、
佐
左
衛
門

一
、
呉
服
、
金
重
（
イ

十
）
郎
《
大

仁
兵
衛
、
小

久
兵
衛
》（
イ

太

八
右
衛
門
）
笛

庄
（
イ

宗
）
十
郎
（
※
ロ

呉
服
、
欠
）

（
ロ

祝
言
、
庄
五
郎
）

Ｅ
ー
１

御
成
之
時
御
飾
之
次
第
（
イ
御
成
之
時
之
様
躰
覚
書
）

一
、
御
外
露
地
の
口
か
ら
門
外
腰
か
け
、
杉
け
た
、
ゑ
ん
の
う
ち
（
イ

ニ
）
、
し
ゆ
ろ
ほ
う

（

唐

）

（

掛

）

（
下
駄
）

（

縁

）

（

棕

櫚

）

（
き
脱
）
か
け
（
イ

し
ゆ
ろ
は
う
き
掛
）

（

掛

）

一
、
御
内
露
地
く
ゝ
り
内
右
《
一
か
さ
か
い
常
ノ
、
一
ゑ
ん
さ
一
枚
》

（

笠

）

（

蓋

）

（

円

座

）

内
く
ゝ
り
の
内
よ
り
左
（
イ

之
）
は
し
ら
ニ

わ
ら
ひ
ほ
う
き
か
ゝ
る

（

柱

）

（

蕨

箒

）

一
、
ち
り
あ
な
に
う
つ
ミ
香
炉
き
や
ら

（

塵

穴

）

（

埋

）

（

伽

羅

）

（
イ

○
）
御
中
立
之
時

一
、
御
手
水
《
一
杉
か
た
口
ニ

湯
、
一
同

水
》

（

片

）

一
、
檜
木
ノ
足
打
ニ

ま
き
へ
の
う
ち
わ
置
、
其
上
ニ

御
手
拭
、
但
さ
ら
し

（

蒔

絵

）

（

団

扇

）

一
、（
イ
○
）
御
数
寄
屋
け
ん
く
わ
に

（

玄

関

）

御
く
つ
つ
ね
の
こ
と
く
ニ

お
き

（

沓

）

（

常

）

（

置

）

廿
六
日
ニ

ハ
赤
キ
虎
皮

廿
九
日
ニ

ハ
黒
き
虎
皮

一
、
す
み
の
柱
に
し
ゆ
ほ
う
き
、
常
の
こ
と
く
か
ゝ
る
（
イ

ニ
か
け
）

（

角

）

（

箒

）

一
、
長
柄
ノ
御
か
ら
か
さ

弐
本

（

唐

傘

）

一
、
桐
の
け
た

弐
足

（
下
駄
）

一
、
両
面
ノ
竹
子
さ
う
り

弐
足

（

草

履

）

一
、
柄
切
の
か
ら
か
さ

十
本

一
、
竹
子
ひ
と
へ
さ
う
り

十
足

（

草

履

）

右
留
之
用
意
ニ

（
イ

か
げ
ニ
収
て
有
レ

之
也
）

Ｅ
ー
２

（
イ

○
）
御
数
寄
屋
之
内

一
、
御
床
ニ

蜜
庵
之
御
墨
跡
（
ニ

ミ
つ
あ
ん
、
ほ
く
せ
き
）

一
、
中
柱
弐
重
棚
ノ
下
ニ

《
く
わ
ん
か
へ
（
イ

へ
い
）
の
か
た
（
イ

ニ
）
、
大
鳥
羽
箒
》

（

鐶

）

（
壁
カ
）

（

方

）

一
、
ふ
く
べ
つ
ん
と
切
ニ

炭

（
イ

同
）
ひ
し
の
そ
め
付
香
合
（
イ

炉
）（
イ

ふ
た
）
ニ

、
高
う
り
ん
て
う
（
イ

役
）
勅
作
入

（

菱

）

（

染

）

（
香
カ
）

り

テ
、
火
箸
（
注
５
）

（
ニ

一
、
か
ま
、
や
ま
ミ
ち
）

（
釜
）

御
中
立
ニ

一
、
御
墨
跡
巻
て
、
御
床
ニ

（
ニ

う
す
い
た
ニ
）
か
う
し
口
の
御
花
入
（
ニ

但
か
ね
の
物
）

（

薄

板

）

（

柑

子

）

（
金
）

廿
六
日

将
軍
様
御
花

（
左
図
）
シ
タ
ニ

（
イ

れ
た
ま
）
弐
本
ま
へ
、
石
竹
弐
本
ひ
か
へ
、
薄
板

（
連
玉
）

（

前

）

（

控

）

廿
九
日

相
国
様
御
花

（
左
図
）
薄
む
ら
さ
き
の
菊
一
本
す
へ
、
ひ
め
ゆ
り
つ
ほ
【
と
】〔
ミ
〕
ひ
ら
き

（

紫

）

（

姫

百

合

）

（

蕾

）

（

開

）

共
ニ

弐
本
、
一
本
ひ
か
へ

（

控

）
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権

（
ロ
ハ
ニ

兵
衛
）

一
、
花
月
、
権
右
衛
門

《
大

九
郎
兵
衛
、
小

六
蔵
》
笛

庄
兵
衛

相
、
権
丞
、
今
参
、
熊
蔵
、
弥
太
郎

七

（
ロ
ハ

大
夫
、
ニ

太
夫
）

一
、
舟
弁
慶
、
権
右
衛
門

《
大

九
郎
兵
衛
、
小

【
六
蔵
】
〔
小
左
衛
門
〕（
ハ

六

蔵
）
》《
太

【
清
右
衛
門
】〔
左
吉
〕（
ハ

新
助
）
、
笛

市

右
衛
門
（
ハ

三
十
郎
）
》

相
、
弥
太
郎

観

（
ロ
ニ

世
）

一
、
項
羽
、
高
安

《
大

庄
二
（
ニ

九
）
郎
、
小

六
蔵
》《

大

（
イ
ニ

太
）

（
マ
マ
）

清
右
（
イ

左
）
衛
門
、
笛

長
蔵
》

（
※
ハ

項
羽
無
し
）

（
イ

一
、
谷
行
、
山
科
《
大

植
田
、
小

清
二
郎
》《
太

清
左
衛
門
、
笛

長
蔵
》、
ロ

谷
行
、
七
大
夫
、

ハ

谷
行
、
ワ
キ
山
科
《
大

う
へ
た
、
小
清
二
郎
》《
太

左
吉
、
笛

一
右
衛
門
》、

ニ

七
太
夫
、
谷
行
、

同

《
大

植
田
、
小

清
二
郎
》《
太

新
助
、
笛

三
郎
》、
ヘ

谷
行
）

（
わ
き
）

鬼
清
水
（
イ

仁
右
衛
門
）

一
、
養
（
イ

頼
）
老
、
春
藤

《
大

助
三
、
小

五
郎
左
衛
門
》《
太

彦
九
郎
、
笛

七
蔵
》（
※
ロ
ハ
ニ

養
老
無
し
）

（
ロ

祝
言
、
今
春
、
ハ

今
春
、
祝
儀
、
ワ
キ
彦
二
郎
、《
大

助
三
、
小

五
郎
左
衛
門
》
笛

七
蔵
、

ニ

金
春
、
祝
言
、
同
（
わ
き
）
彦
二
郎
《
大

助
三
、
小
五
郎
左
衛
門
》《
太

彦
九
郎
、
笛

長
蔵
》）

〆

Ｄ
ー
１

両
御
前
様
御
成
過
、
目
出
度
翌
日
、
土
井
大
炊
助
殿
、
酒
井
雅
楽
殿
、
此
外
御
年
寄
衆
、

（

利

勝

）

（
忠
世
）

御
出
頭
衆
、
国
持
衆
之
御
振
舞
、
御
能
有
り
（
イ

両
御
所
様
御
成
過
、
目
出
度
御
祝
儀
翌
日
も
土
井

大
炊
様
、
酒
井
雅
楽
様
、
後
出
頭
衆
、
此
外
之
衆
、
御
国
持
衆
、
何
も
見
物
被
レ

成
、
□
衆
ハ
千
々
万
〳
〵
ニ
御

出
ニ
て
御
次
之
事
御
振
廻
有
レ

之
、

ヘ

一
、
両
御
所
様
御
成
首
尾
能
相
済
候
ニ
付
、
五
月
二
日
土
井
大
炊
頭
殿
、
酒
井
讃
岐
守
、
其
外
諸
大
名
方
も

（
忠
勝
カ
）

御
所
望
ニ
付
、
段
々
御
出
、
御
饗
応
）

Ｄ
ー
２

五
月
二
日
猿
楽
衆
へ

被
レ

下
物
（
注
４
）

一
、
小
袖

根

台
ニ
而

大
夫
分
ニ

三
ツ
宛

（
舞
カ
）

一
、
弐
百
八

今
春
、
七
太
夫

一
、
か
く
や
ニ
て

宝
生
、
金
剛

（

楽

屋

）

一
、
百
五
拾
弐

権
兵
衛
、
庄
五
郎

〆
三
百
六
拾

一
、
銭
、
五
百
貫

御
小
袖
、
役
者
弐
ツ
充

Ｄ
ー
３

同
御
能
之
次
第
（
注

）
17

一
、
翁
《
千
歳
、
弥
次
（
イ

二
）
兵
衛
、
三
番
三
、
熊
蔵
、
弥
太
郎
子
》

権

（
ロ

兵
衛
）

一
、
竹
生
島
、
ワ
キ
春
藤
《
大

三
助
、
小

六
蔵
》《
太

新
助
、
笛

宗
十
郎
》

（
イ

き
や
け
ん
）
じ
し
や
く
、
熊
蔵

（

磁

石

）

庄

（
ロ

五
郎
）

一
、
田
村
、
権
左
（
イ

右
）
衛
門
《
大

庄
二
郎
、
小

清
二
郎
》
笛

長
兵
衛

相
、
五
郎
兵
衛
、
さ
ぎ
弟
子
、
よ
ね
い
ち
（
イ

伝
右
衛
門
）

七

（
ロ
ヘ

大
夫
）

一
、
東
北
、（
ロ
ヘ

ワ
キ
）
茨
木

小
隼
人
《
大

源
右
衛
門
、
小

庄
（
イ

小
）
左
衛
門
》
笛

清
左
衛
門

相
、
弥
太
郎

今(

ロ

春
）

一
、
道
成
寺
、
春
藤
《
大

九
郎
兵
衛
、
小

小
左
衛
門
》《
太

左
吉
、
笛

市
右
衛
門
》

相
、
権
丞
、
つ
（
イ

弥
）
さ
い
太
郎

庄

（
ロ

五
郎
）

一
、
藤
永
、
高
安
《
大

仁
兵
衛
、
小

少
左
衛
門
》《
太

七
左
衛
門
、
笛

新
（
イ

清
）

左
衛
門
》

相
、
弥
太
郎
、
三
人
か
た
わ



159

　前田邸御成記の分析

( 26 )

（
ハ

御
小
袖

百
）

一
、
御
袷

百

一
、
綿

千
把

〆

筑
前
守
様
よ
り
（
イ

上
ル
）

御
広
間
に
て

一
、
御
太
刀
《
箱
梨
地
御
紋
、
袋
銘
折
（
付
脱
カ
）
て
》

一
振
（
ホ
ヘ

腰
）
守
家

御
書
院
ニ
而

一
、
御
刀
（
ハ
ニ

腰
物
）
《
箱
等
な
し
、
御
も
ん
金
ら
ん
》（
イ

箱
袋
同
）

（

梨

）

（

紋

）

（

襴

）

一
腰
、
長
光

同一
、
御
脇
指
（
ホ
ヘ

刺
）
、
同

一
腰
、
景
光
（
ロ

重
光
、
ホ

志
津
）

一
、
銀
子
（
ヘ

白
銀
）

三
百
枚

一
、
御
服
（
ハ
ニ
ホ

御
小
袖
、
ヘ

呉
服
）

五
拾

〆
千
勝
様
ヨ
リ

（
イ

上
ル
）

一
、
御
太
刀
、
袋
（
イ

紫
地
）
金
ら
ん

（

襴

）

ひ

ろ

ま

（
イ

御
広

ま

ニ
て
）
一
振
（
ホ
ヘ

腰
）
、
元
重

（
広
間
）

（
間
）

一
、
銀
子
（
イ

銀
、
ヘ

白
銀
）

弐
（
イ

三
、
ヘ

三

）
百
牧

『
二

イ
』

一
、
呉
服
（
ロ

御
服
、
ハ
ニ
ホ

御
小
袖
）

卅

〆
宮
松
様
よ
り

（
イ

上
）

一
、
御
太
刀
、
袋
同
（
イ

も
へ
き
地
金
ら
ん
）
同

一
振
（
ホ
ヘ

腰
）
、
師
光
（
ハ

称
次
、
ニ
ホ

秀
光
）

一
、
銀
子
（
ヘ

白
銀
）

弐
百
枚

一
、
呉
服
（
ハ
ニ
ホ

御
小
袖
）

卅
（
ヘ

二

十
）

『
三

イ
』

〆

（
ニ

相
国
様
へ

御
袋
様
よ
り
御
進
上

一
、
金
子

拾
枚

一
、
御
小
袖

拾

一
、
大
樽

弐
つ

一
、
白
鳥

弐
つ

一
、
金
ノ
折

壱
つ

〆

）

Ｃ
ー
９

右
御
礼
過
テ

御
能
初
（
イ

始
）
ル

（
注

）
16

御
能
之
次
第

此
時
為
二

上
意
一

猿
楽
共
へ

御
く
は
り
物
出
不
レ

申
、
見
物
一
人
も
な
し
（
イ

猿
楽
共
ニ
被
レ

下

（

配

）

物
な
し
、
見
物
一
人
も
御
入
不
レ

被
レ

成
候
）

（
イ

今
）

一
、
翁
《
千
歳

八
左
（
イ

右
）
衛
門
、
弥
右
衛
門
子
、
三
番
三

弥
右
衛
門
》

今

（
ロ
ハ
ホ

今
春
、
ニ

金
春
）

一
、
駕
茂
（
イ
ニ

か
も
、
ロ
ハ
ホ
ヘ

加
茂
）

春
藤
（
ハ
ニ

ワ
キ
、
彦
二
郎
）

《
大

源
右
衛
門
、
小

少
（
ハ
ニ
ホ

小
）
左
衛
門
》
《
太

惣
左
（
イ
ニ
ホ

惣
右
、
ハ

宗
右
）
衛
門
、
笛

庄
（
ハ
ホ

少
）

兵
衛
》

相
、
弥
右
衛
門
、（
イ

き
や
う
け
ん
）
せ
ん
し
物
、
弥
左
衛
門
、
弥
二
（
イ

太
）
郎

（

煎

）

七

（
ロ
ハ

大
夫
、
ニ

太
夫
）

一
、
篤
茂
（
イ

篤
盛
、
ロ

敦
盛
、
ハ

あ
つ
も
り
、
ニ

蔦
咸
、
ヘ

実
盛
）
、
高
安

《
大

庄
二
郎
、
小

清
二
郎
》（
ニ

太

左
吉
）

笛

清

左
衛
門

相
、
五
郎
兵
衛
、
大
は
ん
に
や
、
仁
右
衛
門
、
権
丞

（

般

若

）

観

（
ロ
ハ
ニ

世
）

一
、
井
筒
、
山
科

《
大

源
右
衛
門
、
小

小
左
衛
門
》
笛

【
日
】〔
市
〕

（
ハ

一
）
右
衛
門
〉

相
、
弥
右
（
イ

二
）
衛
門
、
い
く
（
イ

ぐ
）
い
、
仁
右
衛
門
、
権
之
丞
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一
、
御
袷

卅

一
、
御
脇
指
（
ホ

刺
）
《
袋
紫
地
、
金
ら
ん
》

（

襴

）

（
イ

同
所
ニ
て
）

一
腰
、
了
戒

〆
御
袋
（
ロ

寿
福
院
）
様
江

（
イ

へ
被
レ

下
物
）

（
※
ハ

御
袋
様
か
ら
家
中
の
拝
領
無
し
）

一
、
銀
子

弐
百
数
（
ロ

牧
、
ニ

枚
）

（
枚
カ
）

一
、

ひ
ち
【
ん
】〔
り
〕
め
ん
（
ロ

ち
り
め
ん
）
五
拾
巻

（
緋
）

（

縮

緬

）

右
近
様
御
前
様
（
イ

右
近
殿
御
前
様
へ
被
レ

下
物
、
ロ

盛
右
近
大
夫
殿
御
前
様
へ
）

一
、
銀
子

百
枚

一
、
紅
糸
（
ニ

く
れ
な
い
）

卅
（
ニ

弐
拾
）
斤

〆
御
万
（
ニ

姫
）
様
へ

一
、
銀
子

百
枚

〆
お
ふ
う
様
へ

一
、
銀
（
イ
ロ
ニ

子
）

百
枚

〆
（
イ

年
寄
共
拝
領
物
、
御
広
間
次
之
白
書
院
ニ
て
、
お
礼
ハ
大
広
ま
ニ
て
、
ロ

御
家
来
中
エ
被
レ

下
物
）

（
間
）

年
寄
衆
御
拝
領
物
（
注
８
）

一
、
銀
子
弐
百
枚

本
田
（
イ
ロ

多
）
安
房
守

（
多
カ
）

呉
服
五
（
イ

ツ
）

（
※
ロ
で
は
「
銀
子
百
枚
、
御
袷
五
」
の
み
）

（
イ

御
あ
わ
せ
五
ツ
）

（

袷

）

一
、
同

横
山
々
城
守

一
、
銀
子
（
イ

銀
）
五
拾
枚

前
田
対
馬
守

（
イ

呉
服
、
三
ツ
）

御
あ
ハ
せ
五
（
イ

三
ツ
）

（

袷

）

一
、
銀
子
五
拾
枚

（
イ

同
）

長
九
郎
左
衛
門

御
袷
五

一
、
同

奥
村
河
内
（
イ

守
）

一
、
同

横
山
大
膳
（
イ

正
）

一
、
同

小
幡
宮
内
（
イ

少
）

一
、
同

奥
村
因
幡
（
イ

守
）

一
、
銀
子
三
拾
枚

神
谷
丹
波
（
イ

守
）

（
イ

呉
服
、
三
ツ
）

御
あ
ハ
せ
三
（
イ

ツ
）

（

袷

）

（
イ

一
、
同

富
田
下
総
守
）（
ロ

同
断
、
富
田
下
総
）

一
、
同

津
田
勘
兵
衛

一
、
同

今
枝
民
部
（
イ

少
）

一
、
同

生
駒
内
膳

一
、
同

脇
田
帯
刀

〆
（
イ

已
上
）

Ｃ
ー
８

御
進
上
物

肥
前
守
様
ヨ
リ

一
、
御
太
刀
《
箱
梨
地
御
紋
、
袋
御
紋
錦
銘
折
付
て
》（
イ

袋
に
し
き
御
紋
、
銘
織
付
）

御
広
間
に
て
上
ル

一
振
（
ホ
ヘ

腰
）
行
平

（
ヘ

作
、
御
紋
錦
袋
）

一
、
御
馬
（
イ

大
ふ
さ
紫
、
く
ら
な
し
地
金
葉
三
ツ
宛
切
付
か
ら
鐙
、
鐙
な
し
地
、
沓
十
文
字
、
手
綱
紫
）

総

（

鞍

梨

）

（
梨
）

一
疋
《
鹿
毛
（
イ

歳
五
歳
、
ヘ

五
歳
）
御
く
ら
置

（

鞍

）

（
ホ

鹿
毛
鞍
置
）
》

御
書
院
ニ
て
上
ル

一
、
御
刀
（
ニ

腰
物
）《
箱
梨
地
御
紋
、
袋
金
ら
ん
銘
折
付
て
》

（

襴

）

（
イ

御
書
院
ニ
て
上
ル
）
一
腰
吉
家

（
頭
書
）
『
下
』

一
、
黄
金
（
ハ

金
子
）

弐
百
枚

（
頭
書
）
『
上
』

一
、
御
脇
指
（
ヘ

刺
）
《
箱
同
、
袋
御
紋
銘
共
ニ
而

お
り
付
て
》

（

折

）

（
イ

戸
川
肥
後
守
）

一
腰
、
志
津

（
戸
川
）
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（
イ

七
太
夫

一
、
定
家
、
山
科
《
大

庄
二
郎
、
小

清
二
郎
》《
太

惣
右
衛
門
、
笛

庄
兵
衛
》）

七

（
イ

太
夫
、
ロ

大
夫
）

一
、
善
（
ハ

是
）
界
、
山
科

《
大

彦
二
（
ハ

新
九
）
郎
、
小

清
二
郎
》《
太

惣
右

衛
門
、
笛

少
兵
衛
（
ハ

一
右
衛
門
）
》

（
イ

七
太
夫
、
ロ

七
大
夫
、
ハ

同
、
御
こ
い
能)

一
、
熊
坂
、
春
藤
（
ハ

同

）

《
大

植
田
、
小

六
蔵
》（
ハ

同
）
《
太

新
助
、
笛

（
山
科
）

長
蔵
》（
ハ

同
）

（
ニ

金
春
、
是
寿
、

同

春
藤
《
大

植
田
、
小

六
蔵
》《
大

新
助
、
笛

長
蔵
》）

（
わ
き
）

（
※
ニ

善
界
・
熊
坂
無
し)

（
イ

観
三
郎
、
ロ
ニ

観
世
、
ハ

観
世
大
夫
）

一
、
弓
八
幡
、
弥
次
（
ハ

祝
言
、
山
科
弟
子
、
弥
二
郎
、
ニ

弓
八
幡
、

同

弥
二
郎
）

（
わ
き
）

《
大

庄
（
ハ

彦
）
二
郎
、
小

清
二
郎
》《
太

左
吉
、

笛

市
（
ハ

一
）
右
衛
門
》

右
猿
楽
江

被
レ

下
物
（
注
３
）

一
、
代
物

五
百
貫

一
、
御
小
袖

大
夫
分
ニ

三
ツ
ツ
ヽ

一
、
舞
台
ニ
て

観
世

金
剛

今
春

宝
生

一
、
弐
百
五
ツ
ヽ
内

か
ら
お
り
六
ツ

（

唐

織

）

一
、
百
五
拾

か
く
や
ニ
て

（

楽

屋

）

〆
三
百
五
拾
五

一
、
御
小
袖
、
弐
ツ
ヽ
ハ

惣
役
者
中
へ

一
、
銭

五
百
貫

Ｃ
ー
７黒

書
院
ニ
て

御
盃
之
上
ニ
て

御
拝
領
物
之
事

御
道
具
御
進
物
事
并
目
録
ニ
て

御
家
老
頂
戴
之
事

卯
月
廿
九
日

相
国
様
よ
り

肥
前
守
様
御
拝
領
物
（
イ

へ
被
レ

下
物
）

一
、
御
太
刀
（
イ

書
院
ニ
て
、
一
振
）
〈
袋
も
よ
き
地
金
ら
ん
〉（
イ

袋
し
ゆ
す
地
、
金
ら
ん
、
紋
ス

（

萌

黄

）

（

襴

）

（
繻
子
）

モ
ン

イ
セ
ン
花
ひ
ほ
紫
、
丸
打
）

一
腰
（
ニ

振
）
、
二
字
国
俊
（
ロ

つ
く
し
正
恒
、
ハ

（
筑
紫
正
恒
カ
）

ホ

正
恒
、
ニ

正
常
）

（
ニ

一
、
御
馬

一
疋
、
御
鞍
置
）

一
、
銀
子

弐
千
牧

一
、
呉
服

百
、
内

袷
五
拾
（
ハ
ニ
ホ

御
袷
五
十
、
御
小
袖
五
十
）

一
、
八
丈
嶋
（
ロ

八
丈
絹
、
ニ

八
条
嶋
）、
色
々
弐
百
端

一
、
御
脇
指
（
ニ

腰
物
、
ホ

脇
刺
）

（
イ

袋
金
ら
ん
こ
ん
地
、
か
ら
く
さ
ひ
ほ
紫
、
ひ
ら
打
）

（

襴

紺

）

（

唐

草

）

一
腰
玄
旨

貞
宗
（
ハ

真
宗
）

（
池
田
）

〆

（
イ

被
レ

下
物
）

相
国
様
よ
り

筑
前
守
様
御
拝
領
物

一
、
御
太
刀
（
イ

御
書
院
ニ
て
）
袋
こ
ん
地
金
ら
ん

（

紺

）

（

襴

）

一
腰
（
ニ

振
）
一
文
字

一
、
銀
子

五
百
牧

一
、
御
袷
（
ハ

袷
）

五
拾

一
、
御
腰
物
〈
袋
も
へ
き
地
、
金
ら
ん
〉

（

萌

黄

）

（

襴

）

（
イ

い
ろ
こ
か
た
の
も
ん
）

一
腰
国
俊
（
イ
ハ
ニ
ホ

二
字
国
俊
、
ロ

二
字
銘
国
後
（
俊
カ
））

（

鱗

形

）

（
紋
）

〆千
勝
様
御
拝
領
（
イ

へ
被
レ

下
物
）

一
、
銀
子

弐
百
数
（
ホ

牧
）

一
、（
ロ
ハ

御
）
袷

三
拾

一
、
御
脇
指
（
ホ

刺
）

（
イ

袋
あ
さ
き
地
ノ
金
ら
ん
、
御
書
院
ニ
て
）

一
腰
、
来
国
光
（
ハ

国
光
）

〆
宮
松
様
御
拝
領
（
イ

へ
被
レ

下
物
）

一
、
銀
子
（
イ

銀
）

弐
百
枚
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進
上
物

一
、
御
太
刀
、
一
腰

本
田
（
イ
ロ
ハ

多
）
安
房
守
（
ロ

政
重
）

（
多
カ
）

一
、
御
袷
、
弐
十

一
、
御
太
刀
、
一
腰

横
山
山
城
守
（
ロ

長
知
）

一
、
御
袷
、
弐
十

一
、
御
太
刀
、
同

前
田
対
馬
守
（
ハ

左
兵
衛
）

（
ロ
（
傍
書
）「
左
兵
衛
事
」）

御
袷
、
十

一
、
御
太
刀
、
同

長
九
郎
左
衛
門
（
ロ

連
頼
）

御
袷
、
同

一
、
御
太
刀
、
同

奥
村
河
内
守
（
ロ

栄
政
）

同
、
同

一
、
同
、
同

横
山
大
膳
（
イ

上
）（
ロ

康
玄
）

同
、
同

一
、
同
、
同

小
幡
宮
内
（
イ

少
）（
ロ

長
次
）

同
、
同

一
、
同
、
同

奥
村
因
幡
守
（
ロ

易
英
）

同
、
同

一
、
同
、
同

神
谷
丹
波
守
（
ロ

守
孝
、（
傍
書
）「
信
濃
事
」）

同
、【
同
】〔
五
〕

一
、
同
、
同

富
田
下
総
（
イ

守
）

同
、
同

一
、
同
、
同

津
田
勘
兵
衛
（
ロ

重
次
）

同
、
同

一
、
同
、
同

今
枝
民
部
（
イ

少
）（
ロ

直
恒
）

同
、
同

一
、
同
、
同

生
駒
内
膳

同
、
同

一
、
同
、
同

脇
（
ハ

腰
）
田
帯
刀
（
ロ

重
後
（
俊
カ
））

同
、
同

右
御
広
間
ニ
テ

御
進
物
上
り

、
御
礼
過
て
御
能
初
ル

Ｃ
ー
６

御
能
次
第
（
注

）
15

観

（
イ

世
三
郎
）

一
、
翁

《
千
歳
、
梅
若
、
三
番
三
、
権
丞
》

観

（
ロ
ハ
ニ

世
）

一
、
高
砂
、
ワ
キ

山
科

《
大
（
イ

太
）

庄
三
（
ハ

二
、
ニ

次
）
郎
、
小

清
二

郎
》《
太
（
ニ

大
）

左
吉
、
笛

市
（
ハ

一
）
右
衛
門
》

（
イ

相

権
丞
）

狂
言
、
あ
そ
ふ
、
仁
右
衛
門

（

麻

生

）

今

（
イ

今
【
■
】〔
春
〕
七
郎
、
ハ

今
春
、
ニ

金
春
）

一
、
兼
平
、
春
藤

《
大

九
郎
兵
衛
、
小

六
蔵
》
清
左
（
イ

右
）
衛
門

（
イ

相

弥
二
兵
衛
）

あ
く
ほ
し
（
イ

あ
ゝ
ほ
）
、
弥
右
衛
門

七

（
イ
ロ
ニ

太
夫
、
ハ

大
夫
）

一
、
ゆ
や
（
イ
ハ

湯
谷
、
ニ

熊
野
）
、
権
右
衛
門

（
熊
野
）

《
大

源
右
衛
門
、
小

小
左
衛
門
》(

イ
ハ
ニ

笛)

庄
（
ハ

少
）
兵
衛

な
き
尼
、
仁
右
衛
門

権

（
イ

今
春
権
右
衛
門
、
ロ

権
大
夫
、
ハ
ニ

権
兵
衛
）

権
兵
衛
カ

一
、
鵜
（
飼
脱
カ
）
、
彦
二
郎
（
ハ
ニ

高
安
）
《
大

助
三
、
小

五
郎
右
（
ハ
ニ

左
）
衛
門
》《
太

彦
九
郎
、
笛

長
蔵
》

相
、
五
郎
兵
衛

七

（
イ
ニ

太
夫
、
ロ
ハ

大
夫
）

一
、
自
然
居
士
、
ワ
キ

山
科

《
大

源
右
衛
門
、
小

小
左
衛
門
》
笛

市
右
衛
門
（
ハ

左
兵
衛
、
ニ

庄
兵
衛
）
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　前田邸御成記の分析

( 22 )

一
、
銀
（
ロ
ハ

子
）
五
（
ロ
ハ
ホ

十
）
枚

神
谷
丹
波
守
（
ヘ

丹
波
守
孝
）

『

信

濃

事

』

一
、
御
袷
五
（
ロ

十
、
ハ
ホ

五
ツ
）

一
、
同

富
田
下
総
守
（
ヘ

下
総
直
吉
）

一
、
同

津
田
勘
兵
衛
（
ヘ

重
次
）

一
、
同

今
枝
民
部
（
ヘ

直
恒
）

一
、
同

生
駒
内
膳
（
ヘ

直
義
）

一
、
同
（
ハ

御
袷
五
ツ
、
銀
子
三
十
枚
、
ホ

銀
子
三
十
牧
、
御
袷
三
）

脇
（
ハ

腰
）
田
帯
刀
（
ヘ

重
俊
）

〆

（
※
ヘ

で
は
前
田
対
馬
か
ら
脇
田
帯
刀
ま
で
同
じ
「
白
銀
百
枚
、
御
袷
十
」）

Ｃ
ー
５

御
広
間
ニ
テ

上
ル

御
進
物

肥
前
守
様
ヨ
リ

一
、
御
太
刀
、
箱
梨
地
（
ニ

御
箱
蒔
絵
御
紋
）
一
腰
（
ニ

振
）
、
友
成

（
イ

箱
な
し
地
御
紋
、

袋
に
し
き
地
、
但
銘
織
付
ル
、
ハ

ま
き
ゑ
の
い
へ
ニ
入
）

一
、
御
馬

一
疋
《
黒
毛
、
御
く
ら
お
き
て
》（
注
２
）

（

鞍

）

一
、
御
刀
《
箱
梨
地
、
か
な
か
ひ
ま
き
へ
》〈
書
院
ニ
て

上
ル

〉

（

金

貝

）

（

蒔

絵

）

一
腰
真
守

（
ニ

一
、
御
腰
物
、
御
箱
蒔
絵
御
紋

一
腰
、
貞
宗

※
誤
写
カ
）

一
、
御
脇
指
《
箱
梨
地
、【
具
】〔
貝
〕
つ
く
し
か
な
か
ひ
ま
き
へ
》〈
同
〉

（

尽

金

貝

蒔

絵

）

一
腰
、
長
銘
正
宗
（
ハ

正
宗
、
る
り
め
い
同
箱
ニ
入
、

（
江
戸
長
銘
正
宗
）

ホ

正
宗
長
銘
）

一
、
金
子
、
百
両
作
り
（
ニ
ホ

拾
枚
作
り
）

卅
枚
（
ハ

拾
枚
、
作
三
十
枚
）《
御
広
間

と

目
【
銀
】

『
マ
ヽ
』

〔
録
〕
ニ
て

上
ル

》

一
、
御
袷

百
、
御
広
間
ニ
て

一
、
呉
服
（
ハ
ニ

御
小
袖
）

百
（
ニ

弐
百
）
、
同

一
、
加
賀
染
絹
（
ホ

加
賀
染
）

五
十
端
、
同
（
ロ
ハ
ニ
ホ

百
）

一
、
綿

弐
千
（
ニ

千
）
把
、
同

一
、
猩
々
皮

卅
間
、
同

（
イ

右
い
つ
れ
も
御
目
録
）

将
軍
様
江

筑
前
殿
ヨ
リ

一
、
御
太
刀
（
イ

箱
梨
地
御
紋
、
袋
き
ん
ら
ん
、
ニ

御
箱
蒔
絵
御
紋
）

御
広
間
ニ
て

一
腰
（
ニ

振
）
、
正
恒

一
、
御
刀
（
イ
ハ
ニ

御
腰
物
）

（
イ

同
箱
、
袋
同
）

御
書
院
ニ
て
上

一
腰
、
包
永

〈
一
、
銀
子

御
広
間

五
百
枚
〉

一
、
御
服
（
イ

呉
服
、
ハ
ニ
ホ

御
小
袖
）

五
十
、
同

一
、
綿

千
把
、
同

一
、
御
脇
指
（
ホ

刺
）

（
イ

同
箱
、
袋
同
）

御
書
院
ニ
て
上

一
腰
、
当
麻

将
軍
様
へ

千
勝
殿
よ
り

一
、
御
太
刀
《
袋
紫
金
ら
ん
》（
イ

袋
紫
地
、
金
ら
ん
紋
有
）

御
広
間

一
腰
（
ニ

振
）
、
恒
守

一
、
銀
子

弐
百
枚

一
、
御
服
（
イ

呉
服
、
ハ
ニ
ホ

御
小
袖
）

五
十

宮
松
殿
よ
り

一
、
御
太
刀
《
袋
も
よ
き
金
ら
ん
》（
イ

袋
も
へ
き
地
紋
金
ら
ん
）

（

萌

葱

）

御
広
間

一
腰
（
ニ

振
）
、
末
守

一
、
銀
子

弐
百
枚

一
、
御
服
（
イ

呉
服
、
ハ
ニ
ホ

御
小
袖
）

五
十

（
ニ

将
軍
様
江

御
袋
様
【
御
拝
】〔
よ
り
〕
御
進
上

一
、
金
子

弐
拾
枚

一
、
御
小
袖

拾

一
、
大
樽

弐
つ

一
、
白
鳥

弐
つ

一
、
金
ノ
折

壱
つ

〆

）
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一
、
御
盃
之
上
ニ
テ

御
拝
領
物
事

御
道
具
御
進
上
物
事

御
目
録
ニ
テ

御
家
老
衆
頂
戴
之
事

将
軍
様
ヨ
リ

肥
前
守
様
御
拝
領

一
、
御
太
刀

一
腰
（
ニ

振
）
、
二
字
国
俊
（
イ

袋
地
こ
い
あ
さ
き

紋
、
雲
竜
之
金
）

一
、
御
腰
物
（
ハ
ホ

脇
指
）

（
イ

袋
も
え
き
地
、
き
つ
か
う
金
入
）

（

亀

甲

）

一
腰
、
秋
田
正
宗
（
ハ

長
め
い
の
正
宗
、
ホ

長
銘
）

一
、
銀
子
（
ヘ

白
銀
）

三
千
牧

一
、
御
袷

弐
百

一
、
呉
服(

ハ
ニ
ホ

御
小
袖)
百
（
ヘ

領
）

一
、
御
寝
衣
（
ロ

御
ね
衣
、
ニ

か
ら
お
り
御
夜
物
、
ホ

御
夜
物
、
ヘ

夜
着
）

弐
拾
（
ハ

之
内
、
十
か
ら
を
り
）

（

唐

織

）

一
、
羅
紗
（
ハ
ニ
ホ

猩
々
皮
）

参
拾
（
ハ
ニ
ホ
ヘ

間
）

筑
前
守
様
御
拝
領

一
、
御
太
刀

一
腰
、
真
長
（
イ

貞
長
、
ハ

め
い
不
レ

知
、
ホ

真
守
、

（
銘
）

ヘ

貞
宗
）

（
イ

袋
こ
ん
地
、
金
ら
ん
、
紋
い
ろ
こ
か
た
）

(

鱗

形

)

一
、
御
脇
指
（
ホ
ヘ

刺
）

一
腰
、【
真
】〔
貞
〕
宗
（
ニ

真
宗
、
ホ
ヘ

貞

長

）

『
宗
？
』

（
イ

袋
も
へ
き
地
、
金
ふ
し
の
丸
）

一
、
銀
子
（
ヘ

白
銀
）

五
百
数
（
イ
ロ
ハ
ホ
ヘ

枚
）

一
、
御
袷

百

千
勝
様
江

御
拝
領

（

利

次

）

一
、
御
腰
物
（
ハ
ホ

太
刀
）

一
腰
、
守
家
（
イ

袋
あ
さ
き
地
）

(

浅

黄

）

一
、
銀
子
（
ヘ

白
銀
）

三
（
ロ

弐
）
百
牧

一
、
御
袷

五
拾

宮
松
様
御
拝
領

（

利

治

）

一
、
御
腰
物
（
ハ

太
刀
）

一
腰
、
長
光
（
イ

袋
有
）

一
、
銀
子
（
ヘ

白
銀
）

三
百
枚

一
、
御
袷

五
拾

御
袋
様
江

（
ロ

寿
福
院
、
ヘ

御
袋
方
）

（
※
ハ
ホ

御
袋
様
か
ら
お
ふ
う
様
無
し
）

（
千
代
保
）

一
、
銀
子
（
ヘ

白
銀
）

弐
（
ニ

三
）
百
牧

一
、
ひ
ち
り
め
ん
（
ロ
ニ

巻
物
）

弐
拾
巻

（

緋

縮

緬

）

一
、
紅
糸
（
イ

い
と
、
ニ

く
れ
な
い
）

弐
（
ニ

五
）
拾
斤

森
右
近
様

（

忠

広

）

御
前
様
（
ヘ

亀
鶴
姫
）

（
亀
鶴
姫
）

一
、
銀
子
（
ヘ

白
銀
）

弐
百
牧

一
、
紅
糸
（
イ

い
と
、
ニ

巻
物
）

弐
拾
斤
（
ニ

巻
）

お
万
様
（
ニ

御
姫
様
、
ヘ

満
姫
）

（

満

姫

）

一
、
銀
子
（
ヘ

白
銀
）

百
牧

一
、
紅
糸
（
イ

い
と
、
ニ

く
れ
な
い
）

卅
（
ロ

廿
、
ニ

弐
拾
）
斤

お
ふ
う
様
へ

（
ヘ

富
姫
）

（

富

姫

）

一
、
銀
子
（
ヘ

白
銀
）

百
牧

一
、
紅
糸
（
イ

い
と
、
ニ

く
れ
な
い
）

卅
（
ロ

廿
、
ニ

弐
拾
）
斤

将
軍
様
ヨ
リ

年
寄
衆
拝
領
物
（
注
７
）

卯
月
廿
六
日

一
、
銀
子
三
（
ロ

弐
）
百
牧

本
田
阿
（
イ
ロ
ハ
ホ
ヘ

多
安
）
房
守
（
ヘ

政
重
）

（
多
安
カ
）

一
、
御
袷
弐
拾

一
、
銀
子
三
（
ロ

弐
）
百
牧

横
山
山
城
守
（
ヘ

長
知
）

一
、
御
あ
ハ
せ
廿

（

袷

）

一
、
銀
子
百
枚

前
田
対
馬
守
（
ハ

左
兵
衛
、
ヘ

対
馬
直
正
）

『
左
兵
衛
事
』

一
、
御
あ
ハ
せ
拾

（

袷

）

一
、
同

長
九
郎
左
衛
門
（
ヘ

連
頼
）

一
、
同

奥
村
河
内
守
（
ホ

河
内
、
ヘ

河
内
栄
政
）

一
、
同

横
山
大
膳
（
ヘ

康
玄
）

一
、
同

小
幡
宮
内
（
ヘ

長
次
）

一
、
同

奥
村
因
幡
守
（
ホ

因
幡
、
ヘ

因
幡
易
英
）

（
※
ヘ

で
は
「
銀
子
」
が
「
白
銀
」

に
な
っ
て
い
る
が
本
稿
で
は
省
略
）
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　前田邸御成記の分析

( 20 )

〆

（
ロ

三
色
火
袋
間
ニ
お
ク
筑
前
守
様
御
礼
被
仰
上
御
挨
拶
中
川
半
左
衛
門
殿
、
右
御
礼
奏
者
奥
村
河
内
栄
政
）

Ｃ
ー
１

一
、
将
軍
様
御
下
屋
敷
江

卯
月
廿
六
日
（
ヘ

家
光
将
軍
渡
御
、
中
納
言
利
光
邸
《
是
月
廿
三
日
尊
名
改
、

利
常
称
二

肥
前
守
一

》）

御
成
之
次
第
、
天
気
快
シ

御
数
寄
屋
江

御
成
、
入
御

〈
供
ブ
ニ

ハ
〉

（
奉
）

駿
河
大
納
言
様

橘
飛
騨
守
殿

（

立

花

宗

茂

）

御
勝
手
ヨ
リ藤

堂
和
泉
殿

（
ロ

御
相
伴
、
駿
河
大
納
言
様
、
立
花
飛
騨
守
殿
宗
茂
、
藤
堂
和
泉
守
殿
高
虎
、
朽
木
卜

斎
、
南
光
坊
、
伝

長

老
、

（
元
綱
）

（
天
海
）

（
以
心
崇
伝
）

延

寿

院
）

（
曲
直
瀬
玄
朔
）御

茶
被
レ

為
レ

上

御
花
御

被
レ

遊
ル

（
へ

御
花
、
炭
被
レ

遊
）

卯
月
廿
九
日

快
晴

一
、
相
国
様

御
成
（
ヘ

大
相
国
秀
忠
公
御
勝
手
よ
り
数
寄
屋
江

入
御
）

入
御

供
奉
ニ

ハ

〈
水
戸
中
納
言
様
〉

橘
飛
騨
守
殿

（
イ

眼
病
ニ
付
而
）
御
勝
手
ヨ
リ

藤
堂
和
泉
守
殿

（
ロ

御
相
伴
、
水
戸
中
納
言
様
、
立
花
飛
騨
守
様
殿
、
藤
堂
和
泉
守
殿
、
朽
木
卜
斎
、
南
光
坊
、
伝
長
老
、
延

寿
院
）

御
【
成
】〔
茶
〕
被
レ

為
レ

上

御
花
、
御
炭
被
レ

遊
也
（
ヘ

炭
被
レ

遊
候
、
於
二

御
書
院
一

饗
応
等
廿
六
日
同
断
）

Ｃ
ー
２

御
数
寄
屋
過
テ
御
黒
書
院
ニ
テ

御
盃
ノ
次
第
、
御
書
出
シ

ノ
写

一
、
献
之
御
膳

一
、
御
盃
出
、
御
銚
子
、
御
盃
上
ル
、
其
御
盃
大
納
言
様
其
御
盃
御
前
へ

上
ル

、
其
御
盃
肥

前
守
頂
戴
、
此
間
ニ

御
道
具
被
レ

下
、
其
御
盃
筑
前
守
頂
戴
、
此
間
ニ

御
道
具
（
挿
入
）
「
被

レ

下
、
其
御
盃
筑
前
守
頂
戴
、
此
間
ニ

御
道
具
」
進
上
被
レ

下
、
其
御
盃
御
前
へ

上
ル
、
此

間
御
道
具
進
上
、
其
御
盃
千
勝
様
頂
戴
、
御
道
具
被
レ

下
、
此
内
ニ

御
盃
出
御
前
へ
上
ル

、

（
利
次
）

其
盃
ヲ

頂
戴
、
御
道
具
被
レ

下
、
其
御
盃
御
前
へ

上
ル

、
其
御
盃
藤
堂
和
泉
被
レ

下
納
ル

、（
イ

筑
前
守
殿
迄
ハ
）
御
盃
、
三
方
、
御
加
へ

在
り
（
イ

御
盃
出
、
御
銚
子
、
御
盃
上
ル
、
其
御
盃
大
納
言

様
へ
、
其
御
盃
御
前
へ
上
ル
、
其
御
盃
肥
前
守
殿
頂
戴
、
此
間
ニ
御
道
具
被
レ

下
、
其
御
盃
御
前
へ
上
ル
、
此

間
ニ
御
道
具
進
上
、
其
御
盃
千
勝
殿
頂
戴
、
御
道
具
被
レ

下
、
其
御
盃
御
前
へ
上
ル
、
宮
松
殿
頂
戴
、
御
道
具

被
レ

下
、
其
御
盃
御
前
へ
上
ル
、
其
御
盃
藤
堂
和
泉
守
頂
戴
納
レ

之
、
筑
前
守
殿
迄
ハ
御
盃
三
方
ニ
て
被
レ

下
、

御
加
有
レ

之
）

Ｃ
ー
３

一
、
昼
ノ
御

悦

（
膳
カ
）（
イ

御
膳
）

『
マ
ヽ
』

初
献
御
膳
、
御
銚
子
、
大
納
言
様
、
其
次
肥
前
守
殿
、
其
銚
子
御
前
へ

上
ル
、
此
間
ニ

御

吸
物
出
ル

、
御
加
へ

被
レ

成
、
御
盃
肥
前
守
殿
頂
戴
、
其
内
ニ

御
肴
出
、
則
被
レ

下
ノ
ヲ
其
盃

藤
堂
和
泉
納
ル

（
イ

初
献
御
膳
御
銚
子
出
、
次
ノ
御
銚
子
も
出
候
、
二
献
同
断
、
三
献
目
御
前
へ
上
ル
、

御
銚
子
大
納
言
様
、
其
次
肥
前
殿
、
其
御
銚
子
御
前
へ
上
ル
、
此
間
ニ
吸
物
出
、
御
く
ハ
へ
被
レ

成
、
御
盃
肥

ス
イ

（

加

）

前
守
殿
頂
戴
、
其
内
御
肴
出
、
則
被
レ

下
、
其
盃
藤
堂
和
泉
守
納
也
）

一
、
両
度
之
御
成
之
義
式
同
前
、
御
腰
物
御
脇
指
并
目
録
ノ
面
ハ
此
御
書
院
ニ
テ

御
進
上
ニ
て

、

御
親
子
共
ニ

御
太
刀
ハ
御
能
之
前
ニ

御
広
間
ニ
テ

上
ル

也

両
度
共
ニ

一
、
御
書
院
ニ
テ

七
五
三
、
御
供
衆
五
々
三
御
相
伴
、
晩
ニ

ハ
御
料
理
振
舞
也

（
ヘ

於
二

黒
書
院
一

御
盃
、
於
二

書
院
一

七
五
三
御
饗
応
、
御
供
中
五
々
三
、
晩
ハ
常
之
御
膳
、
此
時
拝
謁
之
仰
下

十
四
貢
）

Ｃ
ー
４

御
黒
書
院
ニ
テ
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紀　要　編

( 19 )

寛
永
六
年
御
成

基
準
史
料
（
「
御
成
次
第
」（
加
越
能
文
庫

特
一
六
・
一
三
ー
三
一
）

（
表
紙
）

「

寛
永
六
年
御
成
次
第

肆

寛
永
六
年
御
成
次
第

単

」

（
扉
題
）

「
寛
永
六
年
御
成
次
第

完
」

Ａ（
加
越
能
文
庫
印
）

（
校
了
印
）

寛
永

卯
月
廿
六
日
於
二

江
戸
御
下
屋
敷
一

両
上
様
中
納
言
様
御
成
次
第
、
御
道
具
、
御
飾

（
徳
川
頼
房
）

之
目
録此

御
成
記
、
石
河
正
謙
取
持

（
平
出
）

大
森
三
郎
兵
衛
伝
二－

来
之
一

仍
就
後
藤
演
乗
献
レ

之

于
レ

時
貞
享
丁
卯
初
秋
下
旬

（
四
年
）

Ｂ寛
永
六
年
巳

卯
月
廿
三
日

肥
前
守
殿

筑
前
守
殿
就
二

御
受
領
一

（

利

常

）

（

光

高

）

将
軍
様
ヨ
リ

肥
前
殿
拝
領
物

一
、
御
脇
指

一
腰
、

米

（
イ
ロ

来
）
国
次

（
来
カ
）

相
国
サ
マ
ヨ
リ

一
、
御
脇
指

一
腰
、
則
国

将
軍
様
ヨ
リ

筑
前
殿
へ

一
、
御
腰
物

一
腰
、
正
宗
（
イ

ツ
ク
シ
正
宗
）

相
国
サ
マ
ヨ
リ

一
、
御
腰
物

一
腰
、
サ
ミ
タ
レ
江
（
ロ

さ
み
た
れ
が
う
義
弘
）

（

五

月

雨

）

右
為
二

御
礼
一

御
進
上
物

将
軍
様
へ

肥
前
殿
ヨ
リ

一
、
御
太
刀

一
腰
、
但
黒
太
刀

一
、
御
馬
代

銀
子
参
百
枚

相
国
サ
マ
へ

一
、
御
馬
代

同

一
、
御
太
刀

一
腰
、
但
黒
太
刀

将
軍
様
江

筑
前
殿
ヨ
リ

一
、
御
太
刀

一
腰
、
信
国

一
、
御
馬
代

銀
千
枚

一
、
御
脇
指

一
腰
、
吉
光

相
国
様
へ

一
、
御
太
刀

一
腰
、
青
江
吉
次

一
、
御
馬
代

銀
五
百
牧

一
、
御
脇
指

一
腰
、
貞
宗

（
注
１
）

肥
前
殿
ヨ
リ

筑
前
守
様
へ

被
レ

進
道
具

一
、
御
腰
物

一
腰
《
平
野
藤
四
郎
》（
ロ

吉
光
）

一
、
木
目

御
茶
入

卯
月
廿
三
日

駿
河
大
納
言
殿
ヨ
リ

肥
前
守
殿
江

（
イ

肥
前
守
様
へ
同
受
領
之
時
々
）

（

徳

川

忠

長

）

一
、
御
太
刀

一
腰
、
備
前
保
弘

一
、
御
馬
代

金
子
弐
拾
牧

一
、
御
袷

参
拾

駿
河
様
ヨ
リ

筑
前
守
様
江

一
、
長
谷
部
国
重

磨
上
物
一
腰
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　前田邸御成記の分析

( 18 )

な
ま
す

汁
集

（

鱠

）

ふ
と
に

（

太

煮

）

や
き
物

め
し

（

焼

）

二

焼
物
鯛

汁
《
塩
雁
、
ふ
、
椎
茸
》

煮
物
さ
ゝ
い

（

栄

螺

）三

さ
し
ミ

青
酢

汁
〈
塩
煮
〉

か
う
の
物

（

香

）

吸
物
蛤

取
肴
色
々

（
御
能
省
略
）

御
成
之
日

御
台
様

御
子
様
達
江

筑
前
守
進
上
之
目
録
（
※
以
下
の
記
述
は
他
史
料
に
無
い
）

御
台
様

一
、
御
袷

拾

一
、
御
単
物

弐
拾

一
、
錦

五
百
把

一
、
銀
子

三
百
枚

已
上

若
君
様

一
、
御
太
刀

一
腰
国
宗

一
、
御
腰
物

一
腰
長
光

一
、
御
脇
指

一
腰
来
国
次

一
、
御
馬

一
疋
御
鞍
置

一
、
御
袷

三
拾

一
、
絹

百
疋

一
、
銀
子

三
百
牧

已
上

御
国
様

一
、
御
太
刀

一
腰
長
光

一
、
御
腰
物

一
腰
則
重

一
、
御
脇
指

一
腰
安
吉

一
、
御
馬

一
疋
御
鞍
置

一
、
御
袷

二
拾

一
、
銀
子

弐
百
牧

已
上

女
御
様

一
、
御
袷

拾

一
、
銀
子

百
牧

已
上

（
以
下
、
別
記
事
省
略
）
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紀　要　編

( 17 )

塩
引

《
か
ま
ほ
こ
、
亀
足
有
》

汁
集

同あ
へ
ま
せ

同

こ
か
く
足
打
金

あ
か
り
こ

香
物

こ
お
け

め
し

二
膳

小
ち
う
金
わ
銀

同

干
鱈

海
月

か
い
金
わ
銀

あ
か
り
こ

貝
盛

汁
《
白
鳥
、
椎
茸
、

ふ

入
》

（
麩
）

同

同

こ
ん
き
り

す
し

三
膳

こ
か
く
足
打
金

は
も
り

（

羽

盛

）

辛
螺
金
わ
銀

汁
鱸

同舟
も
り引

物
三
種

五
と
い
り
金
わ
銀

吸
物
《
ひ
れ
物
、
は
ま
く
り
》

盃
之
台
之
事

五
せ
ん
さ
い
し
き
の
台

木
地
の
台

お
さ
へ
の
物
い
ろ
〳
〵

以
上

一
、
三
百
人
前
、
御
歩
之
衆
膳
部

本

大
ち
う
金
わ
銀

干
鱈

汁
集

同あ
へ
ま
せ

か
う
の
物

め
し

二

金
銀地

紙
《
香
の
物
、
や
き
鳥
、
塩
引
、
え
ひ
、
い
か
、
さ
よ
り
》

（
海
老
）

汁
《
塩
雁
、
ふ
、
し
い
た
け
》

三

さ
し
ミ

青
酢

汁
す
ゝ
き

（

鱸

）

金
銀こ

お
け

（

小

桶

）

吸
物
蛤

取
肴
色
々

一
、
弐
百
人
前
、
御
中
間
衆

本
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　前田邸御成記の分析

( 16 )

一
、
梨

一
、
胡
桃
亀
足
有

一
、
柏御

引
替
御
膳
之
事

御
本
膳

な
ま
す

御
汁
集

（

鱠

）

香
之
物

煮
物
み
る
く
い

御
食

（

海

松

食

）

御
二
之
膳

焼
物
ま
す

（

鱒

）

貝
焼

御
汁
竹
子
《
鶴
、
椎
茸
入
》

す
し
宇
治
丸

御
三
之
膳

鱸さ
し
ミ

（

刺

身

）

た
い
ら
き

御
汁
鱸

や
き
と
り

（

焼

鳥

）

御
吸
物

鯉
之
味
噌
煎

は
ま
く
り

（

蛤

）

御
お
さ
へ
の
物

（

押

）

お
き
つ
た
い

（

興

津

鯛

）

水
く
り

御
菓
子

さ
め
か
い
も
ち
ゐ

（

醒

井

餅

）

み
つ
か
ん

（

蜜

柑

）

ひ
わ

（
枇
杷
）

（
重
ね
て
筑
前
守
進
上
、
広
間
へ
移
動
、
御
能
御
覧
省
略
）

御
次
之
御
三
之
間
厳
之
事

御
打
五
合

数
拾
金
置
上
絵
有

一
、
塩
引

か
さ
り

き
そ
く

（

飾

）

（

亀

足

）

や
う
か
ん

同

作
り
花

（

羊

羹

）

一
、
干
鱈

か
さ
り

き
そ
く

は
す

同

作
り
花

一
、
生
い
か

花

こ
お
け
五
十

金
銀
絵
有

（

小

桶

）

一
、
か
い
つ
く
し

花

（

貝

尽

カ

）

き
り
こ
五
十

金
銀
絵
有

一
、
か
ま
ほ
こ

き
そ
く

（

蒲

鉾

）

き
ん
か
ん
や
き

葉
作
花

（

金

柑

焼

）

さ
い
し
き
の
台
之
事

一
、
鶴
亀
松
竹
之
台

一
膳

一
、
ふ
つ
き
し
ん
の
う
の
台

一
膳

一
、
山
高
滝
《
鯉
、
三
つ
つ
れ
》

一
膳

一
、
長
郎
の
台

一
膳

一
、
源
氏
の
台

一
膳

一
、
竜
虎
梅
竹

一
膳

一
、
人
丸
之
台

一
膳

已
上
七
膳

一
、
三
つ
ほ
し

一
膳

（

星

）

一
、
二
つ
ほ
し

一
膳

右
之
折
ほ
し
の
台
、
何
れ
も
折
棚
に
か
さ
り
置
候
也
、
御
目
通
之
分
は
大
形
此
分
な
り

一
、
五
百
人
前
、
御
供
之
衆
五
々
三
之
膳
部
之
事

本
膳

大
ち
う
金
わ
銀

こ
か
く
足
打
金

あ
か
り
こ
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( 15 )

大
ち
う
金
絵
在
、
輪
有

か
ら
墨

（

唐

）
同

あ
い
の
物
金
輪
絵
有

海
老

真
羽
煎

同ふ
か

三
献

同干
鱈

金
ノ
わ
有
き
そ
く

あ
い
の
物
金
輪
絵
有

辛
螺

ひ
し
ほ
煎

同巻
鯣

此
三
献
ニ
而

御
酒
三
献
参
り

三
献
目
に
従
二

公
方
様
一

御
腰
物
浅
井
一
文
字

、
御
脇
指
平
野
藤
四
郎

筑
前

守
被
レ

為
二

拝
領
一

、
則
一
献
被
レ

下
被
レ

納
也

（
筑
前
守
拝
領
中
略
）

公
方
様
ヨ
リ

筑
前
守
母
儀
へ
被
レ

下
物

一
、
黄
金

三
拾
枚

一
、
綿

三
百
把

以
上

（
家
中
拝
領
、
広
間
で
の
筑
前
守
・
家
中
の
進
物
中
略
）

右
御
礼
相
済
、
御
能
始
ル

三
番
過
、
最
前
之
書
院
江

被
レ

為
レ

成
七
五
三
之
御
膳
出

公
方
様

御
相
伴

藤
堂
和
泉

日
野
唯
心

水
無
瀬

筑
前
守

御
本
膳

大
ち
う
金
わ
金
絵
ア
リ

同

こ
が
く
金
絵
有
、
き
そ
く
あ
り

塩
引

蛸

か
ま
ほ
こ

（

蒲

鉾

）

同

五
と
入
金
わ
金
絵
有

あ
へ
ま
せ

御
湯
漬
《
御
箸
、
御
手
塩
》

（

和

交

）

同

同

こ
が
く
金
絵
有

か
う
の
物

ふ
く
め

こ
を
け

（

香

）

（

小

桶

）

御
二
ノ

膳

こ
ち
う
わ
金
絵
有

同

あ
い
の
物
金
わ
金
絵
有

巻
す
る
め

く
ら
け

御
汁
集

金
わ
金
絵
有

貝
盛

同

同

か
ら
墨

す
し

御
汁
鯉

御
三
膳

は
金
小
角
足
打
金
絵
有

あ
い
の
物
金
わ
金
絵
有

羽
盛
鴫

御
汁
白
鳥

金
わ
金
絵
有

栄
螺
三
盛

舟
盛
海
老

御
汁
鱸

御
菓
子
拾
一
種
御
縁
高

御
前
金
置
上
絵
有
、
御
相
伴
衆
金
銀
絵
有

一
、
焼
麩
、
亀
足
と
ん
は
う

一
、
饅
頭

一
、
結
昆
布
、
作
花

一
、
大
豆
糖

一
、
枝
柿

一
、
油
物

一
、
樒
柑

一
、
羊
羹
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　前田邸御成記の分析

( 14 )

「
弐
十
番
よ
り

二
十
九
番
迄
」

（
以
下
、
袋
の
表
面
）

三
十
一
上

（
貼
紙
）
「
三
十
一
上
」

一
、
公
方
様
御
成
之
時
御
拝
領
物
書
立

壱
通

一
、
元
和
三
年

公
方
様
松
平
筑
前
守
殿
江

御
成
之
膳
部
記

壱
冊

一
、
寛
永
六
年
松
平
筑
前
守
殿
江

御
成
之
進
物
記

壱
冊

一
、
此
方
御
成
之
時
御
進
物
并

式
礼
条
書

壱
通

一
、
御
成
御
作
事
御
注
文

壱
通

一
、
御
成
之
道
具
条
書

壱
通

（
以
下
、
裏
面
）

一
、
御
成
ニ

付
江
戸
并

御
国
元
ニ
而

御
調
書
物

弐
通

一
、
御
成
ニ

付
於
二

京
都
一

御
調
分
書
物

壱
通

一
、
御
成
ニ

付
伊
勢
兵
部
少
輔
貞
昌
状

壱
通

一
、
御
成
記

六
巻

右
拾
行
紙
袋
ニ

入

史
料
⑥
「
御
成
次
第
等
写
」
加
越
能
文
庫

特
一
六
・
一
三
ー
二
七
抜
粋

（
別
記
事
省
略
）

於
二

江
戸
一

秀
忠
公
松
平
筑
前
守
所
江

御
成
之
次
第

元
和
三
年
五
月
十
三
日

路
地
口
ヨ
リ
数
寄
屋
江

御
成
、
数
寄
屋
御
膳
部

御
本
膳

酒
ひ
て
《
鯛
、
蚫
》

御
汁
《
青
鷺
、
牛
蒡
、
大
根
》

（

浸

）

こ
く
せ
う
〈
雲
雀
〉

御
食

（

濃

漿

）

御
二
、
盛
こ
ほ
し

焼
鳥

か
ま
ほ
こ

御
汁
小
菜

（

蒲

鉾

）

か
う
の
物

（

香

）

御
引
物

さ
し
ミ
鰹

か
ら
し
酢

（

刺

身

）

（

辛

子

）

御
菓
子
、
御
ふ
ち
た
か

（

縁

高

）

枇
杷

餅

御
楊
枝

里
芋

御
相
伴

日
野
唯
心

藤
堂
和
泉

公
方
様
御
前
御
三
迄
、
杉
足
打

但
三
ハ

向
詰
ニ

盛
ル

御
相
伴
弐
人
杉
平
木
具
也

御
相
伴
さ
し
ミ
へ
き
、
引
物
小
鉢
也

御
茶
過
、
書
院
江

被
レ

為
レ

成
ル

御
三
方
ニ

熨
斗
御
前
江

出
候
、
頓
而

御
祝
之
御
膳
出
ル

公

方
様
上
段
ニ

被
レ

成
二

御
座
一

筑
前
守
被
二

罷
出
一

御
相
伴
別
ニ

無
レ

之

初
献

金
か
う
立
有
、
同
絵
有

焼
鳥
、
亀
之
甲

五
と
金
ノ
わ
絵
有

御
雑
煮
《
金

御
箸
之
台
、
同

御
手
塩
》

五
種
同

亀
之
甲

二
献
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二

地
紙
《
や
き
鳥
、
し
ほ
引
、
え
ひ
、
い
か
、
さ
よ
り
》

汁
《
塩
雁
、
干
椎
茸
》

三

さ
し
ミは

酢

汁
す
ゝ
き

こ
を
け

吸
物
、
蛤

取
肴
色
〳
〵

一
、
二
百
人
前

御
中
間
衆

本

な
ま
す

汁
集

ふ
と
に

や
き
物

め
し

二

や
き
の
物
、
た
い

汁
《
塩
か
ん
、
ふ
、
し
い
た
け
》

に
物
、
さ
さ
い

三

さ
し
ミは

す

汁
し
ほ
に

香
の
物

吸
物
、
は
ま
く
り

取
肴
色
〳
〵

一
、
十
三
日
御
能
之
事

わ
き

か
も

二
番

八
し
ま

三
番

夕
か
ほ

四
番

せ
う
き

五
番

三
輪

六
番

あ
し
か
り

七
番

祝
言

右
四
座
之
太
夫
衆
へ
薄
て

小
袖
、
類
を
し
ら
す
被
レ

下
候
、
舞
台
ニ

つ
ま
せ
被
レ

為
候
、
代
物

（

知

）

之
儀
は
不
レ

及
レ

申
儀
候
也
、
御
能
八
ツ
時
分
過
、
即
本
之
路
地
口
よ
り

還
御
候
也

御
機
嫌
之
儀
、
中
々
紙
面
ニ

難
レ

書
儀
共
御
座
候
、
御
次
之
日
何
も
諸
大
名
衆
被
二

仰
入
一

、
御
祝

之
御
能
御
座
候

十
四
日

一
わ
き

白
ひ
け

二
番

え
ひ
ら

三
番

ゆ
や

四
番

花
月

五
番

藤
戸

六
番

玉
か
つ
ら

七
番

山
う
は

以
上

史
料
⑤
「
徳
川
将
軍
江
戸
藩
邸
御
成
一
件
」
袋
（
島
津
家
文
書

七
〇
ー
二
六
）

（
袋
紐
札
）
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( 12 )

一
、
塩
引
か
さ
り

き
そ
く

や
う
か
ん
同

作
花

一
、
干
鱈
か
さ
り

き
そ
く

は
す
同

作
花

一
、
生
い
か

花

こ
お
け
五
十
、
金
銀
絵
有

一
、
か
い
つ
て

花

き
り
こ
五
十
、
金
銀
絵
有

一
、
か
ま
ほ
こ

き
そ
く

き
ん
か
ん
焼

葉
花

一
、
さ
い
し
き
台
之
事

一
、
鶴
亀
松
竹
の
台

一
膳

一
、
ふ
つ
き
親
王
の
台

一
膳

一
、
山
高
滝
《
こ
い
、
三
つ
わ
れ
》

一
膳

一
、
長
良
の
台

一
膳

一
、
け
ん
し
の
台

一
膳

一
、
竜
虎
梅
竹

一
膳

一
、
人
丸
之
台

一
膳

以
上
、
七
膳

一
、
三
ツ
ほ
し

一
膳

一
、
二
ツ
ほ
し

一
膳

右
之
御
折
ほ
し
の
台
、
何
も
折
た
な
ニ

か
さ
り
置
也
、
御
目
通
之
分
は
大
形
此
分
ニ
而

御
座
候

一
、
三
百
五
十
人
前

御
供
之
衆

五
々
三
之
膳
部
之
事

本
膳

塩
引

か
ま
ほ
こ

汁
集

あ
へ
ま
せ

香
の
物

こ
を
け

食

二
膳

干
鱈

く
ら
け

汁
《
白
鳥
、
し
い
た
け
、
ふ
入
》

こ
ん
き
り

す
し

三
膳

羽
盛

に
し

汁
鱸

舟
盛

引
物
三
種

吸
物
《
ひ
れ
の
物
、
は
ま
く
り
》

一
、
盛
之
台
之
事

五
せ
ん
さ
い
し
き
の
台
、
木
地
の
た
い

お
さ
へ
の
物
い
ろ
〳
〵

以
上

一
、
弐
百
人
前

御
か
ち
の
衆
、
膳
府
之
事

本

干
鱈

汁
集

あ
へ
ま
せ

か
う
の
物

め
し



174

紀　要　編

( 11 )

御
三
之
膳

羽
盛

御
汁
白
鳥

さ
ゝ
い
、
三
盛

舟
盛

御
汁
鱸

御
菓
子
十
一
種

一
、
焼
ふ

一
、
大
豆
あ
め

一
、
か
や

一
、
な
し

一
、
ま
ん
ち
う

一
、
枝
柿

一
、
ミ
か
ん

一
、
く
る
ミ

一
、
結
昆
布

一
、
油
物

一
、
や
う
か
ん

一
、
御
引
替
御
膳
之
事

御
本
膳

な
ま
す

御
汁
集

□
□
（
か
う
カ
）
の
物

（
虫
損
）

（
香
）

煮
物
、
み
る
く
い

御
食

御
二
之
膳

焼
物
ま
す

貝
焼

御
汁
《
鶴
、
竹
の
子
、
し
い
た
け
入
》

す
し
宇
治
丸

御
三
之
膳

す
ゝ
き

さ
し
ミ

た
い
ら
き

御
汁
鱸

こ
い

や
き
と
り

御
吸
物

鯉
の
ミ
そ
煮

は
ま
く
り

御
お
さ
へ
物

お
き
つ
鯛

水
く
り

御
菓
子

さ
め
か
い
も
ち
い

み
か
ん

枇
杷

重
而

御
進
物
之
事

一
、
御
腰
物

一
腰
貞
宗

一
、
御
脇
指

一
腰
《
荒
（
新
カ
）
身
藤
四
郎
》

以
上

何
れ
も
披
露
人

酒
井
雅
楽
頭

御
銚
子
加
へ

板
倉
周
防
守

永
井
信
濃
守

御
加
用

青
山
大
蔵

菅
沼
主
馬

酒
井
下
総
守

鳥
井
讃
岐
守

右
い
つ
れ
も
御
膳
過
、
御
広
間
へ

被
レ

為
レ

成
、
御
能
被
レ

成
二

御
覧
一

候

一
、
御
次
御
三
之
間
か
さ
り
の
事

一
、
御
打
五
合
、
数
十
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一
、
銀
子
百
枚

横
山
大
膳
頭

御
単
物
十

一
、
銀
子
百
枚

神
谷
信
濃
守

御
単
物
十

一
、
銀
子
百
枚

横
山
式
部
少

御
単
物
十

一
、
銀
子
百
枚

富
田
下
総
守

御
単
物
十

一
、
銀
子
百
枚

今
村
内
記

以
上

御
広
間
被
レ

為
レ

成
候
時
、
従
二

筑
前
殿
一

御
進
物
之
事

一
、
御
太
刀

一
腰
、
守
家

一
、
御
馬

一
疋
、
御
鞍
置

一
、
呉
服

百

一
、
御
袷

百

一
、
白
糸

百
斤

一
、
紅

百
斤

一
、
巻
物

百
巻

一
、
黄
金

三
百
枚

以
上

右
之
御
道
具
入
申
候
な
し
地
長
持
三
拾
え
た
葵
ノ
御
紋
有

御
家
中
之
衆
御
礼
之
次
第

一
、
御
太
刀

一
腰
、
横
山
山
城
守

御
単
物
廿

一
、
御
太
刀

一
腰
、
本
多
安
房

御
単
物
廿

一
、
御
太
刀

一
腰
、
奥
村
川
内
守

御
単
物
十

一
、
御
太
刀

一
腰
、
松
平
伯
耆
守

御
単
物
十

一
、
御
太
刀

一
腰
、
神
谷
信
濃
守

御
単
物
十

一
、
御
太
刀

一
腰
、
横
山
大
膳
頭

御
単
物
十

一
、
御
太
刀

一
腰
、
横
山
式
部
少

御
単
物
十

一
、
御
太
刀

一
腰
、
今
村
内
記

御
単
物
十

以
上

右
之
御
礼
過
、
御
能
始
り

候
而

、
三
番
過
、
最
前
之
御
書
院
被
レ

為
レ

成
、
七
五
三
之
御
膳

出
申
候

公
方
様

筑
前
殿

和
泉
殿

日
野
唯
心

水
無
瀬

御
本
膳

塩
引
、
た
こ

か
ま
ほ
こ

あ
ゑ
ま
せ

御
湯
漬

《
御
箸
、
御
手
塩
》

か
う
の
物
、
ふ
く
め

こ
を
け

御
二
之
膳

巻
す
る
め
、
く
ら
け

御
汁
集

貝
盛

か
ら
墨
、
す
し

御
汁
鯉
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さ
し
ミ
、
鰹

か
ら
し

御
菓
子
、
御
ふ
ち
高

枇
杷

餅

御
柳
子

（
楊
）

里
い
も

御
相
伴
弐
人
《
日
野
唯
心
、
藤
堂
和
泉
守
殿
》

公
方
様
御
前
、
御
三
迄
杉
足
打

但
、
三
ハ
向
詰
ニ

盛

弐
人
杉
平
木
具
也
、
御
相
伴
さ
し
ミ
へ
き
、
引
物
重
而

は
ち
也

御
茶
過
、
御
書
院
被
レ

為
レ

成
、
即
御
三
方
之
の
し

御
前
ヘ
出
候
、
軈
而

御
祝
言
之
御
膳

出
候
、
公
方
様
御
上
段
、
筑
前
殿
下
段
、
御
二
人
斗
也

初
献

焼
鳥

御
箸
台

御
雑
煮

五
種

御
手
塩

二
献

か
ら
墨

え
ひ

真
羽
煎

ふ
か

三
献

干
鱈

に
し
、
ひ
し
ほ
煎

巻
す
る
め

以
上

此
三
献
ニ
而

御
酒
三
献
参
、
三
献
目
ニ

公
方
様
よ
り
筑
前
殿
へ

御
腰
物
一
文
字
、
御
脇
指
平

野
藤
四
郎
、
御
拝
領
被
レ

成
、
即
中
座
御
い
た
ゝ
き
、
跡
へ

御
く
つ
ろ
き
被
レ

成
、
ち
ひ
さ
刀

を
被
レ

置
候
、
有
レ

之
大
小
御
さ
し
、
又
本
之
御
座
敷
へ

御
出
候
、
一
献
参
、
即
御
納
候
也

一
、
従
二

公
方
様
一

御
拝
領
之
目
録

御
太
刀

一
腰
、
守
家

御
腰
物

一
腰
、
一
文
字

御
脇
指

一
、
平
野
藤
四
郎

御
小
袖

百

御
単
物

百

御
袷

百

御
帷
子

百

八
丈
嶋

三
百
端

銀
子

三
千
枚

以
上

一
、
御
家
中
衆
へ

被
レ

下
候
物
之
事

一
、
銀
子
三
百
枚

横
山
山
城
守

御
単
物
廿

一
、
銀
子
三
百
枚

本
多
阿
波
（
安
房
カ
）
守

御
単
物
廿

一
、
銀
子
弐
百
枚

奥
村
川
内
（
河
内
カ
）
守

御
単
物
十

一
、
銀
子
弐
百
枚

松
平
伯
耆
守

御
単
物
十
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　前田邸御成記の分析

( 8 )

御
単
物

十

同
断

松
平
伯
耆

同
断

神
谷
信
濃

同
断

横
山
大
膳

同
断

横
山
式
部

同
断

富
田
下
総

同
断

今
枝
民
部

以
上

九
人
御
礼

右
御
礼
過
、
御
能
初
リ

三
番
過
、
最
前
之
御
書
院
ニ
て

七
五
三
之
御
膳
出
申
候

公
方
様

利
常
公

藤
堂
和
泉
守
殿

日
野
唯
心

水
無
瀬

御
献
立｜

塩
引
、
蛸

か
ま
ほ
こ

御
本
ノ
膳
｜

あ
へ
ま
せ

御
湯
漬

《
御
箸
、
御
手
塩
》

｜
香
之
物
、
ふ
く
め

小
桶

｜
巻
鯣

海
月

御
汁
集

御
二
ノ
膳
｜

貝
盛

｜
か
ら
す
み

鮨

御
汁
鯉

｜
羽
盛

御
汁
白
鳥

御
三
ノ
膳
｜

栄
螺
、
三
盛

｜
舟
盛

御
汁
鱸

一
、
焼
麩

一
、
大
豆
飴

一
、
楓

御
菓
子

一
、
梨
子

一
、
饅
頭

一
、
枝
柿

十
一
種

一
、
蜜
柑

一
、
楜
桃

一
、
結
昆
布

一
、
油
物

一
、
羊
羹

御
引
替
御
膳

鱠

御
汁
集

御
本

香
之
物

煮
物
み
る
く
い

御
食

焼
物
鱒

鶴

御
二

貝
盛

御
汁

竹
ノ
子

鮨
宇
治
丸

椎
茸

已
上

（
※
以
下
の
献
立
等
無
し
）

史
料
④
「
徳
川
将
軍
前
田
利
常
邸
御
成
之
次
第
」（
島
津
家
文
書

七
〇
ー
二
六
ー
一
五
）

（
端
裏
書
）
「
□
□
（
松
平
カ
）
筑
前
守
殿

御
成
」

（
シ
ワ
）

元
和
三
年
巳
五
月
十
三
日
卯
辰
間
、
公
方
様
松
平
肥
前
守
殿
ヘ

御
成
之
次
第

自
二

路
地
口
一

御
数
寄
屋

御
成
、
御
膳
府

御
本
膳

酒
浸
《
鯛
、
蚫
》

御
汁
《
青
鷺
、
牛
蒡
、
大
こ
ん
》

こ
く
せ
う
雲
雀

御
食

御
二
、
盛
こ
ほ
し

焼
鳥

か
ま
ほ
こ

御
汁
、
小
菜

か
う
の
物

御
引
物
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紀　要　編

( 7 )

｜
か
ら
す
み

二
献
｜

海
老

真
羽
煎

｜
ふ
か

｜
干
鱈

三

｜

辛
螺
、
ひ
し
を
煎

｜
巻
鯣

已
上

此
三
献
ニ
て

御
酒
三
献
上
り

、
三
献
目
に

公
方
様
ヨ
リ

利
光
公
へ
御
腰
物
一
文
字

、
御
脇

指
平
野
藤
四
郎
、
御
拝
領
被
レ

成
、
則
中
座
被
二

御
頂
戴
一

、
跡
へ
御
く
つ
ろ
け
被
レ

成
、

ち
い
さ
刀
被
レ

為
レ

置
、
今
大
小
を
御
指
、
又
本
御
座
へ
御
出
、
一
献
参
則
納
ル

、
公
方
様
よ

り
御
拝
領
之
御
目
録

御
太
刀

一
腰
、
守
家

御
腰
物

一
腰
、
一
文
字

御
脇
指

一
腰
、
平
野
藤
四
郎

御
小
袖

百

御
単
物

百

御
袷

百

御
帷
子

百

八
丈
嶋

三
百
端

銀
子

三
千
枚

以
上

御
家
中
衆
被
レ

下
物

銀
三
百
枚

横
山
々
城

御
単
物
弐
十

同
断

本
多
安
房

┌
銀
二
百
枚

奥
村
河
内

└
御
単
物
十

┌
銀
百
枚

松
平
伯
耆

└
御
単
物
十

同
断

横
山
大
膳

同
断

神
谷
信
濃

同
断

横
山
式
部

同
断

富
田
下
総

銀
百
枚

今
村
民
部

以
上

御
広
間
へ
被
レ

為
レ

成
時

利
光
公
ヨ
リ
御
献
上
物

御
太
刀

一
腰
、
守
家

御
馬

一
疋
、
御
鞍
置

呉
服

百

御
袷

百

白
糸

百
斤

綿

千
把

巻
物

百
巻

黄
金

三
百
枚
《
十
枚
作
三
十
也
、
鷹
ノ
打
板
程
ト
シ
テ
》

以
上

右
御
道
具
入
申
梨
子
地
長
持
三
拾
枝
、
葵
御
紋
在

○
御
家
中
衆
御
礼
之
次
第

御
太
刀

一
腰

横
山
々
城

御
単
物

二
十

同
断

本
多
安
房

御
太
刀

一
腰

奥
村
河
内
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　前田邸御成記の分析

( 6 )

海
月

御
あ
つ
め
汁

二

貝
盛

鮓

御
汁
、
鯉

か
ら
す
ミ

三

羽
盛

栄
螺

三
盛

舟
盛焼

麩
、
胡
桃
、
梨
子
、
羊
羹

御
菓
子
十
一
種

蜜
橘
、
楓
、
油
物
、
枝
柿

大
豆
飴
、
結
昆
布
、
饅
頭

（
引
替
の
膳
）

鱠

御
汁
、
あ
つ
め

本
膳

香
物

煮
物
ミ
る
く
い

御
食

焼
物
、
鱒

二

貝
盛

御
汁
《
鶴
、
竹
ノ
子
、
椎
茸
》

鮓
、
宇
治
丸

（
※
以
下
、
御
汁
鱈
、
焼
鳥
、
吸
物
、
菓
子
等
の
記
述
無
し
）

史
料
③
（
元
和
三
年
）「
御
成
之
記
」（
加
越
能
文
庫

特
一
六
・
一
三
ー
二
九
）

（
表
紙
書
題
）
「
元
和
三
年
五
月
十
三
日
御
成
之
記
」（
表
紙
貼
紙
）
「
沢
野
団
右
衛
門
」

御
成
之
事

元
和
三
年
五
月
十
三
日

秀
忠
将
軍
様
、
加
州
利
光
公
の
御
屋
敷
へ

御
成
之
節
覚
書

露
地
口
よ
り
御
数
寄
屋
へ
被
レ

為
レ

成
、
卯
辰
ノ
間
ニ
て

御
膳
部

御
献
立

｜
酒
ひ
て
《
鯛
、
蚫
》

御
汁
《
青
鷺
、
牛
蒡
、
大
根
》

御
本
膳

｜｜
こ
く
せ
う
雲
雀

御
食

｜
焼
鳥
、
か
ま
ほ
こ

御
二
盛
飜
｜

御
汁
、
小
菜

｜
香
之
物

御
引
物

さ
し
み
、
鰹
、
辛
子
酸
（
酢
カ
）

｜
枇
杷

御
菓
子
縁
高

｜
餅

枝
柿

｜
里
芋御

相
伴
二
人

日
野
唯
心

藤
堂
和
泉

公
方
様
御
膳
三
迄
杉
足
打
、
但
三
ハ
向
詰
ニ

盛
ル

御
相
伴
、
杉
平
木
具
、
指
身
ハ
へ
き
也

御
茶
過
、
御
書
院
江

被
レ

為
レ

成
、
則
御
三
方
ニ

の
し
御
前
へ
出
、
頓
而

御
祝
之
御
膳
出
候
、

公
方
様
御
上
段

筑
前
様
下
段
ニ

御
二
人
計
也

｜
焼
鳥

御
箸
台

初
献
｜

御
雑
煮

｜
五
種

御
手
塩



180

紀　要　編

( 5 )

Ｇ一
、
松
平
筑
前
守
利
光

（

前

田

利

常

）

台
徳
院
様
御
成
品
々
拝
領
被
二

仰
付
一

候
、
利
光
も
品
々
献
上
物
仕
、
家
老
之
者
共
九
人

（

秀

忠

）

凡
拝
領
物
被
二

仰
付
一

、
献
上
物
も
仕
御
目
見
被
二

仰
付
一

候
〈
家
譜
〉

史
料
②
「
太
閤
并
将
軍
御
成
記
」（
加
越
能
文
庫

特
一
六
・
一
三
ー
二
五
）
史
料
①
と
の

異
同
を
抜
粋

（
数
寄
屋
で
の
膳
）

御
本
膳

酒
ひ
て
《
鯛
、
蚫
》

御
汁
《
青
鷺
、
牛
蒡
、
大
根
》

こ
く
せ
う

雲
雀

御
食

二

盛
飜
《
焼
鳥
、
か
ま
ぼ
こ
》

御
汁
《
小
菜
》

御
香
物

向
詰

指
味
《
鰹
魚
、
か
ら
し
酢
》

御
菓
子

枇
杷
、
枝
柿
、
餅
、
里
芋

（
数
寄
屋
で
の
膳
と
書
院
で
の
膳
の
記
述
）

公
方
様
御
前
ハ
三
迄
杉
足
打
、
三
ハ
向
詰
ニ

盛
、
御
相
伴
ハ
杉
平
木
具
、
指
味
ハ
折
也
、
御

（

台

頭

）

茶
過
、
書
院
江

出
御
、
則
御
三
方
ニ

引
渡
、
御
祝
御
膳
出
、
上
段
ニ

着
御
、
下
段
ニ

筑
前
守

利
光
着
座

初
献
焼
鳥
、
五
種

御
雑
煮
《
御
箸
台
、
御
手
塩
》

二
献
《
か
ら
す
ミ
、
ふ
る
》

海
老

真
羽
煎

三
献
《
干
鱈
、
巻
す
る
め
》

辛
螺

ひ
し
ほ
煎

（
書
院
で
の
下
賜
）

第
三
献
に
御
腰
物
一
文
字

、
御
脇
刺
平
野
藤
四
郎

賜
候
、
中
座
被
レ

成
二

御
頂
戴
一

、
少
御
く
つ
ろ
き
、

（

寛

）

少
刀
為
レ

置
、
右
之
大
小
御
指
御
礼
、
御
本
座
江

被
レ

成
御
座
候

拝
領
之
品
々
、
左
之
通

御
太
刀
守
家
作

一
腰

御
刀
一
文
字

一
腰

御
脇
刺
平
野
藤
四
郎

一
腰

御
小
袖

百

御
単
物

百

御
袷

百

御
帷
子

百

八
丈
嶋
織

三
百
端

白
銀

三
千
枚

家
中
九
人
拝
領
物

白
銀
三
百
枚
、
単
物
弐
十

本
多
安
房
守
政
重

同
断

横
山
山
城
守
長
知

白
銀
弐
百
枚
、
単
物
十

奥
村
河
内
守

白
銀
百
枚
、
単
物
十

松
平
伯
耆

同
断

横
山
大
膳

同
断

神
谷
信
濃

同
断

横
山
式
部

同
断

富
田
下
総

白
銀
百
枚

今
枝
民
部

（
※
献
上
も
、
こ
の
九
人
が
記
さ
れ
る
）

（
利
常
の
献
上
）

（
前
略
）

巻
物

百
端

黄
金
三
百
枚
《
十
枚
作
、
三
十
台
、
鷹
ノ
打
板
程
に
て
》

（
書
院
で
の
七
五
三
膳
）

塩
引

蛸

か
ま
ほ
こ

御
箸

御
本
膳

香
物
、
ふ
く
め
、
あ
へ
ま
せ

御
湯
漬

巻
鯣

小
桶

御
手
塩
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　前田邸御成記の分析

( 4 )

あ
へ
ま
せ

香
物
、
こ
桶

食

二
ノ
膳

ほ
し
た
ら
、
海
月

貝
盛

汁
《
白
鳥
、
し
い
た
け
、
ふ
入
》

（

干

鱈

）

こ
ん
き
り
、
す
し

三
之
膳

羽
盛
、
に
し

汁
鱸

永
（
舟
カ
）
盛
《
引
物
三
種
、
吸
物
、
ひ
れ
の
も
の
》

魿
（
鱠
カ
）

Ｄ
ー
２

一
、
盃
の
た
い
之
事
、
五
せ
ん
さ
い
し
き
の
た
い
、
木
地
の
台

（

台

）

（

膳

）

（

彩

色

）

（

台

）

お
さ
へ
の
物
ハ
色
々

（

押

）

Ｄ
ー
３

御
か
ち
の
衆
弐
百
人
前

（

徒

）

セ
ん
ふ
の
事

（

膳

符

）

本

一
、
干
鱈
、
あ
へ
ま
せ

汁
集

香
物

め
し

二

や
き
と
り

汁
《
塩
雁
、
ほ
し
し
い
た
け
》

セ
り
之
し
ほ
引
、
こ
い
、
い
か
、
さ
よ
り

三

さ
し
ミ
、
は
す

汁
鱸

こ
桶
《
吸
も
の
、

魿

、
取
さ
か
な
、
い
ろ
〳
〵
》

（
鱠
カ
）

（

肴

）

Ｄ
ー
４

御
中
間
衆
弐
百
人
前

せ
ん
ぶ
の
事

本

鱠
、
ふ
と
に

汁
集

（

太

煮

）

焼
も
の

め
し

二

や
き
も
の
、
た
い

に
も
の
、
さ
ゝ
い

汁
《
し
ほ
か
ん
、
ふ

、
椎
た
け
》

（

栄

螺

）

（

塩

雁

）

（
麩
）

三

さ
し
ミ
、
は
す
、
か
し
の
物

汁
し
ほ
に

吸
物
は
ま
く
り

取
さ
か
な
、
い
ろ
〳
〵

Ｅ一
、
十
三
日
御
能
之
事

ハ
き

（

脇

）

加
茂

二
番

や

し

ま

（
屋
島
・
八
島
）

三
番

夕
か
ほ

（

顔

）

四
番

セ
う
き

（

鍾

馗

）

五
番

あ
し
か
り

（

芦

刈

）

六
番

ミ
わ

（
三
輪
）

七
番

祝
言

右
四
座
之
大
夫
ニ

御
小
袖
、
袷
、
帷
子
、
鳥
目
舞
台
ニ

御
つ
ま
せ
被
レ

下
候
、
御
能
七
ツ
時

（

積

）

分
ニ

過
、
則
本
之
路
地
口
よ
り

還
御
也
、
御
次
之
日
何
も

諸
大
名
衆
被
二

仰
入
一

、
御
祝

之
御
能
御
座
候

わ
き

し
ら
ひ
げ

（

白

鬚

）

二
番

ゑ
ひ
ら

（

箙

）

三
番

ゆ
や

（
熊
野
）

四
番

花
月

五
番

藤
戸

七
番

山
う
は

（
マ
マ
）

（

姥

）

Ｆ従
二

公
方
様
一

拝
領
之
御
道
具
共
重
而

書
立
可
レ

仕
候
、
其
心
得
可
レ

被
レ

成
候
〈
松
平
筑
前
守

御
成
書
留
〉
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紀　要　編

( 3 )

御
三
之
膳

は
盛
、
さ
ゝ
ゐ
、
三
盛

御
汁
白
鳥

（
羽
）

（

栄

螺

）

舟
盛

御
汁
鱸

御
く
わ
し
拾
一
種

（

菓

子

）

一
、
や
き
ふ

一
、
大
豆
あ
め

一
、
ま
ん
ち
う

（

焼

麩

）

（

飴

）

（

饅

頭

）

一
、
枝
柿

一
、
み
か
ん

一
、
く
る
ミ

（

蜜

柑

）

（

胡

桃

）

一
、
結
こ
ふ

一
、
油
物

一
、
や
う
か
ん

（
昆
布
）

（

羊

羹

）

以
上

Ａ
ー
６

一
、
御
引
替
御
膳
之
事

御
本
膳

鱠
香
之
物

御
汁
集
、
羹
物
、
み
る
く
ひ
、
御
食

（

海

松

食

）

御
二
之
膳

焼
物
ま
す

貝
焼
、
御
汁
《
鶴
、
竹
の
子
、
し
ゐ
た
け
》

す
し
う
し
丸
《
さ
し
ミ
、
た
い
ら
き
》

御
汁
鱈

（
宇
治
）

焼
鳥
ご
い

御
吸
物
《
鯉
の
み
そ
い
り
、
は
ま
く
り
、
御
る
さ
へ
の
物
、
お
き
つ
た
い
、
水
く
り
》

（

味

噌

煎

）

（

押

カ

）

（

興

津

鯛

）

御
く
わ
し
、
さ
め
か
い
も
ち
、
ミ
か
ん
、
び
わ

（

醒

井

餅

）

Ａ
ー
７重

而

御
進
物
之
事

一
、
御
腰
物

一
腰
貞
宗

一
、
御
脇
指

一
腰
新
身
藤
四
郎

以
上
、
何
も
御
披
露
人
酒
井
雅
楽
殿

（

忠

世

）

御
て
う
し

板
倉
周
防
守
、
く
わ
へ

永
井
信
濃
守

（

銚

子

）

（

重

宗

）

（

加

）

（

尚

政

）

御
か
よ
う

青
山
大
蔵
、
菅
沼
主
殿
、
酒
井
下
総
守
、
鳥
居
讃
岐
守

（

通

）

（
幸
成
）

（
吉
官
）

（

忠

正

）

（

忠

頼

）

Ａ
ー
８

右
何
も
御
膳
過
、
又
御
広
間
へ
被
為
レ

成
、
御
能
御
覧
被
レ

成

Ｂ

一
、
御
次
江

御
三
之
間
か
さ
り
之
事

（

飾

）

御
折
五
合
数
十

一
、
し
ほ
引

か
さ
り

き
そ
く

（

塩

）

（

亀

足

）

や
う
か
ん

同

作
花

（

羊

羹

）

一
、
ほ
し
た
ら

か
さ
り

き
そ
く

（

干

鱈

）

は
す

同

作
ハ
な

（
蓮
カ
）

（

花

）

一
、
な
ま
か
い

花

（

生

貝

カ

）

こ

桶
五
十
金
銀
余
有
レ

之

（
小
）

一
、
か
ま
ほ
こ

き
そ
く

き
ん
か
ん
ヤ
き

作
華

（

金

柑

焼

）

Ｃ一
、
さ
い
し
き
之
た
い
之
事

（

彩

色

）

（

台

）

一
、
鶴
亀
松
竹
の
た
い

一
膳

一
、
ふ
つ
き
新
主
之
台

同

（

富

貴

）

一
、
山
鳥
朧
《
こ
い
ミ
つ
れ
》

同

一
、
七
や
う
り
や
う
の
た
い

同

（

曜

竜

）

一
、
け
ん
し
の
た
い

同

（

源

氏

）

一
、
り
や
う
こ
梅
竹

同

（

竜

虎

）

一
、
人

丸
之
た
い

同

（
人
麻
呂
）

七
種

一
、
三
つ
星
之
た
い

一
膳

一
、
二
つ
星
之
た
い

同

右
之
御
折
星
之
た
い
、
折
た
な
ニ

か
さ
り
置
也

（

棚

）

（

飾

）

御
目
通
之
分
ハ
大
方
此
分
ニ
而

御
座
候

Ｄ
ー
１

一
、
三
百
五
十
人
前
、
相
伴
衆
五
々
三
膳
符
之
事

本
膳

塩
引
、
か
ま
ほ
こ

汁
あ
つ
め
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　前田邸御成記の分析

( 2 )

Ａ
ー
１

元
和
三
年
巳
五
月
十
三
日
卯
辰
之
間

（
頭
書
）
「
五
月
十
三
日
ニ

入
へ
し
」

公
方
様
、
松
平
筑
前
守
殿
江

御
成
之
次
第

（

秀

忠

）

（

前

田

利

常

）

路
地
口
よ
り
御
数
寄
屋
江

御
成
御
膳
符

御
本
膳

酒
ひ
て
《
鯛
、
蚫
》

御
汁
《
青
鷺
、
牛
蒡
、
大
根
》

こ
く
せ
う
雲
雀

（

浸

）

（

濃

漿

）

御
二
盛
こ
ほ
し

焼
鳥

御
汁
小
菜

香
物

蒲
鉾御

引
も
の

前

御
く
わ
し

ふ
ち
高

（

菓

子

）

（

縁

）

後

さ
し
ミ
、
鰹
、
か
ら
し
す

（

刺

身

）

（

辛

子

酢

）

御
柳

枝

枇
杷

も
ち

里
い
も

（
楊
）

御
相
伴
弐
人
、
日
野
唯
心
、
藤
堂
和
泉
守
、

公
方
様
御
前
御
三
迄
杉
足
打
、

（
輝
資
）

（

高

虎

）

弐
人
杉
平
具
、
御
相
伴
さ
し
ミ
へ
き
、
引
物
重
は
ち
な
り

（

鉢

）

Ａ
ー
２

御
茶
過
、
御
書
院
被
レ

為
レ

成
、
則
三
方
ニ

の
し
御
前
へ

出
申
候
、
頓
而

御
祝
之
御
膳
出
申
候
、

（
熨
斗
）

公
方
様
上
段
、
筑
前
守
殿
下
段
、
御
弐
人
斗
也

初
献

焼
鳥

御
雑
煮
《
御
箸
台
、
御
手
塩
》

五
種

二
献

か
ら
す
ミ

真
羽
煮

（

唐

墨

）

こ
か
、
ゑ
ひ

（
瓠
瓜
）

（
海
老
）

三
献

干
鱈

に
し
、
ひ
し
ほ
煮

ま
き
す
る
め

以
上

（

螺

）

（

醤

）

（

巻

鯣

）

Ａ
ー
３

御
広
間
江

被
レ

為
レ

成
候
時
、
筑
前
守
殿
よ
り
御
進
物
之
事

一
、
御
太
刀

一
腰
守
家

一
、
御
馬

一
疋

一
、
呉
服

百

一
、
御
袷

百

一
、
白
糸

百
斤

一
、
紅
糸

百
斤

一
、
巻
物

百
巻

一
、
黄
金

三
百
疋

一
、
綿

千
把

右
御
道
具
入
申
候
な
し
地
長
持
三
拾
枝
、
あ
を
ひ
御
も
ん
有
レ

之

（

梨

）

（

葵

）

（

紋

）

Ａ
ー
４

一
、
御
家
中
之
衆
御
礼
之
次
第

一
、《
御
太
刀

一
腰
、
御
単
物

二
十
》

横
山
山
城
守

（

長

知

）

一
、《
御
太
刀

一
腰
、
御
単
物

二
十
》

本
多
安
房
守

（

政

重

）

一
、《
御
太
刀

一
腰
、
御
単
物

拾
》

奥
村
河
内
守

（

栄

政

）

一
、
同

《
同
、
同
》

松
平
伯
耆
守

（

康

定

）

一
、《
同
、
同
》

神
屋
信
濃
守

（

守

孝

）

一
、《
同
、
同
》

横
山
大
膳
正

（

康

玄

）

一
、《
同
、
同
》

畠
山
下
総
守

一
、《
同
、
同
》

今
村
内
記

（
今
枝
重
直
カ
）

以
上

Ａ
ー
５右

之
御
礼
過
、
御
能
初
り
候
而

、
三
番
過
最
前
之
御
書
院
へ

被
レ

為
レ

成
、
七
五
三
之
御

膳
出
候
也

公
方
様

筑
前
守
殿

和
泉
守
殿

日
野
唯
心

水
無
瀬

（

親

具

）

御
本
膳

塩
引
、
た
こ
、
か
ま
ほ
こ
、
あ
へ
ま
せ

御
湯
漬
《
御
箸
、
御
手
塩
》

（

蒲

鉾

）

（

和

交

）

御
二
之
膳

ま
き
す
る
め
、
海
月

御
汁
集

貝
盛

か
ら
す
ミ
、
蛸

御
汁
鯉



184

紀　要　編

( 1 )

史

料

篇

翻
刻
要
綱

・
適
宜
、
返
り
点
、
句
読
点
等
を
付
し
た
。

・
一
部
史
料
で
は
、
記
述
の
ま
と
ま
り
毎
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・
算
用
数
字
を
付
し
た
。

・
修
正
は
次
の
よ
う
に
表
し
た
。

【
修
正
前
】〔
修
正
後
〕

・
未
解
読
の
文
字
は
□
と
し
、
墨
塗
の
場
合
は
■
と
し
た
。

・
割
注
等
は
以
下
の
様
に
区
別
し
た
。

《
割
注
・
列
記
等
》

〈
小
字
〉

『
朱
書
』

・
助
詞
の
ニ
・
而
は
基
本
的
に
小
書
き
と
し
、
そ
の
他
は
史
料
に
則
し
た
。

・
欠
字
は
一
字
空
け
、
平
出
は
二
字
空
け
、
台
頭
は
改
行
し
て
一
字
上
げ
と
し
た
。

・
所
謂
旧
字
や
異
体
字
は
基
本
的
に
常
用
漢
字
で
表
し
た
。
台
・
臺
や
余
・
餘
等
は
字
義
が
異
な
り
、

史
料
上
で
書
き
分
け
ら
れ
る
た
め
本
来
区
別
す
べ
き
だ
が
、
本
文
と
整
合
さ
せ
る
た
め
、
常
用
の

字
に
統
一
し
た
。

・
異
同
の
表
記
は
、
異
本
を
示
し
た
上
で
、
小
字
で
次
の
よ
う
に
区
別
し
た
。
な
お
小
書
き
等
は
反

映
し
な
い
。

…
…
（
イ

挿
入
語
句
）
…
…
…
…
（
イ

入
れ
替
わ
り
語
句
）
…
…

・
異
同
の
表
記
が
複
雑
な
場
合
は
注
と
し
、
異
同
篇
に
掲
載
し
た
。

・
異
同
の
内
、
基
本
的
に
以
下
の
も
の
は
取
り
上
げ
な
い
。

・
よ
く
混
同
さ
れ
る
字
：
指
・
差
、
枚
・
牧
等

・
異
体
字
：
島
・
嶋
、
松
・
枩
、
鶴
・
靏
等

・
繰
り
返
し
、
同
前
の
表
記
：
山
山
・
山
々
、
同
・
同
断
等

・
数
の
表
記
：
三
・
参
、
十
・
拾
等

・
漢
字
・
仮
名
：
あ
ハ
せ
・
袷
、
ニ
て
・
に
て
、
之
・
ノ
・
の
等

・
一
部
の
敬
称
：
様
・
殿
等

・
細
目
の
表
記
：
宮
松
様
よ
り
・
宮
松
様
よ
り
御
進
上
等

・
列
記
さ
れ
た
進
物
や
人
名
等
の
順
序

目
次

元
和
三
年
御
成

史
料
①

②

③

④

⑤

⑥

(1)

(5)

(6)

(8)

(13)

(14)

寛
永
六
年
御
成

基
準
史
料

異
同
篇

幕
府
側
史
料
『
東
武
実
録
』

(19)

(37)

(48)

『
大
猷
院
殿
御
実
紀
』

『
江
城
年
録
』

(50)

(51)

元
和
三
年
御
成

史
料
①
『
天
寛
日
記
』
元
和
三
年
五
月
十
三
日
条
（
国
立
公
文
書
館
）

甲
四
七
～
四
九
コ
マ

五
月
十
三
日

一
、
公
松
平
筑
前
守
利
【
家
】〔
常
〕
か
家

渡
御
あ
り
、
御
太
刀
〈
守
家
〉、
御
刀
《
一

文
字
》、
御
脇
指
《
平
野
藤
四
郎
》、
御
暑
衣
百
、
御
袷
百
、
御
単
物
百
、
御
小
袖
百
、

八
丈
嶋
三
百
端
、
白
銀
三
千
枚
、
利
常
に
賜
る
、
太
刀
〈
守
家
〉、
刀
〈
貞
宗
〉、
脇
指

《
新
身
藤
四
郎
》
、
馬
壱
匹
《
鞍
を
ほ
き
》
、
小
袖
百
、
袷
百
、
白
糸
百
斤
、
紅
糸
百
斤
、

（

置

）

綿
千
把
、
巻
物
百
巻
《
繻
子
、
緞
子
》、
黄
金
三
百
枚
、
利
常
是
を
献
す
、
猿
楽
七
番
上

覧
あ
り
、
三
番
過
て
、
小
袖
〈
唐
織
〉、
猿
楽
大
夫
ニ

与
フ
、
其
余
の
役
者
等
に
小
袖
を

与
へ
、
舞
台
ニ

鳥
目
五
百
貫
是
を
積
ミ
与
る
、
利
家
（
常
カ
）
か
家
臣
九
人

御
前
に
出

て
拝
謁
す
時
に
太
刀
、
袷
を
献
す
、
各
金
銀
、
御
単
物
を
賜
る
差
あ
り
《
東
武
実
録
、

続
年
録
記
、
紀
年
録
》

（
中
略
）

一
、
今
日
加
賀
筑
前
守
殿
江

御
成
之
御
用
意
候
、
昨
日
ハ
御
年
寄
衆
各
筑
前
守
殿
江

御
寄
合
ニ

而

拙
老
式
も
呼
ニ

来
候
間
、
罷
出
候
ハ
ハ
、
事
々
敷
御
作
法
可
レ

被
レ

成
二

御
推
量
一

候
、
御

進
上
物
も
、
金
子
千
枚
、
巻
物
、
糸
、
綿
、
御
太
刀
、
御
馬
、
御
腰
之
物
も
、
何
も
名

物
候
、
其
前
御
小
袖
、
御
袷
、
長
持
以
下
数
を
画
シ
候
而

、
御
用
意
と
拝
見
ニ

申
候
、
期

ハ
数
寄
へ

被
レ

為
レ

成
、
其
よ
り
御
書
院
江

被
レ

為
二

出
御
一

、
一
献
上
り
、
其
よ
り
広
間
江

出
御
ニ
而

御
能
有
レ

之
様
子
ニ

候
《
国
史
日
記
十
日
之
状
》

一
、
尊
札
致
二

拝
見
一

、
明
日
松
平
筑
前
守
殿
江

被
レ

成
二

御
城
（
成
カ
）
一

、
御
能
御
座
候
ニ

付
而

、
猿
楽
共
に
筑
前
殿
よ
り
帷
子
、
鳥
目
な
と
被
レ

遣
候
内
、
御
簾
お
り
可
レ

申
哉
と

（

下

）

被
レ

成
二

御
尋
一

候
、
鳥
目
を
ハ
亭
主
之
内
衆
つ
ま
れ
候
共
、
御
簾
ハ
如
レ

常
可
レ

有
二

御
座
一

（

積

）

候
儀
か
と
存
候
、
御
簾
お
り
候
而

被
レ

遣
候
と
の
記
録
ハ
見
及
不
レ

候
《
国
師
日
記
、
十
二

日
之
状
、
酒
井
雅
楽
頭
様
》

○
元
和
三
年
五
月
十
三
日
御
献
立
こ
ゝ
に
入
ル

へ
し
、
次
ニ

あ
り

乙
五
〇
～
五
八
コ
マ



185

近世江戸遺跡における猫の土人形について

近世江戸遺跡における猫の土人形について

小林　照子

はじめに

猫は古くから人の傍らに寄り添ってきた動物である。

江戸後期、猫は浮世絵、草双紙、歌舞伎などの題材に

さかんに取り上げられ、猫の土人形も多く作られた。で

は猫の土人形はいつごろから作られ始めたのだろうか。

江戸後期という漠然とした年代観は共有されているが、

その根拠は曖昧である。

ここでは、近世江戸遺跡から出土した猫の土人形の分

類を行い、年代的な変遷について検討を行う（1）。また、

文献、絵画資料を加え、猫の土人形の変遷の背景につい

て考察していきたい。

1．先行研究

江戸遺跡における人形・玩具については、安芸の一連

の研究からはじまる。安芸は成形技法から人形を分類し、

年代的変遷を示した。また江戸遺跡出土の資料と他地域

出土資料の胎土の違いを指摘し、産地特定の可能性にも

言及している（安芸 1990）。その後安芸、小林は東京大

学構内遺跡出土の人形・玩具の分類を進め、人形・玩具

類の年代的推移について考察を行っている（安芸、小林、

堀内 2012）。生産地と製作者については、京都三年坂資

料の胎土分析（千駄ヶ谷五丁目遺跡調査会 1997）、刻印・

篦書きを持つ資料から製作地、製作者を検討した中野の

研究があげられる（中野 1997、2011）。中野は「亀」印

が京焼の陶工で人形原型師でもある欽古堂亀祐由来の刻

印である可能性を指摘し、刻印の登場と人形のブランド

化の関係を指摘した。また小林は 17 世紀後半の遺構か

ら出土した西行像の X 線 CT 調査から製作者の系譜を

検討し、観察のみでは困難な成形技法の判断に CT 調査

が有用であることを示した（小林 2016）。

江戸遺跡以外では、大阪の平井、川村、京都の木立、

能芝、加藤、和歌山の川村らによって研究が進められて

いる（平井 2001、川村 2008、2010、2019、木立 2001、

2008、能芝 2008、加藤 2016）。2022 年加藤は京都の近

世遺跡から出土する土人形の個々の器種の編年作業を

行った。その結果、土人形の特定の器種で型式、型式組

列の設定が可能で、土人形の変化の要因が文化的、経済

的な要因に起因することを指摘している（加藤 2022）。

2．猫の土人形の分類

今回の分類で用いた部位の名称について 1 図に示す。

分類では猫の向きにふれるが、両前足を正面に向けた時、

猫の顔が人形からみて右へ向いている場合は右向き、左

へ向いているときは左向きとする。また招き猫は、片方

の前足をあげているが、文献資料の記述に合わせ、右手、

左手と呼称する。また最大長が 10cm 以上を大型、5 ～

10cm を中型、5cm 以下を小型とする。

分類は、主に朱引内にあたる渋谷区、新宿区、墨田区、

台東区、中央区、千代田区、文京区、豊島区、港区出土

の、発掘報告書に掲載されている資料で、分類条件が判

断できる個体を対象とした（2 図）（2）。

A 類（3 図、6 図、7 ～ 10 図 1 ～ 52）

座猫を本類とした。前後 2 枚の型合わせ成形で、内部

は中空である。内部に粘土塊を持ち、振ると音がするガ

ラガらの機能を持つものもある。胎土は橙褐色もしくは

明赤褐色。無釉。本類はさらに 5 つのタイプに細分され

る。

A-1（3 図、7 図 1 ～ 6）：高さ 10 ～ 14㎝と大型で、

高さと最大幅の差が小さく、ずんぐりしている。器壁は

厚く、底部は開口と閉口がある。猫の向きは右向き、左

向き、正面向きがあり、尾は表現されないか、あまり長

くない。頸部に首輪の凹凸があり、やや上を向いている。

右向き 左向き

1 図　部位の名称

前垂れ
（前掛け）首玉

（首輪）

鞠

正面

左手右手
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A-2（3 図、7 ～ 8 図 7 ～ 20）：高さ 7 ～ 11㎝と中型。

胸が突き出ており、前足へと続くカーブがくの字を描く。

右向きで、やや上を向いている。頸部には首輪の凹凸が

あり、尾は長く前面に弧を描く。大きさはややばらつき

があるが、意匠に統一性がみられる。

A-3（3 図、8 ～ 9 図 21 ～ 42）：A-2 と同様の形状だが、

高さが 6 ～ 7㎝と A-2 より若干小さく、頸部に首輪の凹

凸はない。右向きでやや上を向いている。大きさ、形状

ともばらつきが少なく規格の統一性が高い。出土数は最

も多い。

A-4（3 図、10 図 43 ～ 51）：高さ 5㎝前後と小型。右向き、

左向きがあり、やや上を向いている。頸部には首輪と鈴

をつけており、尾は前面に短く表すか、腰部の突起とし

て表現している。

A-5（3 図、10 図 53）：高さ 3㎝前後の小型。頸部に

は首輪、前掛けをつけており、尾は腰部の先端の突起と

して表現している。

B 類（3 図、10 図 53 ～ 62）

座猫で、前足で毬、小判などを抱えているものを本類

とした。前後 2 枚の型合わせ成形で、内部は中空である。

内部に粘土塊を持ち、振ると音がするガラガラの機能を

持つものもある。胎土は橙色または橙褐色。胡粉や黄、

緑の彩色が残る資料がある。高さは 4㎝前後の小型のも

のと 8㎝前後の中型のものがある。頸部には首輪、前掛

けをつけており、尾は長く前面に弧を描くもの、腰部の

先端に突起のように表現するものがある。

C 類（3 図、11 図 63 ～ 75）

座猫で、片手を挙げる、いわゆる招き猫を本類とした。

前後 2 枚の型合わせ成形で、内部は中空である。向きは

右向き、左向き、正面向きがあり、上げている手は右、

左両方があり、手のみ別作りで貼り付けるものもある。

首輪、前掛けをつけており、尾は短いものと長いものが

ある。刻印をもつ資料があり、腰部に「○」の中に「〆」

という字が陽刻された「丸〆」、「本」＋「○」の中に「〆」

という字が陽刻された「本丸〆」の刻印が確認されてい

る。63 ～ 70 は土製で、前後 2 枚の型合わせ成形、内部

は中空である。胎土は橙色または橙褐色。71 ～ 75 は磁

製である。向きは正面向きである。土製、磁製とも、上

げている手は右手、左手のどちらも確認されている。

D 類（3 図、12 図 76 ～ 79）

座猫で施釉のものを本類とした。前後 2 枚の型合わせ

成形で内部は中空。胎土は橙褐色で砂質である。首輪、尾、

体部に文様を描き、透明釉をかけている。文様は緑、茶、

白で梅花を描くものが多く、同様の文様は、鳩笛、ミニ

チュアの瓶などにもみられる（4 図）。

E 類（3 図、12 図 80 ～ 82）

立猫を本類とした。手捻り成形で中実。首輪はなく、

上を向き、腰を高くあげ、長く太い尾を背にくねらせて

いる。胎土は橙褐色で無釉である。現在確認されている

のは左向きの 3 点である。

F 類（3 図、12 図 83 ～ 87）

伏猫を本類とした。左向き、右向きがある。

F-1（3 図、12 図 83 ～ 85）　前後の型合わせ成形で、

内部は中空。幅 7 ～ 10㎝の中型と幅 12㎝以上の大型の

ものがある。胎土は橙褐色で無釉である。

F-2（3 図、12 図 86 ～ 87）前後の型合わせ成形。幅

3㎝以下と小型で中実、胎土は灰色で無釉である。

5 図は人形の縦横比を表したグラフである。A 類は 4

つのグループに大別される。B 類は A-3 類と同寸の中型、

A4、A5 類と同寸の小型のもの 2 種類に分かれる。D 類

は A-3 類とほぼ同寸で中型である。C 類、E 類、F 類は

特定値の集中はみられない。

3．年代的な推移

3-1　主な遺構の概要
一括資料が出土した遺構、遺存状態が良好な遺構を概

観したい。

・新宿六丁目遺跡　

所在：新宿区新宿六丁目（3066 号：A-1 類、2676 号：

F-1 類）

調査区西北側は、天正 19（1591）年から幕末まで鉄

砲玉薬同心（幕府警護の鉄砲隊）に屋敷及び耕作地とし

て拝領された「給地手作場」、東側は延宝 3（1675）年

から明治 10（1878）年まで出雲広瀬藩松平家の下屋敷

である。

3066 号

天井部に方形の入り口部を有し、方形の室部をもつ地

下室である。享保 10（1725）年から宝暦元（1751）年

の火災までの期間であるⅢ期に比定される遺構である。

磁器 1426 点、陶器 1253 点、土器 700 点と大量の遺物が

出土し、量的・組成的にまとまりを持つⅢ期の基準遺構

とされている。猫の土人形は A-1 類（7 図 6）が出土し

ている。6 は太い首輪を巻き、正面を向いて顔を左上に



187

　近世江戸遺跡における猫の土人形について

　

 

 

A
B

C
D

F
E
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3 図　猫の土人形の分類
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4 図　梅文様のある玩具
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7 図　猫の土人形分類（1）
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10 図　猫の土人形分類（4）
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11 図　猫の土人形分類（5）
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1 A-1 市谷仲之町遺跡 武家屋敷 19c第1四半期 205号 前後型合 12.5 10 7.7

2 A-1 南山伏町遺跡 武家屋敷 18c第3四半期 219-b 前後型合 12.2 9.8 8.2

3 A-1 千駄木三丁目北遺跡 武家屋敷 18c中～19c初 21号 前後型合 12 9.1 6.9

4 A-1 白金館址遺跡 武家地 267P 前後型合 14 － －

5 A-1 細工町遺跡 町人地 19c前～19c中廃絶 255号 前後型合 (12.4) 9.3 8.1

6 A-1 新宿六丁目遺跡 武家屋敷 18c第2四半期 3066 前後型合 10.5 6.3 7.4

7 A-2 汐留遺跡 脇坂家屋敷 武家屋敷 寛政6(1794)年の火災か 6J-137 前後型合 7.4 5.2 5.2 ガラガラ

8 A-2 小石川三丁目東遺跡 寺社地 18c中 287号 前後型合 (7.4) (5.7) 4.1

9 A-2 天徳寺寺域第3遺跡 寺社地 109 前後型合 7.3 5.9 4.8

10 A-2 汐留遺跡 脇坂家屋敷 武家屋敷 6K-0070 前後型合 8.3 6.3 5.6 ガラガラ

11 A-2 雑司が谷遺跡 地下鉄副都心線
雑司が谷駅地区

町人地 18c第4半期 E84号 前後型合 7.3 5.2 4.7

12 A-2 東京大学構内遺跡 工学部14号
館地点

武家屋敷
Ⅷa～Ⅷd（1800～60年
代）

SK292 前後型合 7.9 6.0 4.7

13 A-2 霞ヶ岡町遺跡 墓域 近世 D1008-6 前後型合 11 7.5 －

14 A-2 南町遺跡 武家屋敷 1800～60年代 段切状遺構 前後型合 7.5 5.3 4.2

15 A-2 市谷仲之町遺跡 2次調査 武家屋敷 18c中～19c前 35・36 前後型合 10.4 7 6.3

16 A-2 駕籠町遺跡 武家地 SK16 前後型合 (10) 7.5 0.5

17 A-2 千駄ヶ谷五丁目遺跡2次調査
武家屋敷、近世
墓壙群

19c前 10号遺構 前後型合 7.6 5.6 2.6

18 A-2 白銀町遺跡 武家地 被抽出 前後型合 10.1 6.7 6

19 A-2 東京大学構内遺跡 医学部附属
病院地点

寺社地 18c後～ ST2584 前後型合 10.7 8.7 6.6

20 A-2 麻布龍土町町家遺跡 町人地、墓域 1780～1860年代 26d8層 前後型合 (10.5) 8.6 7

21 A-3 巣鴨遺跡 竹前商事店舗ビル地
区

武家屋敷 ～19c中葉 10号＋13号 前後型合 7.1 － (3.7)

22 A-3 汐留遺跡 保科家屋敷 武家屋敷 5G-168 前後型合 7.4 5.1 3.9

23 A-3 四谷三丁目遺跡 町人地 幕末 64号 前後型合 6.0 4.3 3.5

24 A-3 新小川町遺跡3次調査 武家屋敷 81号 前後型合 7.1 5.6 3.8

25 A-3 湖雲寺跡遺跡 墓域 18c末～19c前 1358 前後型合 7.1 6 4.3 ガラガラ

26 A-3 池之端七軒町遺跡 寺社地 C-8一括 前後型合 7.9 6.1 5

27 A-3 四谷一丁目遺跡 町人地 19c前葉 ③445号 前後型合 7 5.7 4.5 ガラガラ

28 A-3 四谷一丁目南遺跡 武家屋敷 1807年以降 5号 前後型合 7.2 5.3 4.1

29 A-3 東京大学構内遺跡 期間環境整
備言問通り横断管路地点

武家屋敷 18c末～19c前 SK5 前後型合 7.6 5.8 4.5

30 A-3 小石川植物園内貝塚・原町遺
跡

武家屋敷 下限18c中～18c後 2区42号 前後型合 7.3 5.9 (1.9)

31 A-3 巣鴨遺跡 ジェイフラッツ巣鴨
地区

町人地 19c以降 34号 前後型合 (7.1) 5.8 4.4

32 A-3 汐留遺跡 伊達家屋敷 武家屋敷 4I-613 前後型合 － 2.9 －

33 A-3 柏木淀橋町遺跡 町人地
18c第4四半期～19c第1
四半期

Ⅰ2143 前後型合 7 5.6 4.4

34 A-3 京葉線八丁堀遺跡 武家屋敷、寺町 表採 前後型合 5.3 3.9 －

35 A-3 東京大学構内遺跡工学部14号
館

武家屋敷 18c後 SK99 前後型合 7.1 5.7 4.6

36 A-3 白金館址遺跡 武家地 202P 前後型合 6.9 5.4 4.2

37 A-3 四谷一丁目 武家屋敷 18c末～19c前 D-15 前後型合 7.3 5.5 － ガラガラ

38 A-3 三栄町遺跡 武家地 19c第3四半期 B区第1-a号 前後型合 7 5.3 3.7

39 A-3 京葉線八丁堀遺跡 武家屋敷、寺町 表採 前後型合 5.5 3.9 3.6

40 A-3 尾張徳川家下屋敷跡 武家地 18c後～19c初 3区881号 前後型合 7.4 5.7 4.8

41 A-3 市谷加賀町二丁目遺跡 武家屋敷 19c中 250号 前後型合 6.7 5.1 3.9

42 A-3 河田町遺跡 武家屋敷 19c前～幕末 B-296 前後型合 6.7 4.9 4.1

43 A-4 若松町遺跡 武家屋敷 1800～60年代 77a、b 前後型合 5.4 3.7 3.2

44 A-4 落合遺跡 農村 19c中～ D-10G 前後型合 4.6 2.9 2.5

図版
番号

分類 遺跡 地点名 遺跡の性格 年代 出土遺構 成形技法 高(cm) 幅(cm) 厚(cm) 備考

（）残存値
1 表　分類資料一覧
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45 A-4 愛宕下遺跡 西久保地区 武家屋敷 19c～ 149-7-1-126 前後型合 5.3 3.6 2.9

46 A-4 巣鴨遺跡 巣鴨1－3－21地区 武家地 明治初頭 24号 前後型合 4.7 3 2.4

47 A-4 東京大学構内遺跡 工学部14号
館

武家屋敷 Ⅷc（1830～40年代） SU2 前後型合 4 2.6 2.2

48 A-4 内藤町遺跡 環状第5の1号線地
区

武家屋敷 19c第3四半期 SK126 前後型合 4.7 2.9 2.3

49 A-4 日本橋一丁目遺跡 町人地 明治 470号 前後型合 5.2 3.6 2.9

50 A-4 内藤町遺跡 武家屋敷 19c中 SK42 前後型合 (5.1) 3.5 －

51 A-4 愛宕下遺跡 愛宕下地区 武家屋敷 19c前～19c後 149-17-5-026 前後型合 3.8 2.2 1.5

52 A-5 四谷一丁目遺跡 武家屋敷 A-6号 前後型合 4.1 3.1 2.1

53 B 小日向一・二丁目南遺跡第2地
点

寺社地 19c前 166号 前後型合 7.7 6 3.8

54 B 昌林院跡 寺社地 18c末 B-SRI-40 前後型合 7.8 6.1 4.2

55 B 東京大学構内遺跡工学部14号
館

武家屋敷
Ⅷa～Ⅷb（1800～20年
代）

SK101 前後型合 － 6.1 (1.9)

56 B 真砂町遺跡 第10地点 武家屋敷 18c後～19c前 8号 前後型合 7.1 6.3 4.5

57 B 小石川植物園内貝塚・原町遺
跡

武家屋敷 18c中～18c後 2区23号 前後型合 3.9 2.9 2.6 ガラガラ

58 B 湖雲寺跡遺跡 墓域 19c後 220号 前後型合 7.8 6.2 4 ガラガラ

59 B 信濃町南遺跡 武家屋敷 19c前～19c中 20号 前後型合 3.4 2.7 1.4

60 B 四谷一丁目遺跡 町人地 19c第4四半期 ②157号 前後型合 5.6 4.2 2.7 ガラガラ

61 B 練馬区小竹町2丁目遺跡 農村 E6表土一括 前後型合 5.7 6.1 2.7 ガラガラ

62 B 愛宕下遺跡 愛宕下地区 武家屋敷 149-13-020 前後型合 4.2 2.4 1.6

63 C 水野原遺跡 武家地
1855もしくは1859の火
災

C-001-528号 前後型合 10.7 8.3 6.0 ※

64 C 巣鴨遺跡 つつじ苑地区 町人地 表土 型+手捻り 8 5.5 4

65 C 南榎町遺跡 3次調査 武家屋敷 19c中～近代 82号 前後型合 4.9 3.7 2.4

66 C 四谷一丁目遺跡 町人地 19c後 ⑩209号 型+手捻り 3.4 2.5 1.9

67 C 東京大学構内遺跡医学部附属
病院地点

武家屋敷 表土 前後型合 (9.3) 6.5 (5.8）

68 C 山吹町遺跡 3次調査 水田、畑値 19c前～近代 耕作土2 型+手捻り － (4.3) －

69 C 雑司が谷遺跡 地下鉄副都心線
雑司が谷駅地区

町人地 19c E大土坑群 前後型合 3.2 2.4 1.6

70 C 紀尾井町遺跡 武家屋敷 明治10前後 SR22 前後型合 － － －

71 C 巣鴨遺跡 桃花源ビル・友泉巣
鴨ビル地区

町人地 1900～10年代 4号 型成形 7.9 4.1 4.6 磁製

72 C 陸奥弘前藩津軽家上屋敷跡 2
次、3次調査

武家屋敷 表土 型成形 5.3 2.4 2.4 磁製

73 C 板橋山之上遺跡 集落 近代 22号溝 型成形 － － － 磁製

74 C 愛宕下遺跡 愛宕下地区 武家屋敷 149-30-123 型成形 7.6 4.1 4 磁製

75 C 長崎一丁目周辺遺跡 町人地 近代 C-1 型成形 5.6 2.7 2.7 磁製

76 D 市谷左内町遺跡（新宿区
No.96）

武家屋敷 19c中 I.S.-Ⅰ-118 前後型合 － － －

77 D 東京大学構内遺跡工学部14号
館地点

武家屋敷 19c前～19c中 SK378 前後型合 6.1 4.65 3.8

78 D 南町遺跡 武家屋敷 ～20c前 26号 前後型合 6.6 5.4 4

79 D 南町遺跡 武家屋敷 ～20c前 26号 前後型合 6.6 5.4 3.8

80 E 和泉伯方藩・武蔵岡部藩上屋
敷跡

武家屋敷 18c後 18号 型+手捻り 4.4 － －

81 E 萩藩毛利家屋敷跡遺跡 武家屋敷 18c中～18c後 58-2C-1.2 手捻り 5.5 － －

82 E 南山伏町遺跡 武家屋敷 18c第3四半期 219-b 手捻り 4.5 8.3 3.8

83 F-1 荒木町遺跡 武家地 18c後～19c前 4号廃棄土坑 前後型合 11.6 12.8 7.5

84 F-1 汐留遺跡 伊達家屋敷 武家屋敷 3I-015 前後型合 7.0 10.9 －

85 F-1 新宿六丁目遺跡 武家屋敷 18c第2四半期 2676 前後型合 4.8 5.9 3.7

86 F-2? 江東橋二丁目 武家屋敷 1690～1780年代 D-18G・2層 前後型合 2.6 2.8 1.7 白胡彩

87 F-2 東京大学構内遺跡 工学部14号
館地点

武家屋敷 18c後～19c初 SU381 前後型合 2.4 2.9 1.5 胎土灰色

図版
番号 分類 遺跡・地点名 遺跡の性格 年代 出土遺構 成形技法 高(cm) 幅(cm) 厚(cm) 備考

※報告書非掲載、実測図作成は青山、今井、小林（東京大学埋蔵文化財調査室）

（）残存値
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むけている。A-1 類の中では若干小さく尾も比較的短い。

同遺構から姉様、ネズミ、ミニチュアの羽釜が共伴して

いる。

2676 号

方形の土坑である。3066 号と同時期で、基準遺構に

準じる主要遺構とされている。猫の土人形は F-1 類（12

図 85）が出土している。85 は小形の伏せ猫である。

・南山伏遺跡

所在： 新宿区南山伏町 16（219-b 号：A-1 類、E 類）

調査区は天正 18（1590）年から天和 3（1683）年まで

天龍寺の寺域、天和 3（1683）年の火災以降、天龍寺は

新宿追分に移転し、その跡地には貞享 2（1685）から元

禄 2（1689）年頃から小規模な武家地が構築されている。

219-b 号

床面壁際に 9 基の杭穴を有する半地下室である。陶磁

器類から 18 世紀第 3 四半期頃に廃絶された遺構と考え

られている。遺物総点数は 627 点、そのうち瓦が 53％

を占めるが、陶磁器類も遺存度が高いものが多い。猫の

土人形は A-1 類（7 図 2）、E 類（12 図 82）が出土して

いる。2 は前後 2 枚の型合わせ成形で器壁は厚く底部は

開口である。胎土は橙褐色で左向きで首輪を巻き、若干

上を向いており、尾は表現されていない。82 は手びね

り成形の立像である。4 本の足は胴体を上から包むよう

に貼り付け立体感を出している。胎土は橙褐色で白色粒

子が混入している。

・湖雲寺跡遺跡　

所在：港区六本木 4 丁目（1358 号：A-3 類、220 号：B 類）

曹洞宗祥永山湖雲寺の寺域である。湖雲寺は江戸府内

の曹洞宗の寺院を統括した江戸三箇寺である青松寺の末

寺にあたる。慶長 5（1600）年に四谷仲殿町に起立し、

元禄 8（1695）年に麻布谷町に移転した。墓域は長く開

発を免れていたため、良好な残存状態を示している。

1358 号

墓域 C-5 に位置する円形木棺墓である。被葬者は性別

不明の 2 歳の幼児で、埋葬年代は重複関係等から 18 世

紀末から 19 世紀前とされている。棺内からは肥前産磁

器の戸車、瀬戸・美濃産陶器の餌猪口、木製品のミニチュ

アの容器、土製品は在地系の人形玩具の恵比寿、大黒、

人物、犬、猫、宝珠持ち狐、瓶、祠などが出土している。

猫の土人形は A-3 類（8 図 25）が出土している。25 は

型に首輪が表現されていない座猫で、右向き、尾は長い。

220 号

墓域 C-1 に位置する方形木棺墓である。被葬者は性別

不明の 3，4 才の幼児、埋葬年代は遺構の重複関係等か

ら 19 世紀後半とされている。棺内からは猫、天神、三

味線弾き、蓑亀、鳩で、いずれも内部に粘土玉が入って

いる。このほか土鈴、木製品の櫛 2 点、覆土からは泥面子、

ミニチュアの蓋が出土している。土製品はいずれも在地

系である。猫の土人形は B 類（10 図 58）が出土している。

58 は毬抱き猫で、右向き、尾は長く、首輪の下に前掛

けをしている。

・東京大学本郷構内遺跡　工学部 14 号館地点　

所在：文京区本郷 7 丁目（SU2：A-4 類、SK99：A-3 類、

SK101：B 類、SK292：A-2 類、SK378：D 類、

SU381：F-2 類）

中山道に面している御先手組組屋敷である。明治に

入ると本郷森川町として町屋になるが、明治 10（1910）

年に東京大学用地となり現在に至る。

猫の土人形は 6 遺構から出土しているが、これらの中

で一括資料が出土した SU2、SK101 について概要を示す。

SU2

階段を有する地下室である。年代は遺物から東大編年

Ⅷ c 期（1830 ～ 40 年代）に比定されている。遺物は総

個体数 214 点、肥前、瀬戸・美濃系の端反碗が中心で、

瀬戸・美濃系の陽刻が施された型皿などが出土している。

人形・玩具も多数出土しており、橙色胎土では犬張子を

模した犬、ふくら雀の笛、施釉で梅花を白色で花弁を描

き、花芯を緑色で描いた瓶、鉢、鳩。白色胎土では「楓

山」の刻印をもつ銚子、いずれも「亀」の刻印のある麻

葉緑釉六角瓶、布袋徳利、亀乗り童子などである。白色

と緑色の梅花文様は D 類にもみられ、この時期の玩具

によくみられる文様である。猫の土人形は A-4 類（10

図 47）が出土している。47 は A-4 類の中でも小型の座

猫で、左向きで尾は表現されていない。

SK101

不整形の採土坑である。出土遺物は個体数 603 点を数

える。肥前系磁器の広東碗、端反碗、瀬戸・美濃系の端

反碗、湯呑碗、施釉土器の油受け皿など、東大編年Ⅷ a

～ b 期（1800 ～ 1820 年代）の一括資料が出土している。

人形・玩具の出土数は本地点の中では一番多く、橙色系

胎土ではぶら人形、着物狐のほか、施釉の狐拳遊戯を模

した狐、漁師、庄屋などである。白色胎土系では施釉の

狆抱き、裏面に「楽」の刻印のある皿、各面に麻葉文様

を施し「亀」の刻印をもつ緑釉六角瓶が出土している。

猫の土人形はＢ類（10 図 55）が出土している。55 は右

向きの毬抱き猫。頭部、前面を欠損している。



198

　紀　要　編

・水野原遺跡　

所在：新宿区若松町 4（C001-528 号 ：C 類）

『御符内場末往還其地沿革図書』によると、延宝年間

（1673-1681）には、調査区北側は紀伊新宮城主水野家下

屋敷、北西部は旗本永見、筒井家の敷地である。南側は「本

多備前守」の敷地であったが、元文年間（1736-41) には

「本多修理」が西に、「尾張殿」が東に、嘉永 5（1852）

年には本多家の土地は二分され南側に「中川圭水」の敷

地とされている。「尾張殿」とは宝永 2（1705）年に拝

領された川田久保屋敷で、幕末には本田家部分にまで屋

敷を拡張している。

C001-528 号

水野家下屋敷と尾張藩川田久保屋敷の境界付近に位置

する溝である。総点数 41981 点と非常に多量の遺物が出

土しており、陶磁器、土器類は 66％を占める。出土遺

物の年代は 19 世紀初頭から中頃であるが、嘉永 6（1853）

年初鋳の銭貨「嘉永一朱判銀」と 1855 年を上限とする

「寿」字を型押しした白磁小皿が出土していることから、

遺物の廃棄年代は 1855 年以降 1860 年代と考えられる。

被熱している遺物も多いことから、安政 2（1855）年の

大地震の際の火災、もしくは安政 6（1859）年の火災に

よる廃棄が考えられ、遺物、遺構の傾向から、尾張藩川

田久保屋敷の長屋に居住する藩士の生活財が廃棄された

ものと考えられるが、一部水野家下屋敷の廃棄遺物と思

われる資料も含まれている。猫の土人形は C001-528 号

遺構から C 類とした招き猫（11 図 63）が出土している。

63 は腰部に丸〆の刻印を持つ招き猫である。高さ

10.6㎝と大型である。左向きで顔を前面に向け右手をあ

げている。首輪の下にはフリルのよった大きな前掛けを

つけており、尾は前面に短く表現されている。胎土は橙

褐色で白色粒子混入、比較的精緻である。

　　　

・巣鴨遺跡　巣鴨 1-3-21 地区　

所在：豊島区巣鴨 1 丁目（24 号：A-4 類）

中山道の北側に展開する武家地である。

24 号

不整形の土坑である。比較的短期間に埋められた可能

性が指摘されており、武家地が一般市街地に組み込まれ

る明治初頭に廃絶した遺構と考えられている。19 世紀

中葉の碗、皿、徳利、鉢などの陶磁器、焜炉、火消壺、

燈火皿などの土器、食物残滓など生活全般に及ぶ遺物、

総点数 1172 点が出土している。趣味、娯楽に関する遺

物も多く、228 個の碁石がまとまって出土している。猫

の土人形は A-4 類（10 図 46）が出土している。46 は高

さ 4.6cm と小型で尾が短く、右上を向く座猫である。鈴

をつけた首輪をしている。

・南町遺跡　

　所在：新宿区南町 12，13（26 号：D 類）

江戸時代初期は天龍寺の寺領であったが、その後寛永

年間（1625-1651）以降に、「御徒組大縄地」として御徒

組同心の組屋敷に利用されるようになった地域である。

「牛込御徒町」とも称されていた地で、明治初期には、

牛込北町、牛込中町、牛込南町となり、さらに北町、中

町、南町と呼称は変わるが地割りはほとんど変更されて

いない。

26 号

遺物量が多く、整形が粗い土坑でゴミ穴と考えられて

いる。総点数は 670 点で、揃いの小坏 68 個体、瀬戸・

美濃系の揃いの中碗 32 個体、銅版染付の中碗破片が出

土しており、廃絶年代は 20 世紀前葉まで下る可能性が

ある。猫の土人形は D 類（12 図 78、79）が 2 点出土し

ている。78、79 は施釉の座猫である。A-3 類とほぼ同

様の意匠であるが、首輪、前掛け、尾を描いており、全

体に透明釉をかけている。

・荒木町遺跡

所在：新宿区荒木町 5 丁目（4 号廃棄土坑：F-1 類）

江戸時代を通じて御先手組同心大縄地である。

4 号廃棄土坑

大形の土坑で、多量の陶磁器、土器片、食物残滓が出

土しておりゴミ廃棄土坑とされている。「泉湊伊織」の

刻印をもつ塩壺、11 波の四文銭、信楽系灰釉の灯明皿、

台付灯明受皿が出土しており、廃棄年代は 18 世紀後半

から 19 世紀前半とされている。猫の土人形は F-1 類（12

図 83）が出土している。83 は幅 12.9㎝と大型で、左向

きの伏せ猫である。太い首輪と長い尾をもち、目と鼻は

棒状の工具で穿孔して表現している。

3-2　各類型の消長
13 図は、各資料の出土年代（3）をもとに作成した類型

別変遷図に、後述する文献、絵画資料のトピックを加え

た変遷図である。

猫の土人形が出現するのは 18 世紀中葉である。初め

は A-1 類、E 類、F 類が混在していたが、徐々に A-1 類

の系譜をひく A-2 類、A-3 類が主となり、A-2、A-3 類

類の形状に毬などの付属物を加えた B 類が平行して存

在する状況がみられる。

19 世紀に入ると A-4 類、D 類が現れ、19 世紀中頃に

は A-2、A-3 類と同様の形状で片手を上げた C 類が現れ
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る。近代に入ると A 類はほぼ見られなくなり、若干残っ

ていた B 類、D 類もほどなく終息し、磁製を含めた C

類が残り現在に至る。

出現期から時期が下るにつれ、徐々に小型化していく

傾向は、A 類、B 類、C 類にみられる。前掛けの表現が

みられるのは A-5 類、B 類、C 類で 19 世紀前後からで

ある。A-3 類は首輪や前掛けの表現はないが、A-3 類と

ほぼ同じ形状である D 類は施釉のため彩色が残ってお

り、頸部に首輪と前掛けが描かれている。E 類を除く他

の類型では、首輪、前掛けをしていない資料は確認でき

ないため、A-3 類も首輪、前掛けが描かれていたと考え

られる。

江戸在地系以外の胎土を持つ資料が確認されるのは

F-2 類のみである。

４　文献、絵画資料にみる猫

これまで出土資料の様相をみてきたが、遺物は長く土

中にあったため、彩色はほとんど残っておらず、当時の

彩色は、施釉の資料や、わずかに残存する顔料から想像

するのみである。また、猫の土人形の形状は、年代の経

過に伴い変化していくが、その要因は土人形からだけで

は伺うことができない。

そこで、ここでは絵画資料から土人形の意匠を伺い、

文献資料からは変遷の要因となった社会的背景をみてい

きたい。

４-1　猫の土人形の意匠
14 図は歌川広重画『江戸名所画賛』に描かれた猫の

土人形である。白地に頭と背中に黒ブチがあり、赤い首

輪をつけている。ブチの周りは薄くぼかしており、猫の

毛並みをよく表している。座布団を 2 枚重ねした上に飾

られており、この絵が描かれた 19 世紀中頃の、飾り方

がわかる。図の上には浅草で土猫が流行していることが

記されている。

15 図は年代、作者未詳の江戸玩具を描いた画集『玩

具聚図』（4）にみられる猫の人形である。型の合わせ目

などの表現から、土人形だと思われる。首輪の部分は盛

り上がっており、A-2 類に該当する。首輪の下には前掛

けと鈴が描かれている。鼻は黒、耳の中、口は赤、目は

黄色に黒い点で表している。頭頂部と体部には黒ブチが

あり、ブチの周囲には枠線が描かれている。尾の部分に

は「ニカ○（ニカワ）」、後足の窪みには赤色で陰影をつ

けるためか「タン（丹）」との指示書きがあり、目、尾

の位置は赤で修正されている。

16 図は歌川国芳により 1840 年代に描かれた「江戸じ

まん名物くらべ　今戸のやきもの」である。子供をおぶ

う女性が、今戸焼の土人形の彩色をしている。土人形の

彩色は、落語の「今戸の狐」でも知られるように、女性

の内職が多かったようだ。手に持つ人形は B 類とした

毬抱き猫である。白地で頭頂部と身体に黒ブチ、尾は黒

く前面に弧を描いている。赤い首輪の下には、青地に赤

と黄の縁取りのある前掛け、前足で押さえている毬は黄

色に赤で文様が描かれている。

17 図は招き猫である。白地に黒のブチ、赤い首輪は

他の猫の土人形と同様である。大きな前掛けは緑青とあ

り、16 図の毬抱き猫の前掛けと同様の青色だったので

あろう。この時期は派手な前掛けをつけることが流行し

ており、犬の土人形にも前掛けをつけているものが多数

みられる。

描かれた土人形の猫は、いずれも白地に黒のブチであ

る。白黒に赤い首輪はコントラストも美しく、人気が高

かったのかもしれない。

４-2　猫の土人形の背景
４-2-1 鼠除けとしての猫

平安時代、猫は紐につながれて飼われていた。迷い込

んできた猫の綱が絡まり、御簾が巻き上がり女三の宮の

姿が外にいた柏木の目に触れてしまうという『源氏物語』

中のエピソードは、よく知られている。では猫はいつか

ら放し飼いになったのだろうか。

近世前期の御伽草子である『猫のさうし』では、慶

長 7（1602）年、洛中に猫の綱を解けとの高札が立てら

れたことから、猫と鼠双方が僧の夢の中で提訴する物

語である。これは実際に出された禁制をもとにしてお

り、その背景には深刻な鼠害があった（上田 2003、黒

田 1996）。

慶長のお触れより 60 年後の寛文 2（1662）年に、富

山藩では逆に放し飼いを禁止する禁制が出されている。

「富山御家旧記略」（5）　

猫御停止之事

其頃猫飼候事流行して、売買抔して事

騒かしく候けれは、向後猫つなき候事、尤売

買々いたし候儀御停止、若右違背之もの

於有之者過銀可出旨、寛文二年四月九日ニ

御家中江被仰渡けり、

（現代語訳）

猫御禁止の事

その時分、猫を飼うことが流行して、売買などし

ていろいろと騒々しいので、今後は猫をつなぐこと。



201

近世江戸遺跡における猫の土人形について

当然売買することも御禁止である。もしこのことに

ついて背くものがいたら、罰金を命じる。このこと

について寛文 2（1662）年 4 月 9 日に（富山藩の）

家中へご命じになられました。

猫の人気が高まり、もめ事が増えたため、今度は猫の

放し飼いを禁ずる禁制が出されている。この時代でも、

猫の需要は高かったことがわかる。

慶長のお触れから約 150 年後、都市江戸の人々は相変

わらず鼠害に悩んでいた。「武江年表」（6）によると明和・

安永（1764 ～ 1781）の頃に、鼠除けの猫の絵を売り歩

く商売があったという。

曳尾庵云ふ、明和安永の頃、鼠除猫の絵かかんと

て市中を歩行しは、常州の者にて名を雲友といふ

描かれたのは猫ばかりではないようだ。江戸後期の文

人、大田南畝の随筆『一話一言』（7）では、天明～寛政

年間（1781-1801）に上野で猫と虎の絵を売っている坊

主がいたと記している。

画猫虎人

　近頃（天明寛政の頃也）、白仙といへるもの年

六十にちかき坊主なりき。出羽秋田に猫の宮あり、

願の事ありて猫と虎とを画きて、社に一枚ヅゝ奉納

すと云、自ら猫かきと称して猫と虎とを画く、筆を

もちて都下をうかれありき、猫書ふゝといひし也。

呼いれて画しむれば、わづかの価をとりて画く、そ

の猫は鼠を避しといふ。上野山下の茶屋の壁に虎を

画しより人もよくしれり、近頃はみえず

鼠害に悩んでいたのは都市だけではない。地方の養蚕

農家にとっても、繭を食べる鼠は蚕の天敵であり、猫の

需要は高かった。猫が簡単に手に入らない地域では、猫

は大変高価なものであったようだ。平戸藩主松浦静山

の随筆『甲子夜話』（8）では、文政 4（1821）年の項に、

地域によっては猫は馬よりも高価だと記している。

奥州は養蚕第一の国にて、鼠の蚕にかかる防とし

て、猫を殊に選ぶことなり。上品の所にては、猫の

値五両位にて、馬の値は一両位なり。

『物類称呼』（9）によると、養蚕が盛んな地域では、蚕

神を祀る神社から小石を借りてきて、猫と称し蚕棚に置

く風習があったようだ。

三月廿三日を春志と云参詣のもの其社地の小石を

猫と名付て借て下向す是は蚕に鼠のつかぬ呪なるべ

し

4-2-2　化け猫と短尾猫の流行

江戸時代の猫のイメージは、可愛いだけではない。

江戸時代後期の辞典『和訓栞』ではねこの語源を「寝

子」としているが、「寝子」は私娼の異称でもあった。

三味線を使う芸妓のことを「ねこ」と呼び、「猫には遊

女が成る」という俗説もあるなど、猫と遊女の関わりは

深い。遊女薄雲を大蛇から守った猫の話「烟花清談」（10）、

遊女屋の窓から外を眺める猫を描いた「浅草田圃酉の町

詣」（歌川広重画）など、猫と遊女をテーマにした読本、

浮世絵も多い。

また、老いた猫は猫又になり、人を惑わすと信じられ

ていた。

江戸中期の有職家である伊勢貞丈（1718-1784）の随

筆『安斎随筆』（11）では

数年の老猫形大に成り尾二岐になりて妖怪をなす

是れを猫マタとも云ふ尾岐ある故なるべし

とある。安永 5（1776）年に刊行された『画図百鬼夜行』

には、後足で立ち上がり、長い尾が二つに分かれている

「猫また」が描かれており、そのイメージをみることが

できる（18 図）。また歌舞伎では、文政 10（1827）年に「独

道中五十三駅」が上演され、猫の怪異を主題とした猫騒

動物（ねこそうどうもの）の流行の端緒となった。猫と

怪異を結びつけるイメージも強かったのである。

猫又を恐れる人々が尾の短い猫を好んだためか、江戸

後期になると短尾の猫の人気が高くなったようだ。

猫を擬人化した小説『朧月猫の草紙』（山東京山作、

歌川国芳画）は、天保 13（1842）年頃から 6 年間続い

た合巻本であるが、作中幕間で猫が作者に「猫の尻尾も

長いは流行らん」と、長く続いた連載小説の終りを促し

ている。短尾猫の流行は明治になっても続いており、仮

名垣魯文による雑誌『魯文珍報』の挿絵で、後に単行本

になった「百猫画譜」で描かれる猫の尻尾もみな短い（19

図）。

明治 6（1873）年にお雇い外国人として来日したチェ

ンバレンは、長い尾を持つ猫を嫌う原因を、長い尾を何

本も持つ猫は人間をたぶらかすという迷信のためとして

いる。また、短尾猫を好むのは全国的な傾向ではないと

も述べており、短尾猫の流行は主に都市部でのことかも
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14 図　19ｃ前半　歌川広重「浅草土猫」
　　　　　（国会図書館デジタルコレクション）

15 図　年代・作者未詳『玩具聚図』（部分）
　　　　　　　　　　　　（吉徳資料室蔵）

16 図　1840 年代「江戸じまん名物くらべ　今戸
　　　　　のやきもの」（部分）（吉徳資料室蔵）

17 図　嘉永 5（1852）年　「浅草の猫」『巷街贅説」
　『近世風俗見聞集』吉川弘文館
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20 図　推定嘉永 5(1852) 年　歌川広重「浄瑠理町繁花
　　　の図」（部分）（国会図書館デジタルコレクション）

21図　明治10（1884）年　長谷川貞信「俳優楽屋影評判　
　　　坂東寿三郎」（立命館大学アート・リサーチ・
　　　　　　　　　　　　　センター所蔵）arcUP7304

19 図　仮名垣魯文「百猫画譜」
　　　　　　（国会図書館デジタルコレクション）

18 図　鳥山石燕「猫また」　『画図百鬼夜行』
　　　　　　（国会図書館デジタルコレクション）

拡大図
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しれない（チェンバレン著　高梨訳 1969）。

4-2-3　招き猫の登場

招き猫の記述、絵画は多数あるが、そのほとんどは嘉

永 5（1852）年の作である。

『巷街贅説』　浅草の猫（12）　

今戸焼なる土製の猫を買取て、去年の冬浅草寺の

境内、随身門の内に店を開きて猫を売出すに、聞伝

へ言伝へて、請求る者お猫さまと号して、初尾と唱

へ、或は願望成就の神酒代備物代として、奉納銭を

置ぬ、子年の春に至りては、さまざまの小蒲団迄製

し添て売るとなん、猶猫の大小製作の粗密、張子な

ども追々に増ぬらん

『増訂武江年表』嘉永五年二月閏　今戸焼の猫（13）　

今戸焼と称する泥塑の猫を造らしめ、是を貸す。

かりたるは布団をつくり、供物をそなへ、神仏のご

とく崇敬して、心願成就の後金銀其の外色々の物を

そへて返す。其の店は浅草寺三社権現鳥居の傍にあ

りて、此の猫を求むる者夥し。此の事、児女輩とい

へども心ある人は用ひず。まして丈人の驚くべきに

あらずといへども、この頃は丈夫もひそかにこの猫

をかりて祈りけるもこれあるよしなりしが、四、五

年にしてこの噂止みたり

『藤岡屋日記』嘉永五子年春　浅草観音猫の由来（14）

浅草随神門内三社権現鳥居際へ老女出で、今戸焼

の猫をならべて商ふ、是を丸〆猫共、招き猫共いふ

なり、是ハ娼家・茶屋、其外音曲の席等ハ余多の客

を招き寄候とて、是を求メ信心致ス也　

「浄瑠璃町繁華の図」（20 図）は歌川広重の戯画で、

やはり嘉永 5（1852）年作と推定されている。此の図は

人形浄瑠璃「軍法富士見西行」の一場面を、江戸の商売

の場面に見立てたもので、左上の部分に、西行が花魁に

なった娘の江口に招き猫を売っている図が描かれてい

る。露店の暖簾と提灯には丸〆と書かれており、この招

き猫は丸〆猫だということがわかる。僧が売っている丸

〆猫は、白地に黒ブチ、右手をあげ赤い首輪と前掛けを

つけている。

いずれも嘉永 5（1852）年、浅草寺の境内で、招き猫、

丸〆猫と呼ばれる今戸焼の猫が売られたことが記されて

おり、そのきっかけとなった逸話として、猫のおかげで

病が治り、生活が楽になったという報恩譚が語られてい

る。

丸〆には「お金を丸くしめる」「お金を丸もうけする」

という意味がある。浅草猫、丸〆猫は当時の流行り唄や

拳遊び「三獣拳」にもなり大流行した。これより前の文

化文政頃には福助、撫で牛の流行もあり、開運をもたら

す招福人形が流行する下地は充分できていたのだろう。

5　江戸における猫の土人形の　　　　　
　　　　　　　　　　変遷とその背景

これまで出土遺物の様相と、絵画、文献資料の記述を

みてきたが、これらとの関連から猫の土人形の変遷につ

いて考察していきたい。

5-1　猫の土人形の誕生
猫絵が流行したのは明和・安永（1764 ～ 1781）頃で

あるが、猫の土人形の出土が確認されるのも 18 世紀中

頃であり、その時期はほぼ一致している。

養蚕信仰の社とされる丹波の大原神社では、江戸時代

から養蚕農家は春に猫と称する小石を持ち帰り蚕棚に飾

り、秋にこの石を返すという風習があった。同様の信仰

は各地にあり、宮城県黒川郡では、祠内の小さな素焼き

の猫を借りていき、秋には 2 個にして返したという記録

もある（大木 1975）。鼠除けを頼み猫絵や猫の塑像を飾っ

たのだろう。

ここで一点注目したいのは、猫絵ばかりではなく虎絵

も売っていたということである。E 類は猫の土人形の中

では唯一立像で、手捻り成形である。身体の割に頭が小

さく、背から後足へ続くラインは筋肉質で尾が太い。ま

ぶたの上が厚く、険しい容貌も他の猫の土人形にはみら

れない表現である。また E 類は 18 世紀後半の一時期の

み出土しており、虎絵が売られていたとの記述がある天

明～寛政年間（1781-1801）の時期と一致する点からも、

E 類は虎である可能性が高い。

5-2　尾の長さの変化
3-2 項では、時期的な変化として小型化をあげたが、

もう一点変遷に伴う変化として、尾の長さがあげられる。

2 表は各類型の出現時期と尾の長さである。

18 世紀中頃に出現した A-1 類では、尾は表現されな

いか、短めである。A-1 類と平行して存在した F 類も尾

の長さはまちまちである。この頃はあまり尾の長さは意

識されていなかったのだろう。

18 世紀後半にあらわれる A-2 類、A-3 類、A-2、3 類

の意匠を継承している B 類は、尾は背の方へ巻き上げ

る形で長さを強調して表現されている。この時期江戸で
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は鼠除けの猫絵、虎絵などが売られ、猫の土人形も鼠除

けとしての需要があった。猫は尻尾で動きのバランスを

とる。尾の短い猫は、尾の長い猫より高いところに飛び

乗れるようになるのが遅いといわれている。江戸の人々

には長い尾の猫が、早くから鼠をとるイメージがあった

のかもしれない。

19 世紀前～中頃にあらわれる A-4 類、A-5 類、C 類

と 19 世紀後葉に出土する B 類、C 類は、突起のような

表現か短尾で、短尾猫の流行を反映した意匠となってい

る。

5-3　招き猫はいつ現れたのか
招き猫は突然現れたわけではない。巷街贅説には「其

始は有ふれし今戸焼の猫なりしを後は此形に作りかへて

専らに鬻ぎぬ」とある（17 図）　。

A-3 類は猫の土人形の中で最も出土数が多く、江戸市

中では「有ふれ」た猫の土人形だったことがうかがえる。

A-3 類は横向きの座猫であるが、新宿区水野原遺跡から

出土した 63 はそれに片手をあげるポーズを加えた意匠

で、A-3 類の意匠と連続性がみられる。C 類は A-3 類を

流行に合わせ「作りかへ」たことにより発生したと考え

られる。

63 は安政 2（1855）もしくは安政 6（1859）年の火災

で廃絶した遺構から出土しており、この遺構が機能して

いた時期は、丸〆猫が流行した時期と重なる。このほ

か、新宿区払方遺跡 762 号からは、刻印はないが、横向

きで大きな前掛けをつけた招き猫が出土している。後面

一部を欠損しているため、刻印の有無は確認できないが、

762 号からは嘉永一朱判銀（1853-1865 鋳造）が出土し

ており、遺構廃絶年代は 19 世紀中頃とされている。ま

た千駄木三丁目北遺跡（15）からは「本丸〆」の刻印を持

つ資料が出土しており、この時期起源を争うほど、丸〆

猫が流行していたことがうかがえる。これらの出土例か

ら、C 類があらわれのは 1850 年代と捉えることができ、

文献資料の記述とも矛盾しない。

嘉永五（1852）年に始まった招き猫の流行は「四、五

年にしてこの噂止み足り」とあるが、C 類はこの後も出

土する。尾張藩の時計師・鍛冶職頭の津田助右衛門家に

伝わる文書によると、招き猫が流行した嘉永 5（1852）

年から 8 年後の万延元（1860）年に石部村で書かれた戯

文には、江戸で招き猫が流行していることが記されてい

る（名古屋市博物館 2015）ことから、廃れたのは丸〆

猫の流行を指しているものと思われる。

初めは横向きだった C 類だが、後には正面向きのも

のが主流になる。C 類で正面向きの資料は、本体は型合

せ成形で、手は手捻りで貼付の物が多い。横向きの座像

だと、あげる手によって型全体を変えるため、型を何種

類も作る必要があるが、正面向きならば上げる手の部分

を変えるだけですむ。正面向きが主流になった要因は、

製作時の省力化かもしれない。

5-4　人形の置場所
猫の土人形にみられる変化は顔の向きにもみられる。

猫の顔の向きは、基本的に上向と水平の二種類である。

上向：A-1 類、A-2 類、A-3 類、A-4 類、D 類、E 類、

F-1 類　

水平：A-5 類、C 類、F-2 類

この差異の要因として考えられるのは、猫の土人形が

置かれた場所である。上向の人形は、目線より上に飾る

と顔が見えなくなってしまうので、目線より下に飾られ

ていたと考えられる。

養蚕農家は前述のように鼠除けとして、猫と称する小

石を蚕棚に置いた。猫の土人形も台所、屋根裏、蔵など

鼠が現れる場所に置かれていたと考えることができる。

またガラガラの機能を持つ A-2 類、A-3 類、B 類も手に

とれる場所に置かれていたと思われる。

3 表は『ひな人形の故実』（上編 2004）にみる人形の

置き場である。『ひな人形の故実』は嘉永 6（1853）年

に京都の人形店清水家次右衛門が出版した人形カタログ

である。144 種の人形が紹介されており、当時の京都で

売られていた人形と、人形に付されていた縁起を知るこ

とができる。開運、病除けなどの縁起を付された人形は

神棚に置かれるが、虫除け、鼠除けなど実用的な用途の

ものは、害悪の発生元近くに置かれている（16）。

一方、招福人形である招き猫は、縁起棚、もしくは神

棚に飾られている（21 図）。これまでは目線より下の場

所に飾られていた猫の土人形は、招福人形や観賞用に用

途を変え、置き場所も目線より高い場所へと変わって

いったのであろう。

江戸時代の鼠害対策は補鼠器、枡わなが一般的だった

が、その効果はあまり期待できなかった。19 世紀にな

ると「石見銀山」を代表とする殺鼠剤が普及しはじめ、

鼠除けのための人形の需要は減ってきたのかもしれな

い。

3 表では懐中に持つとされる人形も多い。A-5 類、F-2

類のように極小型の人形は、棚に飾るのではなく、懐中

に持っていた可能性も考えられる。

おわりに
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項目 御利益 飾り場所

1 元三人形 開運、諸願成就、子孫繁栄 膳の上

2 設財人形 福徳、開運、無病息災 神棚、仏壇

3 恵方人形 幸福、子孫長久 年徳棚

4 初寅人形 商売繁盛 神棚、仏壇

5 元日恩金祭 福徳 神棚

6 福徳恵比須 家業幸、福徳 神棚

7 左扇人形 家業栄、福禄 神棚

8 七草鳥 食禄 荒神棚

9 猿田彦大神 疱瘡軽微 神棚

10 白馬人形 家業繁栄、酔止 神棚、懐中

11 鷽鳥 商売利益 神棚

12 神ひな 家業繁盛、子孫長久 家、蔵、物入棟木

13 壬生人形 良縁、流行病除、頭痛止 棚

14 誕生人形 食禄、長寿 神棚、川へ流す

15 鯉の伝 疫病除 屋上へ建てる

16 獅子頭 邪神除、疱瘡軽微 家中、船荷

17 妊帯安産人形 安産 荒神棚

18 魂祭人形 家業繁栄 神棚

19 巳成金祭 金銀苦労なし 神棚

20 冬至人形 萬福 子の方角

21 年越人形 年中息災 神棚

22 節分宝船 諸願成就 枕元、布団

23 厄除人形 難逃 懐中、辻地蔵堂

24 童子人形 流行病退散 家に立置く

25 納雛 井戸神、厠神へ病除祈願 地中に埋める

26 組合人形 勝負必勝 常に所持

27 月代人形 月代慣れ 棚

28 埋人形 家運長久 床下に埋める

29 両面人形 商売繁盛、安産、渡航安全 戸口の見返し

30 力者人形 武術上達 神棚

31 耳人形 物事的中 懐中

32 疱瘡神祭 疱瘡軽微 東南南向の机上

33 子求人形 子授 枕元

34 渡海人形 渡航安全 懐中、荷物

35 虫除人形 虫除け 地面、家の四隅

36 夜道人形 夜道難逃 懐中、荷物中

37 長座人形 客返し 棚

38 亀上臈腰元撫牛 富運、人気運 床、机上

39 人寄人形 集客 神棚

40 愛嬌人形 良縁 懐中

41 盗難除人形 盗難除、大願成就 神棚、仏壇

42 撫牛人形 家富 居間

43 茅の輪 疫病除 家の門口

44 夜啼留人形 夜泣止、寝言止 竈神

45 邪折人形 邪心消去 仏壇

46 布袋人形 家業繁盛 荒神棚

47 勢い虎 商売繁盛 年徳棚

48 日和人形 晴天祈願 南天の木

49 亀人形 悪夢除 懐中

50 牛馬の病除人形 牛馬病除 牛馬小屋入口

51 瘡人形 疱瘡留 座敷先の地面

52 痔人形 痔病治癒 雪隠

53 有卦人形 幸運祈願 神棚

54 鼠除人形 鼠除け 船荷

55 水の替人形 水あたり逃 懐中

56 家内和順人形 家内和順 着物の中

57 寝尿人形 夜尿 布団の下

58 船玉人形 渡航安全 懐中

59 関羽人形 盗難除 家

60 胞衣納人形 開運名声 土中衣壺中

61 蔵詰人形 水干難除 神棚

62 疱瘡軽くする人形 疱瘡軽微 膳の上

63 老人人形 誤嚥除 膳の隅

64 幸立人形 往古は六銭 土肌（焼物）入

項目 御利益 飾り場所

3 表　人形の置き場所（『ひな人形の故実』より）

18中 後 19前 中 後 20前
1 ○
2 ● ●
3 ● ● ●
4 ○
5 ○

B ● ● ○
C ○ ○ ○●
D ●
E ●

1 ● ●
2 ○

○短尾 ●長尾

A

F

類型

2表　尾の長さの変化
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本稿では、土人形の中で「猫」という一器種に焦点を

当て、分類を行い各類型の変遷をたどった。また文献、

絵画資料を加え、その変遷の背景について考察を行った。

人形・玩具は陶磁器・土器に比べ出土量が少ないため、

定量分析の手法だけでは、年代相、社会相の復元が難し

い（安芸、小林、堀内 2012）。本稿では絵画、文献資料

との対比を加え、変遷の要因は社会的な変化と関連性が

高いことを示した。

今後は他の器種でも同様の検討を重ね、土人形独自の

編年構築に近づいていきたい。

謝辞　

下記の方々には大変お世話になりました。記して感謝

いたします。

小林寛子氏、栩木真氏、林直輝氏、新宿歴史博物館
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分類条件に当てはまる資料がない場合は、2 図に反映され

ていない。

（3） 報告書に記載された年代は、出土陶磁器によるもの、遺構
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　　巻二 26 オ 178：蚕

（10） 千葉大学学術成果リポジトリ　「『烟花清談』－解題と翻
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jinshaken-18-18.pdf
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随筆（伊勢貞丈）」（参照 2022-8-12）  
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（15）報告書非掲載

（16） 挿図がないため、この鼠除け人形の形状は不明だが、土
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